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利は Dantz Development Corporation に帰属します。ユーザの権利は、国際著作権法および合
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することはできません。
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で表示されるライセンス使用許諾書に基づいて、Dantz Development Corporation（Dantz 社）
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りません。
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に関して、Dantz 社と使用者の間だけで成立するものとします。

 特許
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されます。Dantz 社は本製品に関し、その品質、性能、商品価値、または特定の目的に対

する適合性については、明示的または黙示的に一切の保証はいたしません。 

Dantz 社は、本ソフトウェアまたはマニュアルの使用、あるいは使用不能による必然的、

偶発的、特別、典型的、または間接的な損害（営業利益の損失、事業中断、企業情報の消

失など）について、Dantz 社がそのような損害の可能性を知っていた、あるいは知ってい

るべきであったとしても、一切の責任は負いません。 
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Dantz 社は、本契約、ソフトウェア、またはマニュアルにより発生するどのような損害に

対してもソフトウェアに対して支払われた金額を超える賠償責任を負いません。これらの

責任の制限は、上記の保証が無効と見なされる場合でも完全な効力を有します。 

上記の保証および措置のみが有効で、口頭や文書による明示的または黙示的保証や措置は
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害に対する黙示の保証または義務の除外または制限を許可していません。そのため、上記

の制限や除外は当てはまらない場合があります。この保証は、特定の法的な権利を与える

ものです。また、州によっては他の権利を持っている場合もあります。
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第 1 章 • 始動準備 9

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .

章 1

始動準備

• R E T R O S P E C T  の 概 要

• 必 要 条 件

• R E T R O S P E C T  の イ ン ス ト ー ル

• R E T R O S P E C T  の 使 い 方

• ク イ ッ ク ス タ ー ト

この章では、Retrospect の使用に必要なハードウェアとシステムの必要条件およ

び Retrospect ソフトウェアのインストール方法とアップグレード方法について説

明します。また、Retrospect の基本的な使用方法の概要についても説明します。

Retrospect クライアントの必要条件とインストールについては、「第 6 章 • ネット

ワークバックアップ」を参照してください。

「クイックスタート」の項では、2 つのバックアップと簡単な復元を実際に行いま

す。
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RETROSPECT の概要

中小企業向けに設計された Retrospect 
Workgroup と Retrospect Server は、ファイル

サーバや、デスクトップ、ノートブックコン

ピュータなどのバックアップを迅速に行い、

100% 正確に復元します。Retrospect Desktop 
は、Dantz 社の大企業向け製品で実証された

機能をホームユーザや中小企業のユーザに提

供します。Retrospect の製品を使用すると、

ウィルス、新しくインストールしたソフト

ウェア、ユーザの過失、破損したハードウェ

ア、ハードウェアのアップグレード、ハッ

カー、コンピュータの紛失や盗難などによる

損失を避けることができます。データ保護の

分野では業界のリーダーとして 10 年を超え

る実績を持つ Dantz 社は数々の賞を獲得し、

世界中の数百万台のコンピュータを保護して

います。 

適なタイプの選択

利用可能な Retrospect 製品は 3 種類ありま

す。貴社の要求を満たす 適な製品をこの 4
種類の中から選択してください。以下の表は、

Retrospect の機能の一部とその機能が利用可

能な Retrospect 製品を示しています。

機能
Retrospect 

Desktop
Retrospect 
Workgroup

Retrospect 
Server

ローカルコ
ンピュータ
のバック
アップ

Mac OS X 10.1.5 
以上（Mac OS X Panther 
を含む）が動作する 1 台のコン
ピュータ

x x x

Mac OS X Server 10.1.5 ～ 10.3 
以上が動作する 1 台のコン
ピュータ

x x

ネットワー
ククライア
ントのバッ
クアップ

追加費用なしで含まれるネット
ワーククライアントライセンス
数

2 20 100

Mac OS 7.1 以上、Mac OS X 
10.1.5 ～ Mac OS X Panther、
Windows XP、Windows 2000 
Professional、Windows NT 4.0 
Workstation、Windows 95/98/Me

x x x

Red Hat Linux（バージョン 6.2、
7.1、7.2、7.3、8、および 9）

x x x

Mac OS X Server 10.1.5 以上
（Mac OS X Server 10.3 以上を含
む）

x

バックアッ
プデバイス

テープドライブ、ハードドライ
ブ、リムーバブルデバイス、
CD/DVD、FTP サーバ

x x x

テープオートローダとライブラ
リ

x x

クライアン
ト

追加クライアントライセンス
（100、50、10、5、1）

オプション オプション オプション
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必要条件

Retrospect を実行して使用するためには、ハー

ドウェア、OS、およびメモリに関する 小限

の必要条件があります。クライアントコン

ピュータの必要条件についての詳細は、

「第 6章 • ネットワークバックアップ」を参照

してください。

バックアップコンピュータ

バックアップコンピュータは、Retrospect を
インストールして実行するマシンです。次の

低必要条件を満たす必要があります。

• Macintosh G3 以上

• Mac OS X バージョン 10.1.5 以上

• Retrospect Desktop：少なくとも 128 MB 以

上の RAM メモリ（256 MB 以上を推奨）

• Retrospect Workgroup および Server：少な

くとも 256 MB 以上の RAM メモリ

（512 MB 以上を推奨）

• 少なくとも 200 MB の空き容量を持つ

ハードディスクドライブ

• クライアントを使用する場合は、TCP/IP 

プロトコルで動作し、バックアップコン

ピュータが動作しているネットワークに

接続されているかルーティングされてい

る、ネットワークハードウェアとケーブ

ルが必要です。

バックアップデバイス

Retrospect を使用するには、バックアップ先

として使用可能なバックアップデバイスが必

要です。テープドライブまたはテープライブ

ラリ、CD/DVD ディスクドライブ、FireWire
または USB のハードディスク、および Zip、
Jaz、SuperDisk、DVD-RAM、MO などのリムー

バブルディスクドライブにバックアップでき

ます。

注意： バックアップデバイスがない場合も、

インターネットにバックアップすることがで

きます。ただし、適切なネットワークハード

ウェアと TCP/IP の正しい設定が必要です。ま

た、FTP サーバのアカウントを持っている必

要があります。

バックアップデバイスの詳細については、

「第 3 章 • ハードウェア」を参照してくださ

い。

RETROSPECT のインストール

Retrospect をインストールするには、次のよ
うに行います。

1. 実行中の他のアプリケーションプログラ

ムで保存していないすべての書類を保存しま

す。

2. Retrospect の CD をコンピュータの CD-

ROM ドライブに挿入して、「Retrospect のイ

ンストール」をダブルクリックします。

3.「認証」ウィンドウで管理者レベルのユー

ザ名とパスワードを入力して、「OK」をク

リックします。

4. 以降はインストーラの指示に従ってくだ

さい。

Retrospect の旧バージョンからのアッ
プグレード

バックアップコンピュータに Retrospect 4.0
以上が既にインストールされている場合は、

環境設定、スクリプト、およびスケジュール

を維持するための手順が追加されることがあ

ります。 

注意： バージョン 4.0 以前の RETROSPECT を

使用している場合は、スクリプトやスケ

ジュールなどを作成し直す必要があります。

別のバックアップコンピュータに Retrospect
をインストールして、環境設定、スクリプト、
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12 RETROSPECT ユーザガイド

およびスケジュールを維持したい場合は、

179 ページの「Retrospect の移動」を参照して

ください。

注意： 以前のバージョンの RETROSPECT は

MAC OS 9 でも動作しましたが、このバー

ジョンの RETROSPECT は MAC OS X でしか

動作しません。

Retrospect 5.x からのアップグレード

新バージョンの Retrospect を起動すると、

古い環境設定が（デフォルトの場所にあれば）

自動的に検索され、使用されます。

注意： MAC OS X では、デフォルトの場所は

LIBRARY/PREFERENCES/RETROSPECT で

す。MAC OS 9 では、デフォルトの場所はシス

テムフォルダ : 初期設定 : RETROSPECT です。

Retrospect 4.x からのアップグレード

Mac OS X で 新バージョンの Retrospect を
初めて起動し、認証のために管理者のログイ

ン名とパスワードを入力すると、設定の更新

に関するダイアログが表示されます。 

「読み込み」ボタンを押すと、旧バージョンで

使用していたログインクライアント、カスタ

ムセレクタ、スクリプト、スケジュール、お

よび環境設定がコピーされ、新バージョンの

Retrospect で使用することができます。

警告： 「デフォルトを使用」ボタンをクリッ

クすると、RETROSPECT 4.X のログインク

ライアント、カスタムセレクタ、環境設定、

スクリプト、スケジュール、サブボリューム

の定義などが使用できなくなります。この場

合は、新バージョンの RETROSPECT でこれ

らを設定し直さなければなりません。

更新後に古いファイルを削除する

Retrospect のインストールを完了して動作を

確認できたら、旧バージョンの Retrospect ア
プリケーションは、お使いのコンピュータ上

から削除して構いません。ただし、バックアッ

プセットのカタログファイルは削除しないで

ください。カタログファイルは、Retrospect の

アプリケーションと同じフォルダに保存して

おくと良いでしょう。

Retrospect Clients のインストール

 Retrospect Clients のインストールについて

は、99 ページからの「第 6 章 • ネットワーク

バックアップ」を参照してください。

RETROSPECT の使い方

Retrospect の操作は、主に Retrospect ディレク

トリを使って行います（13 ページを参照）。こ

のウィンドウには、各種のコマンドを選択す

るためのタブがあります。各コマンドは、ボ

タンのクリックによって呼び出します。

Retrospect の起動方法

Retrospect を起動するには、Retrospect のアプ

リケーションアイコンをダブルクリックしま

す。

Retrospect でバックアップコンピュータのす

べてのファイルをバックアップおよび復元す

るには、管理者のログインとパスワードが必

要です。プロンプトが表示されたら、管理者

のユーザ名とパスワードを入力してくださ

い。

認証を常に要求されないようにしたい場合

は、177 ページの「セキュリティ環境設定」を

参照してください。

プログラムを初めて起動すると、お客様のお

名前、所属、ライセンスコードを入力するダ

イアログが表示されます。これらの情報を入

力して、「OK」をクリックします。
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登録画面では、以下のボタンのいずれかをク

リックします。

• Retrospect を既に登録している場合は、

「登録済み」をクリックします。

• Retrospect をまだ登録しておらず、ここで

登録したい場合は、「登録」をクリックし

ます。各フィールドに適切なデータを入

力し、「プリント」または「電子メール」

をクリックします。電子メールで Dantz 

社に情報を送るには、コンピュータがイ

ンターネットと電子メールについて正し

く設定されている必要があります。電子

メールで登録情報送信できない場合は、

プリントして郵送またはファックスで送

信してください。

• Retrospect をすぐに使用したい場合は、

「後で登録」をクリックします。

Retrospect の終了方法

Retrospect を終了するには、「Retrospect」メ

ニューから「Retrospect を終了」を選択しま

す。Retrospect の先読み時間（デフォルトで

12 時間）内に実行する予定のスクリプトを作

成した場合は、Retrospect が終了する前にそ

の操作に関する詳細が表示されます。

先読み時間の指定方法について詳しくは、

177 ページの「スケジュール環境設定」を参

照してください。

Retrospect ディレクトリ

Retrospect を起動すると、「Retrospect ディレ

クトリ」というメインウィンドウが表示され

ます。

このウィンドウ内の各種のタブやボタンをク

リックして、Retrospect のすべての機能にア

クセスすることができます。

それぞれのタブには、タブの内容に関する簡

単な説明と特定の作業を実行するためのボタ

ンが表示されます。各ボタンの横には、ボタ

ンの機能に関する説明が表示されます。

クイックスタート

この項では、Retrospect のバックアップと復

元の基本操作を紹介し、2 つの簡単なバック

アップと 1 つの復元を実際に行います。始め

る前に、対応するバックアップデバイスがコ

ンピュータに接続されていること、およびそ

のデバイスで使用するストレージメディアが

用意されていることを確認してください。

パート I：クイックバックアップ

1. Retrospect を起動します。 

2.「基本」タブをクリックし、「バックアッ

プ」ボタンをクリックします。 

初めてのバックアップの場合は、「ボリュー

ム選択」ウィンドウが表示されます。
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このウィンドウは、バックアップする対象

（元ボリューム）を選択するために使用しま

す。ウィンドウのスクロールエリアには、利

用可能なすべてのボリューム（ローカルボ

リュームやログインしているクライアントを

含む）が表示されます。このクイックスター

トチュートリアルでは、ローカルコンピュー

タをバックアップします。

3. 使用する起動ディスク名をクリックして

選択します。

4.「OK」をクリックします。

初めてのバックアップの場合は、「バック

アップセット作成」ウィンドウが表示されま

す。今回が初めてのバックアップでない場合

は、「新規 ...」をクリックして「バックアッ

プセット作成」ウィンドウを表示します。

「バックアップセット」は、バックアップの

宛先としての役割を果たす 1 つ以上のディス

ク、テープ、CD/DVD ディスク、または

ファイルや FTP サイトを表す Dantz 社の用語

です。記録型 CD/DVD、ディスク、テープ、

カートリッジなどの個々のメディアを、バッ

クアップセットの「メンバー」と言います。

5. このバックアップセットに使用するバッ

クアップメディアのタイプを選択します。

テープ、CD/DVD ディスク、リムーバブル

ディスクのいずれかを選択します。バック

アップデバイスがなく、ハードディスクが 1 

つしかない場合は、ファイルバックアップ

セットを作成するので「ファイル」を選択し

てください。

注意： 詳細な説明が必要になるため、このク

イックスタートではバックアップセットの種

類として「インターネット」を選択しないで

ください。

6.「名前」フィールドにバックアップセット

の名前を入力します。デフォルトの名前でよ

い場合は、そのままにしておきます。

このチュートリアルでは、セキュリティと

データストレージのオプションは無視しま

す。

注意：テープバックアップセットの場合は、

デフォルトでハードウェアデータ圧縮が許可

されています。

7.「新規」ボタンをクリックします。 

8. バックアップセットカタログの保存場所

を選択し、「保存」をクリックします。

カタログは、バックアップセットのバック

アップメディア上にあるファイルのインデッ

クスや目次を格納するファイルです。実際に

バックアップセットのメディアにアクセスし

なくても、カタログを見ればバックアップ

セットの内容がわかります。

警告：バックアップ先に使用する予定のリ

ムーバブルカートリッジディスク上にカタロ

グを保存しないでください。Retrospect では、

すぐにアクセス可能なボリューム上でカタロ

グにアクセスする必要があります。ローカル

なハードディスクが適当です。

注意：ファイルバックアップセットでは、こ

こで保存するファイルが、カタログファイル

であり、バックアップするファイルを収納す

る場所になります。バックアップドライブと

して使用したい場所を選択して保存してくだ

さい。

「バックアップセット選択」ウィンドウが表

示され、利用可能なバックアップセットの一

Ja-RUG60Mac.book  14 ページ  ２００４年３月１９日　金曜日　午前１０時３９分



第 1 章 • 始動準備 15

覧が表示されます。特に選択しなくても、新

しく作成したバックアップセットは自動的に

強調表示されます。

9.「OK」ボタンをクリックします。

「基本バックアップ」ウィンドウが表示され

ます。

選択した元ボリュームや、作成した宛先バッ

クアップセットなど、ウィンドウに表示され

る個々の内容を確認してください。 

10.「プレビュー」ボタンをクリックすると、

元ボリュームが検索され、ボリューム内の

ファイルが表示されます。

デフォルトでは、ボリューム上のすべての

ファイルとフォルダがバックアップ対象とし

てマークされます。手動でファイルやフォル

ダをマークおよびマーク解除することもでき

ます。

11.「プレビュー」ウィンドウを閉じます。

 「基本バックアップ」ウィンドウに、バッ

クアップするファイル数と合計サイズが表示

されます。

ウィンドウの上部に「実行の準備ができまし

た。」と表示されます。準備ができていない

場合は、バックアップの実行に必要な操作が

表示されます。

12.「バックアップ」ボタンをクリックしま

す。 

テープ、CD/DVD、またはリムーバブルディ

スクのバックアップセットの場合は、メディ

ア要求ウィンドウが表示されます。

テープバックアップセットのメディア要求ウィン

ドウ

注意：ファイルバックアップセットの場合

は、このウィンドウは表示されず、すぐに

バックアップが実行されます。

13.バックアップに使用する新しいメディア

を選択します。

警告：メディア内のファイルは完全に失われ

てしまうので、必ず空か不要なデータしか

入っていないディスク、テープ、または 

CD/DVD ディスクを使用してください。

新品または消去済みのディスク、テープ、

CD/DVD がバックアップデバイスに挿入さ

れていない場合は挿入します。ウィンドウで

新しいメディアを選択して「続ける」をク

リックします。 
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ファイルのバックアップ中は、進行状況を示

すウィンドウが表示されます。バックアップ

デバイスの容量とバックアップファイルのサ

イズによっては、追加のメディアが要求され

る場合があります。 

バックアップが終了すると、次のようなウィ

ンドウが表示されます。

これで初めてのバックアップが完了しまし

た。

パート II：新規および変更されたファイ
ルのクイックバックアップ

クイックスタートチュートリアルのパート I
では、ハードディスク全体をバックアップし

ました。しかし、ディスク内のファイルとフォ

ルダは頻繁に変更されます。新しいファイル

が追加され、既存のファイルは変更または削

除されます。作成されたバックアップを 新

の状態に保つには、バックアップを定期的に

実行する必要があります。

チュートリアルのパート II では、新しいファ

イルを作成し、パート I で実行したのと同じ

バックアップ操作を実行します。Retrospect
は、 初のバックアップ後に新規作成または

修正されたファイルだけを自動的に選び出し

てコピーします。Dantz 社では、これを

IncrementalPLUS バックアップと呼んでいま

す。

1. Retrospect が起動している場合は、終了し

ます。 

2. ハードディスク上のファイルをいくつか

複製します。

注意：複製ファイルの名前は、元のファイル

とは別の名前にしてください。 

3. それらのファイルを、先ほどバックアッ

プしたハードディスクの Documents フォルダ

に置きます。

4. Retrospect を起動し、「バックアップ」ボ

タンをクリックします。 

初のバックアップから必要な情報がすでに

取得されているため、「基本バックアップ」

ウィンドウが表示されます。

5.「プレビュー」をクリックし、表示された

ウィンドウを閉じて、選択したファイルの情

報を確認します。

元ボリュームの全ファイルとバックアップ

セットに存在する全ファイル（このチュート

リアルのパート I でバックアップしたファイ

ル）が比較されます。ファイルがバックアッ

プセットに存在し、変更されていなければ、

そのファイルをコピーする必要はありませ

ん。 

作成または変更したファイルの数は、「コ

ピーが必要」の右側に表示されます。

6.「バックアップ」をクリックします。 

7. バックアップが完了したら、実行ウィン

ドウを閉じます。 

これで、 初の IncrementalPLUS バックアッ

プが成功しました。

パート III：クイック復元

バックアップを定期的に実行する 大の理由

は、ファイルが紛失または破損した場合にそ

れらのファイルまたはコンピュータ全体を復

元できるようにするためです。チュートリア

ルのこのパートでは、簡単な復元を実際に行

います。復元の詳細については、54 ページの

「復元」と「第 7 章 • 障害発生時の復旧」を参

照してください。
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始める前に、チュートリアルのパート II で作

成した複製ファイルの一部または全部を削除

します。

1. Retrospect を開き、「復元」をクリックし

ます。

2.「ファイルを復元」を選択して、「OK」を

クリックします。

3.「バックアップから復元」ウィンドウで、

前にバックアップしたバックアップセットを

クリックします。

バックアップセット内にある 初のスナップ

ショットが自動的に選択され、ウィンドウの

下の欄に表示されます。

バックアップを実行するたびにスナップ

ショットが作成されます。スナップショット

は、基本的にはバックアップの時点で元ボ

リュームに存在したファイルとフォルダのリ

ストです。スナップショットを使用すると、

ファイルをある時点の状態に復元することが

できます。

4.「OK」をクリックします。

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示さ

れます。

5. 使用中の起動ディスクの名前をクリック

し、復元先のボリュームとして選択します。 

ポップアップメニューが「ファイルとフォル

ダの復元」に設定されていることを確認しま

す。

警告：このポップアップメニューを「ディス

ク全体を復元」や「対応するファイルと置き

換える」に設定すると、復元先のデータが破

壊されることがあります。

6.「OK」をクリックします。 

スナップショットとバックアップセット内の

ファイルが照合され、「バックアップから復

元」ウィンドウが表示されます。

ウィンドウの内容をチェックします。宛先ボ

リュームが正しく選択され、ファイルとフォ

ルダのコピー先が新規フォルダに設定されて

いることを確認してください。この時点では

まだファイルが選択されていないため、「実

行の準備ができていません。」と表示されま

す。

7.「選択したファイル」をクリックします。

8. このチュートリアルの 初で削除した

ファイルを復元するには、そのファイルを探

して復元対象としてマークします。
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18 RETROSPECT ユーザガイド

該当するファイルは Documents フォルダにあ

るはずです。復元するファイルごとに、ファ

イルのアイコンをクリックして「マークす

る」ボタンをクリックします（ショートカッ

トの場合は、ファイルをダブルクリックして

からマークします）。マークしたファイルの

隣には、チェックマークが付きます。

ウィンドウの右上に、マークしたファイルの

数とサイズが表示されます。

9. ファイルをマークしたら、ウィンドウを

閉じます。

「バックアップから復元」ウィンドウの「選

択したファイル」に、マークしたファイルと

宛先ボリュームの情報が表示されます。

10.「復元」をクリックします。

11.復元が完了したら、実行ウィンドウを閉

じます。 

ハードディスクを調べると、バックアップ

セットと同じ名前の新規フォルダが作成され

ていることがわかります。そのフォルダの中

に、マークしたファイルが保存されています。 

これで、 初の復元に成功しました。
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章 2

RE T R O S P E C T の基本概念

• R E T R O S P E C T  の 原 理

• I N C R E M E N T A L P L U S

• バ ッ ク ア ッ プ セ ッ ト の 内 容 と 構 成 要 素

• バ ッ ク ア ッ プ 動 作

• カ タ ロ グ フ ァ イ ル

• ス ナ ッ プ シ ョ ッ ト

• R E T R O S P E C T  と ク ラ イ ア ン ト

• B A C K U P  S E R V E R

この章では、Retrospect の基本概念を説明します。このマニュアルおよびプログ

ラムそのものも、ここに記述された基本概念に基づいています。これらの基本概

念を理解することは重要で有意義なことですが、必ずしも必要というわけではあ

りません。Retrospect は強力で豊富な機能を持つソフトウェアですが、その基本

操作は非常に簡単です。
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20 RETROSPECT ユーザガイド

RETROSPECT の原理

Retrospect で使用するバックアップ方式は、

ユーザが要求しない限りバックアップされた

ファイルが削除されたり上書きされたりしな

いようにするアーカイブ式です。したがって、

バックアップされたファイルはディスク、

テープ、CD/DVD ディスクなど、保存した場

所に無期限に保管されます。これにより、必

要なファイルをいつでも復元することができ

ます。

この利点は、 新の状態が複製されるだけの

「ディスクミラーリング方式」のソフトウェア

を使用したバックアップにはないもので、

Retrospect の大きな特長です。たとえば、1 か
月間毎日重要書類を処理していて、この 1 週
間のデータに重大なミスが発見されたとしま

す。Retrospect で毎日バックアップをとって

いれば、 新のバックアップから復元できる

だけでなく、1 週間前（またはバックアップ

を実行した任意の時点）のファイルの状態に

復元することができます。

Retrospect では、バックアップセットのさま

ざまな段階の修正ファイルを継続して管理す

るために、カタログファイル（通常は、ハー

ドディスク上に保存されている）を使用しま

す。実際にバックアップメディアを検索しな

くても、カタログによって、即時にファイル

を検索できます。

Retrospect には、データを保護および復元す

る方法がたくさんあります。Retrospect を使

用して実行できる基本的な操作には、基本操

作と自動操作があります。 

たとえば、Retrospect を起動し、「基本」タブ

をクリックして「バックアップ」をクリック

すると、基本操作の 初のステップが行われ

たことになります。特定のスケジュールで同

一のバックアップを行うスクリプトを作成す

ると、それは自動操作と見なされます。

基本操作については、「第 4 章 • 基本操作」で

詳しく説明しています。スクリプト作成の手

順は、「第 5 章 • スクリプトによる自動実行」

で説明しています。

Retrospect の操作ではすべて、基本操作でも

スクリプト化された操作でも、元ボリューム

と宛先ボリュームの指定が必要です。バック

アップの場合、バックアップ元は一般的に

ハードドライブまたはハードドライブ上の

フォルダです（Retrospect では、これらをそ

れぞれボリュームおよびサブボリュームと呼

びます）。バックアップ先は、一般的にバック

アップメディア（ディスク、テープ、CD な
ど）に保存されたバックアップセットです。

基本 / 自動操作 元ボリューム 宛先ボリューム

バックアップ ボリューム（複数可） バックアップセット
（複数可）

複製 ボリューム ボリューム

アーカイブ ボリューム（複数可） バックアップセット

転送 バックアップセット（複数可） バックアップセット

復元 スナップショット ボリューム
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第 2 章 •  RETROSPECT の基本概念 21

ボリューム、バックアップセット、スナップ

ショット、およびさまざまなタイプの基本操

作と自動操作については、別の項で詳しく説

明しています。

INCREMENTALPLUS
Retrospect では、特許取得済みのテクノロジー

を使用して IncrementalPLUS バックアップを

実行します。IncrementalPLUS は、同じバック

アップセットへの前回のバックアップ以降に

新しく作成されたファイルまたは修正された

ファイルだけを自動的に選び出してコピーし

ます。フルバックアップか増分バックアップ

かを指定する必要はありません。デフォルト

では、宛先バックアップセットにまだバック

アップされていないファイルだけがコピーさ

れます。

バックアップセットの内容と構成要素

Retrospect を構築する基本的な単位がバック

アップセットで、これは 1 つまたは複数の

ディスク、テープ、記録型 CD/DVD のセッ

ト、単独のファイル、または FTP サイトから

構成されます。記録型 CD/DVD、ディスク、

テープ、カートリッジなどの個々のメディア

を、バックアップセットの「メンバー」と言

います。

1 つのバックアップセットにバックアップで

きる元ボリュームの数に制限はありません。

たとえば、コンピュータの内蔵ハードディス

ク、外付けハードディスク、ファイルサーバ、

および Retrospect クライアントソフトウェア

をインストールしている同僚のコンピュータ

のハードディスクをバックアップ先ボリュー

ムとして、1 つのバックアップセットを指定

することができます。

ディスク、テープ、または CD/DVD がデータ

でいっぱいになると、新しい宛先を指定する

ように要求されます。（ドライブ内で）利用可

能な新規メディアまたは消去メディアが使用

されます。Retrospect が探していた名前のメ

ディアが見つかった場合は、内容を消去して

再利用されます。誤ってデータが消去される

のを防ぐため、メディアにデータが入ってい

た場合には、間違った名前のメディアが自動

的に使われることはありません。

Retrospect では、バックアップセットに入っ

ているファイルおよびフォルダのインデック

スであるカタログファイルを使って、ファイ

ルおよびメディアの追跡管理を行っているた

め、ファイルがどのディスク、テープ、

CD/DVD に保存されているかを考える必要

はありません。詳しくは、25 ページの「カタ

ログファイル」を参照してください。

テープバックアップセット

テープバックアップセットでは、DAT ドライ

ブ、Travan ドライブ、AIT ドライブ、VXA ド
ライブ、DLT ドライブ、LTO ドライブなどの

テープデバイスを使用します。テープにファ

イルがバックアップされ、カタログは通常、

そのバックアップを実行するコンピュータの

ハードディスクに保存されます。テープドラ

イブの詳細については、「第 3章 • ハードウェ

ア」を参照してください。

CD/DVD バックアップセット

CD/DVD バックアップセットでは、CD-R、
CD-RW、DVD-R、DVD-RW、または DVD+RW
ドライブで記録可能なディスクを使用しま

す。ファイルはディスクにバックアップされ、

カタログは通常、そのバックアップを実行す

るコンピュータのハードウェアに保存されま

す。記録型 CD/DVD ドライブの詳細について

は、「第 3 章 • ハードウェア」を参照してくだ

さい。

Dantz 社では、記録や再書き込みが可能な

ディスクである CD-R、CD-RW、DVD-R、
DVD-RW、DVD+RW を「記録型 CD/DVD」ま

たは単に「ディスク」と総称しています。こ

れらのドライブは異なるメディアを使用しま

すが、Retrospect での使用においては、ほぼ

同じように利用できます。異なっている点は、

「R」ディスクは消去できないのに対して、

「RW」ディスクは消去可能で、Retrospect で
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22 RETROSPECT ユーザガイド

再利用できることです。再書き込み可能な

ディスクは当然、記録可能なため、「記録型

CD/DVD」に含まれます。

注意： CD/DVD バックアップセットから復元

するために CD-ROM または DVD-ROM ドラ

イブを使用することはできません。復元中に

書き込み機能は不要ですが、CD-ROM また

は DVD-ROM ドライブでは RETROSPECT の 

CD-R または CD-RW のバックアップセット

のフォーマットを認識できません。この

フォーマットを読み込めるのは、

RETROSPECT がサポートするドライブだけ

です。

リムーバブルディスクバックアップセッ
ト

リムーバブルディスクバックアップセットで

は、Macintosh のデスクトップに現れる取り出

し可能なメディア（Zip、Jaz、SuperDisk、DVD-
RAM、MO、USB や FireWire のハードディス

クなど）を使用します。バックアップは、複

数のリムーバブルディスクやハードディスク

に拡張できます。

ファイルはディスクにバックアップされます

が、カタログは通常そのバックアップを実行

するコンピュータのハードディスクに保存さ

れます。リムーバブルメディアドライブの詳

細については、「第 3 章 • ハードウェア」を参

照してください。

ファイルバックアップセット

ファイルバックアップセットは、カタログと

バックアップしたファイルを 1 つのファイル

にまとめ、ボリュームに保存したものです。

保存先のボリュームとして、ハードディスク、

ファイルサーバ、共有ディスク、リムーバブ

ルカートリッジなど、Macintosh のデスクトッ

プにマウントできるあらゆるボリュームが使

用できます。 

バックアップ専用のメディアを必要とする他

のタイプのバックアップセットと異なり、通

常使用しているボリューム上に他のファイル

と一緒にファイルバックアップセットを保存

することができます。

ファイルバックアップセットは、保存先のボ

リュームより大きくすることはできません。

Retrospect のソフトウェア圧縮オプションを

使用すると、ファイルバックアップセットの

容量を小さくすることができます。ファイル

バックアップセットの容量は、ファイルシス

テム、またはディスクフォーマットによって

も制限されます。

Retrospect は、ユーザに通知することなく、

ファイルバックアップセットのカタログを新

しいファイルに分割することがあります。

バックアップセットに保存されるファイル数

が膨大な数になり、1 つのファイルのリソー

スフォークがオペレーティングシステムによ

る限界である 16 MB に近づいた場合に、分割

が行われます。 

バックアップセットの設定ウィンドウを使用

すれば、手動でファイルバックアップセット

のカタログをファイルから分割することも可

能です。 169 ページの「バックアップセットの

設定」を参照。

注意： バックアップセットが分割された場合

は、2 つのファイルを同じフォルダに保管し、

両方のファイル名を変更しないように注意し

てください。

インターネットバックアップセット

インターネットバックアップセットでは、ご

自分のオフィスのイントラネット上、または

インターネット上の FTP サイトのスペース

を使用します。ファイルは TCP/IP 経由でホス

ト FTP サーバ上の利用可能なスペースを

使ってバックアップされ、カタログは通常

バックアップを実行しているコンピュータの

ハードディスクに保存されます。

インターネットバックアップセットは、テー

プ、ディスク、CD/DVD を使用せずにデータ

を保存することができ、通常の使用場所とは

離れた別の場所にバックアップを保管する簡

単な方法です。この保存方法により、職場で
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発生する盗難や火事などの災害からもデータ

を保護できます。

インターネットバックアップセットは、基本

的にその他のタイプのバックアップセットと

同様ですが、インターネットバックアップ

セットを使用するには、FTP サーバへの書き

込み権限のあるアカウントを持っているか、

サーバ側で anonymous FTP が許可されていな

ければなりません。もちろん、Ethernet ネッ

トワークやモデムなど、FTP サーバまで接続

するための環境も必要です。

警告： インターネット上の FTP サーバを利

用する場合、アクセス権を持つ誰もが、バッ

クアップしたバックアップセットの内容をコ

ピーしたり、変更したりすることができま

す。より確かなセキュリティを確保するた

め、暗号化によってバックアップセットの内

容を保護する方法も検討してください。

インターネットバックアップセットでは、

FTP サーバ上の空き容量と接続速度がバック

アップに影響するので、これらを考慮して計

画する必要があります。すべてのファイルを

バックアップするための充分な空き容量また

は時間がない場合、バックアップするファイ

ルを少なくしなければなりません。たとえば、

インターネット接続の速度が比較的遅い場合

はバックアップを重要なファイルのみに限定

しなければならないこともありますが、高速

なネットワークの場合はハードディスクの完

全なバックアップが可能になります。また、

FTP サーバ上の容量制限によって、バック

アップするファイルの容量を小さくするか

ファイル数を減らす必要があるかもしれませ

ん。一方、容量に制限がなければ、すべての

ファイルや、大容量のファイルでさえもバッ

クアップすることができます。接続速度や

ディスク容量によって制限された場合、

Retrospect に用意されたソフトウェア圧縮の

機能が役に立ちます。

バックアップ動作

バックアップ実行の主な目的は、ファイルを

バックアップセットにコピーすることです。

Retrospect のバックアップ操作では、ファイ

ルをコピーするときのバックアップ動作に 3
つの種類があり、それぞれバックアップする

ファイルの決定方法と保存先のバックアップ

セットメディアの制御方法が異なります。

Retrospect では、簡単に効率的なバックアッ

プが実行できる IncrementalPLUS バックアッ

プを、デフォルトの標準バックアップ動作と

しています。

148 ページの「バックアップ計画」では、標

準、置き換え、および新規メディアバックアッ

プ動作を使用したいくつかのバックアップ計

画を紹介しています。バックアップ計画を検

討し、バックアップセット間で交換したり、

メディアをローテーションして別の離れた場

所に保管したりすることによって、どのよう

にバックアップの安全性と効率を高めるかを

検討してください。

標準バックアップ

標準バックアップは、その名のとおり、通常

の状況で使用するのに 適なバックアップで

す。これは、バックアップセット内に既に存

在するファイルのコピーを避けることによっ

て実行時間とメディア容量を節約する、

IncrementalPLUS バックアップです。標準バッ

クアップでは、新規ファイルか、または同じ

バックアップセットに対する 後のバック

アップの後で変更されたファイルのみがコ

ピーされます。

標準バックアップでは、バックアップの対象

として選択したファイルのリストと宛先バッ

クアップセットのカタログ内のファイルのリ

ストが照合され、バックアップセットのメ

ディア上に存在しないファイルだけがコピー

されます。標準バックアップが新規バック

アップセットに対して実行されると、バック

アップセットにはファイルが 1 つもないた

め、元ボリュームから選択したすべてのファ

イルがバックアップされます。
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標準バックアップの例

ユーザは新規バックアップセットを作成し、

バックアップデバイスの新規または消去済み

のメディアに、標準バックアップを行います。

空の新規バックアップセットにはファイルが

1 つもないため、Retrospect は選択したすべて

のファイルをそのメディアにコピーします。

翌日、そのバックアップセットに別のバック

アップを行います。Retrospect は選択した元

ファイルとバックアップセットのカタログ

ファイルを照合し、複数の新規ファイルと、

前日のバックアップ以降に変更されたいくつ

かのファイルをマークします。これらのファ

イルだけが、このバックアップセットで以前

に使われたメディアにコピーされます。メ

ディアの容量が一杯になった場合は、新規メ

ディアにコピーされます。

置き換えバックアップ

Retrospect で書き替えバックアップが実行さ

れると、 初に宛先バックアップセットのカ

タログ内容が（もしあれば）消去され、バッ

クアップ済みのファイルが 1 つもない状態に

なります。次に、バックアップセット内の先

頭メディアメンバーが検索され、それが有効

な場合は消去されます。先頭のメディアメン

バーが利用不可能な場合は、利用できる新規

または消去済みのディスク、テープ、CD/DVD
など、バックアップセットの種類に応じたメ

ディアが使われます。 後に、元ボリューム

から選択されたすべてのファイルとフォルダ

がバックアップセットにバックアップされま

す。

置き換えバックアップの例

バックアップ管理者は、バックアップセット

への標準バックアップの一週間後に、バック

アップセットに含まれるメディアの数が多す

ぎると判断しました。管理者がバックアップ

デバイスの先頭メディアメンバーで置き換え

バックアップを開始すると、Retrospect によっ

てカタログがリセットされ、メディアのファ

イルが消去され、選択したファイルがすべて

コピーされます。

新規メディアバックアップ

Retrospect で新規メディアバックアップを実

行すると、新規または消去済みディスク、テー

プ、記録型 CD/DVD を使って（古いバック

アップセットと似た名前の）新規の宛先バッ

クアップセットが作成されます。これにより、

元のバックアップセットとカタログを、安全

な場所に長期間保存するために、現状のまま

残すことができます。新規バックアップセッ

トカタログおよび新規メディアメンバー（ま

たはディレクトリ）には、それぞれ「Office
Net [001]」および「1-Office Net [001]」のよう

な連続した番号の付いた名前が付けられま

す。スクリプトやスケジュールの中で従来の

バックアップセットを参照している部分は更

新されます。

ファイルバックアップセットへの新規メディ

アバックアップの場合には、同じフォルダに

新しいファイルが作成されます。

インターネットバックアップセットへの新規

メディアバックアップの場合には、FTP サー

バ上に新しいディレクトリが作成されます。

新規メディアバックアップの例

バックアップセットを別の保管場所にアーカ

イブ（長期保管）するために、バックアップ

デバイスの新規または消去済みメディアを

使って、新規メディアバックアップを行うこ

とにしました。新規バックアップセットと新

規カタログが作成され、選択したファイルが

すべて、メディアにコピーされます。前のバッ

クアップセットは現状のまま残るので、管理

者はそのメディアとカタログファイルのコ

ピーを通常の設置場所とは別の安全な場所に

保管することができます。

新規メディアバックアップは、ディスク、テー

プ、CD/DVD を別の離れた場所に保管するた

めにローテーションするのに適しています。

インターネットバックアップセットの場合

は、新規メディアバックアップによって階層

内の同じレベルに新規ディレクトリが作成さ

れるため、突発的な消去に対する 小限の保

護は確保できますが、FTP サーバでハード
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ディスクのクラッシュ、盗難、火事などの災

が発生した場合の保護は確保できません。

カタログファイル

Retrospect では、バックアップセット内のす

べてのファイルを継続して管理するために、

個別のカタログファイル（通常は、ハードディ

スク上に保存されている）を使用します。

カタログは、ファイルのバックアップセット

へのコピーやバックアップセットからのコ

ピーなどのすべての操作に必要です。カタロ

グを紛失または破損した場合は、メディアか

ら再作成することができます。

スナップショット

Retrospect は IncrementalPLUS バックアップ

を実行するため、同一ファイルの複数のバー

ジョンが、バックアップセット内の複数の

バックアップセッションに分散してしまうこ

とがあります。たとえば、「週間レポート」と

いう書類を毎週更新すると、更新ごとにファ

イルが修正されるため、どのファイルもバッ

クアップセットにバックアップされます。

バックアップセット内の全ファイルについ

て、全バージョンを単純にリストすると、非

常にわかりにくくなります。そのため、

Retrospect では、バックアップごとに、バッ

クアップセット内に元ボリュームの「スナッ

プショット」が作成されます。

スナップショットとは、バックアップ時のボ

リューム上にある、すべてのファイルおよび

フォルダをリストしたスナップ写真のような

ものです。それぞれのボリュームについて、1
つのスナップショットがカタログに保存さ

れ、そのスナップショットのコピーがバック

アップメディア（ディスク、テープ、記録型

CD/DVD、ファイル、またはインターネット）

に保存されます。バックアップやアーカイブ

の操作が正常に実行されると、古いカタログ

のスナップショットが新しいものに置き換え

られます。バックアップメディア上の古いス

ナップショットはそのまま保持されます。

バックアップから復元するとき、スナップ

ショットを使用してディスク全体の内容を復

元することができます。また、ある時点のボ

リュームの状態を確認するときや、個別に

ファイルを選択して復元するときのガイドと

しても使用できます。スナップショットに

よって、関係のないファイルをコピーするこ

となく、バックアップを実行した任意の時点

の状態に各ボリュームを完全に復元すること

ができます。

スナップショットは、ファイルが保存されて

いるボリュームの検索や管理に役立ちます。

ボリュームを新規バックアップセットに初め

てバックアップする場合、選択したファイル

がすべてコピーされ、そのスナップショット

が保存されます。次に他のボリュームを同じ

バックアップセットにバックアップすると、

すでにバックアップセットに保存されている

ファイルとまったく同じファイルはコピーさ

れませんが、各ボリュームのスナップショッ

トには記録されます。この効率的な保存方法

では、正確に一致するファイルを余分にコ

ピーしないため、バックアップメディアが節

約されます。

ある特定の時点でのバックアップから、ボ

リューム、フォルダ、ファイルを復元したい

場合は、メディアから特定の時点のスナップ

ショットを取り出すことができます。

スナップショットは、ある時点でのボリュー

ムの状態を示すものなので、バックアップ

セッションや日付が異なる複数のファイル

バージョンの検索には使用できません。ただ

し、Retrospect では検索の簡単な方法を用意

しています。詳しくは、58 ページの「検索に

よる復元」を参照してください。
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RETROSPECT とクライアント

Retrospect は、Macintosh のデスクトップにマ

ウントされたあらゆるボリュームをバック

アップできます。

さらに、Retrospect Clients を使えば、Retrospect
のバックアップや復元の機能を拡張して、

ネットワーク上の他のコンピュータも対象と

することができるようになります。Dantz 社
が提供するこのソフトウェアを装備したコン

ピュータのことを、Retrospect クライアント

コンピュータ、あるいは単にクライアントと

呼びます。Retrospect は、ネットワーク上の

クライアントをバックアップできます。ファ

イルサーバの設置、ファイル共有の開始、ボ

リュームのマウントなどは必要ありません。

BACKUP SERVER
Retrospect のバックアップサーバ技術は、ネッ

トワークやディスク設定の変化に適応しま

す。これについては、「第 5 章 • スクリプトに

よる自動実行」で詳しく説明します。 

Backup Server には、特殊なタイプのスクリプ

トによるバックアップ機能があります。

Backup Server スクリプトは、（従来のスクリ

プトのように）元ボリュームを指定された日

時に指定されたバックアップセットへバック

アップするのではなく、バックアップの必要

性が も高いボリュームを優先的に処理し、

保存されているデータが も古いバックアッ

プセットにファイルをコピーします。

Backup Server は、ネットワーク上でコン

ピュータとハードディスク（たとえばモバイ

ルコンピュータとリムーバブルディスク）が

不規則に出現する環境に 適です。ボリュー

ムは、利用可能なバックアップセットメディ

アのうち、 適なものにバックアップされま

す。そのため、バックアップサーバスクリプ

トを使えば、メディアの選択に関する自由度

が増します。Retrospect のクライアントユー

ザは、ボリュームのバックアップを開始する

こともできます。総合的なバックアップ戦略

を可能にするために、バックアップサーバス

クリプトはたいていの場合、通常のバック

アップスクリプトと組み合わせて使用されま

す。
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章 3

ハードウェア

• ハ ー ド ウ ェ ア の 概 説

• 通 信 技 術

• バ ッ ク ア ッ プ デ バ イ ス の 確 認

• 記 録 型 お よ び 再 書 き 込 み 型  C D / D V D  ド ラ イ ブ

• リ ム ー バ ブ ル デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

• ハ ー ド デ ィ ス ク ド ラ イ ブ

• テ ー プ ド ラ イ ブ

• テ ー プ ラ イ ブ ラ リ

• メ デ ィ ア の 寿 命 と 保 存

• 複 数 の バ ッ ク ア ッ プ デ バ イ ス

この章では、Retrospect で使用しているデバイス通信技術について説明し、バッ

クアップデバイスとの使い方を説明します。すでに SCSI、ファイバチャネル、

ATAPI、FireWire、USB についての知識がある方は、説明の項目は省略して、ご

使用のハードウェアのセットアップや各バックアップデバイスの項に進んでくだ

さい。バックアップデバイスを使わずインターネットをご使用になる場合は、こ

の章全体を読み飛ばしていただいて構いません。
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ハードウェアの概説

Retrospect では、ハードウェアを集中的に使

用します。これは、ハードディスクなどの元

ボリュームとテープドライブなどのバック

アップデバイス間で、大量のデータ転送を

も効率的に行うためです。ハードウェアシス

テムはもちろん、ケーブルなどの付随する

ハードウェアまで正しく機能していないと、

Retrospect は正常に動作することができず、

データのバックアップに支障が起こる場合が

あります。このため、ハードウェアの機能と

Retrospect との関連を理解しておく必要があ

ります。

Dantz 社では、Retrospect について、各種の

バックアップデバイスで広範なテストを行っ

ています。バックアップを越えた負荷がスト

レージデバイスにかからない状態の問題であ

れば、Dantz 社の厳しいテストによってほと

んど発見されます。デバイスのメーカーは

Dantz 社に対してデバイスのプレリリース版

を提供しているので、もし問題があれば、

Danz 社はデバイスが出荷される前にその点

を指摘することができます。対応デバイスの

新の互換性情報と詳細については、Dantz
社の Web サイトを参照してください。

Retrospect で何らかの問題が生じ、ハードウェ

アとソフトウェアのインストールには問題が

ないことを確認できた場合には、「第 10章 • 問
題と解決方法」を参照してください。

通信技術

Retrospect は、多くのさまざまな方式を使用

してハードウェアデバイスと通信します。こ

の項では、 も一般的な方式を説明し、

Retrospect との相互通信方法について説明し

ます。

SCSI
SCSI（Small Computer System Interface）は、ハー

ドドライブ、記録型 CD/DVD ドライブ、テー

プドライブ、スキャナなどの周辺デバイスと

コンピュータを接続し、通信を可能にする、

機械的、電気的、機能的な規格です。

SCSI ケーブルを SCSI ポートに接続すると、1
つの SCSI バスで、 高 15 台までの周辺装置

を Macintosh に接続できます。デバイスは「1
台ずつ」直列に、いわゆるデイジーチェーン

と呼ばれるシンプルな構造で接続します。各

SCSI デバイスは、それぞれを識別する固有の

SCSI アドレス、つまり ID を持っています。

デバイスの ID 番号は、そのデバイス自体に

割り当てます。

SCSI チェーンでは、チェーン上で通信する信

号の整合性を維持するため、チェーンの両端

を「終端」させなければなりません。これに

はターミネータが必要で、これを SCSI の開

いているポートに差し込み、そこでチェーン

を閉じます。内部で終端している、または自

己終端型の SCSI デバイスは、Macintosh から

一番遠い 後のデバイスとして SCSI チェー

ンの 後に接続します。インラインターミ

ネータも SCSI ポートに接続するものですが、

ターミネータ自体にポートがあり、ケーブル

が接続できるようになっています。使用する

ハードウェアの終端条件については、ご使用

の SCSI コントローラのユーザガイド、およ

び周辺装置のマニュアルを参照してくださ

い。

Macintosh 上で、SCSI チェーンをセットアッ

プするのは簡単です。各デバイスをケーブル

でデイジーチェーン状に接続し、各デバイス

に固有の ID 番号を割り当て、 後のデバイ

スを終端させます。SCSI チェーン上では、

SCSI アドレスを重複させないように注意し

てください。1 つの ID（通常 ID 7）は、SCSI
操作の制御用に SCSI コントローラが予約し

ており、予約済み ID はバス上の他のデバイス

で使用することは出来ません。SCSI チェーン

の ID 番号は、連続させたり特定の順序にし

たりする必要はありません。ID 番号がどのデ

バイスとも重複していなければ、SCSI チェー

ンは番号の順番と関係なく機能します。
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注意： SCSI デバイスを確実に機能させるた

めに、必ずチェーン上の各 SCSI デバイスの

電源をオンにしてからバックアップコン

ピュータを起動してください。また、コン

ピュータを終了させてからオフにするように

してください。

ファイバチャネル

ファイバチャネルは、非常に高いデータ転送

レートを必要とするストレージデバイスのた

めに設計されたシリアルデータ転送アーキテ

クチャです。ファイバチャネルは、SCSI と IP
ネットワーク転送プロトコルの 適な機能を

組み合わせたものです。

Retrospect は、以下の 3 つのトポロジを使っ

てファイバチャネルのテープドライブとテー

プライブラリをサポートします。

• ポイントツーポイント：専用ケーブルを

使ってバックアップコンピュータをファ

イバチャネルのテープライブラリに直接

接続します。

• 調停ループ（FC_AL）：切れ目のない 1 つ

のループまたはリング内に 大 126 個の

デバイスまたはノードを接続します。

• スイッチファブリック：スイッチファブ

リックは、 大 1600 万ノードを接続でき

る も複雑なトポロジです。

注意： FC_AL とスイッチファブリックの場

合、他のアプリケーションからデバイスを

ロックしたり、デバイスを適切に共有したり

する機能は RETROSPECT  にはありません。

ネットワーク管理者は、ファイバチャネルの

テープライブラリへの完全なアクセス権を常

に 1 つの RETROSPECT だけに与える責任が

あります。

ファイバチャネルのテープライブラリの「デバイ

ス状況」ウィンドウ

ATAPI
ATAPI（ATA Packet Interface）は、記録型

CD/DVD ドライブなどの周辺装置をコン

ピュータの IDE インターフェースと接続す

るための標準規格です。

ATAPI デバイスはすべて、内部で IDE バスに

接続されます。チャネル毎に、それぞれマス

ターデバイスおよびスレーブデバイスと呼ば

れる 0 および 1 の番号が割り当てられた 1 つ
または 2 つのデバイスがあります。ATAPI デ
バイス番号は、ジャンパまたは特殊ケーブル

で設定されます。

Retrospect で ATAPI のバックアップデバイス

を使用する場合、追加のソフトウェアは必要

としません。

FireWire
FireWire とは、ハードディスクやリムーバブ

ルディスクドライブなどのストレージデバイ

ス、およびスキャナやビデオカメラなどの周

辺装置とコンピュータを接続し、通信を可能

にする、機械的、電気的、機能的な規格です。

FireWire は、公式な IEEE 1394 の仕様書に基

づいて i.LINK または 1394 とも呼ばれます。

FireWire では、FireWire 規格のケーブルを

FireWire ポートに接続して、63 台もの周辺装

置とコンピュータを接続できます。FireWire
は、「ホットプラグ」が可能です。ほとんどの

場合、電源を入れたままデバイスを接続した

り、外したりすることができ、Macintosh を再

起動する必要もありません。FireWire は、非

常に高速な転送レートを実現しています。
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Retrospect で FireWire のバックアップデバイ

スを使用する場合、追加のソフトウェアは必

要としません。使用するデバイスの詳しい設

定やドライバのインストールに関しては、各

デバイスのマニュアルを参照してください。

USB
USB（Universal Serial Bus）は、キーボードや

ジョイスティックなどの入力装置、およびリ

ムーバブルディスクデバイスやスキャナなど

の周辺装置とコンピュータを接続し、通信を

可能にする、機械的、電気的、機能的な規格

です。

USB では、USB 規格のケーブルを USB ポー

トに接続して、128 台もの周辺装置とコン

ピュータを接続できます。

Retrospect で USB のバックアップデバイスを

使用する場合、追加のソフトウェアは必要と

しません。使用するデバイスの詳しい設定や

ドライバのインストールに関しては、各デバ

イスのマニュアルを参照してください。

バックアップデバイスの確認

Retrospect で使用可能なバックアップデバイ

スのリストを確認するには、「設定」タブの

「デバイス」をクリックします。記録型

CD/DVD、テープドライブ、メディアがマウ

ントされた（ディスクまたはカートリッジが

ドライブに挿入された）リムーバブルディス

クドライブなど、コンピュータに接続された

デバイスが表示されます。

注意： ハードディスクドライブはこのウィン

ドウに表示されませんが、バックアップデバ

イスとして使用できます。詳しくは、37 ペー

ジの「ハードディスクドライブ」を参照して

ください。

「デバイス状況」ボタンをクリックします。コ

ンピュータのバスがスキャンされ、すべての

デバイスの ID 番号と接続されたデバイスを

リストアップしたウィンドウが表示されま

す。

各 ID 毎に、デバイスのメーカー、製品名、お

よびそのファームウェアのバージョン番号が

リスト表示されます。Retrospect が専用のド

ライバを内蔵しているデバイスの場合、その

ドライバは太字で区別されて表示されます。

上記の例では、SCSI バス上のデバイスとして

認識された Ecrix のテープドライブが表示さ

れています。「Ecrix VXA DC (5.03)」は、この

ドライブ用の Retrospect 内蔵ドライバのバー

ジョンを表します。

デバイスが Dantz 社により Retrospect 対応と

して認定されたものである場合、または「認

識」された場合には、そのドライバは太字で

区別されて表示されます。認識されたデバイ

スは、Dantz 社の厳しい適合テストをパスし

たものではありませんが、ほとんどの場合、

表示されたドライバで正しく動作します。

ご使用のデバイスが認定されたものである

かどうかについては、www.dantz.com/jp の
Support & Hardware のセクションを参照して

ください。また、Dantz 社から、ご使用のデ

バイスに対応した Retrospect Driver Update
（RDU）がリリースされているかどうかも

Web サイトで確認してください。

リムーバブルディスクドライブの場合、オペ

レーティングシステムを介して Retrospect と
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デバイスが通信可能であるため、Retrospect に
は専用のドライバはありません。

バックアップデバイスが表示されない
場合

リムーバブルディスクまたは外付けハード

ディスクにバックアップする場合は、Finder
で目的のドライブが確認でき、アクセスでき

ることを確かめてください。エクスプローラ

に表示されない場合は、ご使用のドライブの

説明書を参照して、ドライブを適切にセット

アップしてください。デスクトップからドラ

イブにアクセスできる場合には、Retrospect で
もドライブを確認できます。

SCSI デバイスについては、それぞれのデバイ

スの電源がオンになっていること、ケーブル

がしっかりと接続されていること、デバイス

の ID が重複していないこと、SCSI チェーン

が正しく終端されていることを確かめてくだ

さい。SCSI チェーン上のデバイスの調整は、

それぞれのデバイスとコンピュータ自体の電

源をオフにしてから行ってください。

SCSI チェーンの接続と終端が適切でない場

合や、ID の重複がある場合は、さまざまな問

題が生じます。 も単純な場合には、デバイ

スが「デバイス状況」ウィンドウに表示され

ません。より重大で扱いにくい問題としては、

バックアップコンピュータとバックアップデ

バイスの間の通信エラーがあり、これはデー

タの損失につながります。 も重大な問題の

場合には、コンピュータやチェーン上の SCSI
デバイスが破損します。

「記憶デバイス」ウィンドウおよび「デバイス

状況」ウィンドウにドライブが表示されない

場合、そのドライブに Retrospect が対応して

いないか、対応するために特別な条件が必要

な可能性があります。対応デバイスの 新の

互換性情報と詳細については、Dantz 社の

Web サイトを参照してください。

「第 10 章 • 問題と解決方法」には、Retrospect
でデバイスが表示されない場合の、トラブル

シューティングの手順が示されています。

225 ページの「デバイスの一般的トラブル

シューティング」を参照。

デバイスを確認するためのコマンド

「デバイス状況」ウィンドウには、デバイスを

表示するためのコマンドがあります。

ID を認識しない：ID を選択して「ID を認識

しない」をクリックし、Retrospect を再起動

すると、その ID のスキャンは行われませ

ん。これは、CD/DVD ドライブを使用しない

バックアップの 中に CD/DVD ドライブで

音楽を演奏したいときに便利です。また、バッ

クアップコンピュータに認識させたくないデ

バイスがファイバチャネルネットワーク上に

ある場合、それらを無視するのにも適してい

ます。

ID を認識する：認識しないように設定され

た ID を認識するように戻すには、ID を選択

して「ID を認識する」を選択してくださ

い。Retrospect を再起動すると、指定した ID が
スキャンの対象になります。

再検索：「再スキャン」ボタンをクリックする

と、ウィンドウを 初に表示した後で行われ

たデバイスの変更がスキャンされ、すべて表

示されます。

設定：CD/DVD ドライブを選択してこのボタ

ンをクリックすると、CD/DVD ドライブのカ

スタム設定を作成（または削除）することが

できます。詳しくは、34 ページの「CD/DVD
ドライブの設定」を参照してください。

記録型および再書き込み型 CD/DVD 
ドライブ

Retrospect を使用して、記録型 CD/DVD ドラ

イブと再書き込み型 CD ドライブにバック

アップしたり、それらのドライブから復元し

たりすることができます。Dantz 社のハード

ウェア研究所では、すべてではありませんが、

多くの CD/DVD ドライブの適合性をチェッ

クしています。適合性があると判断されたド
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ライブの一覧については、www.dantz.com/jp
を参照してください。

お持ちのドライブが適合と見なされていない

ものであっても、Retrospect で対応できる場

合があります。詳しくは、34 ページの

「CD/DVD ドライブの設定」を参照してくだ

さい。 

無人モードのスクリプト実行中に新規ディス

クが必要になると、消去済みのディスクか有

効な名前を持つドライブ中のディスクが自動

的に使用されます。 

新しい空の CD-R、DVD-R、または DVD+R メ
ディアは、消去済みのものとして使用されま

す。新しい空の CD-RW、DVD-RW、DVD+RW
メディアは、Retrospect によって準備されてか

ら使われます。既に記録されている CD-R、
DVD-R、または DVD+R メディアは消去でき

ないので、Retrospect で使用することはできま

せん。 

自動実行では、データが記録された CD/DVD
を Retrospect で使用することはできないの

で、必要のないデータしか含まれていない

CD-RW、DVD-RW、DVD+RW ディスクを事

前に消去して、再書き込み型のメディアを準

備しておくと良いでしょう。詳しくは、

33 ページの「CD/DVD のコマンド」を参照し

てください。

警告： RETROSPECT がサポートする再書き

込み型の CD/DVD ドライブがない場合、

データを復元することはできません。CD-

ROM または DVD-ROM ドライブでバック

アップを読み出すことはできません。

記録型および再書き込み型のメディア

CD-R、DVD-R、および DVD+R ディスクは

いったん書き込みをすると、消去することが

できないメディアです。CD/DVD バックアッ

プセットの名前の設定やバックアップする

ファイルの選択は、慎重に行ってください。

CD-RW、DVD-RW、DVD+RW ディスクは再

書き込みが可能なので、フロッピーディスク

やリムーバブルディスクのように何度でも記

録することができます。再書き込みの回数に

は限度がありますが、Retrospect による使用

で限度に達することはありません。

Dantz 社では、CD-R、CD-RW、DVD-R、

DVD+R、DVD-RW、DVD+RW ドライブで使

われる記録可能なディスクを「記録型

CD/DVD」または単に「ディスク」と総称し

ています。これらのドライブは異なるメディ

アを使用しますが、Retrospect での使用にお

いては、ほぼ同じように利用できます。異なっ

ている点は、「R」ディスクは消去できないの

に対して、「RW」ディスクは消去可能で、

Retrospect で再利用できることです。再書き

込み可能なディスクは当然、記録可能なため、

「記録型 CD/DVD」に含まれます。

Retrospect は、ドライブが対応しているメディ

アであれば利用できます。メーカー、速度、

メディアの種類など、極めて多様です。 良

の結果を得るため、高品質のメディアを使用

してください。ドライブの製造各社は、特定

のブランドのメディアを推奨あるいは必須と

していますが、一部は高速度のメディアの使

用には対応していません。推奨メディアにつ

いては、ドライブのメーカーにお問い合わせ

ください。

バックアップの前に他のソフトウェアで記録

型 CD/DVD をフォーマットする必要はあり

ません。未フォーマットまたは消去済みの

CD/DVD を使用してください。以下の手順

で、フォーマットされた再書き込み型

CD/DVD を消去することができます。

CD/DVD の状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用にこ

れから使用するまたは今まで使用していた記

録型 CD/DVD についての情報を表示するこ

とができます。

ディスクの情報を表示する前に、使用するデ

バイスが「ストレージデバイス」ウィンドウ

に表示されていることを確認してください。

目的のデバイスがウィンドウに表示されない
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ときは、30 ページの「バックアップデバイス

の確認」を参照してください。 

Retrospect は記録型 CD/DVD ドライブを占有

するので、ロード済みの CD-ROM、記録済み

（ファイナライズ後）の CD-ROM、またはオー

ディオディスクがあれば、ドライブから取り

出してください。ドライブは、Retrospect が
終了するまで、Retrospect によって排他的に

確保されます。 

ヒント： RETROSPECT で使用したくない 

CD/DVD ドライブがある場合は、それを

「デバイス状況」ウィンドウで選択して「ID 

を認識しない」ボタンをクリックします。次

に RETROSPECT が起動したときに、このド

ライブは認識されません。詳しくは、

31 ページの「デバイスを確認するためのコ

マンド」を参照してください。

ディスクの状態を表示するには、次のように行
います。

1. ドライブにディスクを挿入します。

注意：記録型 CD/DVD ディスクドライブに

ディスクを挿入すると、ディスクの準備また

はフォーマットを行うかどうか尋ねるダイア

ログが、オペレーティングシステムまたは他

のソフトウェアによって表示されます。

Retrospect 以外のソフトウェアでバックアッ

プディスクを準備してしまわないように、

フォーマットの問い合わせダイアログは無視

して、こうしたウィンドウを閉じてくださ

い。

2.「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タ

ブをクリックし、「デバイス」ボタンをク

リックします。

「ストレージデバイス」ウィンドウが表示さ

れます。

ディスクがロードされると、その状況が表示

されます。

「準備完了」は、Retrospect のデータがディス

クに保存されていることを示します。

「消去済み」は、ディスクが空で、Retrospect
で使用するための準備が完了していることを

示します。

「ライトプロテクト済み」は、ディスクがロッ

クされていることを示します。

「内容不明」は、データは入っていますが、有

効な Retrospect のデータではないことを示し

ます（241 ページの「メディアの内容が不明」

を参照。）。

「バージョンが違います」は、ドライブの

ファームウェアがサポートされていないこと

を示します。あるいは、挿入したディスクが

Windows 版 Retrospect によって書き込まれて

いることを示します。Windows 版 Retrospect
で書き込んだディスクは、Macintosh 版
Retrospect では読み込むことができません。

「ハードウェアエラー」は、バックアップデバ

イスにエラーが発生したことを示します。

「ディスク破損」は、ディスクが前のバック

アップ中に破損したことを示します。この

ディスクには、データを追加できない可能性

があります。

「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー状態

であることを示します。

「メディアがありません」は、ディスクがドラ

イブにセットされていないことを示します。

CD/DVD のコマンド

「デバイス」メニューには、CD/DVD を操作

するための各種のコマンドがあります。

「取り出し」は、指定したディスクをドライブ

から取り出します。

Ja-RUG60Mac.book  33 ページ  ２００４年３月１９日　金曜日　午前１０時３９分



34 RETROSPECT ユーザガイド

「消去」は、指定した再書き込み型 CD/DVD
ディスクの内容を消去します。記録専用の

CD/DVD ディスクでは利用できません。

「書き込み速度の設定」は、「デバイス」メ

ニューから選択できます。このコマンドは、

選択した CD/DVD ドライブの書き込み速度

をデフォルト以外の値に設定するときに選択

します。

書き込み速度を選択して、「OK」をクリック

します。

注意： 書き込み速度の変更は、デフォルトの

設定を使用してドライブに書き込みをするこ

とができない場合にのみ行ってください。

CD/DVD ドライブの設定

Retrospect には、多数の CD/DVD ドライブの

認識情報が内蔵されています。ドライブが認

識されなかった場合には、カスタム設定を作

成することができます。 

注意： カスタム設定は、DANTZ 社の厳しい

ハードウェア検証過程を経たものではありま

せんが、正常な設定がサポートされます。

カスタム設定のプロセスで、空の CD/DVD を
挿入するよう要求されます。このディスクを

使用して、一連のテストが実行されます。必

ず、バックアップに使用するディスクタイプ

（CD-RW、DVD+RW など）を挿入してくださ

い。一種類のディスクに対してドライブの設

定が完了すると、他の種類のメディアをテス

トすることができます。

注意： ドライブを設定する必要があるのは、

バックアップに使用するメディアタイプのみ

です。

カスタム設定を使用する場合には、Retrospect
がそのデバイスで正常に動作しているかどう

かを確かめるために、必ず検証機能をオンに

してバックアップを行ってください。

ヒント： カスタム設定の .RDI ファイルのコ

ピーを、ネットワーク上の場所に保存する

か、CD/DVD バックアップセット以外の

バックアップセットにバックアップしてくだ

さい。.RDI ファイルが紛失したか損傷した

場合には、ドライブを設定し直す代わりに、

この保存しておいたコピーを該当する場所に

移動（または復元）することができます。

.RDI ファイルは、

LIBRARY/PREFERENCES/RETROSPECT に

保存されます。 

自動設定

バックアップコンピュータに接続している

CD/DVD ドライブに認識されないものがあ

る場合、「Retrospect ディレクトリ」の「設定」

タブの「デバイス」ボタンをクリックしたと

きに（またはバススキャンが必要な別の操作

を実行したときに）、CD/DVD 設定ダイアロ

グが自動的に表示されます。

• そのドライブ用のカスタム設定を作成す

るには、「設定」をクリックして、画面上

に表示される指示に従います。 

• 設定をスキップして、これ以降ダイアロ

グが表示されないようにするには、「無

視」をクリックします。 
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• ここでは設定をスキップするが次回に再

びダイアログが表示されるようにするに

は、「後で設定」をクリックします。

手動設定

ごくまれに、Retrospect 内蔵の認識情報より

も優先される、カスタム設定を作成したい場

合があるかもしれません。この手順は、

CD/DVD ドライブへのバックアップで何ら

かの問題が生じた場合、または Dantz 社のテ

クニカルサポートからそうするようにと指示

された場合にのみ、実行してください。 

注意： カスタム情報を作成することにより、

RETROSPECT とドライブの間の通信状況が

改善される場合もありますが、必ずそうなる

とは限りません。

CD/DVD カスタム設定を手動で起動するには：

1.「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タ

ブをクリックし、「デバイス」ボタンをク

リックします。

2.「デバイス状況」ボタンをクリックしま

す。

「デバイス状況」ウィンドウが表示されます。

3. カスタム設定を作成する CD/DVD ドライ

ブを選択し、「設定」をクリックします。

4. そのドライブ用のカスタム設定を作成す

るには、「設定」をクリックして、画面上に

表示される指示に従います。

カスタム設定の削除

CD/DVD ドライブのカスタム設定を作成し

たにもかかわらず、問題が解決されない、ま

たは悪化した場合には、カスタム設定を削除

してください。

カスタム設定を削除するには：

1.「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タ

ブをクリックし、「デバイス」ボタンをク

リックします。

2.「デバイス状況」ボタンをクリックして、

カスタム設定を削除する CD/DVD ドライブ

を選択し、「設定」をクリックします。

3.「削除」ボタンが利用可能な状態になって

いる場合は、そのボタンをクリックして、デ

バイスのカスタム設定を削除し、Retrospect 

の内蔵サポートを使用します。 

注意：「削除」ボタンは、以前にカスタム設

定を作成してあった場合にだけ利用できま

す。

4. 削除の確認を求めるダイアログが表示さ

れるので、確認して「OK」をクリックしま

す。

警告：Retrospect は、（カスタムまたは内蔵

の）設定情報のない CD/DVD ドライブに

バックアップを行うことはできません。

カスタム設定と起動用 CD

Retrospect Mac OS X 起動用 CD からコン

ピュータを起動した場合は、CD/DVD ドライ

ブのカスタム設定を作成することはできませ

ん。

これは、カスタム設定を使用して書き込みが

なされた CD/DVD バックアップセットから

コンピュータを復元するためには、132 ペー

ジの「起動用 CD を使用しないバックアップ

コンピュータの復元」の指示に従う必要があ

ることを意味します。
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リムーバブルディスクドライブ

通常 Retrospect は CD/DVD やテープで使用さ

れますが、Macintosh のデスクトップにマウン

ト可能なリムーバブルメディアドライブで使

用した場合も、同様の効果が得られます。 

このソフトウェアの目的から考えて、リムー

バルディスクドライブは、Finder でマウント

と取り出しができるメディアを使用するデバ

イスとみなされます。これには、MO、DVD-
RAM、Zip、Jaz、SuperDisk などがあります。

Mac OS X は一部のリムーバブルディスクド

ライブはサポートしていますが、その他のも

のをサポートするにはアドオンのドライバが

必要です。ドライブのメーカーは、デバイス

のパッケージにドライバを同梱しています

注意： RETROSPECT では、ディスクバック

アップセットのメンバーとして USB および

FIREWIRE の外付けハードディスクを使用で

きます。詳しくは、37 ページの「ハードディ

スクドライブ」を参照してください。

ディスクは、Retrospect で認識させる前に、

Mac OS のデスクトップにボリュームとして

マウントしておく必要があります。ボリュー

ムとしてマウントされると、Mac OS のデス

クトップにアイコンが表示されます。

一部のドライブでは、ソフトウェアを使って

手動でマウントするものや、コンピュータの

起動時にマウントされるものもあります。一

般的にリムーバブルディスクドライブには、

ディスクやカートリッジを交換すれば、自動

的にボリュームとしてマウントするソフト

ウェアが付属しています。多くの場合、これ

らのソフトウェアはシステム機能拡張であ

り、ディスクをマウントするには、システム

の起動時に読み込まれていなければなりませ

ん。

注意： RETROSPECT でリムーバブルドライ

ブにバックアップを行う前に、カートリッジ

の挿入、フォーマット、消去、取り出しに慣

れておいてください。

無人モードのスクリプト実行中に新規メディ

アが必要になると、消去済みのメディアか有

効な名前を持つメディアが自動的に使用され

ます。前もってディスクの内容を消去するか

再フォーマットして、ディスクを準備してお

くとよいでしょう。

注意： MO、DVD-RAM、ZIP、JAZ、SUPERDISK

などのリムーバブルディスクでは、ドライブ

に付属のソフトウェアでフォーマットしてく

ださい。

バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとリムーバブル

ディスクバックアップセットの両方につい

て、リムーバルディスクドライブを宛先にす

ることができます。この 2 種類のバックアッ

プセットには、次のように、いくつか重要な

違いがあります。 

• リムーバブルディスクバックアップセッ

トは、バックアップデータが増えた際、

CD/DVD と同様に複数のリムーバブル

ディスクやリムーバブルカートリッジを

使って連続的に拡張していくことができ

ます。ファイルバックアップセットは、1 

つのディスクまたはカートリッジの容量

以上に拡張することはできません。

• リムーバブルディスクバックアップセッ

トの一部として使用するリムーバブル

ディスクは、使用する前に内容を消去し

ておく必要があります。ファイルバック

アップセットの一部として使用するリ

ムーバブルディスクは、内容を消去する

必要はなく、このディスクはバックアッ

プセットのデータファイル以外のファイ

ルを保存およびアクセスすることができ

ます。

リムーバルディスクの状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に使

用するまたは今まで使用していたリムーバブ

ルディスクについての情報を表示することが

できます。
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ディスクの情報を表示する前に、使用するデ

バイスが「ストレージデバイス」ウィンドウ

に表示されていることを確認してください。

目的のデバイスがウィンドウに表示されない

ときは、30 ページの「バックアップデバイス

の確認」を参照してください。 

ディスクの状態を表示するには、次のように行
います。

1. ドライブにディスクを挿入します。

2.「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タ

ブをクリックし、「デバイス」ボタンをク

リックします。

「ストレージデバイス」ウィンドウが表示さ

れます。

ディスクがロードされると、その状況が表示

されます。

「準備完了」は、Retrospect のデータがディス

クに保存されていることを示します。

「消去済み」は、ディスクが空であることを示

します。

「内容不明」は、データは入っていますが、有

効な Retrospect のデータではないことを示し

ます。リムーバブルディスクの場合の「内容

不明」は、Retrospect でバックアップしたファ

イルではなく、通常のファイルです。大切な

データである可能性もありますので、注意し

てください（241 ページの「メディアの内容

が不明」を参照。）。

警告： リムーバブルディスクを使用してい

て、「内容不明」と表示された場合は、注意

してください。そのディスクを使用して 

RETROSPECT でバックアップを実行すると、

ディスク上のファイルが完全に削除されてし

まいます。内容不明とされているディスクに

は大切なデータが保存されている可能性があ

ります。フォーマットソフトによっては、

ハードディスクがリムーバブルディスクとし

て表示される場合があるので、ハードディス

クをバックアップ先に使用しないように特に

注意してください。

「アンロードされました」は通常、ディスクは

ドライブにセットされていますが、いったん

取り出し、再セットしなければならないこと

を示します。

「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー状態

であることを示します。

「メディアがありません」は、ディスクがドラ

イブにセットされていないことを示します。

リムーバブルディスクのフォーマット

未フォーマットのリムーバブルカートリッジ

やディスクを Retrospect で使用する際は、ま

ずフォーマットユーティリティかオペレー

ティングシステムでディスクのフォーマット

を行わなければなりません。ディスクは、す

べて HFS+（Mac OS 拡張フォーマット）で

フォーマットする必要があります。 

ヒント： DVD-RAM などで、複数のファイル

システムを選択している場合は、HFS また

は HFS+ だけを使用してください。

リムーバブルディスクのコマンド

「デバイス」メニューには、リムーバブルディ

スクを操作するための各種のコマンドがあり

ます。

「取り出し」は、指定したメディアをドライブ

から取り出します。

「消去」は、指定したディスクの内容を消去し

ます。

ハードディスクドライブ

Retrospect では、バックアップ先として、ハー

ドディスクをサポートしています。バック
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アップコンピュータに直接つながれた内蔵お

よび外付けハードディスクはもちろん、ネッ

トワーク経由で共有されているハードディス

クでも可能です。Retrospect でハードディス

クを使用するには、Finder からアクセスでき

る必要があります。ハードディスクとの通信

には、Retrospect のカスタムドライバではな

く、ファイルシステムを使用します。 

ハードディスクドライブは、「ストレージデバ

イス」ウィンドウの一覧には表示されません。

Retrospect で使用できるハードディスクを確

認するには、「設定」タブをクリックし、「ボ

リューム」をクリックします。

バックアップデバイスとして固定ハードディ

スクを使用する上での問題点は、固定式の

ディスクであるため、他の保管場所に移動し

たり、メディアを取り外して交換したりでき

ないことです。第 8 章の「バックアップ計画」

に、安全で確実なバックアップを行う上での

重要なポイントが記述されています。「ホット

スワップ可能」（電源を入れたまま取り外し可

能）なドライブや外付けドライブは、こうし

た問題について、より柔軟に対応できます。

バックアップセットタイプの選択

ファイルバックアップセットとリムーバブル

ディスクバックアップセットの両方につい

て、ハードディスクドライブを宛先にするこ

とができます。

注意： FIREWIRE および USB のハードドライ

ブをリムーバブルディスクとして使用するに

は、RETROSPECT の「メディアのハンドリ

ング」環境設定を設定する必要があります。

詳しくは、176 ページの「メディアのハンド

リング環境設定」を参照してください。

ハードディスクをファイルバックアップセッ

トで使用する場合とリムーバブルディスク

バックアップセットで使用する場合では、大

きな違いが 1 つあります。

• ハードディスクを宛先として使用するリ

ムーバブルディスクバックアップセット

は、複数のハードディスクを使って連続

的に拡張することができます。ファイル

バックアップセットは、1 つのハード

ディスクの空き容量以上には拡張できま

せん。

ハードディスクへの複製

あるハードディスクを別のハードディスクに

複製する場合も、Retrospect を利用すると便

利です。61 ページの「複製」を参照。ただし、

複製は元ボリュームのミラー（同一のコピー）

でしかなく、管理されたバックアップとは言

えません。複製するだけでは、Retrospect の
バックアップ操作の利点と柔軟性が失われて

しまいます。一方、バックアップでは 初に

Retrospect でファイルを復元する必要があり

ますが、複製の主な利点としては、バックアッ

プとして複製したボリューム上のファイルを

Finder で直接開いたり、コピーしたりできる

ことが挙げられます。

テープドライブ

Retrospect は、ほとんどのテープドライブに

対応しています。付加的なソフトウェアのイ

ンストールは必要ありません。対応している

テ ー プ ド ラ イ ブ の 一 覧 に つ い て は、

www.dantz.com/jp を参照してください。

ハードディスクドライブ、リムーバブルディ

スクドライブ、CD/DVD ドライブなどのラン

ダムアクセスデバイスと異なり、テープドラ

イブはシーケンシャルアクセスを採用してい

ます。メディア上にあるデータの位置を正確

にとらえて読み出すことができないため、

ディスクドライブなどのランダムアクセスデ

バイスと比べ、アクセス速度が遅くなります。

これは、音楽のカセットテープを早送りして

聞きたい曲を探すようなものです。

シーケンシャルアクセスのメディアは比較的

安価で容量が大きく、データの転送レートが

安定しています。そのため、テープはバック

アップに 適なメディアです。

Retrospect を使用してボリュームをテープに

バックアップすると、テープの 初から 後
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までデータが順に書き込まれます。バック

アップデータをテープに追加する場合は、直

前のデータが終了した位置から、テープがな

くなるまで追加されます。

テープをドライブに挿入しても、バックアッ

プコンピュータや Retrospect はマウントを行

いません。つまり、Macintosh のデスクトップ

にテープは表示されないため、ディスクボ

リュームのように Finder 上でファイルをテー

プとの間でドラッグしてやりとりすることは

できません。しかし、シーケンシャルアクセ

スデバイスには、このようなファイル管理方

法は適さないため、この点は特に問題ではあ

りません。ディスクのように、テープをボ

リュームとしてマウントする方法もあります

が、前に述べた性能上の問題があるため、標

準バックアップには不向きです。Retrospect の
システムを使用してテープでバックアップと

復元を行う方がはるかに高性能で、効率や信

頼性にも優れています。

テープの容量

テープに保存できる実際のデータ量は、各種

の要素によって変わります。特に、バックアッ

プをとるコンピュータと、テープドライブと

の相対速度に大きく影響されます。

低速の元ボリューム（処理速度の遅い

Macintosh やネットワーク上の共有ボリュー

ムなど）から高速のテープドライブにバック

アップすると、テープの容量が少なくなりま

す。元ボリュームのデータを、テープドライ

ブと同じ速度で転送できないからです。これ

は、オーディオレコーダに口述録音するとき

のことを考えるとよくわかります。速く話せ

ば多くの単語が録音できますが、ゆっくり話

すと、同じだけの単語を録音するのにより長

いテープが必要です。バックアップ中にテー

プドライブへのデータが途切れた場合は、

データの書き込みが中止されて、テープが適

切な位置まで送られて、正しい位置から書き

込みが再開されます。テープを送るたびに

テープの残り容量が少しずつ減ります。また、

何度も停止と送りを繰り返すとデバイスの消

耗が激しくなります。

テープメーカーが示す容量に満たないうちに

テープが終わることがあります。テープドラ

イブには、通常の使用量よりも多めの容量を

表示しているものがあるからです。表示され

ている数値は、ハードウェア圧縮機能を備え

たテープドライブの「圧縮前のデータ量」で

す。圧縮率も、実際より高く見積もられてい

ます。 

圧縮

データ圧縮は、Retrospect（ソフトウェアデー

タ圧縮）または一部のテープドライブ（ハー

ドウェアデータ圧縮）によって行われます。

これにより、保管されるデータのサイズを小

さくし、メディアスペースを節約することが

できます。圧縮によって実際にメディアの容

量が増加するのではなく、テープの容量は一

定のままです。オリジナルのデータがメディ

アに書き込まれる前に、小さいサイズに圧縮

されるので、テープにより多くのファイルを

保存することができます。

ハードウェアデータ圧縮は、テープドライブ

に装備される極めて一般的な機能です。

Retrospect は、可能な限りテープドライブの

圧縮機能（ハードウェア圧縮）を使用し、必

要に合わせて自動的に Retrospect の圧縮オプ

ション（ソフトウェア圧縮）をオフにします。 

ヒント： ソフトウェア圧縮よりもテープドラ

イブの圧縮の方がはるかに高速です。 

圧縮率は、バックアップするデータのタイプ

によって異なります。テキストファイルは圧

縮率が高く、アプリケーションファイルやシ

ステムファイルは低くなります。圧縮した

データのサイズが元の 1/2 になることもあり

ます。

暗号化を使用すると、Retrospect はハードウェ

ア圧縮を無効にします。暗号化したデータは、

圧縮率が低下するためです。暗号化と圧縮を

同時に行う場合は、Retrospect のソフトウェ

ア圧縮オプションを利用してください。ソフ

トウェア圧縮では、暗号化する前にデータが

圧縮されます。これはハードウェア圧縮には

ない機能です。
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テープドライブのメカニズム

多くの会社からテープドライブが発売されて

いますが、テープドライブの基本的なメカニ

ズムを実際に製造しているのは一部のメー

カーです。一般的には、基本的なドライブ部

分はメーカーから購入して、ドライブのケー

スやパッケージ、サポートなどを独自に提供

することで、自社の製品として販売していま

す。

利用可能なテープメカニズムのうち、ポピュ

ラーなものとしては ADR、AIT、AME、DAT、
DLT、DTF、Exabyte、Travan、Ultrium、LTO、

および VXA があります。いくつかのドライ

ブメカニズムでは、自動交換式のテープライ

ブラリが利用できます。 

AIT、AME、DLT、DTF、Ultrium のような高

速大容量のテープドライブには、高性能な環

境が必要です。高速のコンピュータプロセッ

サで、 適な速度と容量が達成されます。性

能面で も重要な要素は、元ボリュームの速

度です。元ボリュームが遅い場合、ドライブ

は、追加のデータを待つ間、テープの位置調

整のため頻繁に停止しなければなりません。

ドライブの位置調整が多いと、コピーの性能

は大幅に低下します。 

ヒント： 高性能な SCSI アダプタを使えば、

テープドライブの使用時に全体的な性能が向

上する場合もあります。

DAT

DAT ドライブは、Travan のようなエントリレ

ベルのテープドライブと、DLT や AIT のよう

なハイエンド製品との中間に位置していま

す。4 mm 幅のテープを使用するコンパクト

DAT カートリッジの容量には、2 GB（DDS-1）、
4 GB（DDS-2）、12 GB（DDS-3）、20 GB
（DDS-4）、36 GB（DAT 72）のものがあり、ファ

イルの圧縮率に応じて、容量はさらに大きく

なります。速度の範囲は、旧式の DDS-1 ドラ

イブの毎分 6 MB から、新型の DAT 72 ドラ

イブの毎分 150 MB にまで及びます。

AIT/AME

Advanced Intelligent Tapes（AIT、AIT-2、AIT-3）
または Advanced Metal Evaporated （AME）テー

プを使用する 8mm テープドライブは、利用

可能なテープドライブのうちで も高速な部

類に入ります。これらのメカニズムは、 適

な条件下で使用すれば、圧縮されていない状

態で 12 ～ 100 GB のデータを極めて高速に格

納できます。

ADR

ADR テープは、圧縮されていない状態のデー

タを 15、25、30、60 GB 格納できます。 

VXA

VXA ドライブは、中小規模の環境向けに、信

頼性が高く、比較的安価なテープ技術を提供

します。VXA 方式では、データをパケット化

し、可変速度で動作して、1 回のパスでテー

プのデータを複数回読み取ることができま

す。VXA-1 テープは、圧縮されていない状態

のデータを 33 GB 格納できます。VXA-2 テー

プは、圧縮されていない状態のデータを

80GB 格納できます。

DLT

DLT および Super DLT ドライブは、利用可能

なテープドライブのうちで も高速な部類に

入ります。これらのメカニズムは、 適な条

件下で使用すれば、極めて高い性能と、圧縮

されていない状態での 2.6 ～ 300 GB の容量

を提供します。

DTF

Digital Tape Format（DTF）ドライブは、圧縮

されていない状態で 12 ～ 200 GB のデータを

格納します。 適な条件下で使用すれば、利

用可能なテープドライブのうちで も高速で

容量の多い部類に入ります。

Travan

これらのテープドライブの容量は、使用する

テープカートリッジに依存しており、圧縮し

ていない状態で 1.5、2、4、10、20 GB のいず

れかです。Travan の「NS」（Network Series）
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ドライブには、ハードウェア圧縮機能があり

ます。

Ultrium/LTO

Ultrium テープドライブは、利用可能なものの

うち、 も高速で容量の多い部類に入ります。

Ultrium フォーマットは、LTO（Linear Tape
Open）コンソーシアムによって制定されたも

のです。Ultrium-1 テープの容量は、圧縮して

いない状態で 100 GB です。Ultrium-2 テープ

の容量は、圧縮していない状態で 200 GB で
す。

テープドライブのクリーニング

信頼できる性能を得るには、定期的なテープ

ドライブのクリーニングが不可欠です。テー

プドライブのトラブルや報告されるメディア

不良（エラー 206）の主な原因は、テープド

ライブのヘッドの汚れです。 

ほとんどのテープドライブのクリーニング

は、特別なテープクリーニングカートリッジ

を挿入するだけで、ドライブが自動的に清掃

されるという簡単なものです。ドライブのク

リーニングについては、ドライブメーカーの

説明書を参照してください。 

テープライブラリの場合は、クリーニング

テープをストレージスロットからドライブに

ドラッグアンドドロップすると、クリーニン

グ操作が開始されます。クリーニング操作が

完了すると、テープがスロットに戻されます。

Retrospect の「メンテナンス」環境設定で「テー

プドライブのクリーニング確認の表示」

（176 ページ）をオンにしておくと、指定した

間隔でドライブのクリーニング時期を知らせ

るメッセージが表示されます。

テープの状態の表示

Retrospect を使用して、バックアップ用に使

用するまたは今まで使用していたテープにつ

いての情報を表示することができます。

テープの情報を表示する前に、使用するデバ

イスが「ストレージデバイス」ウィンドウに

表示されていることを確認してください。目

的のデバイスがウィンドウに表示されないと

きは、30 ページの「バックアップデバイスの

確認」を参照してください。 

テープの状態を表示するには、次のように行い
ます。

1.「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タ

ブをクリックし、「デバイス」ボタンをク

リックします。

「ストレージデバイス」ウィンドウが表示さ

れます。

2. テープがドライブにセットされていない

場合は、テープをドライブに挿入します。

テープがロードされると、その状況が表示さ

れます。

「準備完了」は、Retrospect のデータがメディ

アに保存されていることを示します。

「消去済み」は、メディアが空であることを示

します。

「内容不明」は、データは入っていますが、有

効な Retrospect のデータではないことを示し

ます。ハードウェア圧縮機能を備えていない

ドライブに、圧縮テープをセットした場合な

どに表示されます。別のバックアップソフト

ウェアで書き込まれたテープをセットした場

合にも発生します（241 ページの「メディア

の内容が不明」を参照。）。

「バージョンが違います」は、通常、挿入した

テープが Windows 版 Retrospect によって書き

込まれていることを示します。Windows 版
Retrospect で書き込んだテープは、Macintosh
版 Retrospect では読み込むことができませ

ん。ドライブのファームウェアが、Retrospect
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によってサポートされていないことを示して

いる場合もあります。

「ライトプロテクト済み」は、テープがロック

されていることを示します。

「ハードウェアエラー」は、バックアップデバ

イスにエラーが発生したことを示します。

「アンロードされました」は通常、テープはド

ライブにセットされていますが、巻き戻され

ていることを示します。いったん取り出し、

再セットしてください。

「使用中、ビジー」は、ドライブがビジー状態

であることを示します。

「メディアがありません」は、テープがドライ

ブにセットされていないことを示します。

テープドライブのコマンド

「デバイス」メニューと「ストレージデバイ

ス」のボタンには、テープドライブを操作す

るための各種のコマンドがあります。

「取り出し」は、指定したテープをドライブか

ら取り出します。

「テンション調整」は、テンション調整が必要

なテープメカニズムについて、テープの早送

りと巻戻しを行って、テープの張りと位置が

均等になるように調整します。（ほとんどの種

類のテープについては、実行中に自動調整さ

れるため、このコマンドを使って手動でテン

ションを調整することはできません）。長期間

テープを使用しなかった場合や、保管場所の

温度や湿度が急激に変化した場合は、テープ

のテンションを調整してください。

「消去」は、指定したテープの内容を消去しま

す。一部のテープドライブについては、再利

用するメディアの調整も行われます。

「フォーマット」は、指定したテープを 初か

らフォーマットします。消去よりも時間がか

かります。このコマンドは、特定のテープド

ライブに対してのみ使用できます。

テープライブラリに対して、追加のコマンド

を利用できます。詳しくは、44 ページの「テー

プライブラリのコマンド」を参照してくださ

い。

テープライブラリ

テープライブラリ（ローダー、オートチェン

ジャー、オートローダーと呼ばれる場合もあ

り）とは、複数のテープカートリッジを保持

するマガジン、つまり固定スロットを持ち、

ドライブメカニズムとの間で、テープを機械

的な方法でやり取りするハードウェアユニッ

トです。テープは、任意の順に配列できます。

自動バックアップの際にどのテープが必要か

は、Retrospect が判断します。テープライブ

ラリは、大規模なネットワークバックアップ

の場合に有用です。テープが終了すると、自

動的にテープが交換されるので、ダウンタイ

ムが短くてすむからです。1 つまたは複数の

テープドライブメカニズムを使用する、多く

のテープライブラリが利用可能です。詳細に

ついては、テープライブラリのマニュアルや、

www.dantz.com/jp の Support & Hardware のセ

クションを参照してください。

注意： テープライブラリがサポートされるの

は、RETROSPECT WORKGROUP と

RETROSPECT SERVER だけです。

Retrospect は、バーコード読み取りライブラ

リとライブラリ内およびライブラリ間でカー

トリッジを移動させる複数のインポート - エ
クスポートスロットをサポートします。イン

ポート - エクスポートスロットは、「ストレー

ジデバイス」ウィンドウに表示されます。イ

ンポート - エクスポートスロット間でテープ

をドラッグアンドドロップできます。

Retrospect とテープライブラリの動作

テープライブラリでバーコード読み取りがサ

ポートされているかどうかによって、

Retrospect とテープライブラリの動作は異な

ります。
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Retrospect はバーコード読み取りライブラリ

をサポートし、バーコード ID に基づいてテー

プカートリッジを管理します。テープのバー

コードのほか、メディア要求のメンバー名（あ

る場合）、バックアップセットのプロパティ、

「ストレージデバイス」ウィンドウなどが表示

されます。さらに、Retrospect は CLN コード

のクリーニングカートリッジを認識します。

バーコードのサポートによって、Retrospect は
ライブラリ内のストレージスロットを迅速に

スキャンしてその内容を判断することができ

ます。

お持ちのライブラリがバーコード読み取りを

サポートしていない場合、Retrospect はライ

ブラリをスキャンして各テープの名前を取得

しなければなりません。ライブラリが各テー

プをテープドライブに挿入すると、Retrospect
はテープの名前と場所を追跡管理します。 

バーコードをサポートしていないライブラリ

の場合、Retrospect では、ライブラリの次回

のスキャンを高速化する「ストレージスロッ

トメモリ」と呼ばれる独特の機能が使用され

ます。Retrospect の終了時ごとに、ライブラ

リ内のそれぞれのスロットとドライブの状態

を記録して、この情報を、設定ファイル内の

10 のテーブルの 1 つに保存します。この 10
のテーブルには、 新の 10 回分のライブラリ

のスキャン結果が保存されます。

保存されたライブラリテーブルは、以前の情

報に基づく推測によって正しいテープを探し

出すための手段と見なすことができます。こ

の方式を使えば、ライブラリのマガジン内の

テープの位置があまり変わらない場合、1 回
でテープを見つけられる可能性が非常に高く

なります。見つからない場合は、Retrospect が
ライブラリを再スキャンして現在のインベン

トリを更新します。

テープライブラリの状態の表示

テープライブラリの状態を表示するには、

ロード済みマガジンを挿入し（該当する場

合）、「設定」>「デバイス」をクリックして

「ストレージデバイス」ウィンドウを表示しま

す。ウィンドウ内のライブラリ、テープドラ

イブ、スロット（インポート - エクスポート

スロットを含む）の表示に注目してください。

状態、場所、バーコードなど、ライブラリ、

テープドライブ、各ストレージスロットにつ

いての情報が表示されます。アイコンとその

他の状態情報は、各スロットの内容を示しま

す。

アイ
コン

ステータス
または
テープ名

コメント

（空） スロットにはテープが
入っていません。 

（ドライブ
内）

テープはドライブに移さ
れたので、スロットは空
です。これは、テープが
どのスロットからドライ
ブに移されたかをライブ
ラリがすでに認識してい
るので、確実です。

（不明） スロットは、Retrospect 
によってスキャンされて
いません。

（クリーニ
ングテー
プ）

スロットは Retrospect 
によりクリーニングテー
プスロットして指定され
ています。

名前 Retrospect が 後にテー
プのスキャンを行ったと
きには、その名前の付い
たテープがスロット内に
ありましたが、それ以降
スロットの内容が変化し
た可能性があるため、確
実ではありません。
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テープライブラリの操作

「ストレージデバイス」ウィンドウでテープの

アイコンをドラッグアンドドロップすること

により、テープを移動できます。マウスのポ

インタをテープのアイコン上に置きます。マ

ウスのポインタが手の形になったら、テープ

をスロットから別のスロットへ、スロットか

らドライブへ、またはドライブからスロット

へドラッグアンドドロップできます。スロッ

ト間で移動する場合は、複数のテープを移動

先として一度に選択できます。

Retrospect では、テープライブラリのストレー

ジスロットを整理して、「ストレージデバイ

ス」ウィンドウでの表示順序とライブラリの

実際のマガジン構造を一致させることができ

ます。

ストレージスロットを整理するには

1.「ストレージデバイス」ウィンドウでテー

プを選択し、「ファイル」メニューの「情報

を見る」を選択します。

2.「マガジン表示」ボタンをクリックしま

す。

3. テープライブラリ内の各マガジンのス

ロット数を入力します。

スロットのグループごとにライブラリスロッ

トのコンテナが作成されます。

テープライブラリのコマンド

「デバイス」メニューと「ストレージデバイ

ス」のボタンには、テープとテープドライブ

を操作するための各種のコマンドがありま

す。

ドライブに挿入されたテープに関するコマン

ド：

「取り出し」は、選択したテープをドライブか

らスロットに移動します。

「消去」は、選択したテープ消去と名前の指定

を行います。

ライブラリ内のスロットに関するコマンド：

「選択した項目をスキャン」は、ライブラリ内

の選択したストレージスロットに対し、ス

ロットの各テープをドライブに移動して、

テープの名前を読み取ります。お持ちのテー

プライブラリでバーコードがサポートされる

場合、このコマンドを使用する必要はありま

せん。

「選択した項目を消去 ...」は、ライブラリ内の

選択したストレージスロットのテープをすべ

て消去します。

「選択した項目をドライブに移動 ...」は、選択

したテープをドライブに移動します。このコ

マンドは、「デバイス」メニューからのみ選択

できます。

「すべてアンロード /マガジンの取り出し」は、

ライブラリのドライブからテープを取り出

[ バーコー
ド ] 名前

Retrospect が 後にテー
プのスキャンを行ったと
きに、その名前の付いた
テープがスロット内にあ
りました。それ以降ス
ロットの内容は変化して
いないので、確実です。

アイ
コン

ステータス
または

テープ名
コメント
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し、スロットに戻します。一部のライブラリ

では、ライブラリのマガジンも取り出します。

「スロットのクリーニング」は、選択したス

ロットをクリーニングスロットとして指定し

ます。Retrospect は、クリーニングスロット

を、メディアの検索を行う際のスキャンの対

象から外します。お持ちのライブラリがバー

コード読み取りをサポートしている場合、

Retrospect は自動で CLN コードのクリーニン

グテープを認識してそのスロットをクリーニ

ング用に予約します。Retrospect には、ライ

ブラリのドライブを自動的にクリーニングす

る機能はありませんが、テープクリーニング

の必要な時期を知らせる機能はあります。176
ページの「メンテナンス環境設定」を参照。

ライブラリのクリーニングについては、ライ

ブラリメーカーの説明書を参照してくださ

い。

「エレメントの初期化」は、「エレメントステー

タスの初期化」コマンドをライブラリに送り

ます。このコマンドによって、ライブラリは

すべてのエレメントのステータスを更新しま

す。「ストレージデバイス」ウィンドウ内で報

告される情報が実際のライブラリの状態と一

致しない状況になった場合に、このコマンド

を使用します。このコマンドは、「デバイス」

メニューからのみ選択できます。

インポート - エクスポートのサポート

ライブラリの中には、ドアを開かなくてもラ

イブラリに 1 本のテープを入れたり取り出し

たりできるようにするための、特別なポート

を用意しているものもあります。Retrospect で
はこれを、「インポート - エクスポートスロッ

ト」と呼んでいます。また、「メールスロッ

ト」、「I/E エレメント」、「コールスロット」と

呼ばれる場合もあります。ライブラリにイン

ポート - エクスポートスロットが存在し、有

効になっていれば、Retrospect はそれを、ス

ロットのリストの 上部に独立したスロット

として表示します。元ドライブや任意のス

ロットのテープを、インポート - エクスポー

トスロットにドラッグアンドドロップすれ

ば、ライブラリは、選択されたテープをポー

トに移動します。ポートにテープを入れると、

Retrospect は、インポート - エクスポートス

ロットに「利用可能なメディア」が存在する、

と表示します。これはドラッグして、ライブ

ラリ内の任意のスロットやドライブに移動す

ることができます。

メディア要求中は、Retrospect がインポート -
エクスポートスロットのスキャンを行いませ

ん。基本操作や自動操作で使用するテープは、

インポート - エクスポートスロットには入れ

ないでください。

テープライブラリメディア要求

基本操作や自動操作の場合、Retrospect はラ

イブラリをスキャンし、適切なメディアを検

索して、必要なテープをロードします。新し

いテープまたは消去されたテープが必要な場

合、Retrospect は、利用可能なものの中から

初のものをロードして、使用します。

使用するテープを検出できなかった場合は、

メディア要求ウィンドウが表示されます。メ

ディアを挿入するまで操作は再開されませ

ん。

注意： メディア要求中は、RETROSPECT が

インポート - エクスポートスロットのスキャ

ンを行いません。

メディアの寿命と保存

メディアの寿命は、保存のしかたやメンテナ

ンスによって大きく変わります。適切に保管
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されないと、メディアが劣化し、メディアの

精度やデータそのものが失われることがあり

ます。

磁気メディアにとっては、湿気が大敵です。

光学式メディアでは、歪みを引き起こす高温、

傷の原因となるほこりなどの汚れに注意して

ください。メディアは、高温・高湿になる場

所、または日光やヒーターの熱が直接当たる

場所を避けて保管してください。温度変化の

激しい場所も避けてください。埃やタバコの

煙が多い場所も、メディアを傷つける原因と

なります。

テープは、潤滑剤を使用している点で他のメ

ディアとは異なっています。テープメディア

には潤滑剤が塗布されていますが、ドライブ

ヘッドとの接触を繰り返しているうちに、潤

滑剤が失われて、エラーが発生しやすくなり

ます。テープは数千回のパスに耐えられます

が、1 度のテープ操作でも、数回のパスが必

要であることに注意してください。

メディアの保存に理想的な場所は、防火上安

全で、温度と湿度が管理されている建物です。

低でも、メディアは元の容器に入れて、キャ

ビネットや机の中に保管しておいてくださ

い。

複数のバックアップデバイス

Retrospect は動作中、適切なメディアが利用

できるバックアップデバイスを検索していま

す。メディアが容量の限度に達したか、その

他の理由で別のメディアを必要とする場合、

Retrospect は利用できるドライブを検索しま

す。これを利用して、たとえば夜間のバック

アップなどで、一方のドライブに 初に使用

するテープを入れておき、別のドライブに

初のテープが容量の限度に達してしまったと

きのために空のテープを入れておくと便利で

す。この場合のドライブには、2 つの DAT ド
ライブなど、類似のメカニズムを使用する必

要があります。

Macintosh 版 Retrospect では、複数のデバイス

に同時に書き込むことはできません。
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章 4

基本操作

• バ ッ ク ア ッ プ

• ア ー カ イ ブ

• 復 元

• 複 製

• 転 送

基本操作は、手動で開始してすぐに実行される操作のことです。基本操作の種類

は、バックアップ、アーカイブ、復元、複製、および転送です。この章では、こ

れらの各操作について詳しく説明します。

一時的なユーザで、バックアップする機会が少ない場合は、基本操作を実行する

だけで十分です。しかし、複数のボリュームを頻繁にバックアップするネットワー

ク管理者であるならば、タスクをスクリプトで自動化したほうがよいでしょう。

この章は、基本操作はもちろん、スクリプトによる自動実行を行いたい方にとっ

ても 適な Retrospect の入門セクションとなっています。

スクリプトについては、「第 5 章 • スクリプトによる自動実行」を参照してくださ

い。
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バックアップ

この項では、Retrospect による基本バックアッ

プの実行方法を説明します。ここで説明する

バックアップ手順を習得すれば、どのような

ファイルでも効率的にバックアップできるよ

うになります。

バックアップの基本ステップは、次の 3 つで

す。

• バックアップする元ボリュームを選択す

る

• ファイルの保存先となるバックアップ

セットを選択する（またはバックアップ

セットを新規に作成する）

• バックアップを実行する

元ボリュームの内容を初めてバックアップし

たときは、選択したファイルがすべてバック

アップされます。その後のバックアップでは、

指定していない限り、前回のバックアップ以

降に作成した新規ファイルか変更を加えた

ファイルだけが、バックアップされます。

Dantz では、これを IncrementalPLUS バック

アップと呼んでいます。この方法では、頻繁

にバックアップを行っても、バックアップ時

にコピーされるファイルが少なくてすむた

め、時間とメディアを節約できます。

バックアップの準備

Retrospect でファイルをバックアップする前

に、バックアップデバイスがバックアップコ

ンピュータに正しく接続され、ストレージメ

ディア（テープ、ディスク、または記録型

CD/DVD）に上書きされたら困る貴重なデー

タが入っていないことを確認してください。

基本バックアップを開始するには、「バック

アップ」タブをクリックして、「バックアッ

プ」ボタンをクリックします。以前にバック

アップを行ったことがある場合には、「基本

バックアップ」ウィンドウが表示されます。

この方法では、数回のクリックで簡単にバッ

クアップを開始することができます。初めて

バックアップを行う場合には、「ボリューム選

択」ウィンドウが表示されます。

元ボリュームの選択

「基本バックアップ」ウィンドウで「元ボ

リューム」ボタンをクリックして、「ボリュー

ム選択」ウィンドウを表示します。 

内蔵ハードディスク、接続したリムーバブル

ディスクドライブやハードディスク、ネット

ワーク上でログインしているクライアントボ

リュームなど、バックアップに利用できるす

べてのボリュームがリスト表示されます。 

ボリュームリストの機能は、リストとして表

示される Finder のボリューム / フォルダウィ

ンドウとよく似ています。これは、デスクトッ

プ、バックアップクライアント、およびソー

スグループで階層化されます。  アイコンを

クリックすると項目名の下に各ボリュームが

表示され、 アイコンをクリックすると隠れ

ます。検索、管理、選択、サブボリュームな

ど、「ボリューム選択」ウィンドウの操作につ

いては、第 9 章の「ボリュームの操作」を参

照してください。

ボリュームリストで、対象のボリュームをク

リックして選択します。複数のボリュームの

バックアップを行うには、2 つ目以降のボ

リュームを Shift キーか Command キーを押し

ながらクリックします。

注意： この後で別のドライブにバックアップ

するのでない限り、リムーバブルディスクド

ライブの元ボリュームを選択しないでくださ

い。 

ボリュームを選択したら「OK」をクリックし

て、基本バックアップの設定を続けます。「ボ

リューム選択」ウィンドウが閉じ、「基本バッ

クアップ」ウィンドウに戻ります。
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宛先バックアップセットの選択

「基本バックアップ」ウィンドウで「宛先」ボ

タンをクリックして、「バックアップセット選

択」ウィンドウを表示します。このウィンド

ウには、利用可能なバックアップセットが表

示されます。

バックアップ先のバックアップセットを選択

し、「OK」をクリックして、バックアップの

設定を続けます。「バックアップセット選択」

ウィンドウに何も表示されない場合、または

表示されているバックアップセットを使用し

ない場合には、新規バックアップセットを作

成します。

新規バックアップセットの作成

「バックアップセット選択」ウィンドウに何も

表示されない場合、または表示されている

バックアップセットを使用しない場合は、「新

規」ボタンをクリックして、新規バックアッ

プセットを作成します。

「バックアップセット作成」ウィンドウで、

バックアップセットの属性を設定します。一

度作成すると、そのバックアップセットの属

性は変更できません。

バックアップセットの種類「バックアップ

セット作成」ウィンドウで も重要な属性は、

バックアップセットの種類です。ここでは、

以降のバックアップでそのバックアップセッ

トが使用するメディアの種類を指定します。

ポップアップメニューから、バックアップデ

バイスに対応する、記録型 CD/DVD、リムー

バブルディスク、テープ、ファイル、インター

ネットなどのバックアップセットの種類を選

択します。バックアップセットの種類の詳細

については、21 ページの「バックアップセッ

トの内容と構成要素」を参照してください。

セキュリティ「セキュリティ」では、バック

アップセットにアクセスするためのパスワー

ドとデータ暗号化オプションを指定します。

デフォルトでは、新規のバックアップセット

にパスワードや暗号化は設定されません。

「保護」ボタンをクリックすると、バックアッ

プセットにセキュリティオプションが設定さ

れます。

注意： 暗号化を使用すると、バックアップに

要する時間が長くなります。DES 暗号化は、

ほとんどの要求に適正なセキュリティを保証

する「SIMPLECRYPT」より処理速度が遅く

なります。

• 「パスワードのみ」では、パスワードがな

いとバックアップセットにはアクセスで

きません。保存されたデータは暗号化さ

れません。

• 「SimpleCrypt」では、パスワードによる

保護に加え、Dantz 社独自の暗号化

フォーマットによるバックアップセット

データの暗号化が行われます。
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• 「DES」ではパスワード保護され、米国政

府のデータ暗号化標準に従ってバック

アップセットデータが暗号化されます。

警告： パスワードを忘れると、データにアク

セスできなくなります。暗号化を巧みに免れ

る " マジックキー " や " 裏口 " は存在しませ

ん。DANTZ 社のテクニカルサポートスタッ

フでも解決することはできません。

データストレージ（テープバックアップセッ

トのみ）「ハードウェアデータの圧縮を許可」

チェックボックスがオンのとき、テープドラ

イブがデータ圧縮に対応していれば、バック

アップセット内のデータがテープドライブに

よって圧縮されます。このオプションは、バッ

クアップセットが暗号化されているときは選

択できません。

注意： テープバックアップセットに対して暗

号化と圧縮を同時に使用しなければならない

場合、セキュリティダイアログで暗号化オプ

ションを指定して、RETROSPECT のソフト

ウェア圧縮オプションを使用します。ソフト

ウェアデータ圧縮について詳しくは、

158 ページの「バックアップオプション」を

参照してください。ソフトウェアデータ圧縮

は、すべての種類のバックアップセットで使

用できます。

名前「名前」欄には、バックアップセットの

内容がわかるような固有の名前を入力しま

す。たとえば、"Monday Complete Backup"、
"Accounting Backup" または "Friday Clients
Backup" と入力します。Retrospect は、この名

前を使ってカタログファイルとバックアップ

セットメディアの両方を識別します。名前は

後で変更できないので、慎重に名前を付けて

ください。ファイルバックアップセットだけ

は例外で、Finder で名前を変更できます。

バックアップセットの属性の設定が完了した

ら、「新規」をクリックすると、バックアップ

セットが作成されます。 

• テープ、CD/DVD、リムーバブルディス

クのバックアップセットの場合は、その

バックアップセットの内容を参照するカ

タログファイルの保存先を指定するため

のダイアログボックスが表示されます。

そこで、カタログの場所を指定し（ハー

ドディスクをお勧めします）、「保存」を

クリックします。

• ファイルバックアップセットの場合は、

バックアップセットファイルの保存先を

指定するためのダイアログボックスが表

示されます。そこで、（宛先ボリューム上

の）ファイルバックアップセットの場所

を指定し、「保存」をクリックします。

• インターネットバックアップセットの場

合は、FTP 接続の情報を指定するための

ダイアログボックスが表示されます。「イ

ンターネットバックアップセットの場

合：」の説明に従って情報を入力し、

「OK」をクリックします。

新しいバックアップセットが作成されると、

「バックアップセット選択」ウィンドウが表示

され、ウィンドウ内に新しいバックアップ

セットが利用可能なバックアップとして表示

されます。

使用したいバックアップセットが「バック

アップセット選択」ウィンドウに表示されて

いる場合は、それを選択し「OK」をクリック

して、バックアップの設定を続けます。

インターネットバックアップセットの場合：

インターネットバックアップセットの場合

は、FTP サーバへの接続を設定する必要があ

ります。
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FTP ユーザ ID、パスワード、およびサーバ名

（または IP アドレス）を入力します。「ディレ

クトリ」欄には、このインターネットバック

アップセットの保存先のパスを入力するか

（ホストサーバは含めない）、または「ディレ

クトリ」ボタンをクリックして、希望するディ

レクトリへのパスを検索し、選択します。

注意： 一部の FTP サーバでは、「ディレクト

リ」ボタンをクリックしても、ダイアログボッ

クスのリストにフォルダが表示されない場合

があります。表示されない場合には、ダイア

ログをキャンセルし、接続設定ウィンドウの

「ディレクトリ」欄にパスを入力してくださ

い。

インターネットバックアップセットを使用す

ると、指定したディレクトリに新規ディレク

トリが作成されます。Retrospect では、この

ディレクトリをインターネットバックアップ

セットとして使用します。市販の FTP ユー

ティリティを使ったり、FTP サーバ上で直接

作業したりして、インターネットバックアッ

プセット内のファイルを変更、削除、または

名前の変更をしないでください。

インターネットバックアップセット接続設定

ウィンドウで「OK」をクリックすると、接続

テストが実行されます。FTP サーバとの接続

が確立できない場合、Retrospect からエラー

が報告されます。

接続設定ウィンドウで「OK」をクリックし、

接続のテストが終了すると、バックアップ

セットの内容を参照するカタログファイルの

保存先を指定するダイアログボックスが表示

されます。そこで、カタログの場所を指定し

（ハードディスクをお勧めします）、「保存」を

クリックします。

追加のバックアップオプションの設定

バックアップする元ボリュームとバックアッ

プ先の宛先バックアップセットの指定が終了

したら、「基本バックアップ」ウィンドウを使

用して選択内容を確認し、追加オプションを

設定します。

内容を変更するには、以下の該当するボタン

をクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームの追加や

削除を行います。

「宛先」では、バックアップ先として別のバッ

クアップセットを選択します。

「選択」では、セレクタを選択し、バックアッ

プするファイルおよびフォルダを選択する条

件を指定します。（セレクタについては、

195 ページで詳しく説明しています。）デフォ

ルトのセレクタは「すべてのファイル」で、

バックアップする元ボリュームの全ファイル

がマークされます。

「プレビュー」を選択すると、元ボリュームが

検索され、元ボリュームのファイルが、バッ

クアップセットカタログ内のファイルのリス

トと照合されて、バックアップする必要のあ

るファイルが判定されます。検索が完了する

と、ブラウザウィンドウが表示され、そこに

バックアップ対象としてマークされた元ボ

リューム内のファイルのリストが表示されま

す。このリストで、バックアップするファイ

ルやフォルダにチェックマークを付けたり、

解除することができます。
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ブラウザについては、189 ページの「ブラウ

ザ」で説明しています。ブラウザを閉じると、

選択したファイルに関する要約情報がサマリ

ウィンドウ内に表示されます。

「オプション」を選択すると、「基本バックアッ

プ：オプション」ウィンドウが表示され、そ

こで、バックアップ動作を標準バックアップ、

置き換えバックアップのどちらにするか、検

証を実行するかどうか、またソフトウェア

データを圧縮するかどうかを指定することが

できます。

「追加選択」をクリックして、他のオプション

にアクセスします。

バックアップ動作については、23 ページの

「バックアップ動作」を参照してください。そ

の他のオプションについては、158 ページか

らの「バックアップオプション」を参照して

ください。

バックアップの実行

情報の指定が完了すると、「基本バックアッ

プ」ウィンドウの上部に「実行の準備ができ

ました。」と表示されます。入力情報が不完全

な場合は、「実行の準備ができていません。」

と表示されるので、その下に表示される指示

に従って修正してください。準備ができたら、

「バックアップ」ボタンをクリックします。

インターネットバックアップセットにバック

アップする場合は、FTP サーバに接続してか

らバックアップが実行されます。 

ディスク、テープ、CD/DVD に初めてバック

アップする場合、またはバックアップデバイ

スにメディアがセットされていない場合は、

バックアップするファイルを保存するディス

ク、テープ、CD/DVD を選択するためのメ

ディア要求ウィンドウが表示されます。この

ウィンドウは、使用するバックアップセット

の種類によって若干異なります。

テープバックアップセットのメディア要求ウィン

ドウ

テープ、リムーバブルディスク、記録型

CD/DVD 内のファイルは完全に失われてし

まうので、必ず空か不要なデータしか入って

いないテープ、リムーバブルディスク、記録

型 CD/DVD を挿入してください。ウィンドウ

で新しいメディアを選択して、「続ける」をク

リックします。

バックアップが実行され、操作の進行状況と

バックアップセットへコピーされたファイル

の名前が表示されます。進行状況ウィンドウ

には、バックアップの一時休止やキャンセル

ができる「休止」ボタンと「中止」ボタンが

表示されます。

 

基本バックアップの進行状況ウィンドウ

スクリプトの実行が完了すると、実行状況

ウィンドウに「実行が完了しました。」と表示

されます。ウィンドウを閉じ、「Retrospect ディ

レクトリ」ウィンドウに戻ります。 
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エラーが発生した場合は、表示されるブラウ

ザで詳細な情報を確認するか、操作ログでエ

ラーの詳細を確認することができます。（操作

ログは、「ウィンドウ」メニューの「ログ」を

選択すると表示できます。詳細については、

154 ページの「操作ログの表示」 を参照してく

ださい。）

バックアップ計画の立案

次回以降のバックアップでは、基本バック

アップの手順を指定した頻度で繰り返した

り、バックアップセットを切り替えて別の

バックアップを実行したりできます。

デフォルト設定では、前回のバックアップ以

降に変更されたファイルだけが、指定した

バックアップセットへバックアップされま

す。

バックアップスクリプトの作成

（夜間などに）自動バックアップを行う場合

は、Retrospect のスクリプト作成機能を使っ

て、バックアップの内容とスケジュールを設

定します。 

「基本バックアップ」サマリウィンドウで、「ス

クリプト」メニューから「スケジュール」を

選択して、基本バックアップの情報と設定値

をスクリプトとして保存します。このスクリ

プトを使用すると、バックアップ操作を自動

実行することができます。

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自動実

行」を参照してください。

アーカイブ

アーカイブ操作では、ファイルを元ボリュー

ムからオフライン保存用の宛先バックアップ

セットに移動することができます。アーカイ

ブ操作をセットアップするには、 初に

「Retrospect ディレクトリ」から「ツール」タ

ブをクリックし、次に「コピー」をクリック

します。

次のダイアログボックスで「アーカイブ」を

選択し、「OK」をクリックします。

これ以降は、48 ページ以降の説明に従って、

バックアップと同じようにアーカイブ操作を

セットアップします。準備において異なる点

は、159 ページに記載されているように、アー

カイブ操作ではファイルを移動するかどうか

を指定する別のオプションがあることです。

このオプションを利用すると、オリジナル

ファイルを宛先にコピーした後で、元ボ

リュームからファイルが削除され、元ボ

リューム上のスペースが開放されます。

ヒント： 「ファイルを移動」オプションを使

用する前に、コピーだけして別のバックアッ

プセットにアーカイブします。こうすれば、

一方のバックアップセットが使用できなく

なっても適正に対処することができます。

アーカイブでは、元ボリュームと宛先ボ

リュームは一致しません（デフォルト）。すな

わち、宛先バックアップセット内のファイル

とソースファイルの比較は行われません。つ

まり、Retrospect は選択されたファイルを宛

先バックアップセットに存在するかどうかに

関係なくすべてコピーします。この場合、アー

カイブの整合性が維持される代わりに、効率

は落ちることになります。

その他の情報については、以下の「アーカイ

ブに関するヒント」を参照してください。

アーカイブスクリプトの作成

「基本アーカイブ」ウィンドウがアクティブな

状態のときに、「スクリプト」メニューから

「スケジュール」を選択して、アーカイブ情報

とその設定内容をスクリプトとして保存する

ことができます。 
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詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自動実

行」を参照してください。

アーカイブに関するヒント

メディア：長期間の計画を立てます。複数の

バックアップセットにアーカイブを行い、

アーカイブされたデータのコピーをオフサイ

トに保持します。つねにメーカーのガイドラ

インに従って、メディアを保管してください。

詳しくは、45 ページの「メディアの寿命と保

存」を参照してください。

保管に万全を期するため、定期的に新しいメ

ディアへデータを転送してください。また、

次に使用するバックアップデバイスが旧モデ

ルの機能をサポートしていない場合があるの

で、ハードウェア圧縮などのデバイス専用の

オプションは使用しないでください。

計画：アーカイブシステムを定義し、毎回そ

れに従います。指定したフォルダ内の、ラベ

ルが定義されているファイル、または指定期

間内に変更を加えたファイルだけをアーカイ

ブしてください。サーバからアーカイブを行

うときは、データを指定場所に移動すること

によって、何をアーカイブするかをユーザに

決めてもらってください。データをアーカイ

ブするときは、サーバから何が削除されたか

を、必ずユーザに通知してください。

「ファイルを移動」オプション（コピーの後に

削除）を使用する前に、コピーだけして別の

バックアップセットにアーカイブします。こ

うすれば、一方のバックアップセットが使用

できなくなっても適正に対処することができ

ます。アーカイブメディアが 1 つしかないと、

それが紛失または破損した場合に、データも

すべて失うことになります。アーカイブメ

ディアを再利用、紛失、または破損しないよ

うにしてください。

検証：つねに検証を使用します。検証を使用

しないで、アーカイブ時にハードウェア上の

問題が発生した場合は、データがメディアに

正しくコピーされない可能性があります。

オンラインアーカイブ：通常の位置でアーカ

イブするには、ハードディスク上でファイル

バックアップセットに圧縮してアーカイブし

ます。いつも使用しているハードディスク上

にデータを保管したまま、ハードディスク上

の容量を節約できます。

復元

Retrospect では、バックアップセット内の

新のバックアップから、または前のバック

アップセッションからボリューム全体を復元

したり、選択したファイルやフォルダを復元

したりすることができます。バックアップ

セットのボリュームスナップショットを使用

するか、ファイル名などを基準に複数のバッ

クアップセットを検索して、指定したファイ

ルを復元することもできます。個々のファイ

ル、複数のファイル、またはディスク全体を

復元できます。

この項では、Retrospect でファイルを復元す

るための異なる 2 つの方法を説明します。

データの消失が発生し、そのデータを復元す

るのに必要なコンピュータ環境が利用不可能

な場合は、「第 7 章 • 障害発生時の復旧」を参

照してください。さまざまな状況の概説と障

害発生時の復旧方法が記載されています。

スナップショット

Retrospect のスナップショットを使うと、特

定のバックアップ時と同じ状態に、ボリュー

ムを簡単に復元することができます。スナッ

プショットは、ボリューム内容を写し取った

写真のようなものです。これには、ボリュー

ムのすべてのファイルおよびフォルダの一覧

とそれらのバックアップ時のセッションが含

まれています。ボリュームをバックアップす

るたびに、バックアップセットカタログ内の

スナップショットが更新され、バックアップ

メディアにも新しいスナップショットが追加

されます。

ボリューム全体を復元するには、対応するス

ナップショットを選択するだけです。各セッ
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ションから、手動でファイルを検索して取り

出す必要はありません。スナップショットを

使えば、メディアを一度読み込むだけで、バッ

クアップセットからファイルを取り出せま

す。何度もメディアを検索する必要はありま

せん。バックアップを何度も実行したバック

アップセットでもメディアを 1 回検索するだ

けですみます。

スナップショットからは、ファイル単位の復

元も可能です。所定のバックアップ時にボ

リューム内にあったファイルがわかっている

場合は、簡単にファイルを取り込むことがで

きます。スナップショットが使用できない場

合は、復元するファイルを選択するための検

索基準を定義する必要があります。

ある特定の時点でのバックアップから、ボ

リューム、フォルダ、ファイルを復元したい

場合は、メディアから特定の時点のスナップ

ショットを取り出すことができます。

スナップショットによる復元

復元を行う方法は、基本バックアップの設定

方法とほとんど同じです。

「Retrospect ディレクトリ」の「基本」タブを

クリックし、「復元」をクリックします。復元

の種類を指定するダイアログボックスが表示

されます。

希望する復元タイプを選択します。

「ディスク全体を復元」は、所定のバックアッ

プ時点でボリュームに存在したすべてのファ

イルを復元します。デフォルトでは、このオ

プションは宛先ボリュームの内容全体が置き

換えられ、元ボリュームがバックアップ時の

状態に再現されます。このオプションは、ディ

スクを完全に復元するときに使用します。

「ファイルを復元」では、所定のバックアップ

時点でボリュームに存在した 1 つまたは複数

のファイルを選択して復元します。デフォル

トでは、このオプションは選択したファイル

とフォルダが宛先ボリュームの新規フォルダ

に復元されます。宛先ボリュームの残りの部

分は変更されません。

注意： この項では、スナップショットを使用

して復元を行う「ディスク全体を復元」と

「ファイルを復元」の各機能について説明しま

す。バックアップセット全体から特定のファ

イルを検索するには、58 ページの「検索によ

る復元」を参照してください。

復元方法を選択し、「OK」をクリックします。

元ボリュームの選択

「ボリューム選択」ウィンドウの上部のリスト

から、復元元となるバックアップセットを選

択します。希望のバックアップセットがリス

ト内に表示されていない場合は、「更に ...」ボ

タンを使用できます。

このウィンドウの下部のリストから、ボ

リュームのスナップショットを選択します。

ボリューム名の右には、前回バックアップし

たときの日付が表示されています。
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目的のスナップショットがリストに表示され

ていない場合は、「スナップショットを追加」

をクリックして、バックアップセット内のす

べてのスナップショットのリストから目的の

スナップショットを選択します。

ヒント： 「スナップショットを追加」は、

新のバックアップ以外からファイルを復元す

る場合に使用することが多いでしょう。

スナップショットを選択して、「取り込み」ボ

タンをクリックすると、バックアップセット

のメディアから古いスナップショットが取り

込まれ、復元の元ボリュームウィンドウのリ

ストに追加されます。スナップショットを取

り込む際は、メディアの挿入が必要になりま

す。

注意： すでに使用できる「スナップショット」

を選択すると、「取り込み」ボタンは無効にな

ります。

「ボリューム選択」ウィンドウで目的のスナッ

プショットを選択したら、「OK」をクリック

します。

宛先の選択

復元したいファイルを保存するボリュームを

選択します。このボリュームは、バックアッ

プしたファイルの元ボリュームでなくてもか

まいません。サブボリューム（187 ページの

「サブボリューム」を参照）として定義された

フォルダ、あるいはローカルデスクトップ上

にマウントしたボリュームまたはネットワー

ク上のクライアントに付属するボリュームも

利用できます。ローカルデスクトップおよび

バックアップクライアントを検索する方法に

ついては、185 ページの「コンテナ」を参照

してください。

ファイルを復元する方法の指定

ポップアップメニューで、ファイルを宛先ボ

リュームに復元する方法を指定します。

「ディスク全体を復元」は、宛先ディスクを選

択したスナップショットと同じ状態にしま

す。これは、復元対象としてマークされたも

のと一致しないファイルおよびフォルダを宛

先ボリュームから削除し、マークされたファ

イルと同じファイルは現状のまま残します。

それ以外のファイルとフォルダは、階層を変

えずに、バックアップセットからコピーしま

す。これは「ディスク全体を復元」を選択し

た場合のデフォルトオプションです。この方

法では、Mac OS X のアクセス権も復元され

ます。

「対応するファイルと置き換える」は、マーク

されたファイルを、宛先ボリュームの同一

フォルダにコピーします。たとえ対応する

ファイルのほうが新しくても、上書きされま

す。ファイルが復元対象としてマークされた
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ファイルと同一の場合、またはファイル名が

復元対象としてマークされたファイルと一致

しない場合には、それらのファイルはそのま

ま残ります。この方法では、Mac OS X のア

クセス権も復元されます。

警告： このオプションを使ってアクティブな 

WINDOWS フォルダを置き換えると、

WINDOWS クライアントがクラッシュしま

す。

「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボ

リューム上にバックアップセットの名前を使

用して新規フォルダを作成し、フォルダの階

層を変えずに、ファイルをそのフォルダにコ

ピーします。置き換えられたり、上書きされ

たりすることはありません。これは「ファイ

ルを復元」を選択した場合のデフォルトオプ

ションです。この方法では、バックアップし

ていたファイルとフォルダの Mac OS X のア

クセス権は復元されません。復元するファイ

ルとフォルダには、現在ログインしている

ユーザ（ユーザがログインしていない場合は

ルート）のアクセス権が割り当てられます。

「ファイルのみ復元」は、バックアップセット

の名前を使用して宛先ボリューム上に新規

フォルダを作成し、ファイルだけをそのフォ

ルダにコピーします。フォルダの階層は維持

されません。置き換えられたり、上書きされ

たりすることはありません。（多数のファイル

や、ディスク全体を取り込む場合は、このオ

プションは使わないでください。）この方法で

は、バックアップしていたファイルの Mac OS
X のアクセス権は復元されません。復元する

ファイルには、現在ログインしているユーザ

（ユーザがログインしていない場合はルート）

のアクセス権が割り当てられます。

警告： MAC OS X で、動作中のシステムボ

リューム以外のボリュームに復元する場合

は、そのボリュームについて、事前に 

FINDER の「情報を見る」を使用してくださ

い。情報ウィンドウの「アクセス権」を選択

して、「このボリューム上のアクセス権を無

視する」オプションをオフにしてください。

ポップアップメニューで、宛先ボリュームの

復元方法を設定したら、「OK」をクリックし

てください。復元タイプおよび方法によって

宛先ボリュームが検索され、選択したスナッ

プショットからのファイルが照合されます。

「バックアップから復元」ウィンドウが表示さ

れます。

復元操作の概要

元ボリューム、宛先ボリューム、選択したファ

イル、およびオプションについて、指定内容

を確認してください。内容を変更するには、

以下の該当するボタンをクリックします。

「元ボリューム」は、ファイルの復元元となる

バックアップセットとボリュームのスナップ

ショットです。元ボリュームを変更するには、

このボタンをクリックします。

「宛先」は、ファイルを復元する保存先のボ

リュームです。宛先ボリュームや復元方法を

変更するには、このボタンをクリックします。

「選択したファイル」は、バックアップセット

から復元するファイルです。「ディスク全体を

復元」を選択した場合、元ボリュームのスナッ

プショットの全ファイルがデフォルトで選択

されます。「ファイルを復元」を選択した場合

は、デフォルトでどのファイルも選択されま

せん。このボタンをクリックして表示される

ブラウザで、復元する個々のファイルやフォ

ルダをマークまたはマーク解除することがで

きます。ブラウザについての詳細は、189 ペー

ジの「ブラウザ」を参照してください。

「オプション」では、アイコンを再配置した

り、復元されたファイルの変更日を更新した
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りすることができます。これらのオプション

を変更する場合は、このボタンをクリックし

て「追加選択」をクリックします。これらの

オプションについて詳しくは、157 ページか

らの「実行オプション」を参照してください。

復元の実行

復元を実行するのに必要な情報を指定する

と、「バックアップから復元」ウィンドウの上

部に、「実行の準備ができました。」と表示さ

れます。指定情報が不完全な場合は、「実行の

準備ができていません。」と表示されるので、

その下に表示される指示に従って、情報の一

部を変更してください。準備ができたら、「復

元」ボタンをクリックします。

警告： 復元を実行すると、宛先ボリュームの

データが破損する場合があります。複製先ボ

リューム上のファイルを削除または置き換え

てもよいことを確認してください。

適切なバックアップセットメディアがバック

アップデバイスにセットされていることを確

認してください。必要なメディアにアクセス

できない場合は、メディアを要求するウィン

ドウが表示されます。

復元が実行され、操作の進行状況とバック

アップセットメディアから宛先ボリュームへ

コピーされたファイル名のリストが表示され

ます。進行状況ウィンドウには、復元を一時

休止または中止するための「休止」ボタンと

「中止」ボタンが表示されます。

 

スクリプトの実行が完了すると、実行状況

ウィンドウに「実行が完了しました。」と表示

されます。ウィンドウを閉じ、「Retrospect ディ

レクトリ」ウィンドウに戻ります。エラーが

発生した場合は、表示されるブラウザで詳細

な情報を確認するか、操作ログでエラーの詳

細を確認することができます。

操作ログは、「ウィンドウ」メニューの「操

作」を選択してアクセスできます。詳細につ

いては、154 ページの「操作ログの表示」を

参照してください。

Retrospect から Finder に移ると、復元された

ファイルによって、宛先ボリュームの内容が

変更されていることがわかります。変更の程

度は、復元方法とオプションによって異なり、

ボリュームに新規フォルダが作成されている

場合から、ボリュームが完全に再構築されて

いる場合までさまざまです。

復元スクリプトの作成

復元サマリウィンドウがアクティブな状態の

ときに、「スクリプト」メニューから「スケ

ジュール」を選択して、基本復元情報と設定

内容をスクリプトとして保存することができ

ます。その後で、そのスクリプトを使って復

元操作を自動実行することができます。 

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自動実

行」を参照してください。

検索による復元

スナップショットによる復元では、指定した

バックアップからファイルを復元するのに対

し、検索による復元では、いつバックアップ

されたかに関係なく、1 つまたは複数のファ

イルを復元できます。検索による復元では、

一度に複数のバックアップセットを検索でき

ます。これは、どのバックアップセットに復

元対象のファイルが含まれているのかわから

ない場合に便利です。

 名前やタイプなど、復元対象のファイルの属

性がわかっている場合に、検索が 適です。

特定のファイルのバックアップバージョンを

すべて知りたい場合には、名前で検索した後、

目的のバージョンを正確に復元します。

検索による復元の設定手順は、スナップ

ショットによる復元とほとんど同じです。

ファイルの検索

「Retrospect ディレクトリ」の「基本」タブを

クリックし、「復元」をクリックします。復元
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の種類を指定するダイアログボックスが表示

されます。

「ファイル / フォルダ名を検索して復元」ラジ

オボタンをクリックし、「OK」をクリックし

ます。

復元するバックアップセットを選択するため

のウィンドウが表示されます。検索するバッ

クアップセットを選択します。希望のセット

がリスト内に表示されていない場合は、「更に

...」ボタンをクリックします。

元バックアップセットを選択したら、「OK」

をクリックします。「宛先ボリューム選択」

ウィンドウが表示されます。

復元したファイルの保存先ボリュームを選択

し、ポップアップメニューから復元方法を指

定します（56 ページを参照）。

注意： 検索によって復元する際に、復元方法

として「ディスク全体を復元」および「対応

するファイルと置き換える」を選択すると、

スナップショットから復元するときとは異

なって実行されます。「ディスク全体を復元」

では、ファイルを復元する前に、宛先ボリュー

ムを削除します。「対応するファイルと置き換

える」では、復元されるファイルと同じ名前

のファイルを置き換えます。 

警告： MAC OS X で、動作中のシステムボ

リューム以外のボリュームに復元する場合

は、そのボリュームについて、事前に 

FINDER の「情報を見る」を使用してくださ

い。情報ウィンドウの「アクセス権」を選択

して、「このボリューム上のアクセス権を無

視する」オプションをオフにしてください。

ポップアップメニューで、宛先ボリュームの

復元方法を設定したら、「OK」をクリックし

てください。ファイルの選択基準を設定する

ウィンドウが表示されます。

すべての元ボリュームの全ファイルを復元し

たい場合は、テキスト欄を空白のままにして

「OK」をクリックします。

それ以外の場合は、コントロールを使って、

ファイル名またはフォルダ名に基づく検索基

準を定義するか、または「追加選択」をクリッ

クして他の検索基準を用いたカスタムセレク

タを作成します。このウィンドウの詳細につ

いては、192 ページの「ファイルの検索」を

参照してください。セレクタの詳細について

は、195 ページの「セレクタの使い方」を参

照してください。 

検索条件の設定が完了したら、「OK」をクリッ

クします。各バックアップセットカタログが
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検索され、検索が終了すると「検索と取り込

み」ウィンドウが表示されます。

ファイルの検索基準が、「検索」の右に表示さ

れています。「選択したファイル」の右には、

元バックアップセットの検索で見つかった

ファイルの数とサイズが表示されます。

ファイルの選択

「選択したファイル」ボタンをクリックする

と、検索されたファイルが表示されたブラウ

ザが表示されます。見つかったファイルが含

まれているバックアップセットごとに、ブラ

ウザウィンドウが表示されます。ブラウザで

は、取り込むファイルを手動でマークまたは

マーク解除できます。詳しくは、191 ページ

の「ファイルやフォルダのマーク」を参照し

てください。操作を実行すると、マークされ

たファイルが取り込まれます。

検索条件によっては、1 つのファイルの複数

のバージョンがブラウザに表示されます。た

とえば、特定の期間、指定したファイルが毎

日修正され、毎日バックアップされた場合で

す。このバックアップ日や修正日を利用して、

どのバージョンを復元するか決めます。

検索基準の追加

ブラウザに目的のファイルが表示されなかっ

た場合は、ブラウザを閉じて「検索と取り込

み」ウィンドウに戻り、「検索」ボタンをク

リックして検索基準を再設定することができ

ます。検索基準を変更すると、新規に検索を

行うか、今の検索を絞り込むか、今の検索拡

大するかを尋ねるダイアログが表示されま

す。

「新規」は、前の検索結果を新しい検索結果に

置き換えます。 

「絞り込み」新しい検索基準を追加して、選択

範囲をさらに限定します。

「追加」は、検索基準を拡大して、新たに検索

されたファイルを前の検索結果に追加しま

す。

検索のタイプを選択してから「OK」をクリッ

クし、「検索と取り込み」ウィンドウに戻りま

す。目的のファイルが見つかるまで、この手

順を繰り返します。
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復元の実行

情報の指定が完了すると、「検索と取り込み」

のサマリウィンドウの上部に「実行の準備が

できました。」と表示されます。指定情報が不

完全な場合は、「実行の準備ができていませ

ん。」と表示されるので、その下に表示される

指示に従って、情報の一部を変更してくださ

い。 

準備ができたら、「復元」ボタンをクリックし

ます。

警告： 復元を実行すると、宛先ボリュームの

データが破損することがあります。宛先ボ

リュームまたはファイルを、元ボリュームの

ファイルと置き換えてもよいことを確認して

ください。

適切なバックアップセットメディアがバック

アップデバイスにセットされていることを確

認してください。メディアを検出できなかっ

た場合は、メディア要求ウィンドウが表示さ

れます。

復元が実行され、進行状況ウインドウに、操

作の進行状況が表示されます。進行状況ウイ

ンドウには、実行を一時休止したり中止する

ための「休止」ボタンと「中止」ボタンも表

示されます。

スクリプトの実行が完了すると、実行状況

ウィンドウに「実行が完了しました。」と表示

されます。ウィンドウを閉じ、「Retrospect ディ

レクトリ」ウィンドウに戻ります。エラーが

発生した場合は、表示されるブラウザで詳細

な情報を確認するか、操作ログでエラーの詳

細を確認することができます。 

操作ログは、「ウィンドウ」メニューの「操

作」を選択してアクセスできます。詳細につ

いては、154 ページの「操作ログの表示」を

参照してください。

Retrospect から Finder に移ると、復元された

ファイルによって、宛先ボリュームの内容が

変更されていることがわかります。

複製

Retrospect では、ボリューム上のファイルや

複数のボリュームのファイルを複製すること

ができます。指定したファイルや宛先ボ

リュームに存在しないファイルだけをコピー

するといった場合、Retrospect の複製機能が

適です。

ファイルやフォルダは、標準のファイルシス

テムフォーマットのまま圧縮をしないでコ

ピーされるので、データを他のコンピュータ

に転送するときに便利です。暗号化された

ファイルは、暗号化されたままです。 

複製機能は、起動可能な Mac OS X のバック

アップや、ユーザがアクセス可能なサーバま

たはデータベースのバックアップなどをハー

ドディスク上に作成する場合に役に立ちま

す。

ヒント： サブボリュームは、複製のために役

立つツールです。たとえば、ネットワーク管

理者は、サーバのアプリケーションフォルダ

をサブボリュームとして定義してから、これ

を複製してユーザのワークステーションに簡

単にインストールすることができます。詳し

くは、187 ページの「サブボリューム」を参

照してください。

注意： クライアントのサブボリュームを同じ

クライアント上の別のサブボリュームに複製

することはできません。

複製

「Retrospect ディレクトリ」ウィンドウの「基

本」タブをクリックし、「複製」をクリックし

ます。「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表

示されます。
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コピーするファイルがある元ボリュームを選

択し、「OK」をクリックします。「ボリューム

選択」ウィンドウの使い方については、

184 ページの「ボリュームの操作」を参照し

てください。 

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示され

ます。

複製先ボリュームを選択し、ポップアップメ

ニューから複製方法を選択します。

「ディスク全体を置き換える」は、複製先ボ

リュームの内容全体を、複製元ボリュームの

選択したファイルとフォルダで置き換えま

す。複製先ボリューム上に同一ファイルがあ

る場合は複製されません。

「対応するファイルと置き換える」は、複製元

ボリュームから選択したファイルに対応す

る、複製先ボリューム上のファイルを上書き

します。複製先ボリュームのファイルの方が

新しくても上書きします。ただし、複製対象

としてマークされたファイルと名前や場所が

違うものは、そのまま残ります。

警告： MAC OS X で動作中のシステムボ

リューム以外のボリュームに複製する場合

は、そのボリュームについて、事前に 

FINDER の「情報を見る」を使用してくださ

い。情報ウィンドウの「アクセス権」を選択

して、「このボリューム上のアクセス権を無

視する」オプションをオフにしてください。

複製先ボリュームを選択し、ポップアップメ

ニューから複製方法を選択したら、「OK」を

クリックします。「基本複製」ウィンドウが表

示されます。

このウィンドウには、複製操作に関係のある

「元ボリューム」、「宛先ボリューム」、「選択」、

「選択したファイル」、「オプション」がリスト

表示されます。各項目には、クリックすると

内容を変更できるボタンがあります。さまざ

まな機能を使用することで、非常に詳細な複

製操作が可能になります。

内容を変更するには、以下の該当するボタン

をクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームをヘンコ

ウできます。

「宛先」では、バックアップ先として別のボ

リュームを選択します。
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「選択」では、セレクタを選択し、複製する

ファイルおよびフォルダを選択する条件を指

定します。（セレクタについては、195 ページ

で詳しく説明しています。）デフォルトのセレ

クタは「すべてのファイル」で、複製する元

ボリュームの全ファイルがマークされます。

「選択したファイル」では、元ボリュームの

ファイルと宛先ボリュームのファイルが比較

され、ブラウザウィンドウが表示されます。

ブラウザウィンドウには、元ボリュームの

ファイルのうち、宛先ボリュームに存在しな

いものが表示されます。これらのファイルは

複製対象としてマークされます。手動でファ

イルをマークおよびマーク解除することもで

きます。詳しくは、191 ページの「ファイル

やフォルダのマーク」を参照してください。

操作を実行すると、マークされたファイルが

複製されます。

「オプション」を選択すると、「基本バックアッ

プ：オプション」ウィンドウが表示されます。

このウィンドウでは、バックアップレポート

を更新するかどうか、ファイルを移動するか

どうか、および検証を実行するかどうかを指

定できます。

これらのオプションについては、159 ページ

からの「複製オプション」を参照してくださ

い。他のオプションにアクセスするには、「追

加選択」をクリックします。他のオプション

については、157 ページからの「実行オプショ

ン」を参照してください。

複製の実行

情報の指定が完了すると、「基本複製」ウィン

ドウの上部に「実行の準備ができました。」と

表示されます。指定情報が不完全な場合は、

「実行の準備ができていません。」と表示され

るので、その下に表示される指示に従って、

情報の一部を変更してください。 

準備ができたら、「複製」ボタンをクリックし

ます。

警告： 複製を実行すると、複製先ボリューム

のデータが破損することがあります。複製先

ボリューム上のファイルを削除または置き換

えてもよいことを確認してください。

複製が実行され、進行状況ウインドウに、操

作の進行状況が表示されます。このウインド

ウには、実行を一時休止したり中止するため

の「休止」ボタンと「中止」ボタンも表示さ

れます。スクリプトの実行が完了すると、実

行状況ウィンドウに「実行が完了しました。」

と 表 示 さ れ ま す。ウ ィ ン ド ウ を 閉 じ、

「Retrospect ディレクトリ」ウィンドウに戻り

ます。エラーが発生した場合は、表示される

ブラウザで詳細な情報を参照したり、操作ロ

グでエラーの詳細を確認することができま

す。 

操作ログは、「ウィンドウ」メニューの「操

作」を選択してアクセスできます。詳細につ

いては、154 ページを参照してください。

複製スクリプトの作成 
「基本複製」ウィンドウがアクティブな状態の

ときに、「スクリプト」メニューから「スケ

ジュール」を選択して、基本複製の情報とそ

の設定内容をスクリプトとして保存すること

ができます。このスクリプトを使って、複製

を自動で実行することができます。 

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自動実

行」を参照してください。
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転送

Retrospect の転送機能は、1 つまたは複数の

バックアップセットから単一のバックアップ

セットに 1 つまたは複数のファイルをコピー

します。これは、たとえばリムーバブルディ

スクバックアップセットから、CD/DVD バッ

クアップセットにすべてのファイルをコピー

する場合に役立ちます。自分のバックアップ

セットから、ビジネスパートナー用の新しい

暗号化されたバックアップセットに、いくつ

かの選択したファイルをコピーする場合にも

役立ちます。

転送ではファイルの一致は調べないので、あ

るバックアップセットから別のバックアップ

セットにインクリメンタルな転送を行うこと

はできません。宛先バックアップセットに既

に存在しているかどうかにかかわらず、選択

基準に適合するすべてのファイルがコピーさ

れます。

転送機能には、プレビュー機能はありません。

手作業でファイルを選択する代わりに、セレ

クタを使用しなければなりません。

バックアップセット間でファイルをコピーす

るときは、両方のバックアップセットがたと

え同じタイプのメディアに存在する場合で

も、各バックアップセットは個別のバック

アップデバイスに保存されていなければなり

ません。ただし、ファイルバックアップセッ

トの場合は、個別のバックアップデバイスと

いう要件は適用されません。

ヒント： 各バックアップセットに個別のドラ

イブがなくても、ハードディスク上のファイ

ルバックアップセットにファイルを一時的に

コピーしてから、それを宛先バックアップ

セットにコピーすることができます。

ファイルの転送

バックアップセット間でファイルをコピーす

るには、 初に「Retrospect ディレクトリ」か

ら「ツール」タブをクリックし、次に「コピー」

をクリックします。次のダイアログボックス

で、「転送」を選択します。

「OK」をクリックします。「転送の元バック

アップセット ...」ウィンドウが表示されます。

転送元のバックアップセットを選択して、

「OK」をクリックします。「転送の先バック

アップセット ...」ウィンドウが表示されます。

転送先バックアップセットを選択して、「OK」

をクリックします。 

次のウィンドウで、ファイル選択基準を選択

します。

選択基準を指定して、「OK」をクリックしま

す。（セレクタの使用方法の詳細については、

195 ページの「セレクタの使い方」を参照し

てください。）「バックアップセット間転送」

サマリウィンドウが表示されます。
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サマリの情報が正しいか確認してください。

転送オプションの設定

デフォルトの転送設定を変更する場合は、サ

マリウィンドウの「オプション」ボタンをク

リックします。 

「スナップショットをコピー」オプションは、

転送元バックアップセットのすべてのスナッ

プショットを、転送先カタログとメディアに

転送します。このオプションのデフォルトは

オンです。このオプションやその他の転送オ

プションについて詳しくは、160 ページから

の「バックアップセット転送オプション」を

参照してください。他のオプションにアクセ

スするには、「追加選択」をクリックします。

他のオプションについては、157 ページから

の「実行オプション」を参照してください。

転送の実行

情報の指定が完了すると、「基本複製」ウィン

ドウの上部に「実行の準備ができました。」と

表示されます。指定情報が不完全な場合は、

「実行の準備ができていません。」と表示され

るので、その下に表示される指示に従って、

情報の一部を変更してください。 

準備ができたら、「転送」ボタンをクリックし

ます。複製が実行され、進行状況ウィンドウ

に、操作の進行状況が表示されます。このウィ

ンドウには、実行を一時休止および中止する

ための「休止」ボタンおよび「中止」ボタン

も表示されます。

スクリプトの実行が完了すると、実行状況

ウィンドウに「実行が完了しました。」と表示

されます。ウィンドウを閉じ、「Retrospect ディ

レクトリ」ウィンドウに戻ります。エラーが

発生した場合は、表示されるブラウザで詳細

な情報を参照したり、操作ログでエラーの詳

細を確認することができます。 

操作ログは、「ウィンドウ」メニューの「操

作」を選択してアクセスできます。詳細につ

いては、154 ページを参照してください。

転送スクリプトの作成

転送サマリウィンドウがアクティブな状態の

ときに、「スクリプト」メニューから「スケ

ジュール」を選択して、基本転送の情報と設

定内容をスクリプトとして保存することがで

きます。その後で、そのスクリプトを使って

転送操作を自動実行することができます。 

詳しくは、「第 5 章 • スクリプトによる自動実

行」を参照してください。
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章 5

スクリプトによる自動実行

• ス ク リ プ ト の 概 説

• ス ク リ プ ト の 作 成

• ス ク リ プ ト に よ る バ ッ ク ア ッ プ

• ス ク リ プ ト に よ る 複 製

• ス ク リ プ ト に よ る ア ー カ イ ブ

• ス ク リ プ ト に よ る 復 元

• ス ク リ プ ト の ス ケ ジ ュ ー ル 作 成

• ス ク リ プ ト の 保 存

• ス ク リ プ ト の テ ス ト

• ス ク リ プ ト の 実 行

• ス ク リ プ ト の 制 御

• B A C K U P  S E R V E R  ス ク リ プ ト

「第 4 章 • 基本操作」では、Retrospect の基本バックアップ、アーカイブ、復元、

複製、および転送操作の設定と実行方法を解説しました。この章では、スクリプ

ト（Retrospect 独自の Backup Server を含む）を使ってプロセスを自動化する方法

について解説します。 
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スクリプトの概説

Retrospect の利点の 1 つは、反復作業を自動

化できることです。スクリプトを作成するこ

とによって、「第 4 章 • 基本操作」で説明した

操作（転送を除く）をすべて自動化すること

ができます。

• バックアップ

• アーカイブ

• 複製

• 復元

さらに、Retrospect の Backup Server 技術によ

り、ユーザが指定した基準に基づいて、次回

のバックアップ対象の優先順位を頻繁に付け

直す高度なスクリプトを作成することができ

ます。詳しくは、86 ページの「Backup Server
スクリプト」を参照してください。

スクリプトは、バックアップ計画を立案する

ための重要な要素です。効率的なバックアッ

プ計画の立案方法については、148 ページの

「バックアップ計画」を参照してください。

自動操作には、基本操作と同じ情報（元ボ

リューム、宛先、ファイル選択基準、その他

のオプション）がすべて含まれます。スクリ

プトには、いつこれらの自動操作が実行され

るかを制御するスケジューリングコンポーネ

ントも含まれます。

Retrospect では、スケジュールを設定してス

クリプトを自動実行できるので、全ユーザが

都合のよい時間に、操作を行うことができま

す。スクリプトによるバックアップをスケ

ジュールしておくと、バックアップコン

ピュータを起動して、バックアップデバイス

に適切なメディアをセットしておくだけで、

データが定期的にバックアップされます。ス

クリプトを実行する時間になると、Retrospect
が自動的に起動し、操作を実行します。

Retrospect の先読み時間に実行するようにス

ケジュールされたほかのスクリプトがない場

合、また「自動環境設定」で「シャットダウ

ン」を選択していた場合、操作が完了したと

きに Retrospect はシャットダウンします。

自動操作には、スクリプトの作成、スクリプ

トのスケジュール、スクリプトの実行、およ

び Backup Server スクリプトの使用が含まれ

ます。スクリプトの管理とメンテナンスにつ

いては、172 ページの「スクリプトのメンテ

ナンス」を参照してください。

スクリプトの作成

Retrospect でスクリプトを作成する方法には、

以下の 3 つがあります。

• EasyScript ウィザードの使用

• 基本操作のスケジュール

• 「自動化」>「スクリプト」コマンドの使

用

2 番目と 3 番目の方法では、どのタイプのス

クリプト（バックアップ、複製、アーカイブ、

復元）でも作成できます。EasyScript ウィザー

ドでは、バックアップスクリプトだけを作成

できます。

注意： BACKUP SERVER スクリプトについて

は、別に説明します。詳しくは、86 ページの

「BACKUP SERVER スクリプト」を参照して

ください。

EasyScript ウィザードの使用

EasyScript ウィザードでは、バックアップス

クリプトの作成プロセスを簡素化する一連の

質問が行われます。このウィザードは、使い

やすいインタフェースでバックアップセット

を作成し、バックアップスクリプトをスケ

ジュールするのに便利です。

EasyScript を使う前に、手順を理解するため

に Retrospect の基本バックアップ（48 ページ）

に慣れておくのが良いでしょう。手始めに、

クイックバックアップ（13 ページ）をお試し

ください。

注意： EASYSCRIPT ウィザードでは、作成す

るすべてのスクリプトに同じ名前を使用しま

す。ウィザードを使用して複数のスクリプト

を作成したい場合は、新しいスクリプトを作
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成する前に、 初に作成したスクリプトの名

前を変更してください。スクリプト名の変更

方法については、173 ページを参照してくだ

さい。

EasyScript を使用するには

1. Retrospect を起動します。

2.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブをクリックし、「EasyScript」ボタンをク

リックします。

3. 導入画面を読んだ後、「次へ」をクリック

します。

4. バックアップ元として、「ローカルコン

ピュータのみ」と「ローカルコンピュータと

クライアント」のいずれかを指定します。 

ラジオボタンの 1 つをクリックして選択し、

「次へ」をクリックします。 

注意：ネットワークコンピュータをバック

アップするには、そのコンピュータに 

Retrospect クライアントソフトウェアと適切

なライセンスコードが必要です。

5. ネットワーク上の他のコンピュータを

バックアップするように選択した場合、現在

ログインされているクライアントがリストに

表示されます。 

スクリプトの実行時に Retrospect にログイン

しているクライアントはすべてバックアップ

されます。したがって、スクリプトを作成し

たら、新しいクライアントにログインし、そ

れらがスクリプトによってバックアップされ

るか確認することができます。

選択した設定でよい場合は、「次へ」をク

リックして先に進みます。

6. バックアップ先にするメディアのタイプ

を指定します。ラジオボタンの 1 つをクリッ

クして選択し、「次へ」をクリックします。

7. インターネットバックアップセットを選

択した場合は、以下の追加情報を指定する必

要があります。

• ログイン情報（50 ページの「インター

ネットバックアップセットの場合：」を

参照）を入力して「次へ」をクリックし

ます。

• EasyScript では、インターネットバック

アップセットのデータを暗号化すること

が推奨されます。パスワードを入力して

確認し、「次へ」をクリックして先に進み

ます。

•  EasyScript によって「書類フォルダと重

要項目」セレクタが自動的に適用されま

す（詳細については、196 ページの「組

み込みセレクタ」を参照）。「次へ」をク

リックして先に進みます。

8. バックアップの頻度を指定します。 

ラジオボタンの 1 つをクリックして選択し、

「次へ」をクリックします。

9. メディアのローテーションスケジュール

を指定します。 

メディアのローテーションによって、メディ

アを別の場所に移して安全性を保つことがで

き、1 つのメディアに障害が発生した場合に

データを回復できる可能性が高くなります。

これには、「ローテーションなし」以外を選

択しなければなりません。したがって、メ

ディアのローテーションを選択した場合に

は、ディスク、テープ、記録型 CD/DVD の

数量が不足しないように注意してください。

「次へ」をクリックして先に進みます。

10.バックアップの開始時間を指定します。 
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平日の毎日、または週に一度バックアップす

るように選択した場合、バックアップスクリ

プトを実行する時刻を指定し、曜日を選択し

ます（必要な場合）。 

11.「作成」をクリックします。

12.EasyScript ウィザードで作成する各バック

アップセットの名前を入力し、「新規」をク

リックします。

13.各バックアップセットに対応するカタロ

グファイルの保存場所を指定し、「保存」を

クリックします。

EasyScript バックアップという名前のスクリ

プトが作成されます。「スクリプトを開く」

ボタンをクリックすると、スクリプトの概要

を表示してスクリプトを修正することができ

ます。

サマリウィンドウに表示された各項目の詳細

は、「スクリプトによるバックアップ」を参照

してください。

基本操作のスケジュール

大部分の基本操作（バックアップ、複製、アー

カイブ、または復元）のサマリウィンドウを

表示しているときは、「スクリプト」メニュー

から「スケジュール」を選択して、その操作

に基づくスクリプトを作成できます。

基本操作について詳しくは「第 4 章 • 基本操

作」を参照してください。

基本操作をスケジュールするには

1. 基本操作サマリウィンドウがアクティブ

な状態のときに、「スクリプト」メニューか

ら「スケジュール」を選択します。

2. スクリプトの名前を入力して「新規」を

クリックします。

3. スクリプトのサマリウィンドウ内の情報

を確認し、必要に応じて修正します。

4.「スケジュール」ボタンをクリックし、

79 ページの「スクリプトのスケジュール作

成」で説明しているとおりにスクリプトをス

ケジュールします。

5. スクリプトのサマリウィンドウ内の情報

がすべて正しい場合には、ウィンドウを閉じ

ます。

「自動化」>「スクリプト」コマンドの
使用

「自動化」>「スクリプト」コマンドを使用し

て、新規スクリプトを作成したり、既存スク

リプトの設定を修正したりすることができま

す。 

既存スクリプトの修正方法について詳しく

は、第 8 章の「スクリプトのメンテナンス」

を参照してください。新規スクリプトの作成

方法については、以下の項を参照してくださ

い。

• スクリプトによるバックアップ

• スクリプトによる複製

• スクリプトによるアーカイブ

• スクリプトによる復元
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スクリプトによるバックアップ

この項では、バックアップスクリプトを定義

する手順を説明します。

• バックアップスクリプトの作成

• バックアップ元の設定

• バックアップ先の設定

• バックアップするファイルの選択

• バックアップ実行オプションの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存

の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• 79 ページの「スクリプトのスケジュール

作成」を参照。

• 82 ページの「スクリプトの保存」を参

照。

バックアップスクリプトの作成

1.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブをクリックし、「スクリプト」をクリッ

クします。

「スクリプト」ウィンドウが表示されます。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規スク

リプトの作成を開始します。

注意：定義済みのスクリプトが 1 つもない場

合は、EasyScript を使用するかどうかを尋ね

るダイアログが表示される（68 ページの

「EasyScript ウィザードの使用」を参照して

ください。）ので、「いいえ」をクリックして

先に進みます。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「バックアップ」を選択して、

「OK」をクリックします。

スクリプト命名ダイアログボックスが表示さ

れます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」を

クリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表示さ

れます。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本バッ

クアップのサマリウィンドウとほぼ同じで、

元ボリューム、宛先バックアップセット、

ファイルの選択基準、オプションが表示され

ます。これはスクリプトであるため、スケ

ジュール情報も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボ

タンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームの追加

や削除を行います。

「宛先」では、1 つまたは複数のバックアッ

プセットを選択することができます。
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「選択」では、セレクタを選択し、バック

アップするファイルおよびフォルダを選択す

る条件を指定します。

「オプション」をクリックすると、検証機能、

データ圧縮、その他のオプションのオン、オ

フを切り替えることのできるオプションウィ

ンドウが表示されます。

「スケジュール」では、スクリプトの実行日

時や間隔を指定します。

バックアップ元の設定

スクリプト定義の 初の手順は、元ボリュー

ムの設定です。

1.「元ボリューム」ボタンをクリックしま

す。

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示さ

れます。

2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択し

た後、「OK」をクリックします。

3. 追加の元ボリュームを選択するには「追

加」をクリックします。元ボリュームをリス

トから削除するには、その元ボリュームを選

択して「削除」をクリックします。元ボ

リュームのリストが完成したら、「OK」をク

リックします。

注意：複数の元ボリュームがある場合、表示

されている順番でバックアップが行われま

す。リストの順番を変更するには、クリック

してからドラッグします。

バックアップ先の設定

バックアップ元を指定した後、データの宛先

バックアップセットを指定する必要がありま

す。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場合に

は、「バックアップセット作成」ウィンドウ

が表示されます。

49 ページの「新規バックアップセットの作

成」で説明しているとおりに、新規バック

アップセットを作成します。作成されたバッ

クアップセットは、「バックアップセットの

選択」ウィンドウに表示されます。

定義済みのバックアップセットがある場合に

は、「バックアップセットの選択」ウィンド

ウが表示されます。

「新規」または「更に ...」をクリックして、

新規バックアップセットを作成したり、他の

バックアップセットにアクセスしたりできま

す。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを選

択して、「OK」をクリックします。

注意：安全で効率的なバックアップを行うに

は、複数の宛先ボリュームバックアップセッ

トを使ってローテーションを組むことをお勧

めします。

3. 追加の宛先を選択するには「追加」をク

リックします。バックアップセットをリスト

から削除するには、そのバックアップセット

を選択して「削除」をクリックします。宛先
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のリストが完成したら、「OK」をクリックし

ます。

バックアップするファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべての

ファイルが選択されます。事前定義済みの別

のセレクタを選択したり、カスタムセレクタ

を作成して全ファイルのサブセットを選択し

たりもできます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタを選択したら、「OK」をクリッ

クします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect の

ファイル選択基準を使用して、カスタムセレ

クタを作成することもできます。セレクタに

ついては、195 ページからの「セレクタの使

い方」を参照してください。

注意： セレクタは、どのファイルがバック

アップの対象となるかを決めるのに使用され

るもので、実際にコピーされるファイルを決

めるものではありません。たとえば、「すべて

のファイル」を選択した場合、元ボリューム

のファイルと宛先バックアップセットの既存

ファイルとが比較された後、新規のファイル

または変更されたファイルだけがコピーされ

ます。

基本バックアップと異なり、スクリプトでは、

手動でファイルをマークおよびマーク解除で

きる、プレビュー情報が表示されません。こ

れは、スクリプトは後で実行されるため、作

成時と実行時でボリュームの内容が変わるこ

とがあるためです。

バックアップ実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、検

証、データ圧縮などのオプションのオン、オ

フを切り替えるためのオプションウィンドウ

が表示されます。オプションについての詳細

は、157 ページからの「実行オプション」で

説明します。 

スクリプトによる複製

複製スクリプトは、ハードディスク、フォル

ダ、またはファイルを、あるボリュームから

別のボリュームに無人状態でコピーする場合

に便利です。たとえば、複製スクリプトを使

用して、毎週末にローカルフォルダから共有

ファイルサーバに自動コピーすることが可能

です。 

複製スクリプトの作成手順は、以下のとおり

です。

• 複製スクリプトの作成

• 複製元の設定

• 複製先の設定

• 複製するファイルの選択

• 複製実行オプションの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存

の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• 79 ページの「スクリプトのスケジュール

作成」を参照してください。

• 82 ページの「スクリプトの保存」を参照

してください。

複製スクリプトの作成

1.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブをクリックし、「スクリプト」をクリッ

クします。

「スクリプト」ウィンドウが表示されます。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規スク

リプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。
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3. リストから「複製」を選択して、「OK」

をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」を

クリックします。

入力したスクリプト名がウィンドウに表示さ

れます。 

この「スクリプト」ウィンドウは、基本複製

のサマリウィンドウとほぼ同じで、元ボ

リューム、宛先ボリューム、ファイルの選択

基準、オプションが表示されます。これはス

クリプトであるため、スケジュール情報も含

まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボ

タンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームを選択

できます。

「宛先」では、宛先ボリュームを選択できま

す。

「選択」では、セレクタを選択し、複製する

ファイルおよびフォルダを選択する条件を指

定します。

「オプション」をクリックすると、検証機能

のオン、オフの切り替えや、その他のオプ

ションを設定できるオプションウィンドウが

表示されます。

「スケジュール」では、スクリプトの実行日

時や間隔を指定します。

複製元の設定

新規スクリプトのため、「ボリュームが選ばれ

ていません。」と表示されます。 

1.「元ボリューム」ボタンをクリックしま

す。

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示さ

れます。

2. 複製元のボリュームを選択して「OK」を

クリックします。

「ボリューム選択」ウィンドウの使い方につ

いては、184 ページからの「ボリュームの操

作」を参照してください。

複製先の設定

複製操作の場合、宛先はバックアップセット

ではなくボリューム（元ボリューム以外）で

す。

1.「宛先」ボタンをクリックします。 

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示さ

れます。

2. ファイルのコピー先となるボリュームを

選択します。

3. ポップアップメニューから選択して、宛

先ドライブの既存の内容に対する操作を指定

します。

「ディスク全体を置き換える」は、複製対象

としてマークされたものと一致しないファイ

ルおよびフォルダを宛先ボリュームから削除

し、マークされたファイルと同じファイルは
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現状のまま残します。それ以外のファイルと

フォルダは、階層を変えずに、元ボリューム

からコピーします。

「対応するファイルと置き換える」は、マー

クされたファイルを、宛先ボリュームの同一

フォルダにコピーします。たとえ対応する

ファイルのほうが新しくても、上書きされま

す。ファイルが要複製のマークの付いたファ

イルと同一の場合、またはファイル名が要複

製のマークの付いたファイルと一致しない場

合には、それらのファイルはそのまま残りま

す。

警告：複製を実行すると、宛先ボリュームの

ファイルが破損する場合があります。宛先ボ

リュームのファイルは、元ボリュームから複

製されたファイルに置き換えられるか、完全

に削除されます。継続する前に、この複製に

問題ないかよく確認してください。

Mac OS X で動作中のシステムボリューム以

外のボリュームに複製する場合は、そのボ

リュームについて、事前に Finder の「情報を

見る」を使用してください。情報ウィンドウ

の「アクセス権」を選択して、「このボ

リューム上のアクセス権を無視する」オプ

ションをオフにしてください。

4. 宛先ボリュームの選択が完了したら、

「OK」をクリックします。

複製するファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべての

ファイルが選択されます。事前定義済みの別

のセレクタを選択したり、カスタムセレクタ

を作成して全ファイルのサブセットを選択し

たりもできます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタを選択したら、「OK」をクリッ

クします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect の

ファイル選択基準を使用して、カスタムセレ

クタを作成することもできます。セレクタに

ついては、195 ページからの「セレクタの使

い方」を参照してください。

注意： セレクタは、どのファイルが複製の対

象となるかを決めるのに使用されるもので、

実際にコピーされるファイルを決めるもので

はありません。たとえば、「すべてのファイ

ル」を選択した場合、元ボリュームの全ファ

イルと宛先ボリュームの既存ファイルとが比

較されます。一致するファイルは、元ボリュー

ムから宛先ボリュームにコピーされません。 

複製実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、検

証、更新バックアップレポート、その他のオ

プションを設定できるオプションウィンドウ

が表示されます。オプションについての詳細

は、157 ページからの「実行オプション」で

説明します。たとえば、ファイルを元ボリュー

ムから宛先に単にコピーするのではなく、移

動するオプションなどがあります

スクリプトによるアーカイブ

アーカイブによって、ほとんど使用しない

ファイルをハードディスクから削除し、その

ファイルのコピーをストレージメディアで保

管することができます。

アーカイブスクリプトの作成方法と使い方

は、バックアップスクリプトとほとんど同じ

です。 

詳しくは 71 ページからの「スクリプトによる

バックアップ」を参照してください。

この項では、アーカイブスクリプトとバック

アップスクリプトの違いについて説明しま

す。

アーカイブスクリプトはバックアップスクリ

プトと似ていますが、主に以下の 3 つの違い

があります。

• バックアップスクリプトは複数の宛先

バックアップセットに対応しますが、

アーカイブスクリプトは 1 つの宛先バッ

クアップセットのみに対応します。
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• アーカイブスクリプトには、バックアッ

プスクリプトでは利用できない追加のオ

プションがあります。アーカイブスクリ

プトの場合、ファイルを元ボリュームか

ら宛先ボリュームへ単にコピーするので

はなく、移動する（つまり、元ボリュー

ムのファイルを削除する）ことができま

す。「ファイル移動」オプションについて

詳しくは、159 ページの「アーカイブオ

プション」を参照してください。

• アーカイブスクリプトは、デフォルトで

は、選択したファイルをすべて元ボ

リュームから宛先へコピー（または移動）

します。バックアップスクリプトのデ

フォルトでは、宛先にまだ存在しない

ファイル、または前回のコピー以降に修

正されているファイルのみがコピーされ

ます。

注意： どちらの場合も、照合オプションを変

更することでデフォルトを修正できます。詳

しくは、161 ページの「照合オプション」を

参照してください。

アーカイブに関するその他の情報について

は、54 ページの「アーカイブに関するヒント」

を参照してください。

スクリプトによる復元

通常、いつファイルを復元する必要が生じる

かは前もってわかりませんが、復元スクリプ

トが役に立つ状況はいくつかあります。たと

えば学校のコンピュータラボで、共通の元ボ

リュームからハードディスクを毎晩復元する

場合に使用する復元スクリプトを作成できま

す。

復元スクリプトの定義手順は、以下のとおり

です。

• 復元スクリプトの作成

• 復元元の設定

• 復元先の設定

• 復元するファイルの選択

• 復元実行オプションの設定

以下で説明するように、スケジュールと保存

の手順はすべてのスクリプトで同じです。

• 79 ページの「スクリプトのスケジュール

作成」を参照してください。

• 82 ページの「スクリプトの保存」を参照

してください。

復元スクリプトの作成

1.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブをクリックし、「スクリプト」をクリッ

クします。

「スクリプト」ウィンドウが表示されます。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規スク

リプトの作成を開始します。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「復元」を選択して、「OK」

をクリックします。

スクリプト命名ウィンドウが表示されます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」を

クリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表示さ

れます。

この「スクリプト」ウィンドウは、基本復元

のサマリウィンドウとほぼ同じで、元バック

アップセット、宛先ボリューム、ファイルの

選択基準、オプションが表示されます。これ

はスクリプトであるため、スケジュール情報

も含まれます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボ

タンをクリックします。
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「元ボリューム」では、復元元のバックアッ

プセットと関連するスナップショットを選択

できます。

「宛先」では、宛先ボリュームを選択できま

す。

「選択」では、セレクタを選択し、復元する

ファイルおよびフォルダを選択する条件を指

定します。

「オプション」は、アイコン位置を再計算す

るか、ファイルの日付を変更するかを指定で

きるオプションウィンドウを表示します。

「スケジュール」では、スクリプトの実行日

時や間隔を指定します。

復元元の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリプト

のサマリウィンドウには「バックアップセッ

トが選ばれていません」というメッセージが

表示されます。 

1.「元ボリューム」をクリックして、バック

アップセットとそのスナップショットがリス

ト表示されたウィンドウを表示します。

2. このウィンドウの上部で、復元元にする

スナップショットが含まれるバックアップ

セットを選択します。 

注意：探しているバックアップセットがリス

トに表示されていない場合、「更に ...」ボタ

ンをクリックし、追加のバックアップセット

のカタログファイルを開くか再作成してその

バックアップセットにアクセスします。

3. ウィンドウの下部で、スナップショット

を選択します。

各スナップショットの日時が表示されていま

す。

注意：探しているスナップショットがリスト

に表示されていない場合、「スナップショッ

トを追加」ボタンをクリックして、ストレー

ジメディアから追加のスナップショットを取

り込みます。 

4.「OK」をクリックして続けます。 

バックアップセットおよびスナップショット

の日時、およびボリューム名がスクリプト

ウィンドウにリスト表示されます。

復元先の設定

これは新しいスクリプトなので、スクリプト

のウィンドウには「ボリュームが選ばれてい

ません」というメッセージが表示されます。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示さ

れます。

2. ファイルの復元先となるボリュームを選

択します。

3. ポップアップメニューから選択して、宛

先ドライブの既存の内容に対する操作を指定

します。

警告：Mac OS X で、動作中のシステムボ

リューム以外のボリュームに復元する場合

は、そのボリュームについて、事前に Finder 

の「情報を見る」を使用してください。情報

ウィンドウの「アクセス権」を選択して、

「このボリューム上のアクセス権を無視する」

オプションをオフにしてください。

「ディスク全体を復元」では、ファイルを復

元する前に、宛先ボリュームを削除します。

Ja-RUG60Mac.book  77 ページ  ２００４年３月１９日　金曜日　午前１０時３９分



78 RETROSPECT ユーザガイド

復元操作中、ファイルとフォルダは、階層を

変えずに、バックアップセットからコピーさ

れます。この方法では、Mac OS X のアクセ

ス権も復元されます。

「対応するファイルと置き換える」は、マー

クされたファイルを、宛先ボリュームの同一

フォルダにコピーします。たとえ対応する

ファイルのほうが新しくても、上書きされま

す。ファイルが要復元のマークの付いたファ

イルと同一の場合、またはファイル名が要復

元のマークの付いたファイルと一致しない場

合には、それらのファイルはそのまま残りま

す。この方法では、Mac OS X のアクセス権

も復元されます。

警告：このオプションを使ってアクティブな 

Windows フォルダを置き換えると、Windows 

クライアントがクラッシュします。

「ファイルとフォルダの復元」は、宛先ボ

リューム上にバックアップセットの名前を使

用して新規フォルダを作成し、フォルダの階

層を変えずに、ファイルをそのフォルダにコ

ピーします。置き換えられたり、上書きされ

たりすることはありません。この方法では、

バックアップしていたファイルとフォルダの 

Mac OS X のアクセス権は復元されません。

復元するファイルとフォルダには、現在ログ

インしているユーザ（ユーザがログインして

いない場合はルート）のアクセス権が割り当

てられます。

「ファイルのみ復元」は、バックアップセッ

トの名前を使用して宛先ボリューム上に新規

フォルダを作成し、ファイルだけをそのフォ

ルダにコピーします。フォルダの階層は維持

されません。置き換えられたり、上書きされ

たりすることはありません。（多数のファイ

ルや、ディスク全体を取り込む場合は、この

オプションは使わないでください。）この方

法では、バックアップしていたファイルの 

Mac OS X のアクセス権は復元されません。

復元するファイルには、現在ログインしてい

るユーザ（ユーザがログインしていない場合

はルート）のアクセス権が割り当てられま

す。 

警告：「ディスク全体を復元」や「対応する

ファイルと置き換える」を実行すると、宛先

ボリュームのデータが破損することがありま

す。これらのいずれかの方法を選択する場合

は、宛先ボリューム上のファイルを削除した

り、置き換えたりしてもよい場合に実行して

ください。

4.「OK」をクリックします。

復元するファイルの選択

デフォルトでは、元バックアップセットのす

べてのファイルが選択されます。事前定義済

みの別のセレクタを選択したり、カスタムセ

レクタを作成して全ファイルのサブセットを

選択したりもできます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタを選択したら、「OK」をクリッ

クします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect の

ファイル選択基準を使用して、カスタムセレ

クタを作成することもできます。セレクタに

ついては、195 ページからの「セレクタの使

い方」を参照してください。

注意： セレクタは、どのファイルが復元の対

象となるかを決めるのに使用されるもので、

実際に復元されるファイルを決めるものでは

ありません。たとえば、「すべてのファイル」

を選択した場合、元バックアップセットの全

ファイルと宛先ボリュームの既存ファイルと

が比較されます。一致するファイルは、元バッ

クアップセットから宛先ボリュームにコピー

されません。

復元実行オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックして、オプ

ションウィンドウを表示します。「追加選択」

をクリックすると、157 ページからの「実行

オプション」に詳しく説明されているさまざ

まなオプションを指定できます。 

「日付の修正更新」オプションは、復元操作の

場合にのみ利用できます。詳しくは、160 ペー
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ジの「ファイルコピーオプション」を参照し

てください。

スクリプトのスケジュール作成

スクリプトは、いつでも手動で実行できます

が、無人でも実行できるように設計されてい

ます。無人で実行するには、スクリプトを実

行する時間と頻度を指定したスケジュールを

作成する必要があります。

注意： オペレータがいるときにコマンドでス

クリプトを実行する場合は、84 ページの「手

動スクリプト実行」を参照してください。

スクリプトのスケジュールは、指定日に自動

実行したり、繰り返し（たとえば、2 週間ご

とに）自動実行したりするように設定できま

す。同じスクリプトに対して複数のスケ

ジュールを設定し、スケジュールごとに異な

るバックアップ動作を指定することもできま

す。

バックアップ計画全体の一部としてスクリプ

トを使用する方法について詳しくは、第 8 章

の「バックアップ計画」を参照してください。

スクリプトをスケジュールするには

1. スクリプトサマリウィンドウで、「スケ

ジュール」ボタンをクリックします。

「スケジュール」ウィンドウが表示されます。

2.「追加」ボタンをクリックします。

3. 追加するスケジュールの種類を指定して、

「OK」をクリックします。

「曜日指定」では、曜日と週単位の繰り返し

間隔を指定します。複数の曜日を組み合わせ

ることもできます。たとえば、月曜と水曜日

に実行するスクリプトや、隔週で実行するス

クリプトをスケジュールできます。週は、開

始日が含まれる週の日曜日に始まることに注

意してください。

「繰り返し」では、指定間隔ごとに繰り返さ

れるスケジュールを定義できます。たとえ

ば、毎月の 終金曜日を指定できます。

「指定日」では、1 回だけ実行する日時を指

定します。たとえば、「2003 年 4 月 19 日、

6:00 A.M.」のように指定します。

注意：各スケジュールを自由に組み合わせ

て、スクリプトに設定することができます。

4. 80 ページからの「スクリプトスケジュー

ルの作成」で説明しているとおりにスケ

ジュールを作成したら、「OK」をクリックし

ます。

「スケジュール」ウィンドウが表示されます。

5.「追加」をクリックして追加のスケジュー

ルを作成するか、「修正」をクリックして指

定したスケジュールを変更するか、または
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「削除」をクリックして指定したスケジュー

ルを削除します。

6. スクリプトのスケジュールが完了したら、

「OK」をクリックします。

スクリプトサマリウィンドウが表示されま

す。

作成したスケジュールに基づいて、次にスケ

ジュールされている実行が 6 つリスト表示さ

れます。

スクリプトスケジュールの作成

Retrospect で利用可能なスケジュールのタイ

プには次の 3 つがあります。

• 曜日指定

• 繰り返し

• 指定日

これらのスケジュールにはいくつか共通要素

がありますが、各タイプの作成プロセスは若

干異なります。

スケジュールの共通要素

すべてのスケジュールタイプに共通のコント

ロールおよび設定があります。それは次のと

おりです。

• 開始日時：スクリプトを実行する 初の

日時を指定します。

• バックアップ動作の種類と宛先：バック

アップスクリプトのスケジュールを作成

する場合は、バックアップ動作も指定で

きます。スクリプトに複数の宛先バック

アップセットがある場合は、作成するス

ケジュールごとに 1 つのバックアップ

セットを宛先として指定する必要があり

ます。

「開始日時」スクリプトを実行する 初の日時

を指定します。開始日時を変更するには、変

更する部分をクリックします。変更したい項

目を選択して、希望する数値や文字を入力す

るか、矢印ボタンをクリックして変更します。

（キーボードの上下矢印キーを押して、変更す

ることもできます。）別の項目に移動するとき

は、Tab キーを押してください。

注意： 曜日指定スケジュールの場合、開始日

を指定してもその日にスクリプトが実行され

るわけではありません。たとえ同じ週であっ

ても実行されません。ウィンドウ上部のサマ

リをチェックし、スクリプトが 初に実行さ

れる実際の日時を参照してください。

「バックアップ動作の種類と宛先」バックアッ

プスクリプトのスケジュールを作成する場合

は、バックアップ動作も指定できます。「種

類」ポップアップメニューから、「標準バック

アップ」、「書き替えバックアップ」、「新規メ

ディアバックアップ」のいずれかを選択しま

す。

• 標準バックアップは、典型的な 

IncrementalPLUS バックアップです。標準

バックアップでは、新規ファイル、新た

に変更したファイル、またはバックアッ

プセットにないファイルだけをバック

アップします。

• 書き替えバックアップは、バックアップ

セットの内容を示すカタログの項目を消

去し、バックアップ済みファイルが 1 つ

もない状態にします。次に、バックアッ

プセット内の先頭メディアメンバーが検

索され、それが有効な場合は消去されま

す。先頭のメディアメンバーが利用不可

能な場合は、利用できる新規または消去

済みのメディアが使われます。元ボ
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リュームから選択したすべてのものが、

宛先バックアップセットにバックアップ

されます。

• 新規メディアバックアップでは、新規ま

たは消去済みのメディアを使用して、新

規バックアップセットを作成します。（以

前のバックアップセットと似た名前が付

けられます。）オリジナルのバックアップ

セットとカタログは現状のまま残し、安

全な場所に長期間保存することができま

す。新規のバックアップセットカタログ

と新規メディアメンバーの名前には、連

続した番号が付けられます。

バックアップ計画の一環として、メディアの

ローテーションを行うため、スクリプトに対

して複数のバックアップセットを指定するこ

ともできます。複数の宛先ボリュームバック

アップセットを指定した場合は、そのスケ

ジュールで使用するバックアップセットを

「宛先」ポップアップメニューから選択しま

す。

注意： スクリプトに 1 つのバックアップセッ

トしか指定されていない場合は、ポップアッ

プメニューが表示されません。

曜日指定スケジュールの使い方

指定曜日にスクリプトを実行したい場合は、

曜日指定スケジュールを使用します。

曜日指定スケジュールを作成するには

1.「スケジュール」ダイアログボックスの

「曜日指定」ラジオボタンを選択します。

2.「OK」をクリックします。

曜日指定スケジュールウィンドウが表示され

ます。

3. 80 ページの「スケジュールの共通要素」

で説明したとおりに、開始日時を設定しま

す。

注意：Retrospect の「スケジュール」環境設

定（177 ページ）では、スクリプトを実行で

きる期間を定義します。この期間外の実行ス

ケジュールを設定しても、スクリプトは作動

しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先バック

アップセットを指定します。

4. スクリプトを実行する曜日のチェック

ボックスをクリックします。

5. 繰り返す間隔を週単位で入力します。 

たとえば、「2」と入力すると、隔週でスクリ

プトが実行されます。 

6. スケジュールウィンドウの設定がすべて

終了したら、「OK」をクリックします。

繰り返しスケジュールの使い方

毎日、毎週、または毎月という指定間隔でス

クリプトを実行したい場合は、繰り返しスケ

ジュールを使用します。

繰り返しスケジュールを作成するには

1.「スケジュール」ダイアログボックスの

「繰り返し」ラジオボタンを選択します。
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2.「OK」をクリックします。

繰り返しスケジュールウィンドウが表示され

ます。

3. 80 ページの「スケジュールの共通要素」

で説明したとおりに、開始日時を設定しま

す。

注意：Retrospect の「スケジュール」環境設

定（177 ページ）では、スクリプトを実行で

きる期間を定義します。この期間外の実行ス

ケジュールを設定しても、スクリプトは作動

しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先バック

アップセットを指定します。

4.「繰り返し」ポップアップメニューで、繰

り返しの時間単位（日、週、または月）を選

択します。 

5. 繰り返し間隔を「週」、「月」、または

「日」欄に入力します。 

「繰り返し」ポップアップメニューは、入力

した繰り返し間隔を反映したものになりま

す。

6. スケジュールウィンドウの設定がすべて

終了したら、「OK」をクリックします。

指定日スケジュールの使い方

指定した日時に 1 回だけスクリプトを実行し

たい場合には、指定日スケジュールを使用し

ます。

指定日スケジュールを作成するには

1.「スケジュール」ダイアログボックスの

「指定日」ラジオボタンを選択します。

2.「OK」をクリックします。

指定日スケジュールウィンドウが表示されま

す。

3. 80 ページの「スケジュールの共通要素」

で説明したとおりに、開始日時を設定しま

す。

注意：Retrospect の「スケジュール」環境設

定（177 ページ）では、スクリプトを実行で

きる期間を定義します。この期間外の実行ス

ケジュールを設定しても、スクリプトは作動

しません。

必要な場合、バックアップ動作と宛先バック

アップセットを指定します。

4. スケジュールウィンドウの設定がすべて

終了したら、「OK」をクリックします。

スクリプトの保存

すべてのスクリプト設定が指定し終わった

ら、スクリプトを保存する必要があります。

保存には、次の 3 つのオプションがあります。

• 「保存」：「スクリプト」メニューから「保

存」を選択すると、作成のときに使用し

た名前でスクリプトが保存されます。

• 「名前を付けて保存」：「スクリプト」メ

ニューから「名前を付けて保存」を選択

すると、新しい名前でスクリプトを保存

できます。一度スクリプトを保存し、設
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定を修正した後に「名前を付けて保存」

を選択すると、新しいスクリプトを作成

することができます。

• 「保存と実行」：「スクリプト」メニューか

ら「保存と実行」を選択すると、スクリ

プトが保存され、「手動によるスクリプト

実行」ウィンドウが表示されます。ここ

で、すぐにスクリプトを実行するか、「起

動書類」を作成してスクリプトを手動で

実行するかを選択できます。 

保存されたスクリプトの実行方法について詳

しくは、84 ページからの「スクリプトの実行」

を参照してください。

スケジュールによる実行

スケジュールしたスクリプトは、Retrospect 

が監視し、指定した日時に自動実行されま

す。スケジュールしたスクリプトのリストを

表示するには、「Retrospect ディレクトリ」の

「自動化」タブをクリックして、「プレ

ビュー」をクリックします。

注意： RETROSPECT の「スケジュール」環

境設定（178 ページ）では、スクリプトを実

行できる期間を定義します。この期間外の実

行スケジュールを設定しても、スクリプトは

作動しません。

Retrospect は、スケジュール済みのスクリプ

トの実行をつねに監視しています。スケ

ジュール済みのスクリプトの実行が目前にせ

まっている場合（通常は 12 時間以内）、

Retrospect が自動的に終了することはありま

せん。環境設定の内容によっては、停止も再

起動もできません（環境設定については

179 ページを参照）。その場合、Retrospect は
起動したまま、スクリプトの実行を待ちます。

スクリプトのテスト

スクリプトサマリウィンドウが開いていると

きはいつでもスクリプトの有効性をチェック

できます。Retrospect では、スクリプトに必

要な情報が欠けていないかどうか、実行の準

備が整っているかどうかをチェックできま

す。スクリプトにストレージメディアが必要

な場合、利用可能な状態であることを確認す

るためにチェックすることもできます。

スクリプトをテストするには

1.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブをクリックし、「チェック」をクリック

します。

2.「スクリプトの選択」ウィンドウで、テス

トするスクリプトを選択し、「OK」をクリッ

クします。

スクリプトの有効性、およびスクリプトの次

回の実行予定日時を報告するダイアログが表

示されます。

スクリプトが無効である場合、スクリプトの

問題を示す情報が表示されます。

3. スクリプトが有効でメディアが必要な場

合、「メディアのチェック」ボタンをクリッ

クしてバックアップデバイスに必要なメディ

アが用意されているか確認することができま

す。
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4.「OK」をクリックして、スクリプトのサ

マリウィンドウに戻ります。

スクリプトの実行

Retrospect には、スクリプトを実行する方法

がいくつかあります。

スクリプトとのやり取りやスクリプトの制御

について詳しくは、85 ページからの「スクリ

プトの制御」を参照してください。

自動スクリプト実行

79 ページからの「スクリプトのスケジュール

作成」では、スクリプトを自動実行するため

の日時のスケジュール方法について説明して

います。スケジュールしたすべてのスクリプ

トは、Retrospect が監視しており、指定した日

時に自動実行されます。「プレビュー」ウィン

ドウ（173 ページの「スケジュールされたス

クリプトの表示」で説明）には、これから予

定されているイベントが表示されます。

手動スクリプト実行

スクリプトを手動で開始するには、次のよう

に行います。

• Retrospect 内からスクリプトを即時実行し

ます。

• 「起動書類」ファイルを作成します。これ

によって、オペレータの指示で、デスク

トップから（またはファイルが保存され

ている場所ならどこからでも）いつでも

スクリプトを実行できます。AppleScript 

から起動書類スクリプトを実行すること

もできます。

手動スクリプト実行ダイアログを使用して、

希望の方法を指定します。手動スクリプト実

行ダイアログへのアクセス方法には、次の 3
つがあります。

• スクリプトサマリウィンドウがアクティ

ブな状態のときに、「スクリプト」メ

ニューから「保存と実行」を選択します。

• Retrospect の「実行」メニューからスクリ

プトを選択します。

• 「基本」タブをクリックして、「実行」を

クリックします。スクリプトを選択して

「OK」をクリックします。

スクリプトを即時実行するには

1.「今すぐ実行」ラジオボタンを選択します。

実行するスクリプトがバックアップスクリプ

トの場合、「アクション」ポップアップメ

ニューを使用してバックアップのタイプを設

定します。詳しくは、23 ページの「バック

アップ動作」を参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先がある

場合、もう 1 つのポップアップメニューを使

用して宛先バックアップセットを指定しま

す。

2.「実行」をクリックします。

起動書類を作成するには

1.「起動書類を作成」ラジオボタンを選択し

ます。

実行するスクリプトがバックアップスクリプ

トの場合、「アクション」ポップアップメ

ニューを使用してバックアップのタイプを設

定します。詳しくは、23 ページの「バック

アップ動作」を参照してください。

バックアップスクリプトに複数の宛先がある

場合、もう 1 つのポップアップメニューを使
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用して宛先バックアップセットを指定しま

す。

2.「保存」をクリックします。

3. 起動書類の保存場所を「参照」で探し、

ファイル名を入力した後、「保存」をクリッ

クします。

4. スクリプトを実行するには、ハードドラ

イブ上に保存した起動書類を探してダブルク

リックします。

複数のスクリプトを順次実行するには、

Finder で複数の起動書類を選択し、「ファイ

ル」メニューから「開く」を選択します。複

数の起動書類を一度に開いた場合、対応する

スクリプトがアルファベット順に実行されま

す。これは起動書類のファイル名ではなく、

スクリプトの名前の順番です。

ヒント： 同じスクリプトについて複数の起動

書類を作成し、それぞれ異なるバックアップ

動作と宛先ボリュームバックアップセットを

指定することができます。

起動書類には、さまざまな使い方がありま

す。たとえば、（システム環境設定 > アカウ

ントで）起動書類を起動項目フォルダに追加

して Macintosh の起動時に自動実行したり、

AppleScript を使って実行したりできます。

スクリプトの制御

スケジュール済みのスクリプトを自動実行す

るように準備すると、その実行までカウント

ダウンされます。実行前に止めるには、カウ

ントダウンウィンドウの「中止」ボタンをク

リックします。実行選択ウィンドウが表示さ

れます。

• スクリプトを実行するには、「すぐに実

行」を選択し、「実行」をクリックしま

す。

• スクリプトの実行をキャンセルするには、

「次のスケジュールが実行するまでスキッ

プ」を選択して、「スキップ」をクリック

します。実行が予定されていない場合は、

「実行を中止」が表示されます。

• 保留中のすべてのスクリプトの実行を

キャンセルするには、「すべての保留中の

実行をスキップ」を選択し、「スキップ」

をクリックします。

• 将来のある時期までスクリプトの実行を

延期するには、「延期期間」を選択し、実

行日時を設定してから「延期」をクリッ

クします。このオプションはスクリプト

をすぐに実行するのではなく、一定期間

後に実行したい場合に選択します。

• Retrospect を終了するまでスクリプト（お

よびそれ以降のすべてのスクリプト）の

実行を延期する場合は、「終了まで延期」

を選択し、「延期」ボタンをクリックしま

す。このオプションは Retrospect の使用

中ではなく、終了後にスクリプトを実行

したい場合に選択します。

スクリプトを編集するには、「編集」ボタンを

クリックします。

スクリプトの実行が開始された後の操作の制

御は、基本操作の制御とほぼ同じです。実行

状況ウィンドウとメディア要求の詳細につい

ては、165 ページの「実行のコントロール」を

参照してください。

スクリプトに固有の環境設定が数多くありま

す。これらを正しく設定する必要があります。
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スクリプトは無人で実行されるように設計さ

れており、夜間 Retrospect を終了し帰宅した

後であっても実行できます。Retrospect の「通

知」環境設定で、アプリケーションが自動的

に起動してスクリプトを実行するように設定

されていることを確認してください。詳しく

は、177 ページの「通知環境設定」を参照し

てください。

Retrospect の「自動」環境設定（179 ページの

「自動環境設定」を参照）では、Retrospect が
自動起動したときおよびスクリプトの実行を

終了したときの動作を設定できます。デフォ

ルトでは、Backup Server が実行中である場

合、またはアプリケーションの先読み時間に

実行される別のスクリプトがスケジュールさ

れている場合を除いて、Retrospect は終了し

ます。詳しくは、177 ページの「スケジュー

ル環境設定」を参照してください。

BACKUP SERVER スクリプト

バックアップスクリプトはパワフルで多機能

なツールですが、変更が定期的に行われる

バックアップ環境では、他のタイプのスクリ

プト、すなわち Backup Server スクリプトを使

用したほうが良い場合があります。通常の

バックアップスクリプトは、ある一定の順序

で特定のボリュームを指定のバックアップ

セットにコピーします。バックアップ環境が

変わってボリュームまたはメディアが使用で

きなくなった場合は、次の予定の時間まで

バックアップは行われません。これは、

Retrospect に Backup Server 技術を導入してい

るためです。

Backup Server の利点

Retrospect の Backup Server 技術は、ネット

ワーク構成やディスク構成の変更に対応しま

す。通常のバックアップスクリプトは、明確

に定義された元ボリューム / 宛先ボリューム

バックアップセットの固定のスケジュールに

従って実行されますが、Backup Server スクリ

プトはリソースの使用可能性やバックアップ

の必要性に応じて駆動されます。元ボリュー

ムは要求に沿った順序でバックアップされ、

一番古くにバックアップされたものが 初に

バックアップされます。Backup Server スクリ

プトを使用した場合は、利用可能な 適バッ

クアップセットメディアにボリュームがコ

ピーされ、選択したメディアをより自由に使

用することができます。

Backup Server スクリプトは、ネットワーク上

でコンピュータとボリュームが不規則に出現

する環境に 適です。たとえば、ネットワー

ク上に不規則に出現する取り出し可能なディ

スクやモバイルコンピュータを擁するオフィ

スでは、新規ボリュームが使用可能になると、

Backup Server がそのボリュームを認識して

バックアップを行います。クライアントユー

ザは、ボリュームのバックアップを開始する

こともできます。

Backup Server スクリプトは単独で使用でき

ますが、広範なバックアップ計画を必要とす

る場合には、通常のバックアップスクリプト

と併用することで 適な結果を得ることも可

能です。

Backup Server の機能

Backup Server スクリプトは、他の Retrospect
スクリプトに似ています。スクリプトを実行

しているバックアップコンピュータは、予定

した実行期間には「Backup Server」となり、

予定した停止期間には待機中となりま

す。Backup Server の動作中はコンピュータを

Backup Server 専用にすることで、Backup
Server の動作中に他のプログラムが実行され

ないようにすることもできます。

Backup Server は、元ボリュームの 新バック

アップに基づいてキューを生成します。一番

古くにバックアップされたボリュームは

キューの先頭に移動され、その他のボリュー

ムは優先順位に従って降順に配置されます。

次に、Backup Server はローカルデスクトップ

を調べてネットワークをポーリングし、ボ

リュームを探します。
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注意： ネットワークポーリングによってネッ

トワークのパフォーマンスが低下することは

ありません。

Backup Server は、ボリュームキューの先頭か

ら調べて、各元ボリュームが使用可能かどう

か判断します。また、必要に応じて各ボリュー

ムを 適なバックアップセットにバックアッ

プします。Retrospect は、ボリュームを処理

する際に、一番新しくバックアップされたボ

リュームをキューの末尾に移動します。

Backup Server は、使用可能な元ボリュームを

すべて現在のバックアップ間隔でバックアッ

プしたら、ネットワーク上のクライアントを

定期的にポーリングします。ポーリング処理

では、 近出現したボリュームがチェックさ

れ、クライアントユーザがそのボリュームの

バックアップを要求したかどうかチェックさ

れます。この処理によって、バックアップを

要するボリュームが確実にバックアップされ

ます。

バックアップ管理者および Backup Server の
許可があれば、クライアントユーザはいつで

も、できるだけ早くバックアップすることを

要求できます。Retrospect がそのクライアン

トを次にポーリングするときに、「できるだけ

早く」の要求を認識してそのクライアントの

バックアップを行います。

Backup Server スクリプトのラップアップ時

間になると、Retrospect は現在のボリューム

のバックアップを続行しますが新規バック

アップは開始しません。スクリプトの終了時

間になると、Retrospect は現在実行中のバッ

クアップを停止します。スクリプトの次の予

定開始時刻までは、新規バックアップは一切

行いません。

注意： BACKUP SERVER スクリプトを使って

書き替えバックアップや新規メディアバック

アップを使用するのは不適切なので、

BACKUP SERVER では通常のバックアップ

動作のみを実行します。

Backup Server を使用する場合

以下の表では、標準のバックアップスクリプ

トと Backup Server スクリプトとの比較を示

しています。

機能 バックアップスクリプト Backup Server スクリプト

宛先バックアッ
プセット

スケジュールに設定された、または実行
時に指定された単一のバックアップセッ
トにコピーします。メディアを使用でき
ないときはコピーできません。メディア
のローテーションはスクリプトに記述さ
れています。

宛先ボリュームリスト中の使用可能な 適
バックアップセットにコピーします。使用
できる複数のバックアップセット間で自動
メディアローテーションを行います。

元ボリューム 元ボリュームリストの順にボリュームを
バックアップします。バックアップが失
敗すると、次のバックアップは次回のス
クリプト実行時まで行われません。

終バックアップ日の優先順にボリューム
をバックアップします。バックアップが終
了するたびに、前に使用できなかったボ
リュームも含めて、キューが再チェックさ
れます。

スケジュール バックアップは指定の時間に開始し、
後の元ボリュームが完了した時点で終了
します。必要であれば、バックアップを
指定の時間に終了することもできます。

開始時間から終了時間まで実行します。使
用可能なボリュームのバックアップは必要
に応じて行われます。

「実行」 一度に 1 つのスクリプトを実行します。
競合するスクリプトは 1 つずつ順に実行
します。

Backup Server スクリプトはすべて同時に
実行します。他のスクリプトはスケジュー
ルに従って実行されますが、Backup 
Server がボリュームをバックアップしてい
るときは実行されません。

ユーザの要求し
たバックアップ

できません。 空のフォルダの復元も可能です。
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Backup Server スクリプトの使用に適した状

況および Backup Server に基づくバックアッ

プ計画の実行については、149 ページの「ネッ

トワークバックアップの計画」を参照してく

ださい。

リソースの管理

豊富なリソース（大容量のストレージ、高速

ネットワーク、強力な長時間運用のバック

アップコンピュータ）があって、元ボリュー

ムが比較的少ない場合、Backup Server はその

利点を生かしてボリュームすべてを完全に

バックアップすることができます。しかし、

リソースが制限されていて（小容量のスト

レージ、低速のネットワーク、運用時間のほ

とんどない低速のバックアップコンピュー

タ）、元ボリュームが比較的多い場合は、

Backup Server で指定時間内に各ボリューム

を完全にバックアップすることは困難です。

幸い、Retrospect の Backup Server は制限され

たバックアップリソースを効果的に管理でき

るので、実際にはバックアップのすべてを完

全に処理することができます。

Backup Server のジョブ実行の信頼性

リソースが豊富かどうかに関わりなく、

Backup Server は優先度の も高いものから

順にボリュームをバックアップします。たと

えば、100 台のクライアントコンピュータを

バックアップしなければならない場合に、

バックアップ可能な時間が 1 晩につき 8 時間

しかないものとします。この場合は、 初の

晩にスクリプトを 8 時間実行しても 100 クラ

イアントすべてをバックアップすることはで

きません。したがって、100 ボリュームをす

べてバックアップし終えるまで、残りのボ

リュームは次の晩にバックアップされます。

初のバックアップを終えたら、Backup
Server はただちにキューを移動して次の

IncrementalPLUS バックアップを行います。

バックアップ管理者は、予想バックアップ時

間に基づいて処理日ごとにクライアントを複

数のグループに分ける必要はありません。

Backup Server は、予定した期間で負荷を分散

します。

Backup Server の大きな特徴は、余分な努力を

払わなくても元ボリュームすべてをバック

アップできるという点です。 悪のケースで

は、ボリュームのバックアップ間隔が長くな

りすぎて不都合が生じる場合もありますが、

この場合にはもっと多くのリソースを割り当

てる必要があります。

ボリュームのバックアップ回数を増やしたい

場合は、Backup Server スクリプトに追加のリ

ソースを割り当てる必要があります。スクリ

プトの実行時間を長くするか、セレクタで

バックアップするファイルを制限するか、高

速のバックアップ用コンピュータを使用する

か、またはネットワークを高速化してくださ

い。2 台目のバックアップ用コンピュータに

クライアントの半分を効果的に処理するよう

設定すれば、各コンピュータで負荷が半分に

分散されます。

進行状況のモニタリング

定期的にバックアップレポートを検討して

（152 ページを参照）、バックアップされてい

るボリュームやバックアップ間隔を確認しま

す。前回のバックアップ日から何日が経過し

たかをボリュームごとに示す「経過日数」列

は特に重要です。

注意： 各ボリュームの 初のフルバックアッ

プ後に INCREMENTALPLUS バックアップが

実行されると、バックアップ間隔は短くなる

傾向があります。INCREMENTALPLUS バッ

クアップにかかる時間は、ほとんどのボ

リュームでかなり短いので、頻繁に実行でき

ます。

バックアップレポートからバックアップイベ

ントを削除すると、バックアップキューに入

れるボリュームの優先度を評価する際に、そ

のバックアップは考慮されません。したがっ

て、そのボリュームには、レポートからの削

除前より高いバックアップ優先度が与えられ

ます。
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他のスクリプトとのやり取り

同時に実行している複数の Backup Server ス
クリプトを使って特定のバックアップリソー

スを管理することができます。スクリプトを

スケジュール別に分類し、特定のボリューム

により高いバックアップ優先度を与えること

が可能です。

たとえば、あるスクリプトを 1 日 18 時間実行

して、販売部門のボリュームをバックアップ

するものとします。また、別のスクリプトを

1 日 6 時間実行して、会計部門のボリューム

をバックアップするものとします。この場合、

販売部門のスクリプトではバックアップがお

そらくすべて完了しますが、会計部門のスク

リプトではわずか 6 時間でボリュームすべて

をバックアップするのは無理でしょう。しか

し、 もバックアップ処理を必要とするボ

リュームを、比較的新しいバックアップを持

つボリュームより前にバックアップすること

で、 終的にはこれらのボリュームをすべて

バックアップすることができます。

別の例として、リムーバブルディスク、ノー

トブックコンピュータなど、断続的に使用で

きるボリュームについて考えてみましょう。

この場合、これらのボリュームは 1 日中ラン

ダムに使用可能となるので、1 日 24 時間ボ

リュームをバックアップするスクリプトを使

用することができます。 

Backup Server の計画の詳細については、

148 ページからの「バックアップ計画」を参照

してください。

また、Backup Server スクリプトの使用中に実

行を予定された非 Backup Server スクリプト

を、競合なしに使用することができます。

Backup Server がボリュームをバックアップ

しているときに通常のスクリプトから実行要

求があると、Backup Server は処理中のバック

アップを中断して、そのスクリプトを実行で

きるようにします。通常のスクリプトが処理

を終了すると、Backup Server は中断点から作

業を再開します。Backup Server が待機中のと

きに通常のスクリプトが作動するようスケ

ジュールされていると、それは直ちに実行さ

れます。

Backup Server に関するヒントとテク
ニック

Backup Server の機能を 大限に利用するに

は、以下の簡単なガイドラインに従う必要が

あります。

適切な Backup Server 用コンピュータを選

択する

Backup Server に使用するコンピュータは重

要です。Backup Server スクリプトを 適に機

能させるには、バックアップ専用の（アクティ

ブなファイルサーバでない）コンピュータが

必要です。Backup Server を 適に動作させる

には、高性能のプロセッサを持つバックアッ

プコンピュータが必要です。

Backup Server が終了しても、バックアップ用

のコンピュータが終了またはシャットダウン

することはありません。

コンテナを元ボリュームとして使用

特にクライアントをバックアップするとき

は、個々のボリュームではなく Backup Server
スクリプトでコンテナ（185 ページを参照）を

使って元ボリュームを指定します。コンテナ

を使用すると、クライアントに追加される新

規ボリュームはすべて自動的にバックアップ

に追加されます。

また、コンテナを使用すると、ある特定の条

件で Mac OS クライアントをバックアップす

る際のトラブルを回避することもできます。

スクリプトのクライアントシステムオプショ

ンがバックアップ後にクライアントをシャッ

トダウンする設定になっている場合、シャッ

トダウン時に待機するよう設定されている

Mac OS クライアントから複数のボリューム

を選択すると、Retrospect はその 初のボ

リュームをバックアップしてからクライアン

トをシャットダウンします。この場合は、ク

ライアントから選択した他のボリュームはク

ライアントが再起動されるまでバックアップ

されません。
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バックアップセット間のローテーション

Backup Server スクリプトで複数のバック

アップセットを作成し、それらすべてを宛先

として使用します。バックアップセットの

ローテーションを行うには、毎日異なるメ

ディアをバックアップデバイスに挿入しま

す。Backup Server は、（宛先として指定されれ

ば）挿入されたメディアを何でも使用します。

新規メディアの導入

新しいメディアを導入する場合は、新規メ

ディアの定期的なバックアップが必要です。

新規メディアをバックアップしたら、古いメ

ディアをオフサイトで保管します。次の新規

メディアをバックアップするまでの間は、カ

タログが扱いづらくなるのを防ぐために、ま

た復元処理が必要になったときにその処理を

迅速に行えるように、定期的に書き替えバッ

クアップを行います。

新規メディアをローテーションまたは導入す

るときは、書き替えバックアップまたは新規

メディアバックアップを行うために、Backup
Server スクリプトで使用したものと同じバッ

クアップセットを使って通常のバックアップ

スクリプトを実行します。スケジュールを作

成するか、Retrospect の「実行」メニューか

ら実行するか、または起動書類として保存し

て実行します。

書き替えバックアップまたは新規メディア

バックアップのバックアップセットを手動で

設定する場合は、バックアップセットを設定

し、メディア動作を設定します。詳しくは、

170 ページの「「オプション」タブ」を参照し

てください。

メディア利用状態のモニタリング

Backup Server では 初にメディア要求ウィ

ンドウが表示されないため、Backup Server の
ステータスウィンドウからメディアを監視す

る必要があります。このステータスウィンド

ウは、Backup Server の実行中に表示されま

す。

ポップアップメニューを「元ボリューム」ま

たは「バックアップセット」に設定しておく

と、メディアが必要なときにステータス列に

「メディア」が表示されます。ステータスウィ

ンドウのポップアップメニューからバック

アップセットを選択すると、使用可能なメ

ディアがある宛先バックアップセットと、使

用可能なメディアがない宛先バックアップが

表示されます。必要に応じてメディアを挿入

します。

バックアップセットが新規メディアまたは消

去済みのメディアを必要とする場合、および

メディアを消去する必要がある場合は、

Backup Server を終了し、メディアを消去し

て、Backup Server を再起動します。

その他のスクリプトで Backup Server を補

足する

Retrospect では複数の Backup Server スクリプ

トを同時に実行でき、元ボリュームと宛先ボ

リュームを管理することができます。

Backup Server を実行しているときに、それ以

外のバックアップスクリプトを実行できま

す。これらについては、スケジュールを作成

するか、起動書類を使って都合の良いときに

実行します。その他のスクリプトは、書き替

えバックアップや新規バックアップを実行し

たり、Backup Server でバックアップされない

ボリュームを強制的にバックアップしたりし

て、Backup Server を補完することができま

す。

テープライブラリを使用

自動テープローディングデバイスと Backup
Server を組み合わせると強力なツールになり

ます。ライブラリのマガジン内のテープはす

べてバックアップセットの宛先として使用で

きます。Backup Server は、余分な労力なしに

バックアップセット間のローテーションを行

います。バックアップが 2 つのテープにまた

がるとき、または Retrospect のメディア制御

オプションで新規メディアバックアップを設

定するときは、空のテープまたは消去済みの

テープを使用します。
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早期バックアップを許可

デフォルトで、Backup Server スクリプトは早

期バックアップを許可します。要求元と考え

られる元ボリュームのリストがポーリングさ

れ、早期のバックアップを求めたクライアン

トが見つかると、この早期バックアップが実

行されます。クライアントユーザが自分の

Retrospect クライアントコントロールパネル

でこのオプションを選択しても、クライアン

トソフトウェアはバックアップコンピュータ

上の Retrospect にメッセージを送信しませ

ん。Retrospect はポーリングの実行時にクラ

イアントに接続します。これは、スケジュー

ルされた動作中にバックアップが行われない

ときに実行されます。

複数のクライアントのバックアップが予定さ

れている場合、現在のバックアップがあるク

ライアントは、Backup Server による処理が開

始されるまで長時間待機する場合がありま

す。クライアントユーザの「できるだけ早く」

のバックアップ要求に関わりなく、Retrospect
は、現在バックアップが存在しない他のクラ

イアントをバックアップします。ポーリング

は、 もバックアップを必要としているクラ

イアントから開始されます。

詳しくは、157 ページの「Backup Server オプ

ション」を参照してください。

ユーザ延期の管理

クライアントユーザが（操作ログに記録され

ているように）バックアップを繰り返し延期

する場合は、ユーザにとって都合の良いとき、

たとえば、コンピュータを使用していないと

きにバックアップを行うようにします。ある

いは、カウントダウンタイムオプションがゼ

ロのスクリプトを作成して、バックアップを

延期できないようにします。

ボリューム間の優先度の設定

ある重要なボリュームが好ましい頻度でバッ

クアップされない場合は、スケジュールの異

なる複数のスクリプトを作成してボリューム

間で異なる優先度を設けます。高優先度ボ

リュームスクリプトは低優先度ボリュームス

クリプトよりも長い期間実行されるよう、ス

ケジュールを作成します。高優先度ボリュー

ムに長い時間を割り当てると、その分だけ

バックアップが完全に終了する可能性が高く

なります。

ファイル間の優先度の設定

Backup Server が元ボリューム全部を完全に

バックアップしきれない場合は、ファイル間

で優先度を設ける方法もあります。もちろん、

ファイルとボリュームの両方に優先度を設け

ることもできます。ファイルまたはフォルダ

間で優先度を設ける場合は、異なるセレクタ

を持つ複数のスクリプトを使用します。たと

えば、高優先度セレクタにはこれまでの 7 日
間に変更された文書を含むようにし、また低

優先度セレクタにはすべてのファイルを含む

ようにします。高優先度スクリプトは低優先

度スクリプトよりも長い期間実行されるよ

う、スケジュールを作成します。

Backup Server スクリプトの作成

この項では、Backup Server スクリプトを作成

する手順を説明します。このプロセスは、通

常のバックアップスクリプトの作成とほぼ同

じですが、Backup Server スクリプトのスケ

ジュール方法は異なります。

1.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブをクリックし、「スクリプト」をクリッ

クします。

スクリプト編集ウィンドウが表示されます。

2.「新規」ボタンをクリックして、新規スク

リプトの作成を開始します。

注意：定義済みのスクリプトが 1 つもない場

合は、EasyScript を使用するかどうかを尋ね

るダイアログが表示されます（68 ページの
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「EasyScript ウィザードの使用」を参照して

ください。）。「いいえ」をクリックして先に

進みます。

スクリプト選択ウィンドウが表示されます。

3. リストから「Backup Server」を選択して、

「OK」をクリックします。

スクリプト命名ダイアログボックスが表示さ

れます。

4. スクリプトの名前を入力して「新規」を

クリックします。 

入力したスクリプト名がウィンドウに表示さ

れます。

この「スクリプト」ウィンドウは、通常の

バックアップスクリプトのサマリウィンドウ

とほぼ同じで、元ボリューム、宛先バック

アップセット、ファイルの選択基準、オプ

ション、およびスケジュール情報が表示され

ます。

5. 内容を変更するには、以下の該当するボ

タンをクリックします。

「元ボリューム」では、元ボリュームの追加

や削除を行います。

「宛先」では、保存先バックアップセットを

選択することができます。

「選択」では、セレクタを選択し、バック

アップするファイルおよびフォルダを選択す

る条件を指定します。

「オプション」をクリックすると、検証機能、

データ圧縮、その他のオプションのオン、オ

フを切り替えることのできるオプションウィ

ンドウが表示されます。

「スケジュール」では、常時または指定日時

に実行するようにスクリプトを設定できま

す。

Backup Server の元ボリュームの設定

Backup Server スクリプト定義の 初の手順

は、元ボリュームの設定です。

1.「元ボリューム」ボタンをクリックしま

す。 

「宛先ボリューム選択」ウィンドウが表示さ

れます。

2. 元ボリューム（1 つまたは複数）を選択し

た後、「OK」をクリックします。

注意：Backup Server スクリプトは、ラップ

トップクライアントボリューム、またはネッ

トワーク上に不定期に出現する他のボリュー

ムに特に適しています。
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3. 追加の元ボリュームを選択するには「追

加」をクリックします。元ボリュームをリス

トから削除するには、その元ボリュームを選

択して「削除」をクリックします。元ボ

リュームのリストが完成したら、「OK」をク

リックします。

注意：スクリプトに複数の元ボリュームが含

まれる場合、必要性と利用可能性に従って

バックアップされます。

Backup Server の宛先バックアップセット

の設定

バックアップ元を指定した後、データの宛先

バックアップセットを指定する必要がありま

す。

1.「宛先」ボタンをクリックします。

定義済みのバックアップセットがない場合に

は、「バックアップセット作成」ウィンドウ

が表示されます。

49 ページの「新規バックアップセットの作

成」で説明しているとおりに、新規バック

アップセットを作成します。作成されたバッ

クアップセットは、「バックアップセットの

選択」ウィンドウに表示されます。

定義済みのバックアップセットがある場合に

は、「バックアップセットの選択」ウィンド

ウが表示されます。

「新規」または「更に ...」をクリックして、

新規バックアップセットを作成したり、他の

バックアップセットにアクセスしたりできま

す。

2. 1 つまたは複数のバックアップセットを選

択して、「OK」をクリックします。

3. 追加の宛先を選択するには「追加」をク

リックします。バックアップセットをリスト

から削除するには、そのバックアップセット

を選択して「削除」をクリックします。宛先

のリストが完成したら、「OK」をクリックし

ます。

Backup Server の対象ファイルの選択

デフォルトでは、元ボリュームのすべての

ファイルが選択されます。事前定義済みの別

のセレクタを選択したり、カスタムセレクタ

を作成して、全ファイルのサブセットを選択

することができます。 

1.「選択」ボタンをクリックします。

2. セレクタを選択したら、「OK」をクリッ

クします。

「追加選択」をクリックして、Retrospect の

ファイル選択基準を使用して、カスタムセレ

クタを作成することもできます。セレクタに

ついては、195 ページからの「セレクタの使

い方」を参照してください。

注意： セレクタは、どのファイルがバック

アップの対象となるかを決めるのに使用され

るもので、実際にコピーされるファイルを決

めるものではありません。たとえば、「すべて

のファイル」を選択した場合、元ボリューム

のファイルと宛先バックアップセットの既存

ファイルとが比較された後、新規のファイル
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または変更されたファイルだけがコピーされ

ます。

Backup Server オプションの設定

「オプション」ボタンをクリックすると、元ボ

リュームをバックアップする頻度や、早期

バックアップを許可するかどうかを指定でき

るオプションウィンドウが表示されます。「追

加選択」をクリックして使用可能なオプショ

ンカテゴリをすべて確認します。カテゴリの

多くは、通常のバックアップスクリプトのカ

テゴリに対応しています。Backup Server スク

リプト固有のカテゴリは、「Backup Server」、

「カウントダウン」、および「ポーリング」で

す。オプションについては、157 ページから

の「実行オプション」を参照してください。

Backup Server スクリプトのスケ
ジュール作成

Backup Server スクリプトと通常のバック

アップスクリプトの大きな相違点の 1 つはス

ケジュールです。スクリプトサマリウィンド

ウで、「スケジュール」ボタンをクリックしま

す。 

スケジュールを選択します。

• 「常にアクティブ」は、週に 7 日、1 日 24 

時間スクリプトを実行します。

• 「カスタムスケジュール」は、スクリプト

のスケジュールをカスタマイズできる別

のウィンドウを表示します（下の説明を

参照）。

• 「アクティブにしない」は、スクリプトの

実行を禁止します。

「スキップ」チェックボックスは、Backup
Server が指定の時間まで実行しないようにし

ます。

スケジュールのカスタマイズ

デフォルトでは、Backup Server スクリプトは

週に 7 日、1 日 24 時間、アクティブです。ス

クリプトをアクティブにする日時を別に指定

したい場合、カスタムスケジュールを作成で

きます。

「カスタムスケジュール」を選択し、「カスタ

ム」ボタンをクリックすると、カスタムスケ

ジュールウィンドウが表示されます。これは

「スケジュール」環境設定ウィンドウに似てい

ますが、Backup Server スクリプト固有のもの

であり、すべての Retrospect 実行に関わるも

のではありません。

スケジュールが「常にアクティブ」に設定さ

れていると、週に 7 日、1 日 24 時間がすべて

選択されます。

週の中の曜日を選択するには、それをクリッ

クします。週の中の連続した曜日を選択する

には、クリックしてからドラッグします。前

の選択を取り消さずに曜日を選択するには、

Shift キーまたは Command キーを使って、ク

リックまたはドラッグ操作を行います。

時間帯を変更するには、クリックしてから数

値を入力するか、コントロールを使います。

「開始」は、スクリプトが開始される時刻です。

「終了」は、終了時刻までの期間（時間と分）

です。この期間に現在のバックアップが完了

しても、次のバックアップは開始されません。

Ja-RUG60Mac.book  94 ページ  ２００４年３月１９日　金曜日　午前１０時３９分



第 5 章 • スクリプトによる自動実行 95

「停止」は、このスクリプトのバックアップを

完全に停止しなければならない（次の開始時

間までの）時刻です。

ヒント： それぞれの時間は、時間を示すスケ

ジュールバー上のアイコンをドラッグして設

定することもできます。ただし、 初は実際

に数値を入力して、これらのコントロールの

動作を確認してみてください。

時間を変更すると、スクリプトの開始、終了、

および中止時刻を図で表した時間スケジュー

ルバーも変更されます。

それぞれの曜日の下にも、スケジュールバー

が小さく表示されますが、これにはコント

ロール機能はありません。

カスタマイズされたスケジュールは、「常に」

および「しない」ボタンで元に戻すことがで

きます。

Backup Server の使用

Backup Server および Backup Server スクリプ

トを制御する方法は多数あり、Retrospect ア
プリケーションと Retrospect クライアントの

両方から制御できます。

注意： BACKUP SERVER は RETROSPECT の

「自動」環境設定の影響を受けません。たとえ

ば、BACKUP SERVER スクリプトの処理が完

了しても RETROSPECT は終了しません。

自動起動

Backup Server スクリプトを保存すると、バッ

クアップコンピュータが待機中（マウスの動

作、クリック、またはキー入力が無効）の状

態になってから 10 分後に Backup Server が使

用可能になります。スクリプトの予定開始時

間になると Backup Server が起動されます。開

始時間に Retrospect が開いていない場合は、

自動的に起動します。

実行メニュー

1 つ以上の Backup Server スクリプトを保存す

ると、Retrospect の「実行」メニューに、そ

れまでは使用できなかった「Backup Server を
実行」と「Backup Server を使用不可」という

2 つの項目が追加されます。「Backup Server を
実行」を選択して Backup Server を手動で有効

にします。これにより、Backup Server スクリ

プトはスケジュールされた実行時間に実行さ

れます。

「実行」メニューから「Backup Server を使用

不可」を選択して、スケジュールされた

Backup Server スクリプトが実行されないよ

うにします。スクリプトは、「Backup Server
を実行」または Backup Server を有効にする

「Backup Server を使用可」を選択すると実行

されます。

制御メニュー

Backup Server を実行しているときは、

Retrospect のメニューバーに「制御」メニュー

が表示されます。次に、このメニュー項目の

各機能を説明します。

「ログの表示」は、操作ログを表示します。

「エラー時に停止」は、エラーが発生したとき

にエラーをログに記録して処理を続けるので

はなく、Backup Server を終了します。

「エラー時に続行（ログのみ）」は、エラーが

発生したときに Backup Server を終了せずに

処理を続行します。発生したエラーを確認し

たいときは、操作ログを表示します。

Backup Server の「制御」メニュー項目は、通

常のスクリプトを実行しているときに使用で

きる「制御」メニュー項目に対応しています。

ステータスウィンドウ

Backup Server を実行しているときは、実行状

態を示すステータスウィンドウが表示されま
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す。さらに詳細を知りたいときは、三角形の

アイコンをクリックしてウィンドウを開きま

す。

ポップアップメニューのステータスカテゴリ

を選択します。

「元ボリューム」は、実行中のすべてのスクリ

プトにおける元ボリュームを示します。

「バックアップセット」は、実行中のすべての

スクリプトにおけるバックアップセットを示

します。

「スクリプト」は、すべての Backup Server ス
クリプトを示します。

Retrospect は、ステータスの見出しの下に各

項目のステータス一覧を表示します。

空白は、Backup Server がまだその項目に接続

していないことを意味します。

「アクティブ」は、スクリプトが実行中である

ことを意味します。

「できるだけ早く」は、元ボリュームが早期に

バックアップされることを意味します。クラ

イアントユーザがバックアップを開始した

か、またはクライアントの 新のバックアッ

プがスクリプトのバックアップ間隔より古い

と、早期バックアップが行われます。

「バックアップ完了」は、元ボリュームが指定

期間内にバックアップされたことを意味しま

す。

「延期」は、クライアントユーザがバックアッ

プを途中で止めて延期したことを意味しま

す。このようなユーザ延期は、操作ログに記

録されます。

「アクティブではありません」は、スクリプト

が不可にされたか、またはスケジュールに

よって現在の実行が禁止されていることを意

味します。

「メディア」は、宛先バックアップセットにつ

いて適正なメディアが検出されないことを意

味します。

「準備完了」は、元ボリュームが現在バック

アップされているか、またはバックアップさ

れる直前であることを意味します。また、バッ

クアップセットがバックアップ宛先として準

備できていることも意味します。

「再試行」は、Backup Server が元ボリューム

のバックアップに失敗したために、バック

アップを再試行していることを示します。

「予定」は、管理者が開始待ちバックアップを

スケジュールしていることを意味します。た

だし、元ボリュームはバックアップされてい

ません。

「元ボリューム」は、Backup Server が元ボ

リュームを検出できないことを意味します。

「ラップアップ」は、Backup Server スクリプ

トが終了期間に入っていることを意味しま

す。

項目をクリックすると、拡張されたステータ

スウィンドウの下部に、詳しいステータス情

報が表示されます。

ステータスウィンドウの終了

処理中のすべてのスクリプトを終了する場合

は、Backup Server ステータスウィンドウのク

ローズボックスをクリックします。1 つ以上

のスクリプトのスケジュールが作成されてい

ると、一定時間だけ待機状態となり、その時

間が過ぎると Backup Server が起動され、スケ

ジュールされた Backup Server スクリプトが

選択した項目について表示された
ステータス情報

選択した
項目
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実行されます。待機時間は、まだ Retrospect
を使用している場合は 10 分で、Retrospect を
終了すると 1 時間になります。

スクリプトの解除

Backup Server スクリプトを一時的に解除し

てその元ボリュームが Backup Server の通常

操作に含まれないようにすることができま

す。Backup Server をいったん終了して再起動

すると、スクリプトはアクティブになります。

Backup Server スクリプトの実行を禁止する

には、 初に Backup Server ステータスウィン

ドウのポップアップメニューから「スクリプ

ト」を選択します。次に、リストからスクリ

プトを選択し、「サーバ」メニューから「スク

リプトを解除」を選択します。

スクリプトの再実行

解除した Backup Server スクリプトを実行可

能にし、その元ボリュームを Backup Server の
通常操作に加えるには、解除の場合と同じ手

順を実行します。ただし、「サーバ」メニュー

からは「スクリプトの実行」を選択します。

元ボリュームのバックアップスケジュールの

作成

Retrospect では、実行中の Backup Server スク

リプトから元ボリュームのバックアップをス

ケジュールすることができます。これによっ

て元ボリュームのバックアップに明確な時間

を割り当てることができるので、Backup
Server が使用可能になるまで待つ必要はなく

なります。これは、営業部員が iBook を持っ

て事務所を出ることが（バックアップ管理者

に）わかっているときなどに役立ちます。管

理者は、そのクライアントのバックアップを

直ちにスケジュールすることができます。

元ボリュームのバックアップをスケジュール

するには、まず、Backup Server ステータス

ウィンドウのポップアップメニューから「元

ボリューム」を選択します。次に、リストか

ら元ボリュームを選択し、「サーバ」メニュー

から「バックアップのスケジュール」を選択

します（または、元ボリュームをダブルクリッ

クします）。次のダイアログが表示されます。

コントロールを使って元ボリュームをバック

アップする日付を設定し、「OK」をクリック

します。Backup Server キューの元ボリューム

の優先度は、スケジュールされた時間に基づ

いて変更されます。

Backup Server が終了すると、このようにして

スケジュールされたバックアップの記憶は

Retrospect から消去されます。

一時停止した Backup Server の再開

Retrospect アプリケーションの動作中にバッ

クアップコンピュータのマウスまたはキー

ボードを使用すると、Retrospect はコマンド

が発行されるものと予測して Backup Server
を一時停止します。マウスまたはキーボード

を 2 分間操作しないと、Backup Server は自動

的に再開されます。

2 分経過する前に一時停止した Backup Server
を再開するには、「サーバ」メニューから「サー

バを再開」を選択します。

Backup Server の継続実行

他のスクリプトと違って、Backup Server スク

リプトの終了時には、「自動」環境設定で指定

された動作は実行されません。たとえば、

Backup Server スクリプトは、処理が完了して

も、終了しません。ユーザが Retrospect を終

了しても、次のスクリプトの起動が予定され

ていれば、Backup Server は Retrospect を自動

的に起動します。
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章 6

ネットワークバックアップ

• ネ ッ ト ワ ー ク バ ッ ク ア ッ プ の 概 説

• ク ラ イ ア ン ト の イ ン ス ト ー ル

• ク ラ イ ア ン ト の 操 作

• ク ラ イ ア ン ト の 更 新

• ク ラ イ ア ン ト と そ の ソ フ ト ウ ェ ア の ア ン イ ン ス ト ー ル

• 高 度 な ネ ッ ト ワ ー ク

• ク ラ イ ア ン ト ユ ー ザ の 環 境 設 定

• ク ラ イ ア ン ト の バ ッ ク ア ッ プ

• W I N D O W S  ク ラ イ ア ン ト の 操 作

• L I N U X  ク ラ イ ア ン ト の 操 作

• フ ァ イ ル シ ス テ ム 変 換

• ネ ッ ト ワ ー ク バ ッ ク ア ッ プ の ガ イ ド ラ イ ン

この章では、クライアントソフトウェアのインストール、設定、および管理に関

する手順について説明します。ユーザは、クライアントソフトウェアを使用する

ことにより、バックアップコンピュータからネットワーク上の Retrospect クライ

アントコンピュータにアクセスできるようになります。また、Retrospect クライ

アントが利用できるオプションやコントロールについても説明します。さらに、

この章では、これらのクライアントをバックアップする方法について説明し、ワー

クグループの効率的なバックアップを設定するための情報とワークシートを示し

ます。
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ネットワークバックアップの概説

Retrospect を使用すると、ストレージデバイス

を装備した 1 台のコンピュータで、Retrospect
クライアントソフトウェアが組み込まれた

ネットワーク上の Macintosh、Windows、およ

び Linux コンピュータをバックアップするこ

とができます。

クライアントをバックアップするには、 初

に Retrospect クライアントソフトウェアを各

クライアントコンピュータにインストールし

ます。次に、Retrospect アプリケーションを

使って、バックアップコンピュータで使用す

るクライアントにログインします。クライア

ントの設定後、クライアントボリュームを元

ボリュームに指定して、ボリュームがバック

アップコンピュータに直接接続されている場

合のように、スクリプトの作成とスケジュー

ル設定を行うことができます。

クライアントライセンス

Retrospect はライセンス供与された台数分の

クライアントで動作します。ライセンスを追

加することで、サポートできるクライアント

を増やすことができます。

Retrospect のライセンスマネージャは、ユー

ザが入力するライセンスコードでクライアン

トのライセンスを管理します。クライアント

のライセンスコードは、Macintosh 版

Retrospect の製品の一部として組み込まれて

おり、Retrospect Clients で個別に購入するこ

ともできます。新たにライセンスを購入する

と、追加のコードが与えられます。

• 現在のライセンスを表示するには、「スペ

シャル」タブから「ライセンス」をク

リックするか、「ウィンドウ」メニューか

ら「ライセンスマネージャ」を選択しま

す。ライセンスマネージャは、使用済み

クライアントと利用可能なクライアント

の台数を表示し、追加したクライアント

のライセンスを表示します。

• クライアントのライセンスを追加するに

は、「追加 ..」ボタンをクリックし、表示

されるダイアログボックスに新規のライ

センスコードを入力します。

セキュリティ

インターネットに接続されているクライアン

トには、わずかなものであっても、権限のな

いアクセスが行われる危険性が伴います。

Retrospect クライアントのインストーラプロ

グラムでは、Retrospect を所有するインター

ネットユーザからのアクセスを防止するため

に、クライアントにパスワードを割り当てる

必要があります。

ネットワークインターフェース

バックアップコンピュータに複数のネット

ワークインターフェースがあり、主インター

フェースが使用できない場合は、Retrospect ア
プリケーションと Retrospect クライアントソ

フトウェアが次に使用可能なネットワークイ

ンターフェースに自動的に切り替えます。

Mac OS X の「ネットワーク」システム環境

設定を使用すると、ネットワークへの接続時

に使用するネットワークインターフェースの

順序を指定できます。

クライアントのインストール

バックアップするすべてのクライアントコン

ピュータには、Retrospect クライアントソフ

トウェアがインストールしてある必要があり

ます。以下の項には、システムの必要条件と、
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Macintosh、Windows、および Linux クライア

ントのインストール方法があります。

注意： 古いソフトウェアがインストールされ

た RETROSPECT クライアントが既にある場

合は、110 ページの「クライアントの更新」を

参照してください。

Macintosh クライアントコンピュータ
に対するシステムの必要条件

Macintosh クライアントコンピュータには、次

のものが必要です。

• PowerPC 以上のプロセッサ

• Open Transport 1.1 以上が備わった Mac OS 

7.1 以上、Mac OS X 10.1.5 以上

• TCP/IP ネットワーク

注意： 古いバージョンの RETROSPECT では、

旧型の MACINTOSH クライアントコン

ピュータへのアクセスに、APPLETALK また

は TCP/IP ネットワークプロトコルを使用で

きました。RETROSPECT 5.0 以上では、クラ

イアントへのアクセスに TCP/IP のみを使用

します。RETROSPECT を APPLETALK クラ

イアントに対応するバージョンからアップグ

レードする場合は、APPLETALK クライアン

トコンピュータ上で古い RETROSPECT クラ

イアントソフトウェアをアンインストールし

て、新しいバージョンを再インストールする

必要があります。

Macintosh コンピュータへの 
Retrospect クライアントソフトウェア
のインストール

ネットワーク経由でバックアップ対象の各

Macintosh コンピュータにクライアントソフ

トウェアをインストールするには、次の手順

に従います。

ヒント： ネットワーク上で多数のクライアン

トをインストールする場合や、CD-ROM ド

ライブが付属していないコンピュータにイン

ストールする場合は、サーバ上の共有フォル

ダに RETROSPECT CLIENTS インストーラを

格納します。CD からコピーする代わりにそ

のフォルダからクライアントにインストーラ

をコピーします。

Retrospect クライアントソフトウェアを 
Macintosh コンピュータにインストールするに
は

1. 保存していないすべての書類を保存し、

実行中の他のアプリケーションプログラムを

終了します。

2. Mac OS X では、クライアントコンピュー

タに管理者権限でログインします。

3. Retrospect の CD をクライアントコン

ピュータの CD-ROM ドライブに挿入します。

4. クライアントコンピュータの OS に対応す

るインストーラアイコンをダブルクリックし

ます。

OS X 10.1.5 以上の場合は、「OS X クライアン

トのインストール」をダブルクリックしま

す。

OS 7.5 ～ OS 9.2 の場合は、「クラシッククラ

イアントのインストール」をダブルクリック

します。

5. インストーラプログラムの指示に従って、

クライアントソフトウェアを起動ディスクに

配置します。 

6. クライアントへの権限のないアクセスを

防止するために、パスワードを作成して入力

します。このパスワードを忘れないようにし

てください。 

注意：クライアントのパスワードには、基本

的な英数文字（低ビット ASCII）のみを使用

します。Macintosh の高ビット文字は 

Windows の高ビット文字とは対応しません。

たとえば、Luf$Luf00 は問題ありませんが、

Lüf•Lüføø は問題があります。

7. 要求された場合は、コンピュータを再起

動します。
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インストールが終了したら

コンピュータを起動すると、クライアントソ

フトウェアが自動的に読み込まれます。この

時点で、バックアップコンピュータからクラ

イアントにいつでもアクセスできます。詳細

については、104 ページの「クライアントの

操作」を参照してください。

Windows クライアントコンピュータに
対するシステムの必要条件

Windows クライアントコンピュータには、次

のものが必要です。

• Intel Pentium クラス以上のプロセッサ

• Windows 95/98/Me、Windows NT 4.0 

Workstation、Windows 2000 Professional、

または Windows XP

• TCP/IP ネットワーク

• Windows 95 用 Winsock 2.0

ユーザは、Windows のインストールソフト

ウェアから TCP/IP ネットワークソフトウェ

アをインストールできます。Windows 95 を使

用する場合は、Microsoft の Winsock 2.0 Update
が必要です。Winsock 2.0 Update は、Microsoft
の次の URL から無償で入手できます。
http://www.microsoft.com/windows95/

Windows コンピュータへの 
Retrospect クライアントソフトウェア
のインストール

ネットワークを経由してバックアップ対象の

Windows コンピュータにクライアントソフト

ウェアをインストールするには、次の手順に

従います。

ヒント： ネットワーク上で多数のクライアン

トをインストールする場合は、ファイルサー

バ上の共有フォルダに RETROSPECT クライ

アントインストーラを格納します。CD から

コピーする代わりにそのフォルダからクライ

アントにインストーラをコピーします。

Retrospect クライアントソフトウェアを 
Windows コンピュータにインストールするに
は

1. 実行中の他のアプリケーションプログラ

ムで保存していないすべての書類を保存しま

す。

2. Windows NT/2000/XP では、クライアント

コンピュータに管理者権限でログインしま

す。

3. Retrospect または Retrospect Clients の CD 

をクライアントコンピュータの CD-ROM ド

ライブに挿入します。 

4.「クライアントのインストール」ボタンを

クリックします。

5. セットアッププログラムの指示に従って、

クライアントソフトウェアを起動ディスクに

配置します。クライアントへの権限のないア

クセスを防止するために、パスワードを作成

して入力します。このパスワードを忘れない

ようにしてください。 

注意：クライアントのパスワードには、基本

的な英数文字（低ビット ASCII）のみを使用

します。Macintosh の高ビット文字は 

Windows の高ビット文字とは対応しません。

たとえば、Luf$Luf00 は問題ありませんが、

Lüf•Lüføø は問題があります。

6. 要求された場合は、コンピュータを再起

動します。

インストールが終了したら

コンピュータを起動すると、クライアントソ

フトウェアが自動的に読み込まれます。この

時点で、バックアップコンピュータからクラ

イアントにいつでもアクセスできます。詳細

については、104 ページの「クライアントの

操作」を参照してください。

インストールのクローニング

ディスククローニングソフトウェアを使用し

て、クライアントのインストールをクローニ

ングすることができます。クライアントソフ

トウェアをコンピュータにインストールした

ら、そのコンピュータをマスターにして、他
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のクローンコンピュータを作成することがで

きます。Retrospect で新規にインストールし

たクライアントにアクセスするのは、そのク

ライアントをクローンマスターとして使用し

てからにしてください。Retrospect を使用し

てマスターにアクセスする前に、マスターの

クローニングを行う必要があります。

レジストリバックアップマネージャ

（NT/2000/XP のみ）

Macintosh のバックアップコンピュータで動

作している Retrospect が Windows クライアン

ト（NT/2000/XP のみ）のレジストリ情報を

バックアップできるようにするには、

Windows クライアント上でレジストリバッ

クアップマネージャを使ってレジストリ情報

をコピーします。Windows のバックアップコ

ンピュータはクライアントのレジストリ情報

を自動的にバックアップします。 

レジストリバックアップマネージャを使っ

て、バックアップからコピーを復元し、レジ

ストリを置き換えることができます。

Microsoft の RegBack の代わりにレジストリ

バックアップマネージャを使用すると、シス

テムのレジストリ情報をスケジュールに合わ

せて自動的にコピーできます。 

注意： WINDOWS 95/98/ME のレジストリは

RETROSPECT によって自動的にバックアッ

プされるため、このユーティリティは

WINDOWS NT/2000/XP でのみ使用します。

レジストリバックアップマネージャを起動す

るには、クライアントコンピュータに管理者

権限でログインしておく必要があります。デ

フォルトのインストールパス Program
Files/Dantz/Client に移動し、regcopy.exe をダ

ブルクリックします。

「オン」と「適用」をクリックして、レジスト

リの自動保存を毎日実行するように設定しま

す。詳細については、「Retrospect ヘルプ」タ

ブをクリックします。

Linux クライアントコンピュータに対す
るシステムの必要条件

Linux クライアントコンピュータには、次の

ものが必要です。

• Red Hat Linux 6.2、7.1、7.2、7.3、8.0、ま

たは 9.0 が動作する x86 ベースシステム

• glibc バージョン 2 以降

• TCP/IP ネットワーク

グラフィックユーザインターフェース（GUI）
を使用してオプションや環境設定を変更する

には、次も必要です。

• Java バージョン 1.2 以降

 Linux コンピュータへの Retrospect ク
ライアントソフトウェアのインストール

ネットワークを経由してバックアップ対象の

Linux コンピュータにクライアントソフト

ウェアをインストールするには、次の手順に

従います。使用するインストール方式（rpm
または tar）を選択します。 

Retrospect クライアントソフトウェアを 
Linux コンピュータにインストールするには

1. Macintosh コンピュータに接続している

ディスクドライブに Retrospect CD を挿入し

ます。

2. Install Retrospect Client フォルダを開き、

Retrospect Client for Linux インストーラファ

イル（retroclient-65.rpm または 

retroclient65.tar）の場所を探します。

3. 該当ファイルをネットワーク上の場所に

コピーします。

4. その後、そのファイルを、クライアント

ソフトウェアをインストールする Linux コン

ピュータにコピーします。

5. 実行中の他のアプリケーションプログラ

ムで保存していないすべての書類を保存しま

す。

6. ご使用のオペレーティングシステムとイ

ンストーラに従って次のコマンドを入力しま

す。
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rpm $rpm -i retroclient-65.rpm

tar $tar -xf retroclient-65.tar, $.Install.sh

7. クライアントへの権限のないアクセスを

防止するために、パスワードを作成して入力

します。このパスワードを忘れないようにし

てください。

注意：クライアントのパスワードには、基本

的な英数文字（低ビット ASCII）のみを使用

します。Macintosh の高ビット文字は 

Windows の高ビット文字とは対応しません。

たとえば、Luf$Luf00 は問題ありませんが、

Lüf•Lüføø は問題があります。

クライアントソフトウェアは、インストール

の完了時に自動的に実行します。 

インストールが終了したら

この時点で、バックアップコンピュータから

クライアントにいつでもアクセスできます。

詳細については、「以下の「クライアントの操

作」」を参照してください。

クライアントの操作

クライアントコンピュータは、Retrospect ク
ライアントソフトウェアによってインストー

ルされた後、バックアップコンピュータから

バックアップクライアントデータベースに追

加され、基本操作と自動操作で使用を開始で

きます。

クライアントの操作に関係する重要な情報

は、次のとおりです。

• Retrospect Desktop は、ローカルサブネッ

ト外のクライアントは検索しません。

バックアップコンピュータのサブネット

外のクライアントにアクセスする場合は、

高度なネットワーク機能を持つ Retrospect 

Workgroup または Retrospect Server にアッ

プグレードしてください。これらの機能

については、112 ページからの「高度な

ネットワーク」を参照してください。

• Retrospect Desktop と Retrospect Workgroup 

では、ファイルサーバとして使用されて

いる Retrospect クライアントをバック

アップできません。Retrospect クライアン

トとしてサーバにアクセスする場合は、

Retrospect Server にアップグレードしてく

ださい。

クライアントの追加

クライアントコンピュータをバックアップす

るには、そのクライアントコンピュータを

Retrospect のクライアントデータベースに追

加する必要があります。

注意： クライアントを追加すると、

RETROSPECT のライセンスマネージャは、

利用可能なクライアントのライセンスが入っ

ているプールからライセンスを 1 つ減らしま

す。

クライアントを追加するには

1.「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タ

ブをクリックし、「クライアント」ボタンを

クリックします。

バックアップクライアントデータベースに

は、Retrospect で使用するために現在ログイ

ンしているすべてのクライアントコンピュー

タのスクロールリストが表示されます。

Macintosh クライアントは  アイコンで表

示されます。Linux クライアントには  ア

イコンが使われます。Windows クライアン

トには  アイコンが使われます。
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2.「ネットワーク」をクリックして、

Retrospect クライアントのリストを表示しま

す。

「ネットワーク上のバックアップクライアン

ト」ウィンドウには、Retrospect クライアン

トソフトウェアがインストールされている、

特定のネットワーク上のコンピュータがすべ

て表示されます。デフォルトでは、

Retrospect は Piton マルチキャスト方式を使用

して、ローカルサブネット内のクライアント

を検索します。

注意：サブネットとは、ルータやゲートウェ

イを使用しないでネットワークを構成する

ローカルコンピュータのグループのことで

す。ただし、これらのコンピュータはゲート

ウェイを使用することにより他のネットワー

クに接続することができます。

3. 追加するクライアントのタイプをクリッ

クして選択します。

選択できるタイプは、「Mac OS X」、

「Mac OS (7/8/9)」、「Windows」、または

「Linux」です。

それぞれのクライアント名の右側には、その

クライアントの状況が表示されます。「ログ

インしていません」は、クライアントにログ

インしていないため Retrospect で使用できな

いことを示します。「応答中」は、クライア

ントにログインしており、いつでもバック

アップやその他の操作ができることを示しま

す。

4. クライアントを選択して「ログイン ...」

をクリックします。

5. クライアントのパスワードを入力したら、

「OK」をクリックします。

クライアント設定ウィンドウが表示されま

す。クライアントのプロパティについては、

106 ページの「クライアントの設定」を参照

してください。

ネットワークアドレスのテスト

「ネットワーク上のバックアップクライアン

ト」ウィンドウの「テスト」ボタンを使用す

ると、既知の IP アドレスまたは DNS 名で応

答中のクライアントをテストできます。

アドレスをテストするには

1.「Retrospect ディレクトリ」で、「設定」>

「クライアント」の順にクリックします。

2.「ネットワーク」ボタンをクリックして、

「ネットワーク上のバックアップクライアン

ト」ウィンドウを表示します。

3.「テスト」ボタンをクリックします。

4. IP アドレスまたは DNS 名を入力し、「テ

スト」をクリックします。

指定されたアドレスで Retrospect クライアン

トソフトウェアが検出されると、Retrospect 

はそのクライアントの名前とソフトウェアの

バージョンを報告します。

指定されたアドレスで検出されたコンピュー

タが Retrospect クライアントソフトウェアを

実行していない場合、または指定されたアド

レスでコンピュータが検出されない場合は、

Retrospect がエラーを報告します。
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クライアントの設定

クライアントにログインしたら、クライアン

トを設定する必要があります。インストール

後のクライアントにまだログインしていない

場合は、まず「ネットワーク上のバックアッ

プクライアント」ウィンドウで目的のクライ

アントを選択します。次に「ログイン ...」ボ

タンをクリックしてクライアントにログイン

し、そのクライアントを設定します。クライ

アントにログインしているが、そのクライア

ントを設定し直す必要がある場合は、「バック

アップクライアントデータベース」ウィンド

ウで目的のクライアントを選択し、「設定 ...」
をクリックします。

クライアント設定ウィンドウにクライアント

の名前と 3 つのタブが表示されます。それぞ

れのタブ（「一般」、「設定」、および「ボリュー

ム」）は、設定オプションの分類を示します。

「全般」タブ

「一般」タブには、ネットワーク経由のデータ

を保護するためのオプションや、ネットワー

ク経由で Retrospect にアクセス可能なクライ

アントコンピュータ上のボリュームを指定す

るためのオプションなどがあります。

リンク暗号化：リンク暗号化オプションは、

デフォルトではオフであり、このクライアン

トがパスワードを使用する場合にのみ使用可

能になります。「リンク暗号化」チェックボッ

クスが選択されている場合、Retrospect は、

ネットワーク経由で転送されるデータを暗号

化し、データがバックアップセットに書き込

まれる前に暗号解除することで、ネットワー

クでの盗聴を防止します。クライアントのリ

ンク暗号化は、バックアップセットの暗号化

とは明確に異なります。

アクセスするボリューム：ポップアップメ

ニューの設定は、操作中に Retrospect がクラ

イアントのコンテナを解消する方法に影響を

与えます。通常は、「クライアントデスクトッ

プ」のデフォルト設定を変更する必要はあり

ません。

• 「クライアントデスクトップ」は、クライ

アントコンピュータに対してローカルな

すべてのボリュームに解決します。ただ

し、フロッピーディスク、共有ボリュー

ム（ファイルサーバなど）、読み出し専用

ボリューム（CD-ROM など）、空のボ

リュームは除きます。

• 「起動ボリューム」は、クライアントコン

ピュータのブート元ボリュームに解決し

ます。

• 「選択したボリューム」は、クライアント

設定ウィンドウの「ボリューム」タブで

選択したすべてのボリュームに解決しま

す。

以下の表では、マウントされたいくつかのボ

リュームを持つクライアントコンピュータの

例を使用します。この例では、「アクセスする

ボリューム」の設定に応じて、クライアント
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コンテナが解決されるボリュームを示しま

す。

「設定」タブ

「設定」タブでは、クライアント名、パスワー

ドを持つかどうか、クロックオフセット（ク

ライアントコンピュータのクロックとバック

アップコンピュータのクロックとの時間差）、

およびクライアントソフトウェアのバージョ

ン番号を表示します。

• クライアント名を変更するには、「リネー

ム .. 」をクリックします。新しい名前の

入力を求めるダイアログボックスが表示

されます。

•  パスワードを追加、変更、または削除す

るには、「変更 ...」をクリックします。新

しいパスワードの入力と確認を求めるダ

イアログボックスが表示されます。

• クライアントコンピュータの時刻をバッ

クアップコンピュータの時刻と一致させ

るには、「同期クロック」をクリックしま

す。ただし、クライアントへのアクセス

が読み込み専用である場合は、このボタ

ンは使用できません（117 ページ）。 

• クライアントのソフトウェアバージョン

を更新するには、「更新 ...」をクリックし

ます。更新元に使用する Retrospect クラ

イアントソフトウェアの場所を求める

ファイル選択ダイアログボックスが表示

されます。操作手順の詳細については、

詳しくは、111 ページの「個々のクライア

ントコンピュータを更新するには」を参

照を参照してください。

「ボリューム」タブ

「ボリューム」タブでは、ネットワーク経由で

アクセス可能なクライアントコンピュータの

ボリュームを表示します。

クライアントコンピュータにマ
ウントされているボリューム

「アクセスするボリューム」設定で選択した項目 ボリュームの内訳

MOSX Startup
Extra HD

MOSX Startup

Extra HD（Extra 
HD が「ボリュー
ム」タブで選択さ
れた唯一のボ
リュームである場
合）
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クライアントコンピュータの任意のボリュー

ムをリストから選択できます。すべてのボ

リュームを選択しても、ボリュームをまった

く選択しなくても構いません。この選択に

よって、（バックアップスクリプトの元ボ

リュームを指定する場合などの）「ボリューム

選択」ウィンドウに表示されるボリュームが

決まります。 

また、「一般」タブのポップアップメニューに

「選択したボリューム」が設定されている場合

は、選択により、クライアントコンテナが解

消されるボリュームも決まります。詳細につ

いては、106 ページの「「全般」タブ」を参照

してください。

クライアントの削除

クライアントにログインした後で、（クライア

ントコンピュータがネットワークから取り除

かれた場合などに）そのクライアントがバッ

クアップクライアントデータベースで不要に

なることがあります。このような場合、該当

す る ク ラ イ ア ン ト を 削 除 す る よ う に

Retrospect に指示することができます。これ

は、クライアントにログインする操作の反対

になります。

「バックアップクライアントデータベース」

ウィンドウでクライアントを選択し、「クライ

アント」メニューから「削除」を選択します。

または、「ネットワーク上のバックアップクラ

イアント」ウィンドウでクライアントを選択

し、「削除」をクリックします。

どちらの場合も、削除の確認を求めるダイア

ログボックスが表示されます。「OK」をクリッ

クすると、Retrospect のスクリプトとその他

のリストからクライアントボリュームが削除

されます。この操作では、削除中にバックアッ

プコンピュータで使用中であった Retrospect
だけが影響を受けます。この操作では、ネッ

トワーク上の他のコンピュータで実行してい

た Retrospect のコピーは影響を受けないの

で、削除されたクライアントへのログインは

そのまま維持されます。クライアントを削除

しても、そのクライアントの既存のバック

アップは影響を受けません。

1 台クライアントを削除すると、ライセンス

マネージャで利用できるクライアントのライ

センスが 1 つ増えます（100 ページ）。

クライアントに関する情報の取得

バックアップコンピュータで「ファイル」メ

ニューの「情報を見る」コマンドを使用する

と、「バックアップクライアントデータベー

ス」ウィンドウに表示されている任意のクラ

イアントのステータスやその他の情報を表示

できます。 

クライアント情報ウィンドウには、クライア

ントの名前と IP アドレスとともに以下の情

報が表示されます。

「状況」は、バックアップやその他の操作がク

ライアントで使用可能かどうかを示します。 

• 「準備完了」は、クライアントは準備完了

しており、いつでも使用可能であること

を示します。

•  「システム終了待ち」は、ユーザが 

Mac OS 7/8/9 クライアントコンピュータ

に「システム終了」コマンドを実行し、

Retrospect クライアントソフトウェアが 

Retrospect バックアップコンピュータを待

機中であることを示します。 
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• 「ロックされています。」は、このクライ

アントワークステーションにいるユーザ

がクライアントのコントロールパネルで

「読み込み専用」のアクセス環境設定に

チェックマークを付けたことを示します。

この場合は、クライアントをバックアッ

プできますが、クライアントに復元した

り、クライアントのファイルを削除した

りすることはできません。 

• 「ビジー」は、クライアントが現在ネット

ワーク上の Retrospect の別のコピーから

アクセスされていることを示します。 

• 「オフ」は、このクライアントにいるユー

ザがクライアントのコントロールパネル

で「オフ」ラジオボタンをクリックした

ことを示します。オフにされたクライア

ントは、手動でオンに戻すか、クライア

ントコンピュータを再起動するまで操作

ができなくなります。

「バージョン」は、クライアントコンピュータ

にインストールされているクライアントソフ

トウェアのバージョン番号です。

「コンピュータ」（Windows クライアントの

み）は、クライアントコンピュータの CPU の
種類を示します。

「メモリ」（Macintosh および Windows クライ

アントのみ）は、クライアントコンピュータ

の RAM の合計量を示します。

「タイプ」（Windows クライアントのみ）は、

クライアントのタイプ（Windows バックアッ

プクライアントなど）を示します。

「システム」（Macintosh および Linux クライア

ントのみ）は、クライアントコンピュータが

使用するオペレーティングシステムを示しま

す。

「OT バージョン」（Mac OS 7/8/9 クライアン

トのみ）は、クライアントの Macintosh 上で

動作する Open Transport のバージョンを示し

ます。

「アプリケーション」（Mac OS 7/8/9 クライア

ントのみ）は、アクティブなアプリケーショ

ンやプログラムを示します。

「アイドルタイム」（Mac OS 7/8/9 クライアン

トのみ）は、クライアントの Macintosh 上で

キーボードまたはマウスを 後に使用してか

ら現在までの未使用状態の合計時間を示しま

す。

「エコータイム」は、このクライアントとの通

信で生じる秒単位の時間遅延を示します。通

常は、0.0 ～ 0.2 秒です。ネットワークまたは

クライアントが混雑している場合、あるいは

ルータを使用している場合は、問題が発生し

ていないのにエコー時間が長くなることがあ

ります。

「速度」は、バックアップコンピュータとクラ

イアントコンピュータ間でのネットワーク接

続の転送率を示します。

「クロックオフセット」は、クライアントコン

ピュータとバックアップコンピュータの内部

クロックの時間差を時間 : 分 : 秒で示します。

「優先順位」は、ユーザがクライアントのコン

トロールパネルで選択した優先順位設定を示

します。20% の優先順位は、ユーザがつまみ

を「ユーザ」に設定していることを示します。

これにより、他のアプリケーションやタスク

にいくらかのコンピュータの処理時間が

Retrospect タスクの使用よりも優先的に割り

当てられます。100% の優先順位は、クライ

アントの優先順位を示すつまみが「バック

アップ」に設定されていることを示します。

これにより、クライアントのタスク（つまり、

ファイルの転送）に、オペレーティングシス

テムが割り当てるクライアントソフトウェア

の処理時間のすべてが優先的に割り当てられ

ます。

「ボリューム」は、バックアップコンピュータ

が把握しているこのクライアントのボリュー

ム数を示します。
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「セキュリティ」は、このクライアントコン

ピュータに指定されたデータセキュリティの

概要を示します。 

• 「パスワードなし」は、セキュリティコー

ドが設定されていないことを示します。

ネットワーク上で Retrospect を使用して

いるユーザは誰でも、このクライアント

にログインできます。 

• 「パスワードで保護されています。」は、

このクライアントにログインするために、

セキュリティコードを入力する必要があ

ることを示します。 

• 「リンクが暗号化されています。」は、管

理者がこのクライアントに対して「リン

ク暗号化」を選択していることを示しま

す。これは、このクライアントのデータ

がネットワーク経由でコピーされる前に

暗号化されることを示します。

クライアントの更新

古いクライアントソフトウェアを更新して新

規バージョンで改善された機能を利用する必

要に迫られるときがあります。そのようなと

き、クライアントをバックアップコンピュー

タから更新したり、クライアントを個別に更

新したりできます。

注意： RETROSPECT 6.0 クライアントソフト

ウェアを使用するには、すべての MAC OS X

クライアントを更新する必要があります。

RETROSPECT 6.0 は、6.0 より前の OS X クラ

イアント用クライアントソフトウェアをサ

ポートしません。

バックアップコンピュータからのクライ
アントの更新

必要なだけ個別にクライアントを更新する

か、または指定したタイプのすべてのクライ

アントを更新することができます。クライア

ントの更新時には、そのクライアントの 新

の設定がすべて保持されます。

注意： 一部のクライアントが停止している場

合でも、すべてのクライアントを更新してお

くことをお勧めします。未更新のクライアン

トのために後でこの操作を繰り返しても、す

でに更新されているクライアントには何ら影

響することはありません。

指定したタイプのすべてのクライアントを更

新するには

「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タブで、

「クライアント」ボタンをクリックします。

「バックアップクライアントデータベース」

ウィンドウが表示されます。このウィンドウ

には、Retrospect で使用するために現在ログ

インしているすべてのクライアントコン

ピュータが表示されます。

「クライアント」メニューから「すべてを更新

...」を選択します。

更新するクライアントのタイプ

（「Mac OS X」、「Mac OS」、「Windows」、また

は「Linux」）を選択して、「OK」をクリック

します。

次のダイアログボックスで、クライアントソ

フトウェアの更新を確認するメッセージに対

して「OK」をクリックします。
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Retrospect クライアントの更新ファイルの場

所を参照して選択します。クライアント更新

ファイルは 4 種類（Mac OS X 用、Mac OS 7/8/9
用、Windows 用、および Linux 用）あります。

異なるクライアント更新ファイルは、

Retrospect CD や Dantz Web サイトなどの別の

場所から使用できる場合があります。

該当するクライアント更新ファイルを選択

し、「開く」をクリックします。Retrospect が
クライアントコンピュータ上のクライアント

ソフトウェアの更新を開始します。

注意： クライアントコンピュータにウィルス

チェックソフトウェアがインストールされて

いる場合は、更新を続ける前にウィルス

チェックソフトウェアが実行していないこと

をクライアントコンピュータで確認する必要

があります。

更新が完了したら、Retrospect はダイアログ

ボックスに結果を表示し、操作ログを作成し

たことを報告します。「OK」をクリックしま

す。

それぞれのクライアントの更新状況を確認す

るには、操作ログを開きます。操作ログを開

くには、「レポート」タブをクリックして「ロ

グ」ボタンをクリックするか、あるいは「ウィ

ンドウ」メニューから「ログ」を選択します。

Mac OS 7/8/9 または Windows NT/2000 では、

クライアントコンピュータを再起動するまで

更新は有効になりません。Red Hat Linux 6.2
クライアントの場合は、次のコマンドを使用

して、各コンピュータで Retrospect クライア

ントを手動で再起動する必要があります。

$/usr/local/dantz/client/rcl start

個々のクライアントコンピュータを更新する

には

「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タブで、

「クライアント」ボタンをクリックします。

「バックアップクライアントデータベース」

ウィンドウが表示されます。このウィンドウ

には、Retrospect で使用するために現在ログ

インしているすべてのクライアントコン

ピュータが表示されます。

更新するクライアントを選択し「設定 ...」ボ

タンをクリックするか、あるいはクライアン

トをダブルクリックします。表示されたクラ

イアント設定ウィンドウの「設定」タブをク

リックします。

「更新 ..」ボタンをクリックします。ダイアロ

グボックスが表示され、Retrospect クライア

ント更新（.rcu）ファイルの場所を指定する

ように求めてきます。

該当するクライアント更新ファイルを選択

し、「開く」をクリックします。更新が完了し

たら、別のダイアログボックスが表示され、

更新の完了が報告されます。「OK」をクリッ

クします。

Mac OS 7/8/9 または Windows NT/2000 では、

クライアントコンピュータを再起動するまで

更新は有効になりません。Red Hat Linux 6.2
クライアントの場合は、次のコマンドを使用
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して、各コンピュータで Retrospect クライア

ントを手動で再起動する必要があります。

$/usr/local/dantz/client/rcl start

クライアントコンピュータからのクライ
アントの更新

前述のようにバックアップコンピュータから

クライアントを更新する代わりに、個々のク

ライアントコンピュータから直接クライアン

トを更新できます。この操作には、クライア

ントの更新も兼ねた Setup アプリケーション

（Windows）、Client Installer アプリケーション

（Mac OS）、または rpm か tar インストーラ

（Linux）を使用します。

コンピュータのオペレーティングシステムに

対応する 100 ページのインストール手順に

従ってください。

クライアントとそのソフトウェアの
アンインストール

コンピュータからクライアントソフトウェア

を削除する場合は、108 ページの記述に従っ

てクライアントを削除し、以下の手順に従い

ます。

Mac OS X
1. クライアントインストーラアプリケー

ションを開きます。 

2. ポップアップメニューから「アンインス

トール」を選択し、Retrospect クライアント

ソフトウェアをアンインストールするボ

リュームを選択します。 

3.「アンインストール」ボタンをクリックし

て、コンピュータからクライアントソフト

ウェアを削除し、削除が完了したらこのアプ

リケーションを終了します。

Mac OS 7/8/9
ファイルをゴミ箱に入れることにより、コン

ピュータから Retrospect クライアントコント

ロールパネルを削除します。

Windows
1.「スタート」メニューから、「設定」>「コ

ントロールパネル」を選択します。

2.「アプリケーションの追加と削除」をダブ

ルクリックします。 

3. 表示されるウィンドウで、Retrospect クラ

イアントソフトウェアを選択し、「追加と削

除」をクリックします。 

4.「OK」をクリックしてウィンドウを閉じ

ます。

注意： NT/2000/XP では、管理者権限でログイ

ンする必要があるかもしれません。

Linux
Linux クライアントをアンインストールする

ためのプロセスは、クライアントソフトウェ

アのインストール方法によって異なります。

rpm の場合、次のコマンドを入力します。
$rpm -e retroclient

tar の場合、tar を使用してインストールした

クライアントソフトウェアファイルを手動で

削除します。

高度なネットワーク

この項で説明する機能は、Retrospect 
Workgroup および Retrospect Server だけで利

用できます。

Retrospect は一般にマルチキャストアクセス

方式を使用して、ローカルネットワークセグ

メントまたはローカルサブネットに直接接続

されたバックアップクライアントを検出し、

それを「ネットワーク上のバックアップクラ

イアント」ウィンドウに表示します。バック

アップコンピュータとそのクライアントの間

にルータが存在するネットワークの場合や、

バックアップコンピュータが異なる物理ネッ

トワークと接続する複数のネットワークカー

ドを持つ場合は、クライアントにアクセスす

るために Retrospect のより高度な技術が必要

になります。
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アクセス方式

Retrospect は、標準的な DNS および WINS
ディレクトリサービスや、TCP/IP に基づく独

自の Piton Name Service のいずれも使用でき

ます。

Retrospect クライアントデータベースにクラ

イアントを追加すると、そのクライアントの

アクセス情報も保存されるため、後で使用す

るのに便利です。Retrospect がバックアップ

のためにクライアントに接続を試みるとき、

オリジナルのアクセス方式を使用して、アク

セス情報をクライアントの現在の IP アドレ

スに解決します。

それぞれのクライアントコンピュータ上で、

Retrospect クライアントソフトウェアはバッ

クアップコンピュータの Retrospect からのク

エリを待ちます。Retrospect がクライアント

と交信する方法は、Retrospect が使用してい

るアクセス方式によって異なります。

マルチキャスト

「ネットワーク上のバックアップクライアン

ト」ウィンドウを 初に開いたときのデフォ

ルトのアクセス方式は、マルチキャストにな

ります。この方式では、Retrospect は受信中

のクライアントコンピュータにマルチキャス

ト要求を送信し、クライアントコンピュータ

からの識別子による応答を待ちます。マルチ

キャスト方式を持つクライアントを追加し、

後で Retrospect がバックアップのためにその

クライアントに接続を試みるとき、そのクラ

イアントデータベースを更新して該当するク

ライアントと接続するために別の要求を送信

することで IP アドレスの変更を自動的に処

理します。

ネットワークアナライザを使用して、マルチ

キャスト方式で送信するパケットを監視する

場合、Retrospect は通信用に既知のポート 497
を使用します。パケットのフォーマットは、

Dantz 社の独自のプロトコル Piton（PIpelined
TransactiONs に対応）に準拠します。このプ

ロトコルによって、Retrospect はネットワー

ク速度と信頼性が保証されます。Multicast

Piton Name Service が、割り当てられたアドレ

ス 224.1.0.38 を使用することで、Piton は
Retrospect クライアントソフトウェアが動作

するコンピュータにだけクエリを送信するこ

とができます。

マルチキャストアクセスは設定の必要がなく

単純ですが、ルータを横断して動作すること

はありません。マルチキャストアクセスは

ローカルサブネットでのみ動作します。

サブネットブロードキャスト

サブネットブロードキャストアクセス方式で

は、インターネットなど任意のネットワーク

トポロジを仮想的に使用してクライアントに

アクセスすることができます。

TCP/IP 標準に従って、すべてのサブネット

は、ネットワークアドレス（192.168.6.0 など）

とサブネットマスク（255.255.255.0 など）の

両方を持ちます。ルータはこれらのアドレス

とマスクを使用して、コンピュータが接続し

ている物理ネットワークを特定します。ルー

タは、特定サブネット上のすべてのコン

ピュータに対するクエリもサポートします。

Retrospect は、マルチキャストアクセスの場

合と同一の Piton プロトコルを使用して、そ

のサブネットブロードキャストアクセス方式

にこの機能を利用します。

Retrospect のサブネットアクセス方式では、利

用するサブネットのアドレスとマスクを定義

し、ネットワークの変更に応じてこれらの設

定を更新する必要があります。

ダイレクトアクセス

ダイレクトクライアントアクセス方式を使用

して、特定のバックアップクライアントを

Retrospect のクライアントデータベースに追

加することができます。この方式では、ユー

ザは各バックアップクライアントの IP アド

レス、または DNS 名か WINS 名を知ってお

く必要があります。DHCP サーバから動的 IP
アドレスを取得するコンピュータには、数値

の IP アドレスを使用しないでください。これ
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は、アドレスが変更されたときに Retrospect
は変更を知る手段がないためです。

ダイレクトアクセスによるクライアントの追

加は、数クライアントを追加する場合に有効

です。この方式で多くのクライアントを追加

するには無駄が多すぎます。多くのクライア

ントを追加する場合は、他の方式の使用をお

勧めします。

アクセス方式の設定

初に「ネットワーク上のバックアップクラ

イアント」ウィンドウを開くと、Retrospect
は、マルチキャストアクセス方式を使用して

ローカルサブネット内のクライアントを検索

します。 

サブネットブロードキャストアクセス方式

ユーザは、ローカルサブネット以外のサブ

ネットを定義し、そのサブネットで Retrospect
にクライアントを検索させることができま

す。

「TCP/IP」メニューから「サブネット範囲の設

定」を選択し、検索する新しいサブネットを

設定します。この機能を 初に使用するとき

にはサブネットは設定されていないので、設

定ウィンドウには何も表示されていません。

「追加 ...」をクリックして、検索する新しいサ

ブネットを設定します。

サブネット内の IP アドレスとそのサブネッ

トマスクを入力します。 Then click OK.

定義した IP サブネットは、サブネット設定

ウィンドウに表示されます。

後で必要に応じてサブネットを追加、変更、

削除できます。

「OK」をクリックして「ネットワーク上のバッ

クアップクライアント」ウィンドウに戻り、

サブネットブロードキャストアクセス方式を

使用して Retrospect により検出されたバック

アップクライアントを表示します。

サブネットブロードキャストアクセス方式で

クライアントを追加すると、Retrospect は定

義したサブネットからそのクライアントを検

索します。

Retrospect がクライアントを検索するときは、

設定したすべてのサブネットにアクセスしま

す。このようなアクセスは、このウィンドウ

を開いているときだけでなく、ある操作で

Retrospect がクライアントを検索するときに

も同様です。

ダイレクトアクセス方式

「ネットワーク上のバックアップクライアン

ト」ウィンドウで、「アドレスで追加」ボタン

をクリックします。 

クライアントの」 IP アドレス、DNS 名、また

は WINS 名を入力し、「追加」をクリックし

ます。指定したアドレスでクライアントが見

つかると、クライアントデータベースにログ
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インする前に Retrospect からパスワードを要

求するメッセージが表示されます。 

注意： 指定した IP アドレスでクライアントに

接続できなかった場合は、216 ページの「ト

ラブルシューティング」を参照してください。

正しいパスワードが入力されたら、クライア

ントのプロパティウィンドウが表示されます

（106 ページからの「クライアントの設定」を

参照）。 

クライアントユーザの環境設定

クライアントソフトウェアをインストールし

たら、クライアントコンピュータのユーザは、

Retrospect クライアントコントロールパネル

を使用して、ネットワークのバックアップ操

作の一部を制御できます。

バックアップするための設定を変更する必要

はありません。通常は、既存の設定で間に合

います。Retrospect クライアントコントロー

ルパネルを開くには、次のことを実行します。

Mac OS X：「アプリケーション」フォルダか

ら、「Retrospect クライアント」を開きます。

Mac OS 7/8/9：アップルメニューから、「コン

トロールパネル」を選択し、「Retrospect クラ

イアント」を開きます。

Windows：「スタート」メニューから、「設定」

>「コントロール パネル」を選択し、「Retrospect
クライアント」を開きます。

Linux：インストールされたクライアント

フォルダから RetroClient.sh を実行します。

Retrospect クライアントコントロールパネル

では、ユーザ名やコンピュータ名、クライア

ントのアクセス状況、 近実行したバック

アップのレポートなど、インストール先のク

ライアントコンピュータに関する情報を表示

します。

Mac OS X クライアントアプリケーション

（Mac OS 7/8/9 クライアントのコントロールパネ

ルもこのレイアウトに類似しています。）

Windows クライアントのコントロールパネルで

の「状態」タブの表示（Linux クライアントのコ

ントロールパネルもこのレイアウトに類似してい

ます。）

Java ベースのグラフィカルユーザインター

フェース以外に、コマンドラインでも Linux
クライアントを制御することができます。コ

マンドラインの引数を表示するには、次のコ

マンドを入力します。

$retrocpl --help

アクセスマスター制御

「オン」または「オフ」ラジオボタンによっ

て、バックアップコンピュータからクライア

ントへのネットワークアクセスを有効にした

り、無効にしたりできます。クライアントソ

フトウェアをインストールして、クライアン

トコンピュータを起動すると、アクセスを有
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効にするためのコントロールは常にオンに

なっています。コントロールをオフにすると、

クライアントコンピュータ上のデータは

Retrospect からネットワーク経由でアクセス

することができなくなります。

ヒント： クライアントコンピュータへのアク

セスを完全に防止するには、112 ページの記

述に従って RETROSPECT クライアントソフ

トウェアをアンインストールします。

環境設定

Retrospect クライアントコントロールパネルに

は、クライアントの操作を管理するための

ユーザ環境設定が追加されています。環境設定

を表示する操作は、Mac OS と Windows/UNIX
で異なります。

Mac OS：「環境設定」ボタンをクリックしま

す。

Mac OS X の Retrospect クライアントコントロー

ルパネルの環境設定

Windows/Linux：Retrospect クライアントコン

トロールパネルの「環境設定」タブをクリッ

クします。

Windows の Retrospect クライアントコントロー

ルパネルの環境設定

実行環境設定

実行環境設定により、クライアントユーザは、

Retrospect とクライアントコンピュータとの

対話方法を制御することができます。

注意： この環境設定は、MAC OS 7/8/9 クライ

アントでのみ利用可能です。

「システム終了を待つ」は、Finder の「特別」

メニューからクライアントユーザが「システ

ム終了」を選択したときに発生する内容を決

めます。このオプションが選択されていると

きに「システム終了」を選択すると、バック

アップが発生するまで「バックアップ待機中」

ダイアログボックスが表示されます。デフォ

ルトでは、この環境設定が選択されます。

このダイアログボックスがクライアントの

Macintosh 画面に表示される場合、クライアン

トユーザは、「再起動」をクリックしてクライ

アントの Macintosh を再起動するか、「システ

ム終了」をクリックしてシステムを終了する

か、または何もせずに自動実行に任せます。

クライアントコンピュータを 30 秒間使用し

なければ、ユーザがキーを押すか、マウスを

動かしてダイアログボックスに戻るまで、ス

クリーンセーバーが表示されます。バック

アップコンピュータがこのクライアントに対

する操作を終了すると、クライアントの

Macintosh をシステム終了します。

「バックグラウンドで起動」により、バック

アップコンピュータは、クライアントユーザ
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の使用中にクライアントの Macintosh を操作

することができます。チェックボックスが選

択されていなければ、ネットワーク操作の間、

クライアント上にダイアログボックスが表示

されます。この環境設定のデフォルトはオン

です。

ダイアログボックスが表示されたら、クライ

アントの Macintosh のユーザは、ネットワー

ク操作をキャンセルして作業を続行するか、

または操作が終了するまで待機します。「バッ

クグラウンドで実行」が選択されていれば、

バックアップ時にダイアログボックスは表示

されず、クライアントユーザはローカル操作

とネットワーク操作の両方に優先順位を設定

できます。詳細については、以下を参照して

ください。

優先順位環境設定

優先順位環境設定を使用することでクライア

ントユーザは、クライアントコンピュータを

ユーザのタスクのために優先させたり、バッ

クアップコンピュータの操作のために優先さ

せたりできます。Mac OS 7/8/9 の場合、これ

は、実行環境設定「バックグラウンドで起動」

がオンのときにのみ適用されます。

注意： この環境設定は、MAC OS X クライア

ントでは使用しません。

つまみをドラッグして、「ユーザ」と「バック

アップ」間の適当な位置に設定します。つま

みを「ユーザ」に設定すると、コンピュータ

はユーザを優先させるため、Retrospect クラ

イアントの操作は遅くなります。つまみを

「バックアップ」に設定すると、Retrospect ク
ライアントの操作が優先されるため、ユーザ

に対するクライアントコンピュータの反応は

遅くなります。

この設定は、クライアントがバックアップコ

ンピュータとアクティブに通信できるまで有

効になりません。

Mac OS 7/8/9 の場合、クライアントの 
Macintosh で「バックアップ待機中」ダイア

ログボックスが表示されているとき、優先順

位設定は無視されます。

アクセス制御環境設定

これらの環境設定により、クライアントユー

ザはコンピュータ上のファイルやフォルダに

対するアクセスを制御できます。

「読み込みのみ」では、ネットワーク経由でク

ライアントコンピュータをバックアップでき

ますが、バックアップコンピュータから書き

込むことはできません。これは、バックアッ

プコンピュータがクライアントコンピュータ

上のファイルを復元、移動、削除できないだ

けでなく、Retrospect でボリュームの名前を

変更できないことも示します。オプションの

「ボリュームバックアップ日の設定」、「ファイ

ルを移動」、および「同期クロック」はクライ

アントでは使用できません。この設定のデ

フォルトはオフです。

「個人ファイル / フォルダ / ボリューム」は、

プライベートが指定されたファイル、フォル

ダ、またはボリュームをバックアップコン

ピュータで使用できないようにします。この

環境設定のデフォルトはオフです。チェック

ボックスを選択し、以下の記述に従ってプラ

イベート項目を指定します。

Windows または Linux の項目にプライベート

を指定するには、「追加 ...」ボタンをクリック

し、項目を参照して選択し、「OK」か「除外

する」をクリックします。「追加 ...」ボタンを

再度クリックすると、さらにボリューム、フォ

ルダ、または個々のファイルを除くことがで

きます。プライバシー機能では、ユーザが指

定するリテラルのパス名を使用します。ファ

イルまたはフォルダを移動または名称変更す

ると、プライベートは解除されます。ボリュー

ムを別の場所にマウントすると、そのボ

リューム上のファイルとフォルダのプライ

ベートは解除されます。

Mac OS 上の項目にプライベートを指定する

には、項目の名前の先頭または末尾に中点

（「•」、Option-8）を付けます。末尾に中点を付
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けると、Finder での並べ替えの順序が維持さ

れます。たとえば、フォルダ名「Personal」を

「Personal•」に変更することで、そのフォルダ

にプライベートを指定することができます。

通知環境設定

これら 2 つの環境設定を使用することで、ク

ライアントユーザは Retrospect のネットワー

ク操作に関する通知を受ける方法を指定でき

ます。

「バックアップ後に通知」は、バックアップや

その他の操作が完了したら、クライアントに

メッセージを表示するように指示します。ク

ライアントユーザは、「OK」をクリックする

と、メッセージを終了させることができます。

デフォルトでは、この環境設定が選択されま

す。

「バックアップしていない間に通知：n 日間」

は、エントリボックスに指定した日数以内に

クライアントがバックアップされなかった場

合、9:01 A.M. を過ぎたらメッセージを表示す

るようにクライアントに指示します。この環

境設定はデフォルトで選択され、日数には 7 日
が設定されます。

「S.M.A.R.T. ハードドライブのエラーを表

示」（Windows クライアントのみ）は、

Retrospect がクライアントの S.M.A.R.T. ハー

ドドライブボリューム上のエラーを検出した

場合に、Proactive Backup（Macintosh 版 
Retrospect の Backup Server）からの基本バッ

クアップを要求します。デフォルトでは、こ

の環境設定はオンです。

Backup Server スクリプトの制御

クライアントコンピュータから Backup Server
スクリプトを制御する方法には、次の 2 つが

あります。

• クライアントからのスケジュール

• 実行を延期する

クライアントからのスケジュール

Backup Server スクリプトにクライアントが

含まれている場合、そのクライアントのコン

トロールパネルを使用して、いつクライアン

トをバックアップするかを制御できます。

注意： BACKUP SERVER は、WINDOWS お

よび LINUX クライアントソフトウェアでは

PROACTIVE BACKUP と呼ばれています。

Mac OS X：Retrospect クライアントの環境設

定ウィンドウに、バックアップサーバの環境

設定が表示されます。

Mac OS 7/8/9：「スケジュール」ボタンをク

リックすると、バックアップサーバダイアロ

グボックスが表示されます。

Windows/Linux：「Proactive Backup」タブをク

リックすると、そのコントロールが前面に表

示されます。

これらのコントロールにより、ユーザは

Backup Server スクリプトを使用して、バック

アップコンピュータからクライアントコン

ピュータをいつバックアップするかを決める

ことができます。ユーザは一般にコントロー

ルを使用してバックアップを開始したり、後

でバックアップを実行したりできるだけでな

く、このクライアントに対して Backup Server
を通常のスケジュールに戻すこともできま

す。Backup Server のオプションは、以下のと

おりです。

• 「できるだけ早く」では、バックアップ

サーバが使用可能になるとすぐに、バッ

クアップコンピュータはクライアントコ

ンピュータをバックアップします。
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• 「標準スケジュール」では、Backup Server 

スクリプトの通常のスケジュールに従っ

て、バックアップコンピュータはクライ

アントコンピュータをバックアップしま

す。これはデフォルトです。

• 「日時指定」では、バックアップコン

ピュータは指定した日時（現在の時刻か

ら 1 週間の間）を経過するまでクライア

ントコンピュータをバックアップできま

せん。日時をクリックして入力するか、

矢印ボタンをクリックして変更します。

「OK」をクリックして設定を確定します。

実行を延期する

バックアップサーバでクライアントのバック

アップを開始しようとすると、クライアント

コンピュータの画面にダイアログボックスが

表示されます。

Macintosh クライアントのバックアップサーバカ

ウントダウン

Windows/Linux クライアントの Proactive 
Backup カウントダウン

このダイアログボックスには、クライアント

ユーザが差し迫った Backup Server 操作の実

行を制御するための次の 3 つ方法が用意され

ています。

• 「カウントダウンがゼロになるまで待機」

は、Backup Server スクリプトに実行を指

示します。

• 「バックアップ」をクリックすると、バッ

クアップをすぐに実行します。

• 「延期」をクリックすると、ユーザはバッ

クアップの操作を後日に設定します。

Macintosh クライアントからの Backup Server ス
クリプトの延期

Windows または UNIX クライアントからの 
Proactive Backup スクリプトの延期

ユーザがバックアップの操作を延期すると

き、Retrospect はバックアップコンピュータ

の操作ログにエントリを作成します。

クライアントのバックアップ

バックアップコンピュータに直接接続された

ボリュームをバックアップするのと同じ方法

で、クライアントボリュームをバックアップ

します。

基本バックアップまたはスクリプトによる

バックアップを設定すると、元ボリュームの

ボリューム選択ウィンドウには、バックアッ

プクライアントコンテナの下に利用可能なク

ライアント、また個々のクライアントコンテ

ナの下に利用可能なクライアントボリューム

が表示されます。詳しくは、185 ページの「コ

ンテナ」を参照してください。

基本バックアップを設定するか、バックアッ

プスクリプトを作成すると、元ボリュームの

Macintosh クライアント

バックアップクライアントコンテナ

「Windows クライアント」

「クライアント起動ボリューム」
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ボリューム選択ウィンドウからクライアント

やクライアントボリュームを、いくつかの異

なる方法で選択することができます。クライ

アントコンテナ、特定ボリューム、またはバッ

クアップクライアントコンテナを選択できま

す。クライアントコンテナまたはバックアッ

プクライアントコンテナの使用をお勧めしま

す。以下に各方法の特長を説明します。

• バックアップクライアントコンテナを選

択すると、後で追加する新規クライアン

トなど、バックアップ時にログインする

個々のクライアントコンテナ（以下に説

明）がすべて選択されます。

• クライアントコンテナを選択すると、ク

ライアントの一般的な設定で特定される

ボリュームが選択されます。クライアン

トの一般的な設定については、106 ペー

ジを参照してください。クライアントコ

ンテナの使用は簡単で、メンテナンスが

不要です。名前が変更されているボ

リューム、置換されているボリューム、

またはパーティション分割されているボ

リュームのバックアップを管理者の介入

なしに続行できます。

• 個々のボリュームを選択すると、コンテ

ナとは異なり、特定のボリュームだけが

選択されます。Retrospect は、名前が変更

されているボリュームの選択を続行しま

すが、新規の置換されたボリュームや

パーティション分割されたボリュームに

合うように自動的に調整することはあり

ません。クライアント設定を変更した場

合、それらのボリュームを使用している

スクリプトを修正する必要があります。

この方法でボリュームを選択すると、特

定クライアントの一部のボリュームを

バックアップする場合などに役立ちます。

• スクリプトでフォルダまたはグループを

選択する場合は、フォルダまたはグルー

プに置かれているすべてのボリュームと

クライアントコンテナが選択されます。

この方法は、元ボリュームを 1 つの場所

（「ボリュームデータベース」ウィンドウ）

で管理できるのでスクリプト管理が簡単

になります。フォルダをバックアップク

ライアントコンテナで使用することで、

多くのクライアントをより適切に構成す

ることができます。グループを使用する

ことで、同時にバックアップする必要が

あるボリュームとクライアントのリスト

を作成することができます。

ボリューム選択の詳細については、「第 9 章の

「ボリュームの操作」で」を参照してください。

WINDOWS クライアントの操作

この項には、Windows クライアントの使用方

法に関するヒント、および Windows クライア

ントの制限についての情報があります。

Windows 95 クライアントをバックアップす

る場合には、特定の手順に従って実行する必

要があります。

Microsoft Windows 95 のバグ修正

Microsoft のネットワークソフトウェアにあ

る 2 つのバグにより、Retrospect では Windows
95 クライアントに関するネットワークエ

ラーを通知します。Microsoft では 2 つのバグ

を解決したため、Windows 95 用の無償のバグ

修正を入手できます。Windows 95 システムの

アップデートをお勧めします。

注意： WINDOWS 98、WINDOWS ME、

WINDOWS NT 4.0、WINDOWS 2000、および

WINDOWS XP にアップデートは必要ありま

せん。

Windows 95 TCP/IP のバグ修正

Windows 95 の Hot Fix は、クライアントソフ

トウェアのセットアッププログラムでインス

トールされます。インストールが終了したら、

「スタート」メニューの「ファイル名を指定し

て実行」を選択し、次のように入力します。

C:¥Program Files¥Dantz¥Client¥
VTCPUPD （または実際のインストールパス

+VTCPUPD）
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次に、「OK」をクリックします。Microsoft の
インストーラの指示に従って操作を終了した

ら、再起動して修正を完了します。Retrospect
で使用する Windows 95 クライアントコン

ピュータごとに上記の手順を繰り返します。

Windows 95 Winsock Update

Microsoft の Winsock 2.0 Update は、Windows
95 だけに存在する別のネットワーク問題を

修正します。Winsock 2.0 Update は、Microsoft
の次の URL から無償で入手できます。

http://www.microsoft.com/windows95/
downloads/contents/wuadmintools/
s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp

Windows NT/2000/XP レジストリの
バックアップ

Windows NT/2000/XP コンピュータを完全に

復元するには、そのレジストリをバックアッ

プする必要があります。レジストリが変更さ

れるのは、プログラムがインストールおよび

削除されるとき、コントロールパネルの設定

が変更されるとき、およびアプリケーション

の環境設定が変更されるときです。したがっ

て、レジストリをその変更に対応するように

定期的にバックアップする必要があります。

Retrospect はクライアントの NT/2000/XP レジ

ストリを直接バックアップできないので、

Dantz 社では、レジストリのバックアップを

自動化して簡単にするためのツールとしてレ

ジストリバックアップマネージャを提供しま

す。

クライアントソフトウェアの Setup プログラ

ムは、レジストリバックアップマネージャア

プリケーションをクライアントソフトウェア

のパス（デフォルトは C:¥Program Files¥Dantz¥
Client）にインストールします。121 ページの

詳述に従って、レジストリバックアップマ

ネージャを起動して自動化します。レジスト

リバックアップマネージャの使い方の詳細に

ついては、「Retrospect ヘルプ」タブをクリッ

クします。

Windows 95/98/Me レジストリのバック
アップ

Retrospect が Windows 95/98/Me レジストリを

バックアップするのは、Windows フォルダが

ファイルの選択条件に含まれているときで

す。レジストリを保持するには、コンピュー

タを普通にバックアップする以外に特別な手

順は必要ありません。

NTFS セキュリティ

Macintosh 版 Retrospect は、NTFS セキュリ

ティ許可のバックアップや復元は実行しませ

ん。NTFS セキュリティが重要な Windows
ワークステーションをバックアップする場合

は、Windows 版 Retrospect を使用する必要が

あります。

Windows NT/2000 Server
Macintosh 版 Retrospect は Windows NT/2000
Server のバックアップをサポートしません。

Macintosh 版 Retrospect は、NTFS セキュリ

ティ許可、複数のデータストリームファイル、

または Active Directory をバックアップまた

は復元しないので、Windows サーバを運用可

能な状態に戻すことはできません。ただし、

Macintosh 版 Retrospect を使用して Windows
サーバのユーザデータをバックアップするこ

とはできます。この場合、以下のような例外

があります。

Services for Macintosh
Macintosh 版 Retrospect は、複数のデータスト

リームや NTFS ボリュームのセキュリティ許

可をバックアップまたは復元しないので、

Retrospect Clients では Services for Macintosh の
データを Macintosh にバックアップすること

はできません。バックアップを試みると、警

告がログに表示されます。

Windows NT/2000 Server をバックアップする

には、Windows 版 Retrospect のサーバレベル

の製品を使用することをお勧めします。

Macintosh 版 Retrospect を使用して、Windows
NT/2000 Server から Services for Macintosh の
データをバックアップする場合は、マウント
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された AFP ボリュームとしてデータをバッ

クアップする必要があります。これをバック

アップするには、ボリュームを Macintosh の
デスクトップにマウントします。次に、その

ボリュームをローカルの元ボリュームとして

バックアップスクリプトに追加します。実行

時にボリュームを自動的にマウントするよう

に Retrospect を設定できます。この設定をす

る に は、ボ リ ュ ー ム を ハ イ ラ イ ト し、

Retrospect の「ボリューム」メニューから「設

定」を選択します。

除外されるファイル

Retrospect は特定ファイルをバックアップまた

は復元から除外するため、これらのファイル

をブラウザで表示しません。特定のファイル

とは、アクティブな仮想メモリスワップファ

イル（Swp または .Par および Pagefile.Sys）、

一部のクライアントソフトウェアファイル、

およびアクティブな Windows NT/2000/XP レ
ジストリです。

NT/2000/XP での Netware ボリューム

Windows NT/2000/XP では、Retrospect クライ

アントソフトウェアはサービスとして稼働し

ているので、Netware ボリュームを認識でき

ません。

ファイルの選択

ブラウザを使用して、バックアップするファ

イルを手動で選択するか、セレクタを使用し

て、ファイルの選択を自動化することができ

ます。一部のセレクタとセレクタ条件は、

Mac OS クライアントとは異なり、Windows
クライアントでは正常に機能しません。相違

点の詳細については、195ページの「セレクタ

の使い方」を参照してください。

大文字小文字を区別するファイルシステ
ム

Windows クライアントで使用される一部の

ファイルシステムは、ファイル名で大文字小

文字を区別します。Retrospect では、Windows
クライアントボリューム上で、大文字小文字

の区別を除けば同一の名前を持つ複数のファ

イル（Foo、foo、FOO など）を区別できませ

ん。たとえば、バックアップ時に、大文字小

文字だけが異なる複数のファイル名を含む

ディレクトリを検出すると、Retrospect はそ

れらのファイルの 1 つだけをバックアップし

ます。

ハードリンク

POSIX 準拠の Windows クライアントボ

リューム上でファイルへのハードリンクを検

出すると、Retrospect はそのリンクを個別ファ

イルとして処理します。

HPFS 属性

Retrospect は Windows クライアントの HPFS
ボリュームをサポートしません。

スクリーンセーバー

バックアップ時に 適なパフォーマンスを維

持するには、クライアントコンピュータで処

理の激しいスクリーンセーバーを使用しない

ことが必要です。

Windows クライアントへの Mac OS 
ファイルのコピー

Mac OS コンピュータと Windows コンピュー

タの間でファイルをコピーする場合は、

Mac OS のファイルと Windows のファイルの

違いと、それらの違いが Retrospect でどう処

理されるかについて注意することが重要で

す。

データフォークファイルとリソースフォーク

ファイル

Windows ボリューム上のファイルと異なり、

多くの Macintosh ファイルは「フォーク」と

呼ばれる 2 つの部分（データとリソース）で

構成されます。Retrospect が 2 つのフォーク

で構成される Macintosh ファイルを Windows
クライアントボリュームにコピーする場合、

フォークを別のファイルに分割するために次

の手順が必要になります。

• データフォークを新規ファイルに保存し

ます。新規ファイルは元のファイルと同

一の名前を持ちます。
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• Resource.Frk という新規フォルダを作成し

ます。新規フォルダは非表示になります

が、データフォークファイルと同一の

フォルダパスに存在します。

• リソースフォークを新規ファイルに保存

します。新規ファイルは Resource.Frk 

フォルダに存在し、元のファイルと同一

の名前を持ちます。

• 分割するフォークファイルを Finder.Dat 

という隠しファイルに記録します。この

隠しファイルはデータフォークファイル

と同一のフォルダパスに存在します。

これらの Macintosh ファイルの 1 つを

Windows コンピュータに移動する場合には、

その他のファイルとフォルダも移動しないと

使用できません。Retrospect ブラウザを使用

して、これらの分割された Macintosh ファイ

ルを含む Windows クライアントボリューム

を表示すると、1 つのファイルだけが表示さ

れます。Windows から表示する場合、Windows
が隠しファイルを非表示にするように設定さ

れていなければ、特別ファイルが表示されま

す。複数のファイルを 1 つのバックアップ

セットにバックアップする場合や複数のファ

イルを 1 つの Macintosh ボリュームに複製す

る場合、Retrospect はそれらのファイルを 1 つ
のオリジナルファイルに統合します。

ファイル名内の不正文字

Mac OS のファイル名は、Windows のファイ

ル名で禁止されている文字を含むことができ

ます。これらの不正文字は、「/」、「¥」、「:」、
「*」、「"」、「<」、および「>」です。Macintosh
ファイルを Windows ボリュームに復元また

は複製する場合、Retrospect では、これらの

不正文字をすべてハイフン（-）に置き換えま

す。Retrospect は名称変更されるファイルを

Finder.Dat というファイルで記録します。ファ

イルを Macintosh に戻す場合、Retrospect では

ハイフンを元の文字に置き換えます。

これらの Macintosh ファイルの 1 つを Windows
コンピュータに移動する場合、Finder.Dat ファ

イルも同時に移動する必要があります。

Finder.Dat ファイルを移動しない場合は、ハ

イフンの置き換えができなくなります。

LINUX クライアントの操作

この項には、Linux クライアントの使用方法

に関するヒント、および Linux クライアント

の制限についての情報があります。Linux ク
ライアントをバックアップする場合は、その

制限に留意する必要があります。

除外されるファイル

Retrospect は特定の Linux クライアントファ

イルをバックアップまたは復元から除外する

ため、これらのファイルをブラウザで表示し

ません。

次のタイプのファイルはバックアップから除

外されます。

• character device crw-------

• block device brw-------

• socket files srw-------

• fifos prw-------

• doors drw-------

ファイルの命名

Linux には大文字と小文字を区別したファイ

ル名があります。これは、「myfile」と「Myfile」
が別のファイルであることを意味します。一

方、Windows と Mac OS には大文字と小文字

を区別したファイル名はありません。そのた

め、「myfile」と「Myfile」は同じファイル名

と見なされます。 

警告： このような 2 つのファイルが、LINUX 

クライアントから WINDOWS または 

MAC OS ボリュームに複製された場合、2 番

目にコピーされたファイルが 初のファイル

を上書きします。
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ファイルシステム変換

Retrospect では、異なるオペレーティングシ

ステムとファイルシステムを使用するコン

ピュータ間でデータを復元および複製するこ

とができます。2 つのファイルシステムが完

全に同じ属性やファイル形式をサポートする

ことはないので、1 つのファイルシステムか

ら別のファイルシステムにコピーすると、情

報が消失する場合があります。 

Retrospect はデータを消失しない次のファイ

ルシステム変換をサポートします。

• FAT（Windows）から HFS（Macintosh）

へ

• FAT から NTFS（Windows）へ

• HFS から NTFS へ

• FAT から Linux ファイルシステムへ

• Linux から HFS（Mac OS X のみ）へ

Retrospect は、次のファイルシステム変換を

サポートしますが、拡張情報またはデータは

消失します。

• HFS から FAT へ：HFS ファイルのデータ

フォークはコピーされますが、属性、権

限、リソースのフォークはコピーされま

せん。

• NTFS から FAT へ： 初のデータスト

リームはコピーされますが、すべての許

可と残りの NTFS データはコピーされま

せん。

• NTFS から HFS へ：NTFS ボリューム上の 

Services for Macintosh のデータは、消失し

ないで Macintosh HFS ボリュームに復元

または複製されます。Windows NTFS 

データを HFS にコピーすると、 初の

データはコピーされますが、すべての許

可と残りの NTFS データはコピーされま

せん。

• NTFS から Linux へ：許可と残りの NTFS 

データは消失します。

• Linux から HFS（Mac OS 9.x）へ：Linux 

ファイルの許可、所有者、グループの各

属性、特別なファイルの属性（ハードリ

ンクなど）が消失します。

• Linux から FAT へ：Linux ファイルの許

可、所有者、グループの各属性、特別な

ファイルの属性（ハードリンクなど）が

消失します。

ネットワークバックアップのガイド
ライン

この項では、Retrospect を使用してワークグ

ループのバックアップを設定するための情

報、アドバイス、ワークシートについて説明

します。

一般に、個々のバックアップに適用されるの

と同一の原則が、クライアントコンピュータ

のネットワークバックアップにも適用されま

す。個々のバックアップとネットワークバッ

クアップとの主な相違は、ストレージ容量の

制限を圧倒するデータ量にあります。データ

の実質量や頻繁に発生するネットワークバッ

クアップの速度低下の結果、時間も制限され

る場合があります。ネットワーク全体を一晩

でバックアップできない場合は、バックアッ

プを何日かの夜間に分割したり、書類だけを

バックアップしたり、Backup Server スクリプ

トを使用したりすることを検討する必要があ

ります。

この項で扱う情報は、すべてのローカルエリ

アネットワークに適用できますが、例では、

基本的な Ethernet ネットワークのインストー

ルを想定しています。ネットワークがルータ

やゲートウェイなどのネットワーク間デバイ

スを含む場合、バックアップワークグループ

の一部のメンバーがネットワーク間デバイス

によって分割されない限り、ほとんどの計算

を適用できます。ルータやゲートウェイ経由

でバックアップを実行すると、バックアップ

を完了するための時間が増加します。
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バックアップデバイスの選択

バックアップデバイスの容量は、一般に自動

実行のワークグループバックアップでは も

重要な検討事項です。ネットワークのバック

アップほど、容量を消費するものは他にあり

ません。容量が大きければ、多くのクライア

ントコンピュータから多くのファイルをバッ

クアップしたり、バックアップするファイル

の選択基準を広げたり、メディア交換にかか

る合計時間を増やしたり、1 メディア当たり

のバックアップセッション数を増やしたりす

ることが可能になります。

バックアップデバイスの容量が大きくなけれ

ば、バックアップの完了前にメディアを交換

する必要があるため、自動実行のバックアッ

プは完了できません。

バックアップコンピュータの選択

この項では、正しいバックアップデバイスを

選択するための方法や、計画したネットワー

クバックアップに適するバックアップコン

ピュータを選択するための方法についてアド

バイスします。

ファイルサーバは、バックアップコンピュー

タとして使用しません。表 6-1に、デスクトッ

プコンピュータやサーバをバックアップコン

ピュータとして使用する利点を示します。

バックアップコンピュータには、Mac OS X コ
ンピュータならどれでも使用できますが、

ネットワークバックアップの実行に対応でき

るかどうかを考慮して選択する必要がありま

す。たとえば、小～中程度の容量のハードディ

スクを搭載した少数のクライアントコン

ピュータをバックアップする場合は、大容量

のファイルサーバと何千ものファイルを格納

した複数のクライアントコンピュータをバッ

クアップする場合と比べれば、処理能力の低

いコンピュータでも間に合います。以下に、

その他の検討事項を示します。

• バックアップコンピュータのパフォーマ

ンスが、システム全体のパフォーマンス

に影響することはよくあることです。一

般に、高性能のコンピュータほど、より

多数のクライアントコンピュータからよ

り多くのデータをネットワーク経由で

バックアップできます。

• ソフトウェアの圧縮と暗号化で CPU の使

用量が著しく増加します。これらの機能

の使用を考えているなら、より強力な 

CPU とより多くのメモリを搭載するコン

ピュータを選択する必要があります。

• バックアップコンピュータが、ほとんど

のファイルを格納するネットワークボ

リュームを処理するのに十分な RAM を

持つことを確認します。所有するファイ

デスクトップの利点 サーバの利点

• も身近なコンピュータを使用して、バック

アップデバイスや Retrospect に簡単にアクセ

スできる。

• 専用サーバにかかる費用を節約できる。

• メモリや速度が 適なコンピュータを選択で

きる。Retrospect を夜間や週末に実行できるの

で、勤務時間帯にコンピュータを通常どおり

使用できる。

• バックアップの実行中に、サーバにアクセス

しているユーザを全速力で処理できる。

• サーバには通常高性能のモデルを使用するの

で、バックアップ速度を 適化できる。

• サーバの利用が少なくなる夜間や週末を利用

できる。

• サーバがセキュリティで保護された領域に配

置されていれば、バックアップセットにセ

キュリティを追加できる。

• 低速のネットワーク転送率の代わりに高速の

ローカルな転送率を使用することで、大規模

なサーバディスクをバックアップできる。

表 6-1: デスクトップコンピュータやサーバをバックアップコンピュータに使用する利点
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ルが多くなれば、多くの RAM が必要に

なります。 

• バックアップコンピュータが予定時間内

にバックアップを完了しない場合、また

はボリュームのバックアップ回数を増や

したい場合は、高速のバックアップコン

ピュータ、高速のバックアップデバイス、

またはその両方が必要になることがあり

ます。高速のネットワークインター

フェースカードがネットワークバック

アップの速度を速めたり、高速の SCSI コ

ントローラがバックアップデバイスのス

ループットを上げたりする場合がありま

す。

詳しくは 88 ページからの「リソースの管理」

を参照してください。

暗号化と圧縮

Retrospect は暗号化機能を提供して、バック

アップ時に権限のないアクセスからデータを

保護します。また、圧縮機能を提供して、保

存されるデータを圧縮することでバックアッ

プデバイスの容量を節約します。これらの機

能のいずれか 1 つを使用するか両方を使用す

るかにより、選択するバックアップデバイス

のタイプが影響を受けることがあります。

Retrospect の暗号化と圧縮がバックアップの

速度を低下させる恐れがあることに注意して

ください。特に、低速の CPU でコンピュータ

を使用する場合に注意してください。圧縮を

サポートするテープドライブを持つ場合、

テープドライブは、Retrospect よりも高速に

データを圧縮するので圧縮タスクも実行しま

す。

以下の表を参照して、圧縮や暗号化を使用す

る必要があるか、バックアップデバイスとし

て圧縮テープドライブが適しているかなどを

判断してください。

機能 説明 手続き 実行内容

圧縮 バックアップデ
バイスはメディ
ア上により多く
のファイルを保
存できます。

データ内のパターン
を検出します。検出
するパターンが多く
なると、圧縮率が高
くなります。

圧縮ドライブがある場合、データの圧縮が 
Retrospect よりも速いので、Retrospect は圧
縮のタスクをハードウェアに任せます。 

暗号化 バックアップに
セキュリティを
追加します。

権限のないアクセス
を防止するために
データの出現をラン
ダムにします。

Retrospect は常時暗号化を管理します。

暗号化の伴う
圧縮

バックアップデ
バイスはメディ
ア上により多く
のファイルを保
存できるだけで
なく、バック
アップにセキュ
リティを追加し
ます。

圧縮は暗号化の前に
実行する必要があり
ます。

この場合は、Retrospect のソフトウェア圧縮
オプションを使用する必要があります。暗号
化を使用すると、Retrospect は自動的にハー
ドウェア圧縮を無効にします。
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デバイス容量ワークシート

このワークシートを使用して、ワークグルー

プ用バックアップデバイスに必要な 小容量

を概算します。G で算出された値は、メディ

アを交換しないで自動実行のバックアップを

完了するためにバックアップデバイスメディ

アが必要とする 小容量です。

項目 説明 値

 A. 合計ディス
ク容量

ユーザ定義

別のページに、ワークグループのコンピュータと個々のディスク
サイズ（MB）を示します。

合計を計算し、結果を A に代入します。

A =

 B. データ重複
量の概算

ユーザ定義

Retrospect がバックアップを一度だけ実行する場合に、どれくら
いのデータが重複するかを概算します。ワークグループのすべて
のメンバーが同一のアプリケーション、ディクショナリ、フォン
トなどを使用する場合は、60%（0.6）のデータ重複があると考え
られます。平均的なネットワークの場合、30%（0.3）を代入しま
す。

重複パーセントの概算を小数点形式で B に代入します。

B =

 C. 縮小要素

C = 1 - B

1 から値 B を減算して、データ縮小要素を取得します。たとえば、
B が 0.3 の場合、縮小要素は 0.7（1 - 0.3 = 0.7 になるため）にな
ります。

差を計算し、結果を C に代入します。

C =

 D. 縮小データ

D = A ∗  C

バックアップに必要な圧縮前のデータの実容量を概算するには、
合計ディスク容量（A）と縮小要素（C）を乗算します。

積を計算し、結果を D に代入します。

D =

 E. 圧縮の概算

ユーザ定義

圧縮率はファイルにより異なります。テキストファイルの圧縮率
は高く、アプリケーションファイルの圧縮率は低くなります。予
測できる通常の圧縮率は 50%（0.5）です。ネットワークのバック
アップで予測できる平均的な圧縮率は 30%（0.3）です。圧縮を使
用しなければ、0 を代入します。

圧縮パーセントの概算を小数点形式で E に代入します。

E =

 F. 圧縮要素

F = 1 - E

1 から圧縮の概算（E）を減算します。たとえば、E が 0.35 
（35%）の場合、F は 0,65（1 - 0.35 = 0.65 になるため）になりま
す。

差を計算し、結果を F に代入します。

F =

 G. 必要なバッ
クアップ容
量

G = D ∗  F

必要 小限のバックアップデバイス容量を計算するには、縮小
データ量（D）と圧縮要素（F）を乗算します。

積を計算し、結果を G に代入します。

G =
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バックアップ所要時間ワークシート

バックアップデバイスのサイズが決定した

ら、以下のワークシートを使用して、ネット

ワークバックアップで必要な時間数を決定し

ます。合計時間が 12 時間よりも少ない場合

は、一晩で書き替えバックアップを完了でき

ます。合計時間が 12 時間を超える場合は、書

き替えバックアップを週末だけ実行すること

や、書類や環境設定だけをバックアップする

ことなど別の計画を検討する必要がありま

す。 

別の計画については、第 8 章の「バックアッ

プ計画」を参照してください。

項目 説明 値

 H. バックアップ容
量の必要条件

H = D

H には、デバイス容量ワークシートの項目 D の合計縮小デー
タを代入します。

H =

 I. 検証乗数

ユーザ定義

検証を使用しない場合は、1 を代入します。検証を使用する場
合は、1.5 で開始します。ただし、ソフトウェアの圧縮または
暗号化を使用する場合は、0.1 ～ 0.5 だけ増やします。バック
アップコンピュータが遅い場合は、値を増やします。

検証乗数を I に代入します。

I =

 J. 合計転送量

J = H ∗  I

ネットワーク経由で転送されるデータの合計量を求めるには、
バックアップ容量の必要条件（H）と検証乗数（I）を乗算し
ます。

積を計算し、結果を J に代入します。

J =

 K. ネットワークの
スループット

ユーザ定義

スループット率は、ネットワークのケーブル方式で変動しま
す。10BaseT の場合は 1200 MB/ 時を使用し、100BaseT の
場合は 2400 MB/ 時を使用します。

1 時間当たりの MB の値を K に代入します。

K =

 L. 調整後のネット
ワークのスルー
プット

L = K (1 - .05n)

ルータを使用するバックアップでは、一般に各ルータに対し
てパフォーマンスを 5% 減算します（n はルータ数）。

差を計算し、結果を L に代入します。ルータまたはブリッジ
を使用していない場合は、L に K の値を代入します。

L =

 M. 所要時間 バックアップに必要な合計時間数を決定するには、合計転送
量（J）を調整後のネットワークのスループット（L）で除算
します。

商を計算し、結果を M に代入します。

M =

 M=
J
L
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章 7

障害発生時の復旧

• 障 害 発 生 時 の 復 旧 の 概 説

• 起 動 用  C D  に よ る バ ッ ク ア ッ プ コ ン ピ ュ ー タ の 復 元

• 起 動 用  C D  を 使 用 し な い バ ッ ク ア ッ プ コ ン ピ ュ ー タ の 復 元

• M A C O S  ク ラ イ ア ン ト の 復 元

• M A C O S  サ ー バ ク ラ イ ア ン ト の 復 元

• W I N D O W S  ク ラ イ ア ン ト の 復 元

• L I N U X  ク ラ イ ア ン ト の 復 元

この章では、障害の発生によってデータの復元に必要なコンピュータ環境が利用

できない状況でバックアップコンピュータとクライアントコンピュータを復元す

る方法について説明します。
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障害発生時の復旧の概説

Retrospect には、消失したデータを復元する

のに必要なコンピュータ環境が使用できない

状況で壊滅的なデータ損失から復旧するのに

役立つツールと機能があります。コンピュー

タを起動し Retrospect を起動できる場合は、

54 ページからの「復元」で説明しているとお

りにアプリケーションの復元機能を使用でき

ます。

Retrospect には、起動可能な障害発生時の復

旧用 CD が用意されています。災害発生時は、

この CD を使用してバックアップコンピュー

タを起動および復元できます。

起動用 CD によるバックアップコン
ピュータの復元

障害発生時の復旧を行うため、Macintosh を
Retrospect CD で起動して OS X を実行するこ

とができます。 

注意： この CD は、製品版の RETROSPECT に

のみ含まれています。OEM ドライブバンドル

の 一 部 と し て な ど 他 の 販 売 方 法 で

RETROSPECT を入手した場合には、起動用

CD を作成するのに使用できる RETROSPECT

OS X BOOTABLE CD.DMG という CD イメー

ジファイルが CD に入っています。

Retrospect  CD をお持ちでない場合は、

132 ページの「起動用 CD を使用しないバッ

クアップコンピュータの復元」で説明されて

いる障害発生時の復旧手順に従ってくださ

い。

制限

起動用 CD は制限付きの OS を実行するため、

インターネットバックアップセットから復元

したり、ネットワーク上に保存されたファイ

ルバックアップセットから復元したりするこ

とはできません。 

• これらのタイプのバックアップセットか

ら復元するには、132 ページの「起動用 

CD を使用しないバックアップコン

ピュータの復元」で説明されている操作

に従ってください。

お使いのバックアップデバイスが特別なドラ

イバキットまたは機能拡張を必要とする機種

の場合、および Retrospect を使って CD/DVD
ドライブのカスタム設定を作成した場合は、

Retrospect の起動用 CD からコンピュータを

起動したときにそのデバイスは使用できませ

ん。 

• このような状況で復元するには、

132 ページの「起動用 CD を使用しない

バックアップコンピュータの復元」で説

明されている操作に従ってください。

起動用 CD を使用した復元

この方法は、消失したデータを復元するのに

必要なコンピュータ環境が利用できないよう

な状態に Macintosh が陥った場合を想定して

います。コンピュータを起動し Retrospect を
起動できる場合は、54 ページからの「復元」

で説明しているとおりにアプリケーションの

復元機能を使用できます。

以下の操作説明は、Retrospect と起動用 CD を
利用して、良好な状態を取り戻す方法として

参考にしてください。

1. 起動用 CD を使用して再起動する

バックアップコンピュータに Retrospect CD
を挿入して再起動します。この CD は、

Mac OS X が動作するどんなコンピュータで

も起動できます。強制的に CD から起動する

ため、起動時に「C」キーを押し続けてくだ

さい。Retrospect が自動的に起動します。

注意： この CD から MACINTOSH を起動でき

なかった場合は、132 ページの「起動用 CD

を使用しないバックアップコンピュータの復

元」を参照してください。

2. カタログファイルを開くか、再作成する

「基本」タブから「復元」をクリックしてくだ

さい。
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「ディスク全体を復元」を選択して、「OK」を

クリックします。 

Macintosh が CD から起動したため、カタログ

ファイルを再作成または参照するまでは、利

用可能なバックアップセットはありません。

• カタログファイルが入ったハードドライ

ブのパーティションにアクセスできる場

合は、「開く」をクリックします。

• ハードドライブ上のカタログファイルに

アクセスできない場合は、「再作成」をク

リックします。

ディスクカタログを開くには

1.「開く」をクリックします。

2. バックアップコンピュータの 新のバッ

クアップが入ったバックアップセットのカタ

ログファイルの場所を探します。

3. カタログファイルを選択して、「開く」を

クリックします。

カタログファイルを再作成するには

1.「再作成」をクリックします。

2. バックアップコンピュータの 新のバッ

クアップセットデータが含まれるメディアタ

イプを選択し、「OK」をクリックします。

注意：コンピュータは起動後、制限付きのシ

ステム状態になったため、インターネット

バックアップセットや、ネットワーク上に保

存したファイルバックアップセットにはアク

セスできません。

3. バックアップセットデータが入ったメ

ディアをロードし、「メディアの選択」ウィ

ンドウでそのメディアを選択して、「OK」を

クリックします。

4. カタログファイルの保存場所を指定し、

「保存」をクリックします。

バックアップセットのカタログの修復が実行

され、進行状況が実行状況ウィンドウに表示

されます。バックアップセットの特定メン

バーのカタログ修復が完了すると、修復すべ

き他のメンバーがあるかどうか尋ねるダイア

ログが表示されます。

5. もうメンバーがない場合は、「いいえ」を

クリックします。まだメンバーがある場合

は、「はい」をクリックします。

「いいえ」をクリックするまで、引き続きさ

らにメンバーがあるかどうかが尋ねられま

す。

3. バックアップから復元する

どのバックアップファイルを復元するのか、

元ボリュームを選択するためのウィンドウが

表示されます。
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ウィンドウ上部のリストから、バックアップ

コンピュータのハードディスクの 新のバッ

クアップを含むバックアップセットを選択し

ます。下部のリストから、そのハードディス

クの 新のスナップショットを選択します。

確認したら「OK」をクリックします。 

ファイルの復元先を選択するためのウィンド

ウが表示されます。

ハードディスク全体が消去されており完全に

復元する必要があるので、復元したいハード

ディスクを選択して、ポップアップメニュー

を「ディスク全体を復元」のままにしておき

ます。

注意： 復元するバックアップが復元するハー

ドディスクのフルバックアップでない場合

は、ポップアップメニューから「対応するファ

イルを復元」を選択します。 

確認したら「OK」をクリックします。実行の

確認を求めるダイアログが表示されるので、

確認して「置き換える」をクリックします

（「ディスク全体を復元」の場合のみ）。バック

アップ元と復元先が比較されて、復元ウィン

ドウ内に概要が表示されます。

バックアップセットの 初の CD/DVD、テー

プ、ディスクなどをバックアップデバイスに

挿入して、ウィンドウの「復元」をクリック

します。

4. 再起動する

復元が完了したら、Retrospect を終了してコ

ンピュータを再起動します。

これで、コンピュータを使用する準備が整い

ました。

注意： 部分的バックアップから復元した場合

は、ハードディスクの内容が部分的にしか復

元されません。たとえば、「書類のみ」のバッ

クアップから復元した場合は、アプリケー

ションを手動で再インストールしなければな

りません。

起動用 CD を使用しないバックアッ
プコンピュータの復元

この方法は、消失したデータを復元するのに

必要なコンピュータ環境が利用できないよう

な状態に Macintosh が陥った場合を想定して

います。 

• コンピュータを起動し Retrospect を起動

できる場合は、54 ページからの「復元」

で説明しているとおりにアプリケーショ

ンの復元機能を使用できます。 

• Retrospect の起動用 CD でコンピュータを

起動できる場合は、130 ページの「起動

用 CD によるバックアップコンピュータ

の復元」を参照してください。
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起動用 CD を使用しない復元

以下の手順は、コンピュータが自力または

Retrospect の起動用 CD で起動しない場合に、

コンピュータの良好な状態を取り戻す方法と

して参考にしてください。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

バックアップコンピュータの CD/DVD ドラ

イブに Mac OS X CD を挿入して、コンピュー

タを再起動します。強制的に CD-ROM から起

動するため、起動時に「C」キーを押し続け

てください。「Installer」メニューから「Disk
Utility を開く ...」を選択して、「First Aid」タ

ブをクリックします。「Disk First Aid」を使用

して、ハードディスクに問題がないか調べ、

可能であれば問題を修復してください。（その

他のディスク修復ユーティリティをお持ちの

場合、それらもお試しください。また、「ドラ

イブ設定」ユーティリティまたはご使用の

ディスクフォーマットソフトウェアのローレ

ベル検証やテスト機能を使用して、ディスク

ユーティリティが発見できない欠陥がハード

ディスクにないか検証してください）。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベルでの

問題も見つからなかった場合、操作はこのス

テップで終了してください。ハードディスク

の復元や、再フォーマットは必要ありません。

ディスクユーティリティで修復できない問題

がある場合や、ハードディスクをデスクトッ

プにマウントできなかったときは、おそらく

ハードディスクを再フォーマットする必要が

あります。ステップ 4 に進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディスク

に問題が残っている場合、やはりハードディ

スクを再フォーマットする必要があるでしょ

う。この場合、次のステップ 3 に記述されて

いるように、まずデータをバックアップして

ください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ

する

修復したハードディスクのバックアップを実

行してください。ハードディスクから再起動

して、Retrospect を起動します。検証オプショ

ンをオンにして、異なるバックアップセット

に 2 つの新しいバックアップを作成した方が

良いでしょう。既存のバックアップセットに

対して書き替えバックアップは実行しないで

ください。損傷したドライブは、すべてのファ

イルを完全に保存できていない可能性があ

り、前回までのバックアップを消去されては

困るからです。データの充分なバックアップ

が保管されていることを確認した後、バック

アップセットのカタログを外付けディスクや

サーバにコピーします。

4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修復で

きなかった場合、復元する前にディスクを再

フォーマットした方が良いでしょう。

警告： ハードディスクをフォーマットする

と、ディスク上に保存されているすべての

データが消去されます。ハードディスクを

フォーマットしてよいかどうか自信がないと

きは、ハードディスクまたはコンピュータの

メーカーに問い合わせてください。

ディスクを修復できなかったときは、「Disk
Utility」で損傷したボリュームを選択して、

「消去」タブをクリックします。そして、フォー

マットを選んで名前を付け、「消去」をクリッ

クしてください。

5. ソフトウェアを再インストールする

コンピュータを CD から起動するため、起動

時に「C」キーを押し続け、Mac OS X CD を
使用して再起動してください。

再フォーマットしたハードディスクに、新し

く Mac OS システムソフトウェアをインス

トールします。
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警告： MAC OS X を復元する場合には、元と

全く同じバージョンの MAC OS X をインス

トールしなければなりません。たとえば、

バージョン 10.1.5 を実行していたコンピュー

タをバックアップした場合は、MAC OS X 

10.1.5 をインストールしなければなりませ

ん。

CD を取り出し、ハードディスクの新しいシ

ステムで再起動します。インターネットバッ

クアップセットをお使いの場合は、TCP/IP
ネットワークの設定を行います。「日付 & 時
刻」コントロールパネルまたは「システム環

境設定」で、時刻と時間帯、必要に応じて夏

時間を設定します。

11 ページの「Retrospect のインストール」に

記載されている操作説明に従って Retrospect
をインストールします。設定ファイルやカタ

ログファイルをフロッピーやリムーバブル

ディスクにコピーしてある場合、それらの

ファイルをハードディスクにコピーします。

次に、Retrospect アプリケーションを起動し

ます。カタログファイルを作成していても

バックアップしていない場合、バックアップ

済みのメディアから再構築することができま

す（再構築するには、「ツール」タブから「修

復」をクリックし、オプションのボタンから

メディアを選択して作り直してください。詳

しくは 206 ページで説明しています）。

カタログファイルを CD/DVD またはリムー

バブルディスクからコピーした場合は、

Retrospect に認識させるための作業が必要で

す。「設定」タブで「バックアップセット」を

クリックし、次に表示されるウィンドウで「更

に ...」をクリックし、次のダイアログボック

スで「開く」をクリックして、利用可能なバッ

クアップセットのリストにカタログを追加し

ます。

注意： バックアップデバイスにアクセスする

ために、他社のドライバをインストールしな

ければならない場合もあります。

6. バックアップから復元する

これでハードディスクは正常に動作し、バッ

ク ア ッ プ セ ッ ト の カ タ ロ グ と と も に

Retrospect が動作するようになったので、ハー

ドディスクを復元することができます。「基

本」タブから「復元」をクリックしてください。

「ディスク全体を復元」を選択して、「OK」を

クリックします。どのバックアップファイル

を復元するのか、元ボリュームを選択するた

めのウィンドウが表示されます。

ウィンドウ上部のリストから、バックアップ

コンピュータのハードディスクの 新のバッ

クアップを含むバックアップセットを選択し

ます。下部のリストから、そのハードディス

クの 新のスナップショットを選択します。

確認したら「OK」をクリックします。ファイ

ルの復元先を選択するためのウィンドウが表

示されます。
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ハードディスク全体が消去されており完全に

復元する必要があるので、復元したいハード

ディスクを選択して、ポップアップメニュー

を「ディスク全体を復元」のままにしておき

ます。

注意： 復元するバックアップが復元するハー

ドディスクのフルバックアップでない場合

は、ポップアップメニューから「対応するファ

イルを復元」を選択します。たとえば、FTP

サーバの容量や接続速度などの制限によって

「書類のみ」をインターネットバックアップ

セットにバックアップしていた場合などを想

定しています。

警告： MAC OS X で、動作中のシステムボ

リューム以外のボリュームに復元する場合

は、そのボリュームについて、事前に 

FINDER の「情報を見る」を使用してくださ

い。情報ウィンドウのメニューから「所有権

とアクセス権」を選択して、「このボリュー

ム上の所有権を無視する」オプションをオフ

にしてください。

確認したら「OK」をクリックします。実行の

確認を求めるダイアログが表示されるので、

確認して「置き換える」をクリックします

（「ディスク全体を復元」の場合のみ）。バック

アップ元と復元先が比較されて、復元ウィン

ドウ内に概要が表示されます。

バックアップセットの 初の CD/DVD、テー

プ、ディスクなどをバックアップデバイスに

挿入して、ウィンドウの「復元」をクリック

します。

7. 再起動する

コンピュータを再起動します。これで、コン

ピュータを使用する準備が整いました。

注意： 部分的バックアップから復元した場合

は、ハードディスクの内容が部分的にしか復

元されません。たとえば、「書類のみ」のバッ

クアップから復元した場合は、アプリケー

ションを手動で再インストールしなければな

りません。

MAC OS クライアントの復元

以下の操作説明では、ネットワークを介して、

Mac OS クライアント上のボリューム全体を

復元する方法を示します。

バックアップコンピュータから実際の復元操

作を行う前に、まず、クライアントコンピュー

タでネットワークが動作するようにしなけれ

ばなりません。

以下のステップは重大なトラブルが起こった

ときにだけ行うべきもので、この操作はクラ

イアントコンピュータのハードディスク上に

あるすべての内容を以前バックアップした

「すべてのファイル」で置き換えてしまうこと

を意味します。

注意： 以下のステップは、ファイル共有に

よってファイルサーバとして稼働している

MACINTOSH には対応していません。サーバ
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を復元するには、138 ページの「MAC OS サー

バクライアントの復元」を参照してください。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

Macintosh クライアントコンピュータの 
CD/DVD ドライブに Mac OS 9 または 
Mac OS X の CD を挿入して、コンピュータ

を再起動します。強制的に CD から起動する

ため、起動時に「C」キーを押し続けてくだ

さい。Mac OS 9 では、CD から「Disk First 
Aid」ユーティリティを開きます。Mac OS X 
では、「Installer」メニューから「Disk Utility 
を開く ...」を選択して、「First Aid」タブを

クリックします。「Disk First Aid」を使用し

て、ハードディスクに問題がないか調べ、可

能であれば問題を修復してください。（その

他のディスク修復ユーティリティをお持ちの

場合、それらもお試しください）。また、「ド

ライブ設定」ユーティリティまたはご使用の

ディスクフォーマッタソフトウェアのローレ

ベル検証やテスト機能を使用して、ディスク

ユーティリティが発見できない欠陥がハード

ディスクにないか検証してください。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベルでの

問題も見つからなかった場合、操作はこのス

テップで終了してください。ハードディスク

の復元や、再フォーマットは必要ありません。

ディスクユーティリティで修復できない問題

がある場合や、ハードディスクをデスクトッ

プにマウントできなかったときは、おそらく

ハードディスクを再フォーマットする必要が

あります。ステップ 4 に進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディスク

に問題が残っている場合、やはりハードディ

スクを再フォーマットする必要があるでしょ

う。この場合、次のステップ 3 に記述されて

いるように、まずデータをバックアップして

ください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ

する

ハードディスクをバックアップしてくださ

い。検証オプションをオンにして、異なるバッ

クアップセットに 2 つの新しいバックアップ

を作成した方が良いでしょう。既存のバック

アップセットに対して書き替えバックアップ

は実行しないでください。損傷したドライブ

は、すべてのファイルを完全に保存できてい

ない可能性があり、前回までのバックアップ

を消去されては困るからです。

4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修復で

きなかった場合、復元する前にディスクを再

フォーマットした方が良いでしょう。

警告： ハードディスクをフォーマットする

と、ディスク上に保存されているすべての

データが消去されます。ハードディスクを

フォーマットしてよいかどうか自信がないと

きは、ハードディスクまたはコンピュータの

メーカーに問い合わせてください。

Mac OS 9 でディスクを修復できなかったと

きは、Finder で障害の起こっているボリュー

ムを選び、「特別」メニューから「ディスクの

消去」を選択します。Mac OS X でディスク

を修復できなかったときは、「Disk Utility」で

損傷したボリュームを選択して、「消去」タブ

をクリックします。そして、フォーマットを

選んで名前を付け、「消去」をクリックしてく

ださい。Mac OS 9 の Finder で消去できなかっ

た場合は、ディスクの再フォーマットを行う

必要があります。ディスクの再フォーマット

を行うには、「Disk Tools」ディスクまたは CD
に付属の「ドライブ設定」アプリケーション

かハードディスクに付属のフォーマッタソフ

トを使用してください。

5. システムソフトウェアをインストールす

る

再フォーマットしたハードディスクに、新し

く Mac OS システムソフトウェアをインス

トールします。コンピュータを CD から起動

するため、起動時に「C」キーを押し続け、
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Mac OS 9 または Mac OS X の CD を使用して

再起動してください。

再フォーマットしたハードディスクに、新し

く Mac OS システムソフトウェアをインス

トールします。Mac OS X を復元する場合に

は、元と全く同じバージョンの Mac OS X を
インストールしなければなりません。たとえ

ば、バージョン 10.2.4 を実行しているクライ

アントをバックアップした場合は、Mac OS X
10.2.4 をインストールしなければなりませ

ん。

CD を取り出し、ハードディスクの新しいシ

ステムで再起動します。「日付 & 時刻」コン

トロールパネルまたは「システム環境設定」

で、時刻と時間帯、必要に応じて夏時間を設

定します。Mac OS 9 では、システムフォルダ

の名前を「temp」に変更します。

6. TCP/IP の設定

クライアントコンピュータが TCP/IP ネット

ワークを使用できるように適切に設定されて

いることを確かめてください。（TCP/IP の設

定のために手助けが必要な場合には、ネット

ワーク管理者に問い合わせてください）。

7. クライアントコントロールパネルを一時

的にインストールする

101 ページの「Macintosh コンピュータへの

Retrospect クライアントソフトウェアのイン

ストール」に記載されている操作説明に従っ

て Retrospect クライアントソフトウェアをイ

ンストールします。パスワードを記憶します。

クライアントコンピュータを再起動します。

再起動すると、コンピュータの起動時に、ク

ライアントソフトウェアが自動的にロードさ

れます。バックアップコンピュータからこの

クライアントの Retrospect にログインしま

す。詳細については、104 ページの「クライ

アントの追加」を参照してください。

8. クライアント Macintosh の復元の準備を

する

Retrospect クライアントコントロールパネル

（Mac OS 9 の場合）または Retrospect クライ

アントアプリケーション（Mac OS X の場合）

を開いて、クライアントソフトウェアがオン

になっており、 初のアクセスを待っている

ことを確かめます。

Mac OS 9 では、理想的な復元状況を得るため

に、クライアント Macintosh のシャットダウ

ン操作を行います。Retrospect のシャットダ

ウンダイアログが表示されます。

クライアント Macintosh は、このダイアログ

が表示された状態のままにします。実際の

シャットダウンや再起動は行わないでくださ

い。

Mac OS X で、動作中のシステムボリューム

以外のボリュームに復元する場合は、そのボ

リュームについて、事前に Finder の「情報を

見る」を使用してください。情報ウィンドウ

のメニューから「所有権とアクセス権」を選

択して、「このボリューム上の所有権を無視す

る」オプションをオフにしてください。

Mac OS X で理想的な復元状況を得るために、

ログアウト操作を行います。ログインウィン

ドウが表示されます。クライアント Macintosh
は、このウィンドウが表示された状態のまま

にします。ログイン、シャットダウン、再起

動は行わないでください。

9. ファイルの復元

ハードディスクが再び動作するようになった

ので、バックアップコンピュータからクライ

アントへ復元を行うことができます。

Retrospect の「基本」タブから「復元」をク

リックしてください。
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「ディスク全体を復元」を選択して、「OK」を

クリックします。どのバックアップファイル

を復元するのか、元ボリュームを選択するた

めのウィンドウが表示されます。

ウィンドウ上部のリストから、クライアント

のハードディスクの 新のバックアップを含

むバックアップセットを選択します。下部の

リストから、そのハードディスクの 新のス

ナップショットを選択します。確認したら

「OK」をクリックします。ファイルの復元先

を選択するためのウィンドウが表示されま

す。

クライアントのハードディスク全体が消去さ

れており完全に復元する必要があるので、復

元したいハードディスクを選択して、ポップ

アップメニューを「ディスク全体を復元」の

ままにしておきます。

内容全体を置き換えてよいかどうかの確認を

求めるダイアログが表示されるので、確認し

たら「OK」をクリックします。バックアップ

元と復元先が比較されて、復元ウィンドウ内

に概要が表示されます。

バックアップセットの 初の CD/DVD、テー

プ、ディスクなどをバックアップデバイスに

挿入して、ウィンドウの「復元」をクリック

します。

10. 再起動、再構築、および廃棄

Mac OS X クライアントの場合は、復元が完

了したらクライアントコンピュータを再起動

します。Mac OS 9 クライアントの場合は、ク

ライアントコンピュータを再起動し、起動時

から command キーと option キーを押してデ

スクトップを再構築します（デスクトップの

再構築を確認するダイアログが表示されるま

で押し続けてください）。デスクトップの再構

築が完了したら、「temp」システムフォルダを

ゴミ箱に入れて、「ゴミ箱を空に」します。

これで、コンピュータを使用する準備が整い

ました。

MAC OS サーバクライアントの復元

この項では、Retrospect を使用して、Mac OS
ファイル共有によって共有されているボ

リュームを復元する方法について説明しま

す。これらの操作では、ボリュームの復元後

にもアクセス権が変化しないようにするため

の、特別の手順が必要となります。
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サーバに対するアクセス権が復元されるの

は、バックアップの時点と復元処理の時点の

両方でファイル共有が動作している場合に限

られます。

サーバが障害を起こしておらず、いくつかの

ファイルやフォルダだけをバックアップから

復元する必要がある場合（たとえば、誰かが

誤ってサーバからいくつかのフォルダを削除

した場合など）には、54 ページの「復元」の

操作手順に従うだけで十分です。

サーバ全体を復元する必要がある場合は、以

下の手順に従ってください。 

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

Macintosh を再起動して、Mac OS X または

Mac OS 9 の CD-ROM を CD/DVD ドライブに

挿入します。強制的に CD-ROM から起動する

ため、起動時に「C」キーを押し続けてくだ

さい。Mac OS X では、「Installer」メニューか

ら「Disk Utility を開く ...」を選択して、「First
Aid」タブをクリックします。Mac OS 9 では、

CD から「Disk First Aid」ユーティリティを開

きます。「Disk First Aid」を使用して、ハード

ディスクに問題がないか調べ、可能であれば

問題を修復してください。（その他のディスク

修復ユーティリティをお持ちの場合、それら

もお試しください）。また、「ドライブ設定」

ユーティリティまたはご使用のディスク

フォーマッタソフトウェアのローレベル検証

やテスト機能を使用して、ディスクユーティ

リティが発見できない欠陥がハードディスク

にないか検証してください。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベルでの

問題も見つからなかった場合、操作はこのス

テップで終了してください。ハードディスク

の復元や、再フォーマットは必要ありません。

ディスクユーティリティで修復できない問題

がある場合や、ハードディスクをデスクトッ

プにマウントできなかったときは、おそらく

ハードディスクを再フォーマットする必要が

あります。ステップ 4 に進んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディスク

に問題が残っている場合、やはりハードディ

スクを再フォーマットする必要があるでしょ

う。この場合、次のステップ 3 に記述されて

いるように、まずデータをバックアップして

ください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ

する

ハードディスクをバックアップしてくださ

い。検証オプションをオンにして、異なるバッ

クアップセットに 2 つの新しいバックアップ

を作成した方が良いでしょう。既存のバック

アップセットに対して書き替えバックアップ

は実行しないでください。損傷したドライブ

は、すべてのファイルを完全に保存できてい

ない可能性があり、前回までのバックアップ

を消去されては困るからです。データの充分

なバックアップが保管されていることを確認

した後、バックアップセットのカタログをフ

ロッピーディスク、リムーバブルディスク、

または他のサーバにコピーします。

4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修復で

きなかった場合、復元する前にディスクを再

フォーマットした方が良いでしょう。

警告： ハードディスクをフォーマットする

と、ディスク上に保存されているすべての

データが消去されます。ハードディスクを

フォーマットしてよいかどうか自信がないと

きは、ハードディスクまたはコンピュータの

メーカーに問い合わせてください。

Mac OS X でディスクを修復できなかったと

きは、「Disk Utility」で損傷したボリュームを

選択して、「消去」タブをクリックします。そ

して、フォーマットを選んで名前を付け、「消

去」をクリックしてください。Mac OS 9 で
ディスクを修復できなかったときは、Finder
で障害の起こっているボリュームを選び、「特

別」メニューから「ディスクの消去」を選択

します。

Mac OS 9 の Finder で消去できなかった場合

は、ディスクの再フォーマットを行う必要が
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あります。ディスクの再フォーマットを行う

には、「Disk Tools」ディスク（または CD）に

収録されている「ドライブ設定」アプリケー

ションを起動するか、ハードディスクに付属

するフォーマッタソフトウェアを使用してく

ださい。

5. システムソフトウェアをインストールす

る

コンピュータを CD から起動するため、起動

時に「C」キーを押し続け、Mac OS X Server
CD-ROM を使用して再起動してください。

再フォーマットしたハードディスクに、新し

く Mac OS システムソフトウェアをインス

トールします。Mac OS X を復元する場合に

は、元と全く同じバージョンの Mac OS X を
インストールしなければなりません。たとえ

ば、バージョン 10.2.4 を実行しているサーバ

をバックアップした場合は、Mac OS X 10.2.4
をインストールしなければなりません。

CD を取り出し、ハードディスクの新しいシ

ステムで再起動します。「日付 & 時刻」コン

トロールパネルまたは「システム環境設定」

で、時刻と時間帯、必要に応じて夏時間を設

定します。Mac OS 9 では、システムフォルダ

の名前を「temp」に変更します。

6. TCP/IP を設定する

TCP/IP ネットワークを使用できるよう、コン

ピュータが適切に設定されていることを確か

めてください。（TCP/IP の設定のために手助

けが必要な場合には、ネットワーク管理者に

問い合わせてください）。

7. クライアントコントロールパネルを一時

的にインストールする

Retrospect クライアントソフトウェアを 
Macintosh にインストールして、再起動しま

す。このクライアントで、Retrospect にログ

インして、「Temp Client」という名前を付け

ます。

8. クライアント Macintosh の復元の準備を

する

Retrospect クライアントアプリケーション

（Mac OS X の場合）または Retrospect クライ

アントコントロールパネル（Mac OS 9 の場

合）を開いて、クライアントソフトウェアが

オンになっており、 初のアクセスを待って

いることを確かめます。Mac OS 9 では、理想

的な復元状況を得るために、クライアント

Macintosh のシャットダウン操作を行います。

Retrospect のシャットダウンダイアログが表

示されます。

クライアントは、このダイアログが表示され

た状態のままにします。実際のシャットダウ

ンや再起動は行わないでください。

OS X で、動作中のシステムボリューム以外の

ボリュームに復元する場合は、そのボリュー

ムについて、事前に Finder の「情報を見る」

を使用してください。情報ウィンドウのメ

ニューから「所有権とアクセス権」を選択し

て、「このボリューム上の所有権を無視する」

オプションをオフにしてください。

OS X で理想的な復元状況を得るために、ログ

アウト操作を行います。ログインウィンドウ

が表示されます。クライアント Macintosh は、

このウィンドウが表示された状態のままにし

ます。ログイン、シャットダウン、再起動は

行わないでください。

9. ファイルのための 初の復元

ハードディスクが再び動作するようになった

ので、バックアップコンピュータからサーバ

へ復元を行うことができます。「基本」タブか

ら「復元」をクリックしてください。 
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「ディスク全体を復元」を選択して、「OK」を

クリックします。どのバックアップファイル

を復元するのか、元ボリュームを選択するた

めのウィンドウが表示されます。

ウィンドウ上部のリストから、サーバのハー

ドディスクの 新のバックアップを含むバッ

クアップセットを選択します。下部のリスト

から、そのハードディスクの 新のスナップ

ショットを選択します。確認したら「OK」を

クリックします。ファイルの復元先を選択す

るためのウィンドウが表示されます。

サーバのハードディスク全体が消去されてお

り完全に復元する必要があるので、復元した

いハードディスクを選択して、ポップアップ

メニューを「ディスク全体を復元」のままに

しておきます。

内容全体を置き換えてよいかどうかの確認を

求めるダイアログが表示されるので、確認し

たら「OK」をクリックします。バックアップ

元と復元先が比較されて、復元ウィンドウ内

に概要が表示されます。

バックアップセットの 初の CD/DVD、テー

プ、ディスクなどをバックアップデバイスに

挿入して、ウィンドウの「復元」をクリック

します。

OS 9 の場合は、コンピュータを再起動し、

「temp」システムフォルダをゴミ箱に入れて、

「ゴミ箱を空に」します。

元のクライアントにログインします。 

10. アクセス権のための 2 度目の復元

Mac OS ファイル共有を使用している場合に

は、ファイル共有を開始します。共有するボ

リュームまたはフォルダを選択してから、

ルートアクセス権についての適切なオーナー

とグループを選んで、希望するオプションを

設定します。

共有をオンにし、やはり「ディスク全体を復

元」オプションを使用して、同じバックアッ

プセットでもう一度復元操作を実行します。

Retrospect は、「スマートな」復元を実行しま

す。この場合、ごく少数のファイルをコピー

してから（または、変更されたファイルがな

ければ、何もコピーせずに）、アクセス権を設

定します。共有違反エラーが報告される場合

もありますが、重要なものではないので、無

視してください。
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サーバを再起動し、確認ダイアログが表示さ

れるまで command キーと option キーを同時

に押しつづけて、デスクトップを再構築しま

す。

11. Mac OS 10.1.x のための付加的なステッ

プ

コンピュータを再起動した後でも、共有ポイ

ントが見つからない場合や、不適切な共有ポ

イントで置き換えられている場合がありま

す。Server Admin を使用し、以下のステップ

に従って、これらの問題を修正してくださ

い。

• 無効な共有ポイントを削除します。

• 希望する共有ポイントを再設定します。

• 影響を受けたユーザやグループリスト

（または NetInfo ドメイン）の「Home 

Directory Defaults」をリセットします。

注意： これらの付加的なステップは、

MAC OS X SERVER 10.2 以降の場合には必要

ありません。

WINDOWS クライアントの復元

以下の操作説明では、ネットワークを介して、

Windows クライアント上のボリューム全体

を復元する方法を示します。

バックアップコンピュータから実際の復元操

作を行う前に、まず、クライアントコンピュー

タでネットワークが動作するようにしなけれ

ばなりません。

以下のステップは重大なトラブルが起こった

ときにだけ行うべきもので、この操作はクラ

イアントコンピュータのハードディスク上に

あるすべての内容を以前バックアップした

「すべてのファイル」で置き換えてしまうこと

を意味します。

Windows クライアントを復元するには、以下

の手順に従ってください。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

Windows クライアントコンピュータに付属

するシステム CD または緊急起動用のディス

クを用意します。コンピュータを再起動して、

ディスクまたは CD を挿入します。このディ

スクか CD からコンピュータが起動したら、

ScanDisk を実行して、ハードディスクに問題

がないかどうか検査します。（その他のディス

ク修復ユーティリティをお持ちの場合、それ

らもお試しください）。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベルでの

問題も見つからなかった場合、操作はこのス

テップで終了してください。ハードディスク

の復元や、再フォーマットは必要ありません。

ディスクユーティリティで修復できない問題

がある場合や、ハードディスクが Windows の
エクスプローラからアクセスできなかったと

きは、おそらくハードディスクを再フォー

マットする必要があります。ステップ 4 に進

んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディスク

に問題が残っている場合、やはりハードディ

スクを再フォーマットする必要があるでしょ

う。この場合、次のステップ 3 に記述されて

いるように、まずデータをバックアップして

ください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ

する

ハードディスクをバックアップしてくださ

い。検証オプションをオンにして、異なるバッ

クアップセットに 2 つの新しいバックアップ

を作成した方が良いでしょう。既存のバック

アップセットに対して書き替えバックアップ

は実行しないでください。損傷したドライブ

は、すべてのファイルを完全に保存できてい

ない可能性があり、前回までのバックアップ

を消去されては困るからです。データの充分

なバックアップが保管されていることを確認

した後、バックアップセットのカタログをフ

ロッピーディスク、リムーバブルディスク、

またはサーバにコピーします。
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4. ディスクを再フォーマットする

ディスクユーティリティでディスクを修復で

きなかった場合、復元する前にディスクを再

フォーマットした方が良いでしょう。

警告： ハードディスクをフォーマットする

と、ディスク上に保存されているすべての

データが消去されます。ハードディスクを

フォーマットしてよいかどうか自信がないと

きは、ハードディスクまたはコンピュータの

メーカーに問い合わせてください。

5. ソフトウェアを再インストールする

再フォーマットしたハードディスクに、

Windows オペレーティングシステムソフト

ウェアをインストールします。このボリュー

ムから再起動します。（NT または 2000 を含

むデュアルブートシステムを復元する場合に

は、NT または 2000 をインストールして、NT
または 2000 から以下のステップを実行しま

す。）

6. TCP/IP を設定する

TCP/IP ネットワークを使用できるよう、コン

ピュータが適切に設定されていることを確か

めてください。（TCP/IP の設定のために手助

けが必要な場合には、ネットワーク管理者に

問い合わせてください）。

7. クライアントソフトウェアをインストー

ルする

セットアッププログラムを使い、102 ページ

の「Windows コンピュータへの Retrospect ク
ライアントソフトウェアのインストール」で

説明されている操作手順に従って、クライア

ントソフトウェアをインストールします。

8. クライアントデータベースを準備する

バックアップコンピュータから、古いクライ

アントを削除し、新しいクライアントにログ

インします。

9. ファイルを復元する

バックアップコンピュータからクライアント

を復元します。Retrospect の「基本」タブか

ら「復元」をクリックしてください。

「ディスク全体を復元」を選択して、「OK」を

クリックします。どのバックアップファイル

を復元するのか、元ボリュームを選択するた

めのウィンドウが表示されます。

ウィンドウ上部のリストから、いま修復され

たハードディスクの 新のバックアップを持

つバックアップセットを選択します。下部の

リストから、そのハードディスクの 新のス

ナップショットを選択します。確認したら

「OK」をクリックします。 

ファイルの復元先を選択するためのウィンド

ウが表示されます。Windows クライアントの

ハードディスクを選択して、ポップアップメ

ニューで「対応するファイルと置き換える」

を選択します。

警告： 「ディスク全体を復元」は選択しない

でください。
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確認したら「OK」をクリックします。バック

アップ元と復元先が比較されて、復元ウィン

ドウ内に概要が表示されます。元ボリューム、

宛先ボリューム、選択したファイル、および

オプションについて、指定内容を確認してく

ださい。

バックアップセットの 初の CD/DVD、テー

プ、ディスクなどをバックアップデバイスに

挿入して、ウィンドウの「復元」をクリック

します。

警告： WINDOWS NT/2000/XP クライアント

では、ファイルの復元後、下に説明する方法

でレジストリ情報を復元するまでは、再起動

しないでください。

10. Windows NT/2000/XP のレジストリを復

元する

クライアントコンピュータで、レジストリ

バックアップマネージャ（121 ページ）を使

用して Windows NT/2000/XP のレジストリを

復元します。レジストリバックアップマネー

ジャを起動して、「置換」タブをクリックしま

す。 

上部の「ブラウズ」ボタンをクリックし、元

フォルダとして、先ほど復元したフォルダを

指定します。下部の「ブラウズ」ボタンをク

リックして、宛先フォルダを変更し、復元さ

れた Windows のシステムフォルダを指定し

ます。「今すぐ置換」をクリックして、現在の

レジストリをバックアップで置き換えます。

注意： WINDOWS 95/98/ME では、

RETROSPECT によってすべてのファイルが

復元される際にレジストリも復元されるの

で、レジストリバックアップマネージャを使

用する必要はありません。

11. 再起動する

クライアントコンピュータを再起動します。

LINUX クライアントの復元

以下の操作説明では、ネットワークを介して、

Linux クライアント上のボリューム全体を復

元する方法を示します。

バックアップコンピュータから実際の復元操

作を行う前に、まず、クライアントコンピュー

タでネットワークが動作するようにしなけれ

ばなりません。

以下のステップは重大なトラブルが起こった

ときにだけ行うべきもので、この操作はクラ

イアントコンピュータのハードディスク上に

あるすべての内容を以前バックアップした

「すべてのファイル」で置き換えてしまうこと

を意味します。

1. 再起動して、ディスクの修復を試みる

システムのブートディスクがあれば、クライ

アントコンピュータを再起動して、ディスク

を挿入します。このディスクからコンピュー

タが起動したなら、ディスクを修復するため

の手順に従ってください。

または、システムを起動してから、ファイル

システムチェック用のプログラムを実行しま

す（fsck または同様の機能を持つもの）。シス

テムが起動可能でないことがわかった場合に
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は、オペレーティングシステムに対する知識

に応じて、2 つのオプションがあります。経

験のあるシステム管理者であれば、OS イン

ストール用のメディアからシングルユーザ

モードで起動して、ブートセクタの修復、カー

ネルの置き換えなどを実行してください。そ

れほど経験がない場合、または上記の手順に

自信が持てない場合には、（必要であれば）

ハードディスクを交換してから、OS を再イ

ンストールしてください。

2. ハードディスクの現在の状況を評価する

すべての損傷を修復できて、ローレベルでの

問題も見つからなかった場合、操作はこのス

テップで終了してください。ハードディスク

の復元や、再フォーマットは必要ありません。

起動ディスクで修復できない問題がある場合

や、ハードディスクがアクセスできなかった

場合は、おそらくハードディスクを再フォー

マットする必要があります。ステップ 4 に進

んでください。

問題の一部を修復できても、ハードディスク

に問題が残っている場合、やはりハードディ

スクを再フォーマットする必要があるでしょ

う。この場合、次のステップ 3 に記述されて

いるように、まずデータをバックアップして

ください。

3. フォーマットの前に新しくバックアップ

する

ハードディスクをバックアップしてくださ

い。検証オプションをオンにして、異なるバッ

クアップセットに 2 つの新しいバックアップ

を作成した方が良いでしょう。既存のバック

アップセットに対して書き替えバックアップ

は実行しないでください。損傷したドライブ

は、すべてのファイルを完全に保存できてい

ない可能性があり、前回までのバックアップ

を消去されては困るからです。データの充分

なバックアップが保管されていることを確認

した後、バックアップセットのカタログをリ

ムーバブルディスクやサーバ等にコピーしま

す。

4. ディスクを再フォーマットする

起動ディスクでハードディスクを修復できな

かった場合には、復元する前にハードディス

クを再フォーマットした方が良いでしょう。

警告： ハードディスクをフォーマットする

と、ディスク上に保存されているすべての

データが消去されます。ハードディスクを

フォーマットしてよいかどうか自信がないと

きは、ハードディスクまたはコンピュータの

メーカーに問い合わせてください。

5. ソフトウェアを再インストールする

フォーマットしたハードディスクに、Linux
オペレーティングシステムソフトウェアをイ

ンストールします。元のシステムと同じマウ

ントポイントを作成してください。このボ

リュームから再起動します。

6. クライアントソフトウェアをインストー

ルする

103 ページの「Linux コンピュータへの 
Retrospect クライアントソフトウェアのイン

ストール」の記述に従ってクライアントソフ

トウェアをインストールします。

7. クライアントデータベースを準備する

バックアップコンピュータから、古いクライ

アントを削除し、新しいクライアントにログ

インします。

8. ファイルを復元する

バックアップコンピュータからクライアント

を復元します。Retrospect の「基本」タブか

ら「復元」をクリックしてください。
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「ディスク全体を復元」を選択して、「OK」を

クリックします。どのバックアップファイル

を復元するのか、元ボリュームを選択するた

めのウィンドウが表示されます。

ウィンドウ上部のリストから、いま修復され

たハードディスクの 新のバックアップを持

つバックアップセットを選択します。下部の

リストから、そのハードディスクの 新のス

ナップショットを選択します。確認したら

「OK」をクリックします。ファイルの復元先

を選択するためのウィンドウが表示されま

す。Linux クライアントのハードディスクを

選択して、ポップアップメニューで「対応す

るファイルと置き換える」を選択します。

警告： 「ディスク全体を復元」は選択しない

でください。

確認したら「OK」をクリックします。実行の

確認を求めるダイアログが表示されるので、

確認して「置き換える」をクリックします。

Retrospect は、スナップショットを基にファ

イルを照合し、復元先のスキャンを行って、

復元ウィンドウに概要を表示します。元ボ

リューム、宛先ボリューム、選択したファイ

ル、およびオプションについて、指定内容を

確認してください。

バックアップセットの 初のメディアをバッ

クアップデバイスに挿入して、ウィンドウの

「復元」をクリックします。

9. クリーンアップする

クライアントコンピュータを再起動します。 
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章 8

管理

• バ ッ ク ア ッ プ 計 画

• ロ グ と レ ポ ー ト

• 実 行 オ プ シ ョ ン

• 実 行 の コ ン ト ロ ー ル

• バ ッ ク ア ッ プ セ ッ ト の 管 理

• ス ク リ プ ト の メ ン テ ナ ン ス

• R E T R O S P E C T  の 環 境 設 定

• R E T R O S P E C T  の 移 動

• カ タ ロ グ と 設 定 の バ ッ ク ア ッ プ

• M A C I N T O S H  フ ァ イ ル サ ー バ の 操 作

• 他 の ソ フ ト ウ ェ ア と の 関 係

この章では、バックアップセットの管理、レポートの参照、スクリプトの管理な

ど、各種の作業を実行する方法について説明します。また、Retrospect の使用方

法についてのアドバイスや、Retrospect を他のソフトウェアと組み合わせる際の

ヒントなど、より効果的なバックアップのためのテクニックについても説明しま

す。
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バックアップ計画

この項では、バックアップコンピュータ、ま

たはネットワーク全体のバックアップ計画に

ついて紹介します。各案を検討し、お使いの

状況に合った計画を立案してください。状況

によっては、ニーズに合わせて計画を少し修

正する必要があるかもしれませんし、ここで

紹介するものとはまったく異なる独自の計画

を立案することもできます。ここで紹介する

計画は事例にすぎず、Retrospect では、多種

多様な計画を何件でも作成することができま

す。ただし、バックアップ計画を作成する際

は、バックアップの基本ルールを覚えておい

てください。

計画の作成を成功させるためには、Retrospect
で使用可能なさまざまなバックアップ動作を

組み合わせることが不可欠です。詳しくは、

23 ページの「バックアップ動作」を参照して

ください。

バックアップの基本ルール

Retrospect はデータを安全に保護するための

高度な機能を備えていますが、その機能は以

下の基本的なバックアップルールに従うこと

で、 大限に発揮することができます。

• 定期的なバックアップを行うこと。バッ

クアップしていないデータを復元するこ

とはできません。たとえば、 も新しい

バックアップが 1 週間前のもので、今日

ハードディスクが故障してしまったら、1 

週間にわたって蓄積してきたデータを失

うことになります。スクリプト設定によ

る自動バックアップ機能は確実に実行さ

れるので、すべてのデータを頻繁にバッ

クアップするのに効果的です。

• 複数のバックアップを保管すること。各

種バックアップセット間でローテーショ

ンを行うこと。バックアップセットが多

ければ、メディアの紛失や損傷によって、

データを失う可能性が少なくなります。

• 古いメディアは、定期的なスケジュール

に従って、使用を停止してください。定

期的に新しいメディアを追加して、新し

いメディアで新規メディアバックアップ

を行ってください。すべてのバックアッ

プを 1 つのメディアセットに入れておく

のは、とても危険です。バックアップ計

画における新しいメディアの利点は、復

元の速度にもあります。メンバーが多い

メディアセットやバックアップを繰り返

したメディアセットから復元するよりも、

少ないメディアメンバーから復元する方

が速く行うことができます。

• 火災、盗難、その他の自然災害から保護

するため、 低でも 1 つのバックアップ

セットを通常とは別の離れた場所に保存

すること。

• バックアップコンピュータ自体もバック

アップすること。Retrospect の設定やカタ

ログ作成には、おそらく相当の時間や手

間がかかっているはずです。

• バックアップメディアを慎重に取り扱う

こと。メディアは保管環境によって損傷

を受けやすいものです。また、メディア

は摩耗によって損傷する可能性もありま

す。詳しくは、45 ページの「メディアの

寿命と保存」を参照してください。

• Retrospect の「検証」オプションはオンの

ままにしておくこと。バックアップデー

タがオリジナルのデータと一致している

ことを確認できるようにするためです。

• 定期的にバックアップの正常な動作を検

証すること。Retrospect には、データの比

較とメディアの検証を行って、バック

アップの有効性を保証するオプションと

ツールが用意されています。さらに、ロ

グを作成して、バックアップの成功や失

敗に関する詳細をレポートします。

1 台ごとのバックアップ計画

単一のコンピュータをバックアップする場合

には、以下の 4 つの計画が役立つでしょう。

複数のコンピュータをバックアップすること

が必要な場合には、「ネットワークバックアッ

プの計画」を参照してください。
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1 台ごとの計画 1 - 起動書類

バックアップスクリプトを作成し、書き替え

バックアップの起動書類と、標準バックアッ

プの起動書類を 1 件ずつ作成します。起動書

類の作成方法については、84 ページからの

「手動スクリプト実行」を参照してください。

標準バックアップの起動書類は、毎日など、

バックアップが必要だと思うときに起動して

ください。書き替えバックアップの起動書類

は、毎週など、バックアップセットの量や項

目が増えてきたときに実行してください。

他のセットを使用したり、別の保管場所に保

管したりするために新規メディアをローテー

ションに組み込む場合は、170 ページの「「オ

プション」タブ」に記載されている方法に従っ

て、新規メディアを使用するように、定期的

にバックアップセットの設定を行ってくださ

い。

1 台ごとの計画 2 - スケジュールされたスク

リプト

バックアップスクリプトを作成し、スケ

ジュールを設定して自動実行します。曜日指

定スケジュールを追加して、月曜日から木曜

日までは標準バックアップを実行し、金曜日

には書き替えバックアップを実行します。 

各スケジュールは、次のようになります。

他のセットを使用したり、別の保管場所に保

管したりするために新規メディアをローテー

ションに組み込む場合は、170 ページの「「オ

プション」タブ」に記載されている方法に従っ

て、新規メディアを使用するように、定期的

にバックアップセットの設定を行ってくださ

い。

1 台ごとの計画 3 - EasyScript

Retrospect の EasyScript ウィザードを使用し

て、計画をセットアップします。EasyScript
が、選択したバックアップセットごとに 適

なバックアップ計画を作成してくれます。リ

ムーバブルディスクの計画はテープや

CD/DVD の計画よりメディアを節約するよ

うに作成され、インターネットの計画は FTP
サーバ上の容量を節約するように作成されま

す。

詳しくは、68 ページの「EasyScript ウィザー

ドの使用」を参照してください。

1 台ごとの計画 4 - EasyScript による通常保

管と外部保管

Retrospect の EasyScript ウィザードを使用し

て、2 つのスクリプトを作成します。 初の

スクリプトを作成して、名前を「ローカルバッ

クアップ」とします。EasyScript で、今度は

インターネットバックアップセットのスクリ

プトを作成します。作成したスクリプトの名

前を「外部バックアップ」に変更します。こ

のように 2 つのスクリプトを作成すると、1
つだけの場合より安全性が高まります。

スクリプト名の変更については、173 ページ

の「スクリプトの複製、名前の変更、削除」

を参照してください。

ネットワークバックアップの計画

クライアントコンピュータから構成される

ネットワークをバックアップする必要がある

場合には、どの種類のバックアップスクリプ

トを使用するかを決定する必要があります。

以下の表は、Backup Server スクリプトと通常

曜日指定スケジューラ
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のバックアップスクリプトのどちらが適して

いるかを示します。

Backup Server を含む計画の使用を決めた場

合には、151 ページの「ネットワークの計画

5」に進んでください。

ネットワークの計画 1 - EasyScript

Retrospect の EasyScript ウィザードを使用し

て、必要に応じた計画をセットアップします。

EasyScript ウィザードを使用して、ネット

ワーク上のコンピュータをバックアップする

ように指定できます。

詳しくは、68 ページの「EasyScript ウィザー

ドの使用」を参照してください。

ネットワークの計画 2 - スケジュールされた

スクリプト

バックアップスクリプトを作成します。3 つ
のバックアップセットを使用するよう、宛先

を設定してください。曜日指定スケジュール

を追加して、3 週ごとに 1 週間、特定のバッ

クアップセットを宛先とするスクリプトを毎

日実行します。同様のスケジュールを追加し

て、やはり 3 週ごとに 1 週間（ 初のスケ

ジュールの翌週）、第 2 のバックアップセット

を宛先とするスクリプトを毎日実行します。

同様のスケジュールを追加して、やはり 3 週

ごとに 1 週間（第 2 のスケジュールの翌週）、

第 3 のバックアップセットを宛先とするスク

リプトを毎日実行します。 

3 つのスケジュールは、次のようになります。

この計画には、書き換えと新規メディアバッ

クアップ動作のスケジュールは含まれていま

せん。そのため、適切な時点に書き換えと新

規メディアバックアップを行うバックアップ

セットを、手動で設定する必要があります。

詳しくは、170 ページの「「オプション」タブ」

を参照してください。

ネットワークの計画 3 - 書き替えおよび新規

メディアローテーションを行うスクリプトス

ケジュール

バックアップスクリプトを作成します。3 つ
のバックアップセットを使用するよう、宛先

を設定してください。曜日指定スケジュール

を追加して、3 週ごとに、月曜から木曜まで、

 Backup Server スクリプトが適切な状況 通常のバックアップスクリプトが適切な状況

専用のバックアップコンピュータがある。 バックアップコンピュータは他の役割も果たしてい
る。

非常に多くのデータを持つ、非常に多くのクライア
ントがあるため、一晩ですべてをバックアップする
のは困難。

クライアントコンピュータの朝の使用が始まる前
に、スケジュールされたバックアップは完了する。

バックアップの遅れを取り戻すために、通常のバッ
クアップスクリプトでは完全にはバックアップでき
ない特定のクライアント用に、特別なスクリプトと
基本バックアップを作成している。

クライアントコンピュータの朝の使用が始まる前
に、スケジュールされたバックアップは完了し、
バックアップのやり残しが生じることはまれ。

ランダムにネットワークに出現する、モバイルのク
ライアントやポータブルドライブのボリュームがあ
る。

ネットワークにあるのはデスクトップ型コンピュー
タだけで、リムーバブルディスクやノート型コン
ピュータはない。

バックアップデバイス内にどんなメディアがあるか
にはかかわりなく、Retrospect でそのメディアに
バックアップを行うことを望む。

自動バックアップを行う際には常に、前もって正し
いメディアを挿入しておくことが可能。

曜日指定スケジューラ
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初のバックアップセットに標準バックアッ

プを実行します。曜日指定スケジュールを追

加して、3 週ごとの金曜に、 初のバックアッ

プセットを宛先とする書き替えバックアップ

を行います。2 番目と 3 番目のバックアップ

セットに関しても、同様のスケジュールを追

加します。ただし、それらの開始日付は、そ

れぞれ 1 週間および 2 週間後に設定します。

後に、繰り返し間隔スケジュールを追加し

て、6 週ごとに、バックアップセットの 1 つ
に対して、新規メディアバックアップを行い

ます（新規メディアバックアップの後に、古

いバックアップセットのメディアは、安全に

保管できるよう、離れた場所に移してくださ

い）。 

スケジュールは、次のようになります。

ネットワークの計画 4 - 毎日バックアップ

セットのローテーションを行うスクリプトス

ケジュール

5 つの宛先バックアップセットを持つスクリ

プトを作成し、バックアップセットに

「Monday」から「Friday」までの名前を付けま

す。それぞれ、対応するバックアップセット

にバックアップを行う、5 つの曜日指定スケ

ジュールを追加します。5 つの繰り返し間隔

スケジュールを追加して、第 1 週には月曜日、

第 2 週には火曜日などのように、ずらしなが

ら、4 週ごとに、対応するバックアップセッ

トに対する書き替えバックアップを行うよう

にします。しかし、金曜日だけは、繰り返し

間隔スケジュールで月の 後の金曜を指定し

て、「Friday」バックアップセットに新規メ

ディアバックアップを行います（古いバック

アップセットのメディアは、安全に保管でき

るよう、離れた場所に移してください）。 

スケジュールは、次のようになります。

注意： 新規メディアバックアップをスケ

ジュールする際には、それが通常の、金曜の

標準バックアップと同じ時刻になるように設

定してください。RETROSPECT は、新規メ

ディアバックアップが標準バックアップと同

じ時刻に設定されていた場合には、新規メ

ディアバックアップだけを実行します。時刻

が異なっていると、両方のバックアップが実

行されます。

ネットワークの計画 5 - 基本的な Backup 
Server

すべての元クライアントをバックアップす

る、Backup Server スクリプトを作成します。

ユーザの仕事の妨げにならないように、週中

は午後 7:00 から午前 7:00 まで、そして週末

は一日中、動作するように設定します。バッ

クアップ間隔は、Retrospect が 12 時間ごとに

バックアップを行うように設定します。

曜日指定スケジュール

曜日指定（または繰り返し間隔）スケジュール

繰り返し間隔スケジュール

繰り返し間隔スケジュール

曜日指定スケジュール
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ネットワークの計画 6 - モバイルコンピュー

タを含む、基本的な Backup Server

「ネットワークの計画 5」の基本的な Backup
Server スクリプトを複製します。モバイルク

ライアントだけが元ボリュームになるように

します。それらのボリュームをオリジナルの

スクリプトから削除します。新しいスクリプ

トは、18 時間のバックアップ間隔で、1 日 24
時間動作するように設定します。

ヒント： BACKUP SERVER を含む計画を立

てる場合は、89 ページの「BACKUP 

SERVER に関するヒントとテクニック」を

参照してください。より効率的な計画を立て

る上で役立つ情報が含まれています。

ネットワークの計画 7 - オンデマンドの 
Backup Server

すべての元クライアントをバックアップす

る、Backup Server スクリプトを作成します。

スケジュールは、1 日 24 時間動作するよう

に、アクティブなままにしておきます。バッ

クアップ間隔オプションは、Retrospect が 99
日ごとにバックアップを行うように設定しま

す。早期バックアップを許可するスクリプト

オプションはオンにしておきます。この計画

を初めて実行する際の 初のバックアップ

と、それ以後の 99 日ごとのバックアップを除

くと、クライアントは、コントロールパネル

から指示を与えない限りバックアップされま

せん。この計画では、ユーザに対して、各自

の責任をはっきり伝えておくことが必要です

し、できれば、通常のバックアップスクリプ

トを併用するのが 善です。

ログとレポート

Retrospect のレポート機能では、ログとレポー

トにより、バックアップの実行履歴やエラー

メッセージを確認できます。トラブルを診断

する場合は、これらを参照して不良の原因を

調べておく必要があります。

• バックアップレポートには、ローカルお

よびネットワークボリュームのそれぞれ

に対するバックアップ操作の詳細な記録

が表示されます。

• 操作ログには、Retrospect の実行、処理、

結果、エラー等の記録が表示されます。

• 内容レポートには、特定のバックアップ

セッションで実際にバックアップされた

ファイルが表示されます。

これらのレポートのいずれかを表示するに

は、「Retrospect ディレクトリ」の「レポート」

タブをクリックします。

バックアップレポートの表示

バックアップレポートを表示するには、「レ

ポート」タブの「レポート」ボタンをクリッ

クします。バックアップレポートの例を以下

に示します。

エラーがなかったこ
とは、バックアップ
が問題なく完了した
ことを示す

レポートイベントが
表示されていないこ
とは、そのボリュー
ムがまだバックアッ
プされていないこと
を示す

> の記号は、その
ボリュームのバック
アップが完了しな
かったことを示す
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Retrospect が繰り返し新しい情報を追加する

操作ログとは異なり、バックアップレポート

は、バックアップが行われるごとに完全に更

新されます。バックアップ管理者は、 近の

バックアップで生じた問題点を、ボリューム

単位で確認できます。

バックアップレポートについて

バックアップレポートは、標準フォーマット

とパフォーマンスデータフォーマットの 2 種
類のフォーマットで表示できます。この

フォーマットの切り替え方法については、以

下の「バックアップレポートのカスタマイズ」

を参照してください。

両方のフォーマットに次の情報が含まれてい

ます。

「ユーザ / ボリューム」は、元ボリューム名で

す。クライアントコンピュータ名もリストさ

れます。

「バックアップセット（スクリプト）」は、

後に成功したバックアップの宛先バックアッ

プセットとスクリプトの名前です。 

注意： 基本バックアップなどの基本操作を実

行したときは、そのことがスクリプト名に反

映されます（「基本バックアップ」など）。

標準フォーマットのバックアップレポートに

は、「ユーザ / ボリューム」と「バックアップ

セット（スクリプト）」の他に、以下の情報が

表示されます。

「経過日数」は、バックアップ後の日数です。

「エラー」は、バックアップごとのエラーを表

示します（操作ログ内の特定のエラーを見つ

けるには、「ログを検索」ボタンを使用してく

ださい）。

「日付」は、そのボリュームを 後にバック

アップした日付です。

パフォーマンスデータフォーマットのバック

アップレポートには、「ユーザ / ボリューム」

と「バックアップセット（スクリプト）」の他

に、以下の情報が表示されます。

「時間」は、時間と分単位で、バックアップの

継続時間を示します。大きな値は、元ボリュー

ムでのバックアップの必要度が大きいことを

示している場合があります。

「MB」は、そのボリュームからバックアップ

されたデータ量を、メガバイト単位で示した

ものです。

「MB/ 分」は、元ボリュームからのバックアッ

プ速度を、毎分メガバイト単位で示したもの

です。異常に遅い場合には、ネットワーク、

バックアップデバイス、または他のハード

ウェアに問題があるかもしれません。

バックアップレポートのカスタマイズ

「オプションを表示」ダイアログボックスを使

用すれば、バックアップレポートを標準

フォーマットやパフォーマンスデータフォー

マットで表示したり、レポートに入力される

イベントタイプやイベント日付、その他のさ

まざまなオプションを指定したりできます。

「レポート」メニューから「表示オプション」

を選択すると、変更するためのダイアログが

表示されます。

このオプションを使用して、バックアップレ

ポートをカスタマイズします。

バックアップレポートの動作

バックアップレポートは、バックアップイベ

ントのデータベースです。毎回のバックアッ

プが完了すると、Retrospect は、データベース

に新しいバックアップイベントを追加しま
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す。元ボリューム、宛先ボリューム、および

スクリプトの組み合わせごとに、成功しな

かったバックアップの試みすべてと、成功し

たバックアップの 新のものを保存します。

スクリプト、元ボリューム、またはバックアッ

プセットを削除すると、Retrospect は、バッ

クアップレポートデータベースから、その項

目のバックアップイベントを削除します。

イベントの削除

バックアップレポートからイベントを削除す

るには、「レポート」メニューから「イベント

の削除」を選択します。ダイアログが表示さ

れ、以下のような方法で、レポートから実行

イベントを削除することができます。

• 近無事終了したバックアップを除くす

べて

• 無事終了したバックアップすべて

• 終了しなかった試みすべて

• 1 週間以上前の項目

• 実行項目すべて

• Backup Server の項目すべて

注意： これらのオプションの中で、BACKUP

SERVER イベントに影響を及ぼすのは、

「BACKUP SERVER の項目すべて」だけです。

レポート内にリストされているイベントを選

択して、「編集」メニューから「消去」を選択

するか delete キーを押すと、そのイベントを

削除できます。イベントを削除すると、その

情報はレポートから削除されます。この場合、

ボリュームがバックアップされたことがな

かったかのように見えることがあります。

警告： BACKUP SERVER は、バックアップ

レポートに基づいて、ボリュームの前回の

バックアップ日時を判定します。バックアッ

プレポートからイベントを削除した場合、そ

の関連ボリュームがアクティブな BACKUP 

SERVER スクリプトの元ボリュームであれ

ば、BACKUP SERVER はそのボリュームの

優先順位を高くして、すぐにバックアップを

試みます。

操作ログ内のイベント検索

バックアップレポートの行を選択して「ログ

で検索」をクリックすると、対応する動作が

選択された状態で、操作ログが開きます。

イベントスクリプトの編集

バックアップレポートの行を選択して「スク

リプトを編集」をクリックすると、スクリプ

トサマリウィンドウが開き、実行結果として

そのイベントを生成したスクリプトが表示さ

れます。

注意： 基本操作を使用してボリュームをバッ

クアップした場合、バックアップレポートで

はそれが「バックアップセット（スクリプト）」

列に示されます（「基本バックアップ」など）。

バックアップレポートの印刷とエクスポート

バックアップレポートを印刷するには、レ

ポートを表示し、「ファイル」メニューから

「プリント ...」を選択します。レポートの一部

だけを選択した場合は、その部分だけが印刷

されます。特定の部分を選択しなかった場合

は、レポート全体が印刷されます。バックアッ

プレポートをテキストファイルとしてエクス

ポートするには、レポートを表示し、「ファイ

ル」メニューから「エクスポート」を選択し

ます。 

ヒント： 環境設定オプション（175 ページで

説明）を設定して、RETROSPECT にバック

アップレポートを自動的にエクスポートさせ

ることができます。

操作ログの表示

バックアップの実行履歴やエラーメッセージ

を確認するため、Retrospect には操作ログ機

能が備わっています。このログには、操作中

に生成されたすべてのメッセージが保存され

ます。トラブルを診断する場合は、ログを確

認して不良の原因を調べておく必要がありま

す。
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操作ログを表示するには、「ログ」ボタンをク

リックするか、「ウィンドウ」メニューから

「ログ」を選択します。

以下の例は、操作ログに表示される内容のサ

ンプルです。

ログには、正常に終了した各操作に関して以

下の情報が示されます。

「コピー済」は、コピーされたファイルの数と

サイズを示します。Retrospect のデータ圧縮

機能を使用した場合は、そのセッションの圧

縮率も表示されます。

「パフォーマンス」は、コピーの速度を 1 分当

たりのメガバイト数で示します。「検証」オプ

ションをオンにした場合は、他の性能を表す

数値も表示されます。

「時間」は、動作が完了するまでにかかった総

時間を示します。実行中に「休止」ボタンを

クリックしたり、メディアの挿入が遅れたり

した場合は、待機時間も別に表示されます。

待機時間の数値には、テープドライブの位置

指定動作や、他の必要な動作で消費された時

間も含まれます。

ログ項目の検索

Retrospect には、操作ログの項目を検索する

コマンドがあります。「操作ログ」ウィンドウ

がアクティブな状態のときは、「ログ」メ

ニューがメニューバーに追加されます。

「検索」 「ログ」メニューの「検索 ...」を選択

すると、ダイアログボックスが表示されます。

検索する文字を入力し、「OK」をクリックし

ます。現在選択されている項目から、下へ向

かって順番に指定した文字が検索されます。

指定した文字が見つからなかった場合は、警

告音が鳴ります。見つかった場合は、指定し

た文字を含む行全体が選択されます。

「もう一度検索」 「検索」コマンドまたは「後

方検索」コマンドの後に使用すると、同じ文

字がもう一度、下に向けて検索されます。ロ

グの終わりに達すると、先頭に戻って検索を

続行します。

「後方検索」 このコマンドは、「検索」と同じ

ですが、上からではなく、下から検索します。

「もう一度後方検索」 「検索」コマンドまたは

「後方検索」コマンドの後に使用すると、同じ

文字がもう一度、上に向けて検索されます。

ログの先頭に達すると、終わりに戻って検索

を続行します。

ログサイズ

+ 実行の開始

- このボリュームでの
  操作の開始

* クライアントへの
 ログイン

> エラーの発生

∆ Retrospect の開始
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ログの消去

操作ログの内容を削除するには、ログを表示

し、「編集」メニューから「消去」を選択しま

す。実行の確認を求めるダイアログが表示さ

れるので、確認して「OK」をクリックします。

注意： ログのサイズが環境設定（175 ページ）

で指定した限界容量に達すると古いログ項目

が削除されるため、通常はログ項目を自分で

消去する必要はありません。

ログの印刷

操作ログを印刷するには、ログを表示し、

「ファイル」メニューから「プリント ...」を選

択します。ログの一部だけを選択した場合は、

その部分だけが印刷されます。特定の部分を

選択しなかった場合は、ログ全体が印刷され

ます。

バックアップセットの内容の表示

内容レポートでは、バックアップまたはアー

カイブのセッションでバックアップセットに

コピーされたファイルを表示することができ

ます。

バックアップセットの内容を表示するには、

「Retrospect ディレクトリ」の「レポート」タ

ブをクリックしてから、「内容」をクリックし

ます。

上部のリストボックスから、内容を見たい

バックアップセットを選択します。（別のバッ

クアップセットにアクセスするには、「追加」

をクリックします。）バックアップセットを選

択すると、選択したバックアップセットに対

応するバックアップセッションが下部のリス

トボックスに表示されます。内容を見たい

セッションを選択してください。

この時点で、「ファイル」メニューから「エク

スポート」を選択して、リストをテキストファ

イルとしてエクスポートすることもできます

し、「参照」をクリックすることもできます。

「参照」をクリックした場合には、選択した

セッション時にバックアップされたファイル

とフォルダのリストが、ブラウザウィンドウ

に表示されます。

ブラウザウィンドウでは、ファイルリストの

印刷やテキストファイルへのエクスポート、

特定のファイルの検索やファイル情報の参

照、ブラウザウィンドウでの表示形式の変更

が行えます。複数のバックアップセッション

について、複数のブラウザウィンドウを同時

に表示することもできます。上記と同じ手順

で、複数のセッションを選択してください。

エクスポートの際には、Retrospect は表示

フォーマットにかかわりなく、ファイル名、

サイズ、作成日付、作成時刻、修正日付、修

正時刻、バックアップ日付、バックアップ時

刻、タイプ、クリエータ、バックアップセッ

ト（あれば）、およびパスの順で、フィールド

をエクスポートします。 

ブラウザウィンドウとメニューの使い方につ

いては、189 ページの「ブラウザ」を参照し

てください。
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実行オプション

Retrospect には、バックアップ、複製、アー

カイブ、転送、復元の各操作（基本操作およ

びスクリプトによる操作）の実行方法を設定

する多くのオプションがあります。たとえば、

バックアップスクリプトで、ソフトウェア

データ圧縮をオンにし、クライアントコン

ピュータの時計を同期させるよう設定するこ

とができます。オプションの設定は、基本操

作の設定中でも、スクリプトの編集中でも行

えます。実行オプションは、実行中の操作や

スクリプトだけに適用されるローカルなオプ

ションです。すべての操作とスクリプトに適

用されるオプションではありません。

Retrospect には、プログラム全体の実行を制

御する環境設定もあります。詳しくは、

175 ページの「Retrospect の環境設定」を参照

してください。

基本操作やスクリプトのオプションを設定す

るには、サマリウィンドウの「オプション」

ボタンをクリックしてから「追加選択」をク

リックし、分類ごとにグループ化されている

利用可能なオプションの全リストを表示しま

す。それぞれの分類のオプションを表示する

には、リスト内の分類名をクリックします。

オプションのオンとオフを切り替えるには、

そのチェックボックスまたはラジオボタンを

クリックします。いくつかのオプションは日

付や時刻を設定するコントロールを使用して

おり、他のものは数値やテキストを入力する

ようになっています。分類内のいずれかのオ

プションをデフォルト設定から変更すると、

分類名は太字で表示されます。「デフォルトを

使用」をクリックすると、表示されているオ

プションはすべて、デフォルトの状態に戻り

ます。「基本選択」をクリックすると、基本オ

プションウィンドウに戻ります。

Backup Server オプション

これらのオプションは、Backup Server スクリ

プトでのみ利用できます。

バックアップ間隔：n 日 / 時間：これは、バッ

クアップの 小時間間隔を指定するもので、

デフォルトでは 1 日になっています。それぞ

れの元ボリュームは、可能な場合には、必要

性の順位に従ってバックアップされます。「早

期バックアップを許可」オプションがオンに

なっていて、クライアントユーザがバック

アップを開始する場合を除き、これより短い

時間間隔でバックアップが行われることはあ

りません。

早期バックアップを許可：このオプションが

オンの場合（デフォルト）、クライアントユー

ザは、バックアップ間隔を無効にして、

Retrospect クライアントのコントロールパネ

ルからバックアップを開始することができま

す。早期バックアップを要求しても、必ずし

も、ユーザのボリュームが優先リストのトッ

プに来るわけではありません。それは、スク

リプト内で元ボリュームとしてリストされて

いる他のボリュームの優先順位に応じて決ま

ります。Backup Server が他の元ボリュームで

の現在のバックアップを終えてからでない

と、ユーザ要求による早期バックアップは行

われません。

クライアントカウントダウンオプション

これらのオプションは、Backup Server スクリ

プトでのみ利用できます。
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カウントダウン時間：n 秒 / 分：Retrospect は、

バックアップ開始までの残り時間がここで指

定した値になると、クライアントユーザにそ

のことを通知して、カウントダウンを始めま

す。デフォルトの時間は 20 秒です。（ゼロを

入力すると、Retrospect はカウントダウンを

スキップします）。クライアントコンピュータ

の元ボリュームをバックアップする場合、

Retrospect はクライアントにダイアログを表

示します。このダイアログには、カウントダ

ウンメッセージ（後述）が表示されます。ま

た、バックアップを延期するためのボタンや、

カウントダウンを迂回して、直ちにバック

アップを開始するためのボタンもあります。

クライアントユーザが何もしなかった場合に

は、カウントダウンの値がゼロになると、

Retrospect はバックアップを行います。

カウントダウンメッセージを入力：カウント

ダウン時間オプションでの設定に従って、

バックアップのカウントダウンが始まると、

このボックスに入力したテキストが、クライ

アントユーザに表示されます。「script」とい

うテキストは、実行中のスクリプト名で置き

換えられます。

ポーリングオプション

これらのオプションは、Backup Server スクリ

プトでのみ利用できます。

バックアップの再実行間隔：n 分 / 時間：バッ

クアップが失敗したかキャンセルされた場合

に、元ボリュームのバックアップを再試行す

るまでの待ち時間です。デフォルトでは 30 分
です。

毎回元ボリュームをチェック：n 秒 / 分：

Retrospect はこの時間ごとに、元ボリューム

にアクセスして、バックアップ可能かどうか

をチェックします。デフォルトでは 90 秒で

す。バックアップの実行中は、元ボリューム

のチェックは行いません。

毎回クライアント接続：n 分 / 秒：Retrospect
はこの時間ごとに、クライアントにアクセス

して、ユーザがクライアントのバックアップ

スケジュールを変更したかどうかをチェック

します。デフォルトでは 5 分です。バックアッ

プの実行中は、クライアントへの接続は行い

ません。

バックアップオプション

これらのオプションは、バックアップ操作と

Backup Server スクリプトでのみ利用できま

す。

標準バックアップ：基本バックアップだけに

利用できるオプションです。23 ページの「標

準バックアップ」に記載されている標準

（IncrementalPLUS）バックアップを実行しま

す。

書き替えバックアップ：基本バックアップだ

けに利用できるオプションです。24 ページの

「置き換えバックアップ」に記載されている書

き替えバックアップを実行します。

注意： スクリプトによるバックアップの場合

は、スクリプトのスケジュール時に標準バッ

クアップにするか書き替えバックアップにす

るかを選択できます。詳しくは、80 ページの

「スケジュールの共通要素」を参照してくださ

い。

検証：バックアップ後、バックアップセット

のファイルと元ボリュームのファイルを照合

し、正しくコピーされたかどうかを確認しま
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す。複数のテープ、CD/DVD、またはディス

クからなるバックアップセットを照合する場

合は、データ書き込み先のメディアをすべて

再セットしておく必要があります。照合をオ

ンにするとバックアップにかかる時間は長く

なりますが、バックアップセットに情報が正

しく書き込まれたことを確認することができ

ます。このオプションのデフォルトはオンで

す。

ソフトウェアデータ圧縮：「ソフトウェアデー

タ圧縮」では、ファイルを圧縮してからバッ

クアップセットにコピーするので、バック

アップセットの容量を節約することができま

す。復元の実行時には自動的に解凍され、元

の状態に戻されます。圧縮による節約スペー

スは、「状況」ウィンドウと操作ログに表示さ

れます。節約できる量は、圧縮するファイル

のタイプによって異なります。テキストファ

イルは圧縮率が高く、アプリケーションファ

イルやシステムファイルは低くなります。

データ圧縮をオンにすると、バックアップや

復元にかかる時間は長くなります。

圧縮機能を内蔵したテープデバイスにコピー

する場合は、より高速なハードウェア圧縮を

優先させるため、ソフトウェア圧縮は自動的

にオフになります。

Retrospect は、内蔵の圧縮フィルタセレクタ

を使用して、StuffIt などの圧縮ユーティリ

ティで圧縮済みのファイルを識別し、ソフト

ウェア圧縮から除外します。詳しくは、

162 ページの「圧縮オプション」を参照して

ください。

「ソフトウェアデータ圧縮」オプションのデ

フォルトはオフです。

アーカイブオプション

これらのオプションは、アーカイブ操作での

み利用できます。

アーカイブオプションには、「バックアップオ

プション」で説明している「検証」、「ソフト

ウェアデータ圧縮」に加え、「ファイルを移

動」オプションがあります。

ファイルを移動：このオプションは、コピー

後に、元ボリュームからファイルを削除しま

す。検証オプションがオンで、ファイルの内

容が完全に一致しない場合は、複製元のファ

イルは削除されません。「ファイルを移動」オ

プションをオンにする場合は、「検証」オプ

ションも必ずオンにしてください。元ボ

リュームのファイルを削除する前に、 低 1
回は、検証オプションをオンにしてアーカイ

ブ、バックアップまたは複製を行っておいて

ください。Retrospect クライアントコントロー

ルパネルで読み込みアクセスだけを許可して

いる場合には、Retrospect は、クライアント

コンピュータのファイルを移動することはで

きません。デフォルトでは、このオプション

はオフです。 

ヒント： 「ファイルを移動」オプションを使

用する前に、コピーだけして別のバックアッ

プセットにアーカイブします。こうすれば、

一方のバックアップセットが使用できなく

なっても適正に対処することができます。

関連するオプションは、162 ページの「元ボ

リュームオプション」で説明しています。

複製オプション

これらのオプションは、複製操作でのみ利用

できます。
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バックアップレポートの更新：このオプショ

ンをオンにすると、Retrospect はバックアッ

プレポートへの情報の追加や更新を行いま

す。デフォルトでは、バックアップレポート

に複製オプションは表示されません。

検証：これは、「バックアップオプション」で

説明したのと同じオプションです。

ファイルを移動：これは、「アーカイブオプ

ション」で説明したのと同じオプションです。

関連するオプションは、162 ページの「元ボ

リュームオプション」で説明しています。

ファイルコピーオプション

これらのオプションは、複製操作と復元操作

でのみ利用できます。

アイコンの位置を調整：Mac OS の宛先ボ

リュームにコピーされたファイルやフォルダ

のアイコンの位置を調整して、重なり合うの

を防ぎます。デフォルトでは、このオプショ

ンはオフです。

修正日の更新：このオプションは、復元操作

でのみ利用できます。復元したファイルの修

正日付と時刻を、操作を実行した日付と時刻

に合わせます。デフォルトでは、このオプショ

ンはオフです。

バックアップセット転送オプション

これらのオプションは、「ツール」タブから

「コピー」コマンドで転送操作を開始した場合

にのみ、利用できます。

スナップショットをコピー：このオプション

は、ファイルをコピーする前に、バックアッ

プセットの現在のスナップショットを、宛先

カタログに転送します。スナップショットは、

宛先バックアップセットのメディアにはコ

ピーされません。宛先バックアップセット内

に存在するスナップショットは置き換えられ

ません。このオプションのデフォルトはオン

です。

新バージョンのみ：検索基準と一致する

ファイルのうち、各ファイルの 新バージョ

ンだけが転送されます。別のセッションで

バックアップされた古いバージョンのファイ

ルは無視されます。デフォルトでは、このオ

プションはオフです。

セッションの統一：このオプションは、元バッ

クアップセットの複数のセッションからの

ファイルを、宛先バックアップセットの単一

のセッションにマージして、一度にまとめて

バックアップされたもののようにします。こ

のオプションがオフだと（デフォルト）、複数

の元バックアップセットから転送されたファ

イルは、宛先バックアップセット内で、セッ

ションごとに別々にリスト表示されます。

リトリーブオプション

これらのオプションは、検索による復元での

み利用できます。
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新バージョンのみ：検索基準と一致する

ファイルのうち、各ファイルの 新バージョ

ンだけが復元されます。別のセッションで

バックアップされた古いバージョンのファイ

ルは無視されます。デフォルトではこのオプ

ションはオフになっており、Retrospect は、古

いセッションおよび現在のセッションの一致

するファイルを復元します。

小フォルダ構成：必要 小限の階層構造で、

オリジナルのフォルダにファイルを復元しま

す。空のフォルダは復元しません。このオプ

ションのデフォルトはオフです。

カタログオプション

このオプションは、複製と復元を除く、すべ

てのタイプの操作で利用できます。

スナップショットを保管（復元用）：このオプ

ションは、Retrospect に対して、ボリューム

スナップショットをカタログに保存し（古い

スナップショットがあれば置き換える）、バッ

クアップメディアにもスナップショットの別

のコピーを保存するように指示するもので

す。デフォルトでは、このオプションはオン

です。

スナップショットは、ボリュームを特定の

バックアップの時点での状態に完全に復元す

ることや、特定のバックアップ中にボリュー

ム上に存在していたことがわかっているファ

イルを回復する上で役立ちます。空のフォル

ダのバックアップは、スナップショット内に

のみ記録されます。このオプションをオフに

すると、スナップショットはカタログに保存

されません。ファイルを復元することが必要

になった場合には、どのファイルを回復する

べきかを決めるために、セレクタ（またはブ

ラウザ、あるいはその両方）を使用する必要

があります。これには時間がかかります。 

照合オプション

これらのオプションは、複製と復元を除く、

すべてのタイプの操作で利用できます。

元ファイルをカタログと照合：このオプショ

ンは、Retrospect に対して、標準バックアッ

プ中に、以前にバックアップしたファイルを

識別するよう指示します。Retrospect は、元

ボリューム上のファイルを、選択した宛先

バックアップセット用のカタログ中のファイ

ル情報と比較します。 

• Mac OS でのファイル照合基準は、名前、

サイズ、タイプ、クリエータ、作成日、

および修正日です。 

• Windows でのファイル照合基準は、名前、

サイズ、作成日、および修正日です。 

• Linux でのファイル照合基準は、名前、

サイズ、および修正日です。 

Retrospect は、これらの基準がすべて一致し

た場合、ファイルは既にバックアップされて

いるものと見なします。基本バックアップの

設定時にプレビューブラウザを開くと、既に

バックアップされたファイルの前には、ひし

形のマークが表示されます。 

注意： デフォルトでは、アーカイブ操作の照

合オプションはオフになっています。この場

合は、バックアップセット内に同じファイル

があっても、選択したファイルはすべてアー

カイブされます。「ファイルを移動」オプショ

ンを選択しない場合、アーカイブスクリプト

とバックアップスクリプトの違いは照合だけ

です。

重複ファイルをバックアップセットに追加し

ない：このオプションは、「元ファイルをカタ

ログと照合」オプションと組み合わせること
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により、以前にバックアップされたファイル

が、バックアップセットに再び追加されない

ようにします。標準の IncrementalPLUS バッ

クアップを行う場合、つまり、新しいファイ

ルか修正されたファイルだけをバックアップ

セットにコピーする場合には、これらのオプ

ションを両方ともオンにしてください。この

オプションをオフにすると、Retrospect は、標

準バックアップを行うたびに、以前にバック

アップしたファイルも含めて、すべてのファ

イルをバックアップセットに追加します。デ

フォルトでは、このオプションはオンになっ

ています。特に変更する必要がなければ、そ

のままにしておいてください。

同一場所のみ照合：このオプションは、「元

ファイルをカタログファイルと照合」がオン

の場合にのみ利用できます。元ボリュームと

宛先ボリュームのファイルが「同一」かどう

かを判断する基準が厳しくなります。（通常

は、「元ファイルをカタログファイルと照合」

で説明したのと同じ基準を満たせば、ファイ

ルは同一であると見なされます。）このオプ

ションをオンにすると、Retrospect は、照合

基準として、Mac OS のファイルに固有な（隠

されている）識別番号も使用します。これに

より、通常は同一であるとされる、ファイル

の別個のコピーは、一致しないものと見なさ

れます。（そして、一致しないファイルはバッ

クアップされるので、バックアップは大きく

なり、遅くなります。）

デフォルトでは、このオプションはオフに

なっています。特に変更する必要がなければ、

そのままにしておいてください。

圧縮オプション

このオプションは、複製と復元を除く、すべ

てのタイプの操作で利用できます。

セレクタ：このオプションは、「ソフトウェア

圧縮」オプション（158 ページの「バックアッ

プオプション」を参照）がオンの場合にのみ

利用できるもので、圧縮を行う際に使うセレ

クタを選択できます。デフォルトでは、内蔵

の圧縮フィルタセレクタを使用して、既に圧

縮されているファイルを識別し、圧縮の対象

から外します。通常、このオプションを変更

する必要はないでしょう。

圧縮するファイルを Retrospect に指示するた

め、異なるセレクタを使用したい場合には、

圧縮フィルタセレクタを修正することもでき

ますし、独自のセレクタを作成することもで

きます。詳しくは、195 ページの「セレクタ

の使い方」を参照してください。 

元ボリュームオプション

このオプション分類は、復元を除く、すべて

のタイプの操作で利用できます。

元（ボリューム / フォルダ / ファイル）のバッ

クアップ時間を設定：これらのオプション（複

製操作では利用不可）は、元ボリューム、フォ

ルダ、またはファイルそれぞれのバックアッ

プ時間を記録します（Mac OS は、ファイル、

フォルダ、およびボリュームそれぞれの作成

日、修正日、およびバックアップ日を記録し

ています）。これらのオプションを使うと、

「バックアップ時間」に基づいたセレクタを作

成することが可能になります。バックアップ

時間とは、実行が始まった時間のことです。

Retrospect クライアントコントロールパネル

で読み込みアクセスだけを許可している場合

には、Retrospect は、クライアントコンピュー

タの元のバックアップ時間を設定することは

できません。デフォルトでは、ボリュームの

オプションはオンで、ファイルとフォルダの

オプションはオフです。

注意： INCREMENTALPLUS バックアップのた

めにファイルの照合を行う際、RETROSPECT

は、バックアップのタイムスタンプは使用し

ません。第 2 章の「RETROSPECT の原理」で
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説明されているように、もっと高度で柔軟な

基準を使用します。

ファイル移動後に空のフォルダを削除しな

い：このオプションはアーカイブや複製のス

クリプトや操作でのみ利用できます。移動の

結果空になったフォルダを、自動的に削除す

ることはせず、そのまま残します。デフォル

トでは、このオプションはオフです。

クライアント実行オプション

これらのオプションは、復元を除くすべての

タイプの操作で利用できます。またこれらの

オプションは、Retrospect クライアントコン

ピュータをバックアップする場合にのみ適用

されます。

バイト単位でファイルを比較：このオプショ

ンは、Retrospect の高速クライアント比較を

無効にし、ローカルのバックアップと同じ方

法でファイルの検証を行うようにします。こ

のオプションをオフにすると、Retrospect は、

コピーされたファイルの検証の際に、より高

速な、チェックサムベースの方式を使用しま

す。どちらの方式でも、バックアップされた

データとオリジナルファイルを、信頼性の高

い仕方で比較します。デフォルトでは、この

オプションはオフになっています。ほとんど

の場合、そのままにしておいてください。

低速度：このオプションはスクリプトでの

み利用できるもので、遅すぎるバックアップ

を防止する点で役立ちます。ここに入力する

数値は、クライアントコンピュータへのアク

セス速度として許容できる 低値を決めま

す。Retrospect は、操作に先立ってクライア

ントへのネットワーク接続をテストします

が、ネットワークやクライアントが十分な速

度で動作していないことを検出した場合に

は、そのクライアントをスキップして、エラー

を記録します。

このオプションは、ダイヤルアップ接続で接

続されているノートブックコンピュータのボ

リュームを Backup Server がバックアップし

ようとした場合などに、それを防止する上で

役立ちます。

Retrospect は、処理の開始時に一度だけ、ク

ライアントの接続速度をチェックします。

ヒント： 実際的な 低速度を決定するには、

「バックアップクライアントデータベース」

ウィンドウで、いくつかのクライアントに対

して「情報を見る」コマンドを使用します。

1 分ほど、各クライアントの速度を観察して

ください。

クライアントシステムオプション

これらのオプションは、復元を除くすべての

タイプの操作で選択でき、Retrospect クライ

アントコンピュータにのみ適用されます。

同期クロック：このオプションは、各クライ

アントコンピュータの日付と時刻を、バック

アップコンピュータの時計と一致させます。

これは、時刻と日付を一致させる点で、また

特に、夏時間と通常時間の切り替えが行われ

る際に有用です。Retrospect クライアントコ

ントロールパネルで読み込みアクセスだけを

許可している場合には、Retrospect は、クラ

イアントコンピュータのクロックを同期させ

ることはできません。デフォルトでは、この

同期オプションはオフです。

システム終了しない /完了時にシステム終了：

このオプションは、操作の終了後、Retrospect
が Mac OS 7/8/9 クライアントの Finder のシス

テム終了処理について何を行うかを指定する

ものです。 
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注意： ここで指定した動作がそのとおり生じ

るのは、116 ページの「実行環境設定」で説

明されているように、クライアント 

MACINTOSH がバックアップの待機状態に

なっているときだけです。 

• 「完了時にシステム終了」は、先読み時間

内に、クライアントで他の操作が予定さ

れていなければ、システム終了操作を行

います（177 ページの「スケジュール環

境設定」を参照してください）。

• 「システム終了不可」は、このオプション

がオンの場合にクライアントをシステム

終了させないようにします。 

デフォルトでは、このオプションは「完了時

にシステム終了」に設定されています。

スケジュールオプション

このオプションは、スクリプトの場合にのみ

利用できます（Backup Server スクリプトを除

く）。

このスクリプトを実行してもよい時間帯を定

義するには、「スケジュール」をクリックして

ください。スケジュールのデフォルトは、

177 ページの「スケジュール環境設定」で説

明する、グローバルなスケジュール環境設定

に応じて決まります。

FileVault オプション

このオプションは、バックアップ操作でのみ

選択できます。

Mac OS X 10.3 には、FileVault と呼ばれる新

機能があります。FileVault を有効にすると、

「ホーム」フォルダの内容全体が実行中に

sparseimage ファイルに暗号化され、このファ

イルから復号化されます。このオプションを

選択すると、Retrospect は FileVault の

sparseimage をバックアップしません。これに

は、いくつかの理由があります。

sparseimage ファイルは頻繁に変更されるた

め、IncrementalPLUS バックアップでは常に

バックアップされます。これに加えて、この

ファイルはかなり大きくなり、ほとんどの場

合適切に復元できないため、バックアップコ

ンピュータやクライアントコンピュータでは

FileVault を有効にしないことをお勧めしま

す。

FileVault を有効にしなければならない場合

は、すべてのユーザデータがバックアップさ

れ、復元できるように、次の手順を実行して

ください。

• すべての FileVault ユーザがログインして

いることを確認する

• 各ユーザのボリュームをバックアップの

元ボリュームとして選択する

ローカルコンピュータやクライアントコン

ピュータに、FileVault を有効にしたユーザの

アカウントが複数ある場合は、すれらのユー

ザをすべてログインさせる必要があります。

上記の例では、名前の横にチェックマークの付い

たユーザがログインしています。

ユーザがログインすると、各ユーザのユーザ

フォルダが Retrospect の「ボリューム選択」

ウィンドウにそれぞれ独立したボリュームと

して（ローカルデスクトップコンテナの中に、

または 1 つのクライアントボリュームとし

て）表示されます。たとえば、FileVault のユー
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ザである Chester がログインすると、「Chester」
という名前の新しいボリュームが Retrospect
の「ボリューム選択」ウィンドウに表示され

ます。

上記の例では、benc と chester がローカルコン

ピュータの FileVault ユーザです。

ユーザのデータを確実にバックアップするに

は、FileVault ユーザのボリュームを元ボリュー

ムとして選択する必要があります。起動ディ

スクボリュームを選択しても、ユーザのデー

タは正しくバックアップされません。ローカ

ルデスクトップコンテナ、バックアップクラ

イアントコンテナ、または特定のクライアン

トを選択すると、その中にある FileVault ボ
リュームも選択されます。

実行のコントロール

Retrospect には、実行中の動作を制御する数

多くのオプションがあります。たとえば、動

作の休止や中止、ボリュームや実行の詳細の

表示、対話モードと無人モードの切り替えな

どが行えます。各オプションは、動作の実行

中に利用することができます。

実行を開始するには、以下の方法があります。

• 「基本」タブから、バックアップ、復元、

複製のいずれかを起動する。

• 「ツール」タブから、アーカイブとバック

アップセット転送のいずれかを起動する。

• 「実行」メニューまたは「基本」タブか

ら、スクリプトを直接実行する。

• Finder から起動書類を開く。

• スケジュール済みのスクリプトが自動実

行されるまで待機する。

実行中は、実行状況ウィンドウと「制御」メ

ニューが表示されます。バックアップセット

のメンバーが見つからない場合は、メディア

要求ウィンドウが表示されます。

Backup Server の実行の制御

この項で説明する機能の多くは、通常のスク

リプトと Backup Server スクリプトの両方に

当てはまるものですが、この項では主に、通

常のスクリプトに関連した使用方法について

解説します。Backup Server スクリプトにはそ

れ独自の実行制御機能があります。95 ページ

の「Backup Server の使用」を参照してくださ

い。

実行状況ウィンドウ

実行状況ウィンドウは、ファイル転送の実行

中に表示され、以下の機能が利用できます。

• 「休止」ボタン：実行中の動作を一時的に

中断します。動作を再開するには、「続け

る」ボタンをクリックします。

• 「中止」ボタン：実行中の動作を中止し、

実行が未完了のまま終了します。

• ドロップアロー：ウィンドウを拡大し、

実行中の動作の詳細を表示します。元ボ

リュームと宛先ボリュームの名前、元ボ

リュームとスクリプトの開始時刻、元ボ

リュームと全体の実行速度、さらに、ソ

フトウェアデータ圧縮が使われていると

きは圧縮の状態が表示されます。
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実行状況ウィンドウ（拡張時）

「制御」メニュー

「制御」メニューは、ファイル転送の実行中に

表示されます。以下のコマンドがあります。

「ログの表示」は、操作ログを表示します。 154
ページの「操作ログの表示」を参照。

「手動実行」は、対話モードでの実行に切り替

えます。このモードでは、「制御」メニューの

「終了後」オプションはグレー表示になり、実

行後も Retrospect は起動したままになりま

す。対話モードでは、カーソルは 1 組の回転

するギヤの形になります。「基本」タブと「ツー

ル」タブの操作は、対話モードがデフォルト

のモードです。

ヒント： ボリュームのスキャン中などで、

「制御」メニューがまだ表示されていなくて

も、対話モードと自動モードを切り替えるこ

とは可能です。どの時点でも、キーボード

ショートカットの COMMAND-OPTION-A を

続けて 2 回押せば、切り替えることができま

す。

「自動実行」は、自動モードでの実行に切り替

えます。このモードでは、「制御」メニューの

「終了時」オプションが利用可能になるので、

実行後の Retrospect の動作を指定できます。

自動モードでは、カーソルはアニメーション

をするグリッドの形になります。「実行」メ

ニューから起動した自動実行、起動書類、ス

クリプトについては、自動モードがデフォル

トのモードになります。 

「エラー時に停止」は、エラーが生じた場合、

実行を中断してダイアログを表示することに

より、エラーを報告します。「OK」ボタンを

クリックすると、可能な場合には、実行を再

開します。

「エラー時に続行（ログのみ）」は、エラーが

生じても、操作ログに記録するだけです。可

能であれば、実行を続けます。このメニュー

オプションのデフォルトは、環境設定の「実

行管理」で指定できます。詳しくは、177 ペー

ジの「実行管理環境設定」を参照してくださ

い。

「終了時」は、自動モードでの現在の操作が完

了した時点での、Retrospect の動作を指定し

ます。「待つ」、「終了」、「再起動」、「システム

終了」のいずれかを選択できます。これらの

コマンドは、対話モードでは利用できません。

このメニューオプションのデフォルトは、環

境設定の「自動」で指定できます。

先読み時間（177 ページの「スケジュール環

境設定」を参照）内に、別のスクリプトの自

動実行が予定されている場合には、Retrospect
は終了、再起動、システム終了を行いません

（これらについては、179 ページで説明する環

境設定で指定します）。Retrospect は起動した

ままで、スクリプトの実行を待機します。

メディアの要求

ディスク、テープ、CD/DVD の各バックアッ

プセットでは必要に応じて、メディアの挿入

を求めるメディア要求ウィンドウが表示され

ます。通常は、正しい名前のメディアもしく

は消去済みメディアを挿入して、「続ける」を

クリックすれば、実行を続けることができま

す。ファイルバックアップセットとインター

ネットバックアップセットを使用したバック

アップでは、メディアを使わないので、メディ

アが要求されることはありません。

バックアップを実行する前に正しいメディア

が挿入されている場合は、メディア要求の

ウィンドウは表示されません。このウィンド

ウが表示されるのは、貴重なデータが誤って

上書きされないようにするためです。メディ

ア要求ウィンドウを表示することなく実行を

進めるためには、空か消去済み、または要求
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された名前と完全に一致するメディアが必要

です。新規メディアバックアップや書き替え

バックアップを実行する場合は、事前にメ

ディアを消去しておけば、ウィンドウを表示

させずに次の動作に進むことができます。

「メディア要求」ウィンドウには、「中止」ボ

タンがあります。「中止」ボタンをクリックす

ると、実行中の動作が停止します。「取り出

し」ボタンも表示されます。クリックすると、

選択したメディアがバックアップデバイスか

ら排出されます。（あるデバイスでは、手動で

カートリッジを取り出すことが必要です）。

テープライブラリに対して、追加のコマンド

を利用できます。詳しくは、44 ページの「テー

プライブラリのコマンド」を参照してくださ

い。

「メディア要求」ウィンドウがアクティブな状

態のときは、「デバイス」メニューがメニュー

バーに追加されます。メニュー項目は、以下

のとおりです。

「デバイス状況」は、通信バスをスキャンし、

ID と対応するデバイス名を表示します。

「取り出し」は、指定したディスク、テープ、

または CD/DVD をドライブから取り出しま

す。（あるデバイスでは、手動でカートリッジ

を取り出すことが必要です）。

「テンション調整」は、選択したテープの早送

りと巻戻しを行って、テープの張りと位置が

均等になるように調整します。テンション調

整が適用できるのは、一部のタイプのドライ

ブメカニズムに限られます。

「消去」は、選択したテープ、リムーバブル

ディスク、または再書き込み型 CD/DVD の内

容を消去します。

テープライブラリに対して、追加のコマンド

を利用できます。詳しくは、44 ページの「テー

プライブラリのコマンド」を参照してくださ

い。

メディア要求ウィンドウにお使いのバック

アップデバイスが表示されない場合は、

30 ページの「バックアップデバイスの確認」

を参照してください。

新規メディアの要求

「新しい…を選んでください」（「…」はメディ

アの種類）と表示された場合は、空のメディ

アか、消去してもよいメディアをセットして

ください。

ドライブにメディアがセットされている場合

は、「続ける」ボタンを押すとメディアが消去

され、新しい名前が付けられます。そのメディ

アを使って作業が続行されます。

注意： ここでは、他のバックアップセットに

属するメディアは消去できません。

操作を停止するには、メディア要求ウィンド

ウの「中止」または「キャンセル」をクリッ

クします。

特定メンバーの要求

「…を挿入してください」または「…を選択し

てください」（「…」は特定のメディア名）と

表示された場合は、宛先バックアップセット

に属するメディアメンバーをセットしてくだ

さい。
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操作を続行する場合は、要求されたメディア

を挿入または選択した後「続ける」をクリッ

クします。操作を停止する場合は、「中止」ま

たは「キャンセル」をクリックします。

要求されたメディアが利用可能でない場合

は、「選択」ボタンをクリックします。メディ

ア選択ダイアログボックスが表示されます。 

以下のいずれかのオプションを選択します。

「紛失」は、要求されたバックアップセットメ

ンバーが永久に利用できないときに選択しま

す。Retrospect は新しいメディアを要求し、そ

のメディアに選択された元ボリュームのファ

イルをすべてコピーします（紛失したメン

バーにコピーされたデータは消失したと見な

されます）。

注意： 「紛失」は、要求されたメンバーを完

全に紛失したか、それが破損した場合にのみ

選択してください。それ以外の状況では、選

択しないでください。

「スキップ」は、要求されたメンバーをスキッ

プし、新規メンバーを使用するときに選択し

ます。スキップされたメンバー上のデータは、

現状のままとなります。つまり、「そのメン

バーへのコピーを中止し、次のメディアにコ

ピーする」という指示になります。そのメン

バーの残り容量が少なく、無人でバックアッ

プを実行した場合に完了するまでもたないた

め、新規メディアを要求されそうな場合に選

択すると便利です。

警告： 要求されたディスク、テープ、

CD/DVD を紛失また破損してしまった場合

は、「スキップ」ではなく「紛失」を選択し

てください。「紛失」を選択すると、紛失ま

たは破損したメディア上のデータにはアクセ

スできないので再度バックアップするように 

RETROSPECT に指示できます。

メディア要求の詳細については、220 ページ

の「挿入したディスク、テープ、CD/DVD を、

Retrospect が拒否する。」を参照してください。

バックアップセットの管理

後で使用するバックアップセットを事前に作

成して設定したり、既存のバックアップセッ

トのメンテナンスを実行したりできます。

バックアップセットのリストの表示

Retrospect で現在使用中のバックアップセッ

トのリストを表示するには、「設定」タブをク

リックして「バックアップセット」をクリッ

クします。「バックアップセット」ウィンドウ

が表示されます。

次の方法で、リストを修正できます。

• 新規バックアップセットの作成

• 古いバックアップセットの再作成

• バックアップセットの削除

新規バックアップセットの作成

新規のバックアップセットを作成するには、

「新規」をクリックします。新規バックアップ

セットの作成手順は、49 ページの「新規バッ

クアップセットの作成」で説明しています。

古いバックアップセットの再作成

「バックアップセット」ウィンドウに自分の

バックアップセットが表示されていない場

合、カタログファイルを使用して、そのバッ

クアップセットをリストに追加することがで
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きます。開始するには、「追加」をクリックし

ます。

このウィンドウから、次のことができます。

• 既存のカタログファイルを開く：バック

アップセットのカタログファイルの場所

がわかっている場合、「開く」ボタンをク

リックします。カタログファイルが保存

されている場所を参照して、ファイルを

選択し、「開く」をクリックします。

• ストレージメディアからカタログファイ

ルを再作成する：「再作成」ボタンをク

リックします。206 ページからの「カタ

ログの再作成」に説明されているとおり

に、カタログファイルを再作成します。

カタログファイルを開くか再作成したら、関

連するバックアップセットがリストに表示さ

れます。

バックアップセットの削除

バックアップセットのリストからバックアッ

プセットを削除するには、バックアップセッ

トを選択して、「削除」ボタンをクリックする

か、または Delete キーを押します。バック

アップセットを削除するプロンプトが表示さ

れたら、「OK」をクリックします。ここで行

う削除は、バックアップセットの内容にも、

カタログファイルにも影響しません。ただし、

そのバックアップセットが使われているスク

リプトからは、バックアップセットが削除さ

れます。

バックアップセットは、後でリストに戻すこ

とができます。ただし、カタログファイルを

削除した場合とバックアップセットが保存さ

れているメディアを消去した場合は戻せませ

ん。このプロセスについては、「古いバック

アップセットの再作成」で説明しています。

バックアップセットのリストの編成

大量のバックアップセットを管理しなければ

ならない場合、バックアップセットを整理す

るためのフォルダを使用できます。たとえば、

別の離れた場所の安全な保管ボックスに移動

したアクティブでないバックアップセット用

に、フォルダを作成できます。

注意： 「バックアップセット」ウィンドウ内

で作成するフォルダは、編成専用のもので、

RETROSPECT 外では存在しません。

フォルダを作成して、バックアップセットを入
れるには

1.「バックアップセット」ウィンドウで、

「バックアップセット」メニューから「新規

フォルダ」を選択します。

2. フォルダの名前を入力して「作成」をク

リックします。

3. フォルダに移動するバックアップセット

をドラッグアンドドロップします。

バックアップセットの設定

既存のバックアップセットのプロパティは、

いつでも表示および修正できます。「設定」タ

ブをクリックして「バックアップセット」を

クリックし、現在のバックアップセットのリ

ストを表示します。設定するバックアップ

セットをダブルクリックします。

バックアップセットのプロパティウィンドウ

が表示されます。
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このウィンドウは、以下のタブに分かれてい

ます。

• 「概要」タブ

• 「オプション」タブ

• 「スナップショット」タブ

• 「メンバー」タブ（テープ、CD/DVD、お

よびリムーバブルディスクのバックアッ

プセットの場合のみ）

• 「インターネット」タブ（インターネット

バックアップセットの場合のみ）

「概要」タブ

「概要」タブには、バックアップセットに関す

る一般的な情報が表示されます。

• 「内容」には、バックアップセット内の

ファイル数と合計サイズが表示されます。

• 「空き容量」には、現行のバックアップ

セットメンバーの残り容量が表示されま

す。 

• 「ストレージ」には、バックアップセット

内のメディアメンバーの数とセッション

の数、およびカタログ内のスナップ

ショットの数が表示されます。 

• 「オプション」には、「オプション」タブ

で指定したオプションが表示されます。

• 「セキュリティ」には、バックアップセッ

トのパスワード保護のレベルが表示され

ます。 

• 「カタログファイル」には、バックアップ

セットのカタログが保存されている場所

のパス名が表示されます。 

「オプション」タブ

「オプション」タブでは、カタログの圧縮、カ

タログの分割、パスワードの設定、バックアッ

プセットで次回以降に使用するメディアの制

御、メンバーに保存できる容量の予測などが

行えます。

テープバックアップセットの「オプション」タブ

「カタログ：」の圧縮ラジオボタンでは、カタ

ログファイルの圧縮オプションを選択しま

す。カタログ圧縮によってハードディスクの

容量を節約することができますが、ファイル

の照合と同じようにカタログに関する処理速

度が低下する可能性があります。

「カタログ：」の「分離」ボタンは、ファイル

バックアップセットの場合のみ表示され、統

合されているファイルをデータファイルとカ

タログファイルに分割します。詳しくは、

22 ページを参照してください。

「パスワード：」ラジオボタンでは、パスワー

ドで保護されたバックアップセットの、パス

ワード保護のレベルを選択できます。パス

ワードオプションは、バックアップセットを

作成するときに暗号化またはパスワード保護

を指定していない場合は、選択できません。

「メディア」の「制御」ボタンをクリックする

と、「メディア制御を手動で変更する ...」ダイ

アログボックスが表示され、このバックアッ

プセットに対して次にバックアップを実行し
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たときのストレージメディアの取り扱い方法

を指定できます。

• 「標準」は、現行のバックアップセットと

メディアにデータの追加を続けます。

• 「書き替え」は、バックアップセットの

データとカタログを消去して、メディア

を再利用します。これは、バックアップ

セットのリセットと同じです。

• 「新規メディア」は、新しい空のメディア

を要求し、バックアップセットを新規作

成します。

• 「スキップ」は、現在のバックアップセッ

トを次に宛先として使用するときに追加

する新規メンバーを要求します。このオ

プションは、CD/DVD、テープ、ディス

クなどの現行メンバーの容量が限界に近

く、自動実行の途中でメディアを交換す

ることなく、無人で実行を完了したいと

きなどに便利です。

「メディア：」の「容量」ボタンは、CD/DVD
とテープバックアップセットでのみ利用でき

ます。メディア容量の予測値を変更すること

ができます。

メディアの容量が常に Retrospect の推定より

大きいという場合以外は、デフォルトの「自

動」のままにしておけば、Retrospect が容量

を推定します。実際のメディア容量を調べる

には、容量に達したテープや CD/DVD を持つ

バックアップセットを選択して、「メンバー」

タブをクリックします。

「スナップショット」タブ

「スナップショット」タブには、バックアップ

セットカタログ内にある 新のボリュームの

スナップショットが表示され、各スナップ

ショットに関する基本情報が示されます。

• スナップショットごとに、ボリューム名

と作成日付が表示されます。

• 「追加」をクリックすると、ストレージメ

ディアから古いスナップショットが取り

込まれます。「スナップショットの取り込

み」ウィンドウで、セッションを選択し

て、「取り込み」をクリックします。

• スナップショットを選択し、「削除」をク

リックすると、カタログファイルからそ

のスナップショットが削除されます。削

除されたスナップショットは、ボリュー

ムが次にバックアップされたときに新し

いスナップショットに置き換えられます。 

「メンバー」タブ

「メンバー」タブには、バックアップセット内

のすべてのメディアメンバーが表示されま

す。たとえば、バックアップセットが 3 つの

テープに拡張されている場合は、3 つのテー

プがすべてここに表示されます。

注意： このタブは、ファイルバックアップ

セットとインターネットバックアップセット

では表示されません。

バックアップセットのメンバーが紛失または

破損した場合、そのメンバーを紛失している

ものとして指定できます。指定することで、

これまでにそのメンバーに保存したファイル

はもう利用できないことが Retrospect に認識
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されます。紛失または破損したメンバーを選

択して、「セットの紛失」をクリックします。

紛失したメンバーは、  アイコンで示されま

す。

次回のバックアップまたはアーカイブ操作

で、Retrospect は紛失したメンバー上にあっ

たファイルを新しいバックアップセットメン

バーにコピーして、完全なバックアップを保

証します。

「インターネット」タブ

「インターネット」タブには、FTP のログイン

情報とインターネットバックアップセットの

保存先が表示されます。バックアップセット

を作成した後で、FTP に関する設定が変わっ

たなら、この情報を変更することもできます。

インターネットバックアップの詳細について

は、50 ページを参照してください。

スクリプトのメンテナンス

本項では、作成したスクリプトのメンテナン

スに必要な各種作業について説明します。メ

ンテンス作業には、以下のものがあります。

• スクリプトのチェック

• スクリプトの設定を修正する

• スクリプトの複製、名前の変更、削除

• スケジュールされたスクリプトの表示

• スクリプト実行のスキップ

上記の作業を実行するには、まず「Retrospect
ディレクトリ」の「自動化」タブをクリック

します。

スクリプトのチェック

Retrospect を終了して自動実行モードでスク

リプトを実行する前に、スクリプトの準備が

完了しているかどうかを確認しておくとよい

でしょう。スクリプトの有効性をチェックし

たり、バックアップデバイスで必要なメディ

アが利用可能になっていることを確認したり

できます。

スクリプトをチェックするには

1.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブから「チェック」をクリックします。

「スクリプトの選択」ウィンドウにスクリプ

トのリストが表示されます。

2. テストするスクリプトを選択し、「OK」

をクリックします。 

スクリプトの定義がチェックされ、元ボ

リュームと宛先ボリュームが正しく定義され

ているかどうかが確認されます。スクリプト

に必要なデータが不足している場合は、メッ

セージが表示されます。「編集」をクリック

してスクリプトを修正します。

スクリプトが完全な場合は、スクリプトの準

備ができたことを知らせるメッセージが表示

されます。

注意：このダイアログボックスに表示される

情報は、バックアップセットのタイプとバッ

クアップデバイスに現在ロードされているメ

ディアによって異なります。

3. 要求されたバックアップセットメンバー

が利用可能かどうかをチェックするには、

「メディアのチェック」をクリックします。

「Retrospect ディレクトリ」ウィンドウに戻る

場合は、「OK」をクリックします。

注意：Retrospect を終了すると、次回スケ

ジュールされている有効なスクリプトのメ
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ディアのチェックを要求するプロンプトが自

動的に表示されます。詳しくは、176 ページ

の「終了時処理環境設定」を参照してくださ

い。

スクリプトの設定を修正する

元ボリューム、宛先バックアップセット、ファ

イル選択基準、オプション、スケジュールな

ど、スクリプトの作成時に指定した設定は、

いつでも修正することができます。スクリプ

トの修正は、スクリプトサマリウィンドウか

ら行います。

スクリプトの設定を修正するには

1.「Retrospect ディレクトリ」の「自動化」

タブをクリックし、「スクリプト」をクリッ

クします。

スクリプトのリストが表示されます。

2. 修正するスクリプトを選択して、「編集」

をクリックします。

3. スクリプトの修正は、スクリプトの作成

の場合と同じです。詳しくは、「第 5 章 • ス

クリプトによる自動実行」を参照してくださ

い。

4.「スクリプト」メニューから「保存」を選

択して、修正したスクリプトを保存します。

スクリプトの複製、名前の変更、削除

既存のスクリプトを複製し、その設定内容を

修正して新しいスクリプトを作成することが

できます。複製元のスクリプトは名前を変え

て残すことも、完全に削除することもできま

す。

スクリプトを複製、名前変更、削除するには

1.「Retrospect ディレクトリ」ウィンドウの

「自動化」タブをクリックします。 

2.「スクリプト」をクリックし、スクリプト

のリストを表示させます。

3. 複製、名前の変更、または削除するスク

リプトを選択します。

4. スクリプトを複製するには、「スクリプ

ト」メニューの「複製」を選択します。 

新しいスクリプトの名前を入力して「新規」

をクリックします。新しいスクリプトを修正

して保存します。

5. スクリプトの名前を変更するには、「スク

リプト」メニューの「名前を変える」を選択

します。

スクリプトの新しい名前を入力して「リネー

ム」をクリックします。

注意：スクリプトのウィンドウがアクティブ

なときにも、名前の変更を行うことができま

す。

6. スクリプトを削除するには、「スクリプ

ト」メニューの「削除」を選択します。

削除を確認するダイアログが表示されるの

で、確認して「OK」をクリックします。ス

クリプトがリストから削除され、スケジュー

ルされていた実行も予定から除外されます。

ヒント： スクリプトを削除するときに確認

メッセージを表示させたくない場合は、

OPTION キーを押しながら「削除」コマンド

を選択します。

スケジュールされたスクリプトの表示

Retrospect は、予定されているスクリプトの

リストを管理します。このリストを表示して、

実行が予定されているスクリプトとその時期

を確認できます。スケジュールされたイベン

トを削除するか、スクリプトを編集してその

スケジュールを変更することにより、実行ス

ケジュールを修正することもできます。
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すべてのスケジュール済みスクリプトの実行

スケジュールを表示するには、「自動化」タブ

の「プレビュー」をクリックします。

「自動実行のプレビュー」ウィンドウに、スク

リプトの実行が予定されている日付、時刻、

曜日が表示されます。このウィンドウには、

スクリプトの名前、バックアップ動作、宛先

も表示されます。

スケジュールされたイベントの削除

あるスケジュール済みイベント以前のイベン

トを一括して削除するには、そのイベントを

選択して、「削除 ...」をクリックします。削除

を確認するダイアログが表示されるので、確

認して「OK」をクリックします。そのイベン

トと、それ以前の全イベントがスケジュール

から削除されます。

スケジュールされたスクリプトの編集

ウィンドウに表示されたイベントに関連した

スクリプトを編集するには、そのイベントを

選択して、「スクリプトの編集 ...」をクリック

します。「スクリプト」ウィンドウが表示され

ます。「スケジュール」ボタンをクリックして

スケジュールやスクリプトのその他の部分を

修正してください。 

スケジュールの修正方法については、79 ペー

ジの「スクリプトのスケジュール作成」を参

照してください。

スクリプト実行のスキップ

スクリプトの実行を一定期間だけ休止したい

場合は、スクリプトのスケジュールをオフに

して、再びオンに戻す時期を指定することが

できます。この設定は、会社全体が一週間の

休暇に入るため、バックアップデバイスのメ

ディアを交換する人がいない場合などに便利

です。

スクリプトの実行をスキップするには

1.「自動化」タブの「スクリプト」をクリッ

クして、スクリプトのリストを表示します。 

2. スクリプトを選択し、「編集」をクリック

します。 

スクリプトサマリウィンドウが表示されま

す。 

3.「スケジュール」をクリックします。 

選択したスクリプトの予定実行日時がリスト

アップされます。

4. ウィンドウ下部の「スキップ」チェック

ボックスをクリックします。 

日時フィールドがウィンドウの下部に表示さ

れます。

5. スクリプトの実行を再開したい日時を設

定し、「OK」をクリックします。

その日時より前に予定されているイベント

は、実行されません。

注意： スケジュールウィンドウに複数のスケ

ジュールが表示されているときは、この機能

によって延期されるのは選択したスケジュー

ルだけではありません。このスクリプトに設

定されているすべてのスケジュールが延期さ

れます。
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RETROSPECT の環境設定

Retrospect の環境設定を調整し、ユーザのニー

ズに も合うようにアプリケーションの動作

を修正することができます。Retrospect の環

境設定はグローバルであり、Retrospect によ

り実行されるあらゆる操作に影響します。

Retrospect の環境設定にアクセスするには、

「Retrospect ディレクトリ」の「スペシャル」

タブをクリックして、「環境設定」ボタンをク

リックします。「環境設定」ウィンドウが表示

されます。

左側のリストには、オプションの分類が表示

されます。右側には、指定した分類に属する

オプションの内容が表示されます。オプショ

ンを設定したら「OK」をクリックし、選択を

保存します。

注意： 各オプションのデフォルト設定を変更

すると、リストの分類名が太字で表示されま

す。デフォルトの設定に戻すには、分類名を

選択して、「デフォルトを使う」をクリックし

ます。

ログ環境設定

「 大ログサイズ（MB）」は、操作ログのサ

イズがこのフィールドで設定した値以内に制

限されます。設定できる値は、1 MB から 100
MB までです。ログのサイズが制限値に達す

ると、ログの古い部分から削除されます。ロ

グは大きいほど、開くのに時間がかかります。

デフォルトのサイズは 10 MB です。

「常時ログをオープン」は、Retrospect の毎回

の起動時に自動的に操作ログを開きます。デ

フォルトでは、このオプションはオフです。

「バックアップレポートをエクスポート」は、

毎回の実行後に 2 つの同一ファイルを生成ま

たは更新します（バックアップレポートファ

イルの片方は Retrospect アプリケーションと

同じフォルダに、もう一方は Retrospect 初期

設定フォルダ内に置かれます）。これは、タブ

区切りのテキストファイルで、バックアップ

レポート内のすべての情報を含んでいます。 

手動でエクスポートを行う方法の詳細につい

ては、152 ページの「バックアップレポート

の表示」を参照してください。

メディアの要求環境設定

「メディア要求の時間切れ」では、実行時のメ

ディアの待ち時間を指定します。この時間が

経過すると、Retrospect は実行を中止し、ス

ケジュールされた次のイベントの準備状態に

入ります。デフォルトではこのオプションは

オフになっており、時間切れは起こりません。

「自動的に空のメディアを使用」は、テープ、

CD/DVD、またはリムーバブルディスクによ

るバックアップセットの現在のメンバーが使

用できない場合に、次回の標準バックアップ

で消去したテープ、CD/DVD、またはディス

クを使用するように設定します。たとえば、

バックアップセットの現在のテープがほとん
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ど一杯になっている場合に、このオプション

をオンにして、消去したテープをドライブに

入れておくことができます。そうすれば、古

いテープが一杯になってから、テープの交換

を促されるということはありません。このオ

プションをオフにすると、Retrospect は常に、

バックアップセットの 新のメンバーを要求

し、一杯になるまで使用します。デフォルト

では、このオプションはオフです。

メディアの消去環境設定

「消去確認なし」は、バックアップを行ってい

て、メディアを消去する必要があるときに通

常表示される確認メッセージを省略します。

デフォルトでは、このオプションはオフです。

たとえば、「1-Backup Set A」という名前のテー

プバックアップセットメンバーに標準のバッ

クアップを行おうとしていて、テープドライ

ブにロードされているメンバーが別の名前の

ものだけである場合を考えてみます。

Retrospect はメディア要求ウィンドウを表示

し、そこでユーザは現在ロードされている

テープを選択できます。「消去確認を省略」オ

プションをオンにし、テープを選択して「続

ける」をクリックすると、Retrospect はその

テープの内容を消去して使用します。「消去確

認を省略」オプションをオフにした場合、

Retrospect は、テープの内容を本当に消去し

てもよいかどうか尋ねる警告ダイアログを表

示します。

メディアのハンドリング環境設定

「テープのテンション調整」は、テープの早送

りと巻戻しを行って、テープの張りと位置が

均等になるように調整します（これは、一部

のドライブにのみ当てはまります）。デフォル

トでは、このオプションはオフです。

「メディアの取り出し」は、Retrospect の終了

時に、ディスクを取り出します。デフォルト

では、このオプションはオフです。

「FireWire/USB ハードドライブをリムーバブ

ルディスクとして使用します。」は、リムーバ

ブルディスクバックアップセットで FireWire
および USB のハードディスクを使用可能に

します。バックアップを複数のハードドライ

ブに拡張できます。

警告： RETROSPECT は、リムーバブルディ

スクバックアップセットに追加した各ハード

ドライブを占有します。また、追加した各ド

ライブに格納されていたデータは削除されま

す。

メンテナンス環境設定

「テープドライブのクリーニング確認の表示」

は、テープドライブを使用している場合、一

定の間隔でクリーニングのタイミングを通知

する機能です。クリーニング時期は、ログに

記録されたり、Retrospect を終了したあとで、

Finder に通知ダイアログとして表示されたり

します。終了しなければ、通知は表示されま

せん。デフォルトではこのオプションはオン

で、間隔は 15 時間おきです。ドライブのメー

カーの勧めるクリーニングのタイミングに

従ってください。

終了時処理環境設定

Ja-RUG60Mac.book  176 ページ  ２００４年３月１９日　金曜日　午前１０時３９分



第 8 章 •  管理 177

「次のスクリプトの有効性をチェック」は、

Retrospect の終了時に、この動作を行います。

次に実行する予定のスクリプトを自動的に検

証して、その情報を表示します。デフォルト

では、このオプションはオンです。

インターネット環境設定

「FTP サーバタイムアウト」は、インターネッ

トバックアップセットを使った操作を実行中

の、FTP サーバとの通信の待ち時間を指定し

ます。指定した時間を過ぎてもサーバから応

答がないと、サーバとの接続が切断され実行

は中断されます。デフォルトでは、30 分に

なっています。

実行管理環境設定

「バックグラウンドでは休止」は、Retrospect
アプリケーションがバックグラウンドになる

と、実行中の操作を自動的に休止します。デ

フォルトでは、このオプションはオフです。

「エラー時に停止」は、エラーが生じた場合、

Retrospect の操作を自動的に休止して、アラー

トメッセージを表示します。デフォルトでは、

このオプションはオフです。

「再開時にボリュームを再スキャン」は、別の

アプリケーションから Retrospect に切り替え

たときに、選択されたボリュームに変更がな

いか再スキャンします。デフォルトでは、こ

のオプションはオフです。

「実行を停止する前に確認」は、ユーザが実行

（バックアップ、復元など）を止めたときに、

必ず確認ダイアログを表示します。実行を停

止したときに確認ダイアログを表示したくな

い場合は、このチェックボックスをオフにし

ます。デフォルトでは、このオプションはオ

ンです。

通知環境設定

「自動的に Retrospect を起動」は、実行予定

のスクリプトがある場合に、Retrospect を自

動的に起動します。デフォルトでは、このオ

プションはオンです。

「Dock アイコンを動画にする」は、メディア

が必要なときに Mac OS X の Dock 内で

Retrospect のアイコンが飛び跳ねて通知する

かどうかを設定します。

セキュリティ環境設定

「常に認証が必要」は、Mac OS X でユーザが

Retrospect を起動するごとに、管理者のログ

インとパスワードによる認証を行うかどうか

を設定します。

スケジュール環境設定

「先読み時間：n 時間 / 日」は、予定されたス

クリプト実行のために、Retrospect が先読み

を行う時間の長さまたは日数を定義します。

これは、バックアップコンピュータやクライ
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アントのシャットダウン時や、自動処理完了

後の Retrospect の動作に影響しますデフォル

トは 12 時間です。

詳しくは、177 ページの「通知環境設定」、

163 ページの「クライアントシステムオプ

ション」、および 179 ページの「自動環境設

定」をそれぞれ参照してください。

「スケジュール」では、スクリプトの実行を許

可する時間帯を定義できます。この環境設定

は、Backup Server スクリプトを除くすべての

スクリプトに影響します。スクリプトの実行

が許可される時間帯のデフォルトは、1 週間 7
日、1 日 24 時間です。

注意： 個別のスクリプト単位で時間帯を定義

することもできます。詳しくは、164 ページ

の「スケジュールオプション」を参照してく

ださい。

スケジュールをカスタマイズするには

1.「スケジュール」をクリックします。

週単位のスケジュールウィンドウが表示され

ます。

デフォルトでは、1 週間 7 日、1 日 24 時間の

すべてが選択されています。

2. 週の中の曜日を選択するには、それをク

リックします。週の中の連続した曜日を選択

するには、クリックしてからドラッグしま

す。前の選択状態を保ったまま別の日を選択

するには、shift キーや command キーを押し

ながらクリック、またはドラッグします。

時間帯を変更するには、クリックしてから数

値を入力するか、コントロールを使います。

「開始」は、スケジュールされた実行を開始

し始めてもよい時刻です。

「終了」は、終了時刻の前の時間帯（時間と

分）です。この期間に現在の操作が完了して

も、次の操作は開始されません。

「停止」は、Retrospect がスクリプトによる自

動実行を完全に停止する必要がある時刻で

す。次の開始時刻まで、操作は行われませ

ん。

注意：それぞれの時間は、時間を示すスケ

ジュールバー上のアイコンをドラッグして設

定することもできます。ただし、 初は実際

に数値を入力して、これらのコントロールの

動作を確認してみてください。

いずれかの時間設定を変更すると、スケ

ジュールバーも変化して、開始、終了、停止

の時間設定をグラフィカルに表現します。

それぞれの曜日の下にも、スケジュールバー

が小さく表示されますが、これにはコント

ロール機能はありません。

「常に」と「しない」ボタンはそれぞれ、実

行時間を 24 時間すべて、または設定なしに

変更します。

3. 完了したら「OK」をクリックします。

サウンド環境設定

「警告音」は、ユーザの操作が必要な場合（メ

ディア要求時など）に鳴らすサウンドをシス

テムサウンドから選択することができます。
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「終了音」は、Retrospect の操作が正常に完了

したときに鳴らすサウンドをシステムサウン

ドから選択することができます。

OS X 環境設定

「アクセス権警告」は、Mac OS X で作業中の

ボリュームがアクセス権を無視する設定に

なっている場合に、アラートメッセージを表

示します。デフォルトでは、このオプション

はオンです。

Mac OS X で動作中のシステムボリューム以

外のボリュームに適切に復元するには、その

ボリュームの「このボリューム上のアクセス

権を無視する」をオフにする必要があるため、

このオプションは重要です。

自動環境設定

「起動続行」、「終了」、「再起動」、「スリープ」、

および「システム終了」は、別のスクリプト

が先読み時間内に実行されるようにスケ

ジュールされていない場合の、スクリプト完

了時の Retrospect の動作を決定します。詳し

くは、177 ページの「スケジュール環境設定」

を参照してください。このオプションのデ

フォルトは「終了」です。

「実行エラーおよびメディアの準備を通知」

は、スクリプトの自動実行中にエラーが生じ

た場合、アラートメッセージを表示します。

また、後ほど CD/DVD、テープ、ディスクが

必要となる場合にも、アラートメッセージを

表示します。このオプションは、上記の「起

動続行」、「終了」、「再起動」、「スリープ」、ま

たは「システム終了」環境設定を選択してい

た場合にのみ、利用できます。デフォルトで

は、この環境設定はオンです。

RETROSPECT の移動

バックアップコンピュータを切り替える決定

をした場合、単に Retrospect とバックアップ

デバイスを新しいコンピュータにインストー

ルするだけでは不十分です。Retrospect の環

境設定、クライアント、カタログ、スクリプ

ト、スケジュールを現状のまま使用するには、

新しいバックアップコンピュータに他のファ

イルもいくつか移動する必要があります。

Retrospect を新しいバックアップコンピュー
タに移動するには

1. 新しいコンピュータに Retrospect をインス

トールします。

2. 使用中のバックアップコンピュータから

移動先のコンピュータに、カタログファイル

をコピーします。

注意：カタログファイルのデフォルトの保存

場所は、Users/ ユーザ名 /Documents です。

3. 使用中のバックアップコンピュータから

移動先のコンピュータに、環境設定をコピー

します。

環境設定は、Library/Preferences/Retrospect に

保存されます。Retrospect フォルダ全体を移

動先のバックアップコンピュータの同じ場所

にコピーして、既存の Retrospect フォルダと

置き換えてください。

4. 次に、移動したカタログファイルを、新

しいバックアップコンピュータ上の 

Retrospect に認識させます。

も簡単な方法は、すべてのカタログを 

Finder で選択し、いずれかのカタログをダブ

ルクリックして開くことです。各カタログの

「バックアップセット設定」ウィンドウが表

示され、Retrospect がカタログを認識したこ

とになります。
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5. 既に古いバックアップコンピュータと新

しいバックアップコンピュータを両方とも

バックアップしていて、それらを今後も継続

したい場合は、各コンピュータのステータス

が変化しているので、次のような追加の手順

が必要です。

• 新しいバックアップコンピュータがこれ

までクライアントとしてバックアップさ

れていた場合、今ではそのボリュームは

ローカルであるので、クライアントはも

う必要ありません。クライアントは削除

してください。Retrospect スクリプトで、

新しいコンピュータのクライアントボ

リュームを使用していたスクリプトがあ

れば、そのスクリプトで元ボリュームを

編集し、現在ローカルになったボリュー

ムを追加してください。

• 古いバックアップコンピュータをまだ

バックアップする必要がある場合には、

そのコンピュータに Retrospect クライア

ントソフトウェアをインストールし、新

しいバックアップコンピュータの 

Retrospect で古いコンピュータのボリュー

ムにアクセスできるようにしなければな

りません。クライアントのインストール

と設定を終えたら、そのボリュームをス

クリプトに追加します。「設定」タブの

「ボリューム」ボタンをクリックし、「ボ

リューム」メニューから「削除」コマン

ドを選択して、これまでローカルであっ

たボリュームを削除します。「削除」コマ

ンドを使用すると、ボリュームデータ

ベースからそのボリュームに関する設定

が削除されます。また、それらを使用し

ていたスクリプトも削除されます。

カタログと設定のバックアップ

バックアップ計画の一部として、バックアッ

プコンピュータそのもののバックアップも行

うべきです。そのための も簡単な方法は、

そのコンピュータをバックアップスクリプト

に含めることです。

Finder か Retrospect を使用して、これらのファ

イルをバックアップできます。これらを、リ

ムーバブルディスクやファイルサーバなど、

他のボリュームに定期的にコピーすれば、障

害発生時の復旧が容易になります。または、

Retrospect の複製スクリプトを修正して、ファ

イルを他のボリュームのフォルダに自動的に

コピーするよう設定してください。Retrospect
のファイルセレクタを使用して、適切なファ

イルを選択し、他のバックアップの完了後に、

スクリプトを毎日実行するようにスケジュー

ルを設定します。

バックアップコンピュータを複数のバック

アップセットにバックアップしておけば、カ

タログと設定は、障害が生じた場合でも、自

動的に保護されることになります。それぞれ

のバックアップセットには、他のバックアッ

プセットのカタログのバックアップが含まれ

ます。または、複数の大きなカタログがある

場合には、それら専用のバックアップセット

にバックアップすることを考慮してくださ

い。そうすれば、障害やカタログの紛失時に、

より短時間で復元することが可能になりま

す。

カタログのバックアップ

カタログファイルはバックアップセットを管

理するための重要な要素ですが、ハードディ

スク上に保存することが多いため、ファイル

と同様の危険を抱えています。カタログファ

イルを紛失すると、カタログをメディアから

再作成するまで、ファイルの復元を行うこと

はできません。再作成には非常に時間がかか

ります。このため、通常のファイルとともに、

カタログファイルもバックアップしてくださ

い。

カタログファイルのデフォルトの保存場所

は、Users/ ユーザ名 /Documents です。

設定のバックアップ

Retrospect の設定ファイルには、クライアン

トデータベース、スクリプト、スケジュール、

環境設定、カスタムセレクタ、および他の重

要な情報が含まれています。
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Retrospect は、Retro.Config (6.0) という名前の

設定ファイルを使用します。これは、次のフォ

ルダにあります。

Library/Preferences/Retrospect

MACINTOSH ファイルサーバの操作

この項では、Retrospect を使用して、Mac OS
ファイル共有によって共有されているボ

リュームをバックアップする方法について説

明します。これらの操作では、ボリュームの

復元後にもアクセス権が変化しないようにす

るための、特別の手順が必要となります。 

サーバの復元についての詳細は、138 ページの

「Mac OS サーバクライアントの復元」を参照

してください。

共有ボリュームでは、どのユーザやユーザの

グループがファイルやフォルダを見たり、変

更したりできるかを決める、アクセス権の設

定を保持しています。これらの権限が有効な

のは、サーバが動作していて、ボリュームが

共有されている場合だけです。

サーバのアクセス権を保持するには、バック

アップ中にもファイル共有が動作している必

要があります。後の復元操作の際、Retrospect
は、同じユーザとグループに対して、バック

アップ中に有効だった権限を割り当て直しま

す。そうしないと、復元され、回復されたフォ

ルダのアクセス権は、ボリューム所有者か

サーバ管理者に戻ってしまいます。

Mac OS ファイル共有サーバおよび Mac OS X
Server をバックアップするには、次の 2 通り

の方法があります。

• Macintosh ファイルサーバのローカルバッ

クアップ

• Macintosh ファイルサーバのクライアント

バックアップ

警告： MACINTOSH のファイルサーバは、

マウントされたボリュームとしてバックアッ

プしないでください。マウントされたボ

リュームとしてバックアップすると、権限が

保存されません。 

Macintosh ファイルサーバのローカル
バックアップ

サーバをローカルにバックアップするには、

バックアップデバイスを接続し、ファイル共

有を動作させているバックアップコンピュー

タ上で、Retrospect Workgroup または Retrospect
Server を実行することが必要です。これが、

サーバをバックアップする も高速な方法で

す。 

Macintosh ファイルサーバのクライア
ントバックアップ

サーバをクライアントとしてバックアップす

るには、サーバコンピュータ上で Retrospect
クライアントソフトウェアを使用します。別

のコンピュータ上で Retrospect を実行して、

ファイル共有を使用せずに、サーバをバック

アップします。

注意： サーバをクライアントとしてバック

アップするには、RETROSPECT SERVER が

必要です。

内容を移動するために、サーバのバック
アップを行う

サーバの内容を移動する場合（たとえば、もっ

と性能の高い Macintosh を新しいサーバにす

る場合）には、別個のバックアップを 2 つ作

成し、それぞれ検証を行っておく必要があり

ます。検証は、データの完全性を保証する機

能で、デフォルトでオンになっています。バッ

クアップを 2 つ作成するのは、一方が何らか

の理由で破損したとしても、作業を続けられ

るようにするためです。

他のソフトウェアとの関係

完全に独立したプログラムはありません。

Macintosh で使用できる無数のソフトウェア

プログラムの中には、Retrospect との間でト

ラブルが発生するものや、特別な注意が必要
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なものがいくつかあります。以下の項では、そ

のようなプログラムについて説明します。

Retrospect インストーラプログラムによって

インストールされる「お読みください」ファ

イルも参照してください。Retrospect ととも

に使用する場合に注意が必要なソフトウェア

についての 新情報が記載されています。

ディスクイメージと DOS パーティション

DOS や Windows のエミュレーションソフト

ウェアによって作成された DOS パーティ

ションファイルは、巨大なファイルとして

バックアップされます。PC エミュレータを使

用するたびに、パーティションファイルは修

正されるので、バックアップが必要なファイ

ルになってしまいます。ディスクイメージに

も同じような問題があります。ファイルサイ

ズが非常に大きく、頻繁に変更されます。

これらの巨大なファイルの IncrementalPLUS
バックアップを避けるには、毎日のバック

アップからこれらのファイルを除外して時間

と容量を節約するとともに、これらのファイ

ルを復元できるように定期的なバックアップ

を別途スケジュールします。

データベース

ほとんどのデータベースアプリケーション

（4D Server やファイルメーカーなど）は、デー

タをメモリにキャッシュして、定期的にディ

スクに書き出します。すべてのユーザがログ

オフしていても、 新の修正がまだディスク

に保存されていない可能性があります。その

ため、データベースアプリケーションをバック

アップする際には、以下の 2 通りの方法のいず

れかを実行することをお勧めします。

• Retrospect バックアップを開始する前に、

データベースアプリケーションを終了し

ます。これにより、すべてのデータが

バックアップされることが保証されます。

必要に応じてデータベースの終了と起動

を行うために、AppleScript や、QuicKeys 

のようなマクロプログラムを使用すると

よいでしょう。

• （もしあれば）データベース内蔵のバック

アップモジュールを、Retrospect と組み合

わせて使用します。データベースが作成

したアクティブでないデータファイルを、

Retrospect でバックアップしてください。
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章 9

高度な機能

• ボ リ ュ ー ム の 操 作

• ブ ラ ウ ザ

• セ レ ク タ の 使 い 方

• メ ン テ ナ ン ス と 修 復

• A P P L E S C R I P T  の サ ポ ー ト

• 電 子 メ ー ル に よ る バ ッ ク ア ッ プ レ ポ ー ト の 送 信

Retrospect には、バックアップや復元に必要となる基本的な機能を、さらに発展

させた高度な機能があります。Retrospect を操作する上で必須ではありませんが、

高度な機能を知っていれば、より快適な操作環境と高い効率を得ることができま

す。
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ボリュームの操作

ボリュームとは、ハードディスクドライブや

パーティション、リムーバブルディスク、CD-
ROM など、ランダムアクセスストレージデ

バイスを表すオペレーションシステムの用語

です。ネットワークのファイルサーバを指す

こともあります。また、ボリュームは、ファ

イルやフォルダを内包する基本的な保存単位

でもあります。Retrospect では、これらをバッ

クアップ操作などにおける元ボリュームとし

て使用し、ファイルをボリュームのスナップ

ショットによって管理しています。

ボリュームリストウィンドウ

Retrospect には、2 つのボリュームリストウィ

ンドウがあります。操作対象とするボリュー

ムを選択するため、多くの操作で、「ボリュー

ム選択」ウィンドウを使用します。

基本バックアップの「ボリューム選択」ウィンド

ウ

これに似たウィンドウの「ボリュームデータ

ベース」ウィンドウは、ボリュームを管理す

るのに使用できます。「ボリュームデータベー

ス」ウィンドウには、ボリューム選択ウィン

ドウからは利用できない追加機能がいくつか

あります。たとえば、「ボリュームデータベー

ス」ウィンドウでは、ボリュームを参照して

その内容を表示できます。

「ボリュームデータベース」ウィンドウ

これらのウィンドウは、どちらも使い方は簡

単です。目的のボリュームをクリックし、そ

のボリュームに対する動作をボタンかメ

ニューで選択します。

ここで説明する方法を実行するには、

「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タブを

クリックし、「ボリューム」ボタンをクリック

して「ボリュームデータベース」ウィンドウ

を開きます。

スクロールボックスにリスト表示されるボ

リュームは、Finder の「表示」メニューで「名

前」を選択したときと同様のアウトライン形

式で表示されます。

ボリュームの表示

「ボリューム選択」ウィンドウの左側にある三

角形のアイコンは、Finder のアイコンと同様

の働きをします。 アイコンをクリックする

と、コンテナまたはフォルダの内容が表示さ

れます。 アイコンをクリックすると、コン

テナまたはフォルダの内容が非表示になりま

す。サブボリュームが定義されている場合に

のみ、このコントロールは表示されます。

ボリュームの選択

ボリュームリストウィンドウで、ボリューム

をクリックして選択します。選択は、別のボ

リュームをクリックすると解除されます。

前の選択を解除せずにボリュームを選択する

には、command キーを押しながらボリューム

をクリックします。複数のボリュームを選択

するには、この方法を使用します。 
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shift キーを押しながらボリュームをクリック

すると、 初に選択したボリュームからその

ボリュームまでの全ボリュームが選択されま

す。この方法は、連続した複数ボリュームの

選択といいます。

注意： 複数を選択できない操作もあります。

（たとえば、複数のボリュームを復元すること

はできません。）

次に、これらの選択方法の例を挙げます。

個別または複数の選択を行う方法は、ボ

リュームリストだけではなく、Retrospect 全
体を通じて動作します。

ボリュームの参照

「ボリュームデータベース」ウィンドウには、

「ボリューム選択」ウィンドウにはない「参

照」ボタンがあります。ボリュームの内容を

表示して作業するには、そのボリュームを選

択し、「参照」ボタンをクリックしてブラウザ

を開きます。ボリュームの参照については、

189 ページの「ブラウザ」で詳しく説明しま

す。

コンテナ

ボリュームリストでは、ボリューム、クライ

アント、およびグループが、それぞれ「ロー

カルデスクトップ」、「バックアップクライア

ント」、および「元ボリュームグループ」の各

コンテナに分類されます。

このトップレベルのコンテナのいずれかを選

択すると、そのコンテナ内のすべてが選択さ

れます。たとえば、バックアップコンピュー

タに付属するすべてのハードディスクおよび

リムーバブルディスク、それに Retrospect に
ログインしたすべてのクライアントは、「ロー

カルデスクトップ」および「バックアップク

ライアント」の各コンテナを元ボリュームと

して選択するだけで、簡単にバックアップす

ることができます。

ローカルデスクトップ

「ローカルデスクトップ」コンテナには、バッ

クアップ Macintosh のデスクトップにマウン

トされたボリュームが含まれています。内蔵

ハードディスク、メディアをマウントしたリ

ムーバブルディスク、外付けドライブ、ログ

インしたユーザ用の FileVault ボリュームな

どが含まれます。

「ローカルデスクトップ」コンテナを選択する

と、バックアップコンピュータにマウントさ

れたすべてのボリュームを選択したことにな

ります。ただし、フロッピーディスク、ネッ

トワークボリューム、および読み出し専用ボ

リューム（CD-ROM など）は除きます。

次の表は、「ローカルデスクトップ」コンテナ

の選択例と、コンテナに含まれるボリューム

の内訳を示したものです。たとえば、バック

アップ操作で、あるコンテナを選択すると、

(1) 初の選択 （2） Desdemona をク
リックした後

（3） command キーを押
しながら Desdemona を
クリックした後

（4） shift キーを押し
ながら Desdemona 
をクリックした後
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そのコンテナに含まれているボリュームが

バックアップされます。

バックアップクライアント

バックアップクライアントコンテナには、

Retrospect へのログイン状態になっているク

ライアントコンピュータが収められます。ま

た、クライアント自体には 1 つ以上のボ

リュームが含まれており、ボリュームはクラ

イアント設定ウィンドウの「一般」タブ中の

設定に従って使用できるようになっていま

す。詳細については、「第 6 章 • ネットワーク

バックアップ」を参照してください。

「バックアップクライアント」コンテナ自体を

選択すると、コンテナに含まれるすべてのク

ライアント（つまり、現在ログインしている

すべてのクライアント）を選択したことにな

ります。

元ボリュームグループ

元ボリュームグループコンテナには、適正に

グループ化されたボリュームが含まれていま

す。グループの定義には、実際のボリューム

は含まれていません。ここには、実際の（ロー

カルデスクトップやバックアップクライアン

ト内に存在する）ボリュームを指し示す別名

が記述されます。 

たとえば、会計部門のボリュームを含む、会

計（Accounting）グループを作成することが

できます。後でバックアップスクリプトを作

成するときは、個々の会計ボリュームを選択

しなくても、会計グループを選択するだけで

グループ内のすべてのボリュームが認識され

ます。

注意： 元ボリュームグループは、複製や復元

操作におけるボリュームリストでは使用でき

ません。

グループの作成：新しいグループを作成する

には、「ボリューム」メニューから「グループ

作成」を選択します。ダイアログにグループ

名を入力すると、元ボリュームグループコン

テナのもとに新規グループが表示されます。

グループ作成時にハイライト表示される項目

は、すべて新規グループに属します。

グループへのボリューム追加：ローカルデス

クトップおよびバックアップクライアントか

ら特定のボリュームを追加するには、そのボ

リュームをグループ内にドラッグします。

グループ項目の整理：グループ内のボリュー

ムは、必要に応じて別のグループにドラッグ

します。また、グループ内のボリュームを整

理するために、ボリュームをグループ内の別

の位置に移動することもできます。

グループの削除：不要なグループ（または、

項目）を削除するには、そのグループを選択

して「ボリューム」メニューの「削除」をク

リックするか、または Delete キーを押します。

フォルダ

フォルダを作成して、ボリュームリストウィ

ンドウに表示される情報を整理することがで

きます。たとえば、バックアップを設定する

ときにフォルダをバックアップ元として選択

すると、そのフォルダ内のすべてのボリュー

ムがバックアップされます。 

注意： これらのフォルダは RETROSPECT 専

用のもので、プログラム外では表示されませ

ん。

この選択例の使用 ボリュームの内訳

Iago
Othello

Desdemona
Iago
Othello
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フォルダの作成

新しいフォルダを作成するには、「ボリュー

ム」メニューから「新規フォルダ」を選択し

ます。ユーザは、新規フォルダのタイプを選

択するよう要求されます。そのタイプによっ

て、新規フォルダがローカルデスクトップコ

ンテナに作成されるか、バックアップクライ

アントコンテナに作成されるかが決まりま

す。フォルダのタイプを選択して名前を付け

ると、  アイコンで表されたフォルダがボ

リュームリストに表示されます。

フォルダの整理

任意のボリュームをフォルダ内またはフォル

ダ外に移動してボリュームのリストを整理で

きます。フォルダは、ハードディスク上のフォ

ルダと同様、多くの項目を非表示にすること

で作業域を整理することができます。 

たとえば、多くのクライアントを管理してい

る場合は、個々のボリュームを会計フォルダ、

技術フォルダ、製造フォルダなど、個別の部

門フォルダに分類、格納することで、それら

を論理的な順序で整理することができます。

次に、ボリューム選択ウィンドウでフォルダ

を選択できます。Retrospect は、そのフォル

ダ内のすべてのボリュームを選択します。

フォルダの削除

不要なフォルダを削除するには、そのフォル

ダを選択して「ボリューム」メニューの「削

除」をクリックするか、または Delete キーを

押します。ただし、削除を実行する前にフォ

ルダから（もしあれば）その内容を移動する

必要があります。

サブボリューム

サブボリュームは、ボリューム上のフォルダ

を Retrospect 内でボリュームとして扱うよう

に定義したものです。サブボリュームとして

定義したフォルダは、Retrospect の元ボリュー

ムや宛先ボリュームなどに指定することがで

きます。サブボリュームは Retrospect 以外で

は機能せず、他のボリュームファイルやフォ

ルダにはまったく影響しません。

1 つのフォルダのファイルだけをバックアッ

プする場合は、ボリュームを指定してカスタ

ムセレクタを使用する代わりにサブボリュー

ムを利用すると便利です。ファイルをスキャ

ンする時間が短縮され、ブラウザに表示され

るファイル数も少なく、必要なメモリも節約

できるなどの利点があります。

サブボリュームは、システム上の独立したボ

リュームと見なされます。サブボリュームと

して定義されたフォルダは Finder で名前を変

更できますが、Retrospect では新しい名前の

フォルダが引き続きサブボリュームとして認

識されます。ただし、フォルダを削除してし

まうと、サブボリュームとして利用すること

はできなくなります。同じ位置に同名の新規

フォルダや別のフォルダを置いても、サブボ

リュームとは見なされません。

サブボリュームの定義

ボリュームリストでボリュームを選択し、「ボ

リューム」メニューから「サブボリュームの

作成」を選択するか、「サブボリューム」ボタ

ンをクリックします。選択したボリュームの

トップレベルにあるフォルダが、ダイアログ

ボックスに表示されます。
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選択したボリューム内の任意のフォルダを指

定し、サブボリュームとして定義することが

できます。これにはフォルダ階層内に深く階

層化されたフォルダも含まれます。サブボ

リュームとして定義するフォルダを選択し、

「定義」をクリックします。現在サブボリュー

ムとしてポップアップメニューに表示されて

いるフォルダ名を使用する場合は、「使用」を

クリックします。サブボリュームフォルダが、

 アイコンでボリュームリストに追加され

ます。

注意： サブボリュームとその親ボリュームの

両方を「元ボリューム」として指定すると、

別のオブジェクトと見なされます。ただし、

親ボリュームが関与する操作には、サブボ

リュームとして指定したフォルダの内容も含

まれます。

定義したサブボリュームを削除するには

1.「ボリュームデータベース」ウィンドウ

で、サブボリュームを選択します。

2.「ボリューム」メニューの「削除」をク

リックするか、Delete キーを押します。 

サブボリュームを削除しても、元のフォルダ

や、そのフォルダからバックアップしたファ

イルの内容は変わりません。

ボリュームユーティリティ

「ボリューム」メニューには、サブボリューム

の作成と削除、名前を変える、取り出し、片

付ける、ボリューム内容の消去などのコマン

ドがあります。

サブボリュームの作成

フォルダをサブボリュームとして定義するに

は、そのフォルダの親ボリュームを選び、「ボ

リューム」メニューから「サブボリュームの

作成」を選択します。「サブボリュームの定

義」の説明に従ってダイアログを使用します。

設定

クライアントを設定するには、当該クライア

ントを選択するかまたはリストからそのボ

リュームの 1 つを選択して、「ボリューム」メ

ニューの「設定」を選択します。クライアン

ト設定ウィンドウが表示されます。 

このウィンドウの使用法の詳細は、106 ペー

ジの「クライアントの設定」を参照してくだ

さい。

「設定」コマンドを使って、必要なときに（通

常は、バックアップスクリプトの実行中に）

共有ボリュームを自動マウントし、処理が終

了したらマウントを解除するように設定でき

ます。 

共有ボリュームを設定するには、ログインし

てからデスクトップにボリュームをマウント

します。「ボリュームデータベース」のリスト

からボリュームを選択し、「ボリューム」メ

ニューの「設定」を選択します。サーバ、ボ

リューム、およびユーザ名をリストしたパス

ワード設定ダイアログが表示されます。パス

ワードの入力フィールドに、表示されたユー

ザ名のパスワードをタイプして「OK」をク

リックします。ボリュームをスクリプトに追

加する前にデスクトップのボリュームのマウ

ントを解除します。
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ボリュームへのアクセスが必要になると、

Retrospect はデスクトップにボリュームをマ

ウントしてそのボリュームにアクセスし、処

理を終えるとそのマウントを解除します。

名前を変える

ボリュームまたはサブボリュームの名前を変

更するには、ボリュームを選び、「ボリュー

ム」メニューから「名前を変える」を選択し

ます。新しい名前をダイアログボックスに入

力し、「名前を変える」ボタンをクリックしま

す。

取り出し

リムーバブルメディアをドライブから取り出

すには、ボリューム名を選び、「ボリューム」

メニューから「取り出し」を選択します。

片付ける

サーバなどのマウント済みボリュームのマウ

ントを削除するには、ボリューム名を選び、

「ボリューム」メニューから「片付ける」を選

択します。

削除

リストからボリュームまたはサブボリューム

を削除するには、ボリュームを選択し、「ボ

リューム」メニューから「削除」を選択しま

す。現在マウントされているボリューム（リ

ムーバブルディスクや共有ボリュームなど）

は削除できません。サーバを削除すると、そ

のデータベースと定義されたサブボリューム

が削除されます。

消去

ボリュームの内容を消去するには、ボリュー

ムを選び、「ボリューム」メニューから「消

去」を選択します。ボリューム内の全ファイ

ルが削除されるので、注意してください。

ブラウザ

ブラウザは、元ボリュームや宛先ボリューム

のファイルやフォルダを表示、選択、操作で

きる Retrospect の強力なツールです。ブラウ

ザウィンドウでは、Finder と同様のファイル

管理機能に加え、Retrospect 独自の機能が利

用できます。

ブラウザでは、ボリュームの内容を一覧でき

るので、ボリューム全体を一度に操作するこ

とができます。異なるフォルダから、複数の

ファイルを簡単に選択できます。フォルダ階

層ではなく、ブラウザをフラットファイル構

造でも表示できます。

ブラウザでは、バックアップ、復元、複製、

コピーの対象として選択したファイルを参照

することができます。また、ブラウザを " ス
タンドアロン " 方式で用いてボリュームの内

容を表示、管理することができます。バック

アップ、復元、複製、およびコピー操作では、

指定したセレクタで選択したファイルをブラ

ウザで表示して、マークおよびマーク解除す

ることができます。

ブラウザウィンドウは原則的にいくつでも開

くことができるので、同一ボリュームの異な

るブラウザを表示できます。ブラウザウィン

ドウを開いたまま、他の Retrospect 動作を実

行し、ブラウザウィンドウと Retrospect ウィ

ンドウを切り替えることも可能です。

ブラウザウィンドウがアクティブな状態のと

きは、ブラウザメニューがメニューバーに追

加されます。ツールバーには、ブラウザリス

トのフォルダやファイルを検索、選択、管理

するコマンドがあります。

スタンドアロンブラウザの表示

ボリュームのスタンドアロンブラウザを表示

するには、「Retrospect ディレクトリ」の「設

定」タブを選択し、「ボリューム」をクリック

します。使用可能なボリュームの名前をリス

トした「ボリュームデータベース」ウィンド

ウが表示されます。ボリュームを選択して、

「参照」をクリックします。選択したボリュー

ムが検索され、そのボリュームに含まれるす

べてのフォルダおよびファイルをリストした

ブラウザウィンドウが表示されます。
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バックアップセットのスタンドアロンブラウ

ザの表示については、156 ページの「バック

アップセットの内容の表示」を参照してくだ

さい。

操作中にブラウザを表示する

基本バックアップ、復元、複製、コピーなど

の操作中にブラウザを表示するには、各サマ

リウィンドウの「選択したファイル」ボタン

か、「プレビュー」ボタンをクリックします。

各元ボリュームのブラウザウィンドウが表示

されます。

ブラウザとスクリプト

スクリプトはスケジュールされた時刻に自動

実行されるので、スクリプト内でブラウザを

使用することはできません。スクリプトの編

集時と実行時では、ボリュームの内容が変

わっていることがあるため、ブラウザの使用

は適していません。

ブラウザについて

ブラウザウィンドウには、選択したボリュー

ムのフォルダとファイルが階層化されたファ

イルリストとして表示されます。

リストの先頭、つまり階層のトップレベルに

は、ボリューム名が表示されます。フォルダ

の左側には三角アイコンがあり、このアイコ

ンをクリックするとフォルダの内容が表示さ

れます。三角アイコンをもう一度クリックす

ると、フォルダの内容が隠れて元に戻ります。

フォルダを開いているときは、三角アイコン

は右向きではなく下向きになります。

フォルダの内容を表示 フォルダの内容を表示

しない場合 した場合

ウィンドウの左側には、各フォルダの概要を

グラフィックで示したスクロールタイプの

フォルダインデックスが表示されます。フォ

ルダインデックスをクリックすると、対応す

るファイルリストがウィンドウの右側に表示

されます。インデックスの上には、ファイル

リスト内で現在選択されている項目のパス名

が表示されます。フォルダインデックス内の

チェックマークは、ファイルリスト中の指定

項目の場所を示しています。閉じたフォルダ

の点線はグレイで表示され、開いたフォルダ

は黒で表示されます。

ウィンドウの右上には、ハイライト表示した

ファイルの数と総サイズを示す数値が表示さ

れます。

ファイルやフォルダの選択

ブラウザウィンドウでは、操作の対象となる

ファイルやフォルダを選択します。ファイル

リストの項目で、目的のファイルをクリック

して選択してください。連続したファイルや

フォルダを選択するには、選択する範囲をド

ラッグするか、Shift キーを押しながらクリッ

クします。連続していない項目を選択または

選択解除するには、command キーを押しなが

らクリックします。全項目を一括して選択す

るには、「編集」メニューの「すべてを選択」

を選択します。ファイルをダブルクリックす

ると、ファイルの選択（強調）とマークが同

時にできます。マークについては、「ファイル

やフォルダのマーク」で後述します。
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詳細情報の表示

Retrospect には、選択したファイルやフォル

ダの詳細を参照できる「情報を見る」コマン

ドがあります。 

「情報を見る」では、ファイル / フォルダの場

所、容量、作成日、修正日、および Linux パー

ミッションが表示されます。

ファイルやフォルダの情報を見るには

1. ブラウザから、詳細を知りたいファイル

やフォルダを選択します。

2.「ファイル」メニューの「情報を見る」を

選択します。 

選択したファイルやフォルダごとに、詳細を

示す「情報」ウィンドウが表示されます。

ファイルやフォルダのマーク

マークしたファイルやフォルダは、バック

アップ、アーカイブ、複製、復元などの操作

対象になります。実行時には、セレクタの検

索基準に基づいてファイルがマークされます

が、どのファイルがマークされたかは、ブラ

ウザを使わないとわかりません。ブラウザで

は、ファイルやフォルダのリストを参照でき

るだけでなく、個別にマークおよびマーク解

除することができます。

マークされたファイルは、操作の実行時に

Retrospect に評価させるファイルを示します。

マークされたファイルすべてが、バックアッ

プや複製や復元されるわけではありません。

たとえば、Retrospect のデフォルトを使った

バックアップ中、マークしたファイルに関係

なく、新しいファイルと修正されたファイル

だけがバックアップされます。ブラウザリス

トの中で、宛先にすでに存在する元ファイル

の隣にはひし形のアイコンが表示されます。

これらのファイルは、宛先に再びコピーされ

ることはなく、時間とメディア容量が節約さ

れます。

ブラウザでファイルやフォルダをマークする

には、ファイルかフォルダを選択し、「マーク

する」ボタンをクリックします。マークした

ファイルやフォルダの左には、チェックマー

クが表示されます。マークを取り消すには、

「マーク解除」ボタンをクリックします。マー

クとマーク解除は、ファイルやフォルダをダ

ブルクリックして行うこともできます。

ハイライトされた他の項目に影響を与えない

ように項目のマークやマーク解除を行うに

は、Command キーを押したままダブルクリッ

クします。

1 つのフォルダに対するマークやマーク解除

は、そのフォルダとフォルダ内の全ファイル

に対して実行されます。たとえば、1 つのフォ

ルダをバックアップ対象としてマークするに

は、ファイルリストの先頭にあるボリューム

名をダブルクリックし、いったん、すべての

ファイルをマーク解除します。次に、バック

アップするフォルダにスクロールし、フォル

ダアイコンをダブルクリックします。すると、

そのフォルダとそのフォルダ内のすべての

ファイルがマークされます。

「ブラウザ」メニューには、ウィンドウ内でハ

イライト表示やマークを行うための以下のコ

マンドがあります。

「次のハイライトへ」は、順方向にリストをス

クロールし、次のハイライトされたファイル

を表示します。 

「マークをハイライトに」は、マークされた

ファイルをハイライトにします。command
キーを押さずにクリックまたはダブルクリッ

クすると、マークした項目のハイライトが解
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除されます。このコマンドは、再度ハイライ

トする場合に役立ちます。

「相互参照」により、指定のファイルに関連す

るファイルを同じハードディスクまたはセッ

ション内で探すことができます。たとえば、

複製ファイルや同じファイルの旧バージョン

を検出でき、またオリジナルファイルの名前

を変更して作成したファイルを検出すること

もできます。このコマンドは相互参照ファイ

ルをハイライトしますが、マークはしません。

表示形式の選択

「ブラウザ」メニューの「一覧のオプション」

を選択すると、ボリュームの内容をどのよう

に表示するか指定できます。

「レイアウト」ポップアップメニューは、ボ

リューム内容を表示するための 2 通りのレイ

アウトをサポートします。

• 「ファイルとフォルダの階層」では、ファ

イルとフォルダがボリュームに保存され

ている階層構造と同じ構造で表示されま

す。ブラウザウィンドウをはじめて表示

するときは、このデフォルトレイアウト

が使用されます。

• 「整列ファイル - 階層なし」では、フォル

ダの指定が破棄されて、選択されたボ

リューム内のすべてのファイルが単一リ

スト（フラットファイル構造）で表示さ

れます。 

「表示」ポップアップメニューでは、どちらの

レイアウトの場合も、ブラウザウィンドウに

表示するファイル情報のタイプを指定できま

す。情報タイプは、「名前 - 容量 - 種類」、「名

前 - 容量 - ラベル」、「名前 - 容量 - 修正日」、

「名前 - 容量 - バックアップ日」、「名前 - 容量

-UNIX」から選択できます。

「整列ファイル」レイアウトを指定すると、「整

列順」ポップアップメニューが使用可能とな

ります。このメニューは、ファイルをフラッ

トファイル形式で表示する 6 つの整列オプ

ション（「名前」、「サイズ」、「種類」、「ラベ

ル」、「変更日」、「バックアップ日」）をサポー

トします。

整列オプションを選択すると、ファイルは通

常通り昇順に並べ替えられます。たとえば、

「サイズで並べ替え」を選択すると、ファイル

リストの先頭に も小さいファイルが表示さ

れ、リストの末尾に も大きなファイルが表

示されます。現在の並び替えを降順の並び替

えに変更したいときは、「降順」チェックボッ

クスを選択します。

現在のブラウザウィンドウのレイアウトオプ

ションと表示オプションを指定して「OK」を

クリックすると、指定されたオプションをも

とにファイルが再表示されます。

ファイルの検索

「ブラウザ」メニューには、ボリューム上の特

定のファイルやフォルダを探す「検索」とい

う項目があります。 

「検索」ウィンドウ（基本選択表示）

テキスト入力フィールドに、検索する文字列

を入力します。

注意： この検索では、大文字、小文字の区別

はありません。小文字で入力しても大文字で

入力しても、結果は同じです。

ポップアップメニューで、以下の検索タイプ

を指定します。
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「ファイル」は、ファイルの検索条件を次の 3
つから選択します。「ファイル」：指定したファ

イル名と一致するファイルを検索します。

「フォルダ」：指定したフォルダ名と一致する

フォルダを検索し、そのトップレベルにある

すべてのファイルを選択します。「フォルダ

（階層を含む）」：指定したフォルダ名と一致す

るフォルダを検索し、フォルダ内の別のフォ

ルダに階層化されたファイルも含め、フォル

ダ内にあるすべてのファイルを選択します。

「名前」では、ファイルやフォルダの名前と、

パス名のどちらで検索するかを指定します。

パス名はボリューム名から始め、階層順に

フォルダ名を続けます。フォルダの区切りに

は、Mac OS 9 ではコロン（:）、Mac OS X で
はスラッシュ（/）を使用します。「パス名」

を使用して、「で終わる」または「一致」する

フォルダを検索する場合、パス名の 後にも

コロンまたはスラッシュが必要です。たとえ

ば、「Startup Drive:Documentation:」や「Reports/
TPS/」のようにします。

「する」では、選択したファイルを含めるか除

外するかを指定します。たとえば、「しない」

を選択してファイル名を検索すると、指定文

字を含まない名前のファイルとフォルダがす

べて検索されます。

「を含む」は、検索する文字の位置を指定しま

す。指定文字が名前の先頭にあるものを探す

場合は「で始まる」、末尾の場合は「で終わ

る」、先頭から末尾までを検索する場合は「を

含む」と指定します。指定文字と完全に一致

し、それ以外の文字が含まれない名前だけを

検索する場合は「一致」を選択します。

「追加選択」をクリックすると、ファイルまた

はフォルダを検索するためのカスタムセレク

タを作成できます。Retrospect セレクタは、セ

レクタ詳細ウィンドウと同じウィンドウで作

成できます。 

「検索」ウィンドウでの検索基準の作成につい

ては、195 ページの「セレクタの使い方」を

参照してください。

検索を実行するには、「ブラウザ」メニューか

ら「検索」を選択します。「検索」ウィンドウ

で検索条件を編集し、「OK」をクリックしま

す。検索条件に該当するすべてのファイルと

フォルダがハイライトされます。ハイライト

されたファイルをマークするには、ブラウザ

ウィンドウの「マークする」ボタンをクリッ

クします。

ファイルリストの印刷またはエクスポー
ト

ブラウザウィンドウがアクティブなときは、

ファイルリストの内容を印刷したり、ファイ

ルにエクスポートしたりすることができま

す。印刷するには、「ファイル」メニューから

「プリント」を選択します。「用紙設定」を使っ

てサイズを縮小すると、ブラウザが複数の列

で印刷されるので、ページ数を少なくするこ

とができます。テキストファイルにエクス

ポートするには、「ファイル」メニューから

「エクスポート」を選択します。Retrospect は
表示フォーマットにかかわりなく、ファイル

名、サイズ、作成日付、作成時刻、修正日付、

修正時刻、バックアップ日付、バックアップ

時刻、タイプ、クリエータ、バックアップセッ

ト ( あれば )、およびパスの順で、フィールド

をエクスポートします。

選択対象のコピー、ペースト

選択対象はブラウザウィンドウ間でコピーで

き、またスクラップブックにコピーして一時

的に保存することもできます。選択対象をコ

ピーすると、ファイルとパス名の情報だけが

コピーされ、ファイル自身はコピーされませ

ん。この機能は、スタンドアロンブラウザウィ

ンドウから、復元操作中などに表示されるブ

ラウザウィンドウに選択対象をコピーする際

に役立ちます。

注意： コピーした選択項目は、ブラウザウィ

ンドウまたはスクラップブックにのみペース

トできます。他のアプリケーションや文書に

はペーストできません。
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ブラウザウィンドウ間で選択対象をコピーする
には

1. ファイルおよびフォルダを選択し、「編

集」メニューから「コピー」を選択します。

2. 同じボリュームのブラウザウィンドウを

開きます（または全面に配置します）。

3.「編集」メニューから「ペースト」を選択

します。 

選択対象が新規ブラウザウィンドウにペース

トされ、他のブラウザウィンドウに選択、コ

ピーされたファイルおよびフォルダ（同じ

フォルダ階層内にある）と同じものだけがハ

イライトされます。

選択対象をセレクタとして保存

選択したファイルおよびフォルダをセレクタ

として保存しておき、同じボリュームでバッ

クアップや復元操作などを行うときにそのセ

レクタを使ってファイルを再度選択すること

ができます。

注意： 選択対象をセレクタとして保存する前

に、195 ページの「セレクタの使い方」に説

明されているカスタムセレクタの作成を検討

してください。カスタムセレクタはいつでも

簡単にレビューまたは変更することができま

す。ブラウザの「ハイライトを保存」コマン

ドで作成したセレクタは、いったん定義する

とレビューまたは変更することはできませ

ん。

選択対象をセレクタとして保存するには

1. セレクタに適用するファイル / フォルダを

選択します。

2.「ブラウザ」メニューから「ハイライトを

保存」を選択します。

選択しているファイル数と、パス名が適合し

た場合にこのセレクタによって再選択（また

は除外）されるファイル数がこのウィンドウ

に表示されます。 

3.「等しい」ポップアップメニューを使用し

て、保存されたセレクタで含めるか除外する

かを指定します。

192 ページの「ファイルの検索」で説明した

検索ウィンドウと同様なファイルとフォルダ

のオプションがこのウィンドウにもありま

す。

4. セレクタの名前を入力したら、「OK」を

クリックします。

これで、新しいセレクタが作成されます。こ

のセレクタは、他の Retrospect 操作で使用で

きます。

ボリュームの再検索

「ブラウザ」メニューの「再検索」を選択し

て、ブラウザウィンドウの内容を更新するこ

とができます。たとえば、ボリュームのブラ

ウザウィンドウを開いているときに（Finder
その他のブラウザウィンドウ内で）ボリュー

ムに変更を加える場合は、この機能が役に立

ちます。

「再検索」コマンドは、Retrospect で直接ボ

リュームを使用しているときだけ「ブラウザ」

メニューに表示されます。たとえば、バック

アップセットを参照しているときは、ボ

リュームを再検索できません。

ファイルの削除

Retrospect ブラウザでは、「ディスクから削除」

コマンドでファイルをボリュームから削除す

ることができます。これは、特定のファイル

を Finder のゴミ箱に捨てて、ゴミをなくす操

作です。

注意： 「ディスクから削除」コマンドは、ボ

リュームを RETROSPECT で直接操作してい

るときのみ使用可能です。たとえば、バック
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アップセットを参照しているときは、ファイ

ルを削除できません。

ファイルを削除するには

1. ファイルリストから削除したい 1 つまた

は複数のファイルを選択します。

2.「ブラウザ」メニューの「ディスクから削

除」を選択します。 

ダイアログが表示されたら、指定したファイ

ルだけを削除するか、指定したファイルと

ファイルの削除によって空になるフォルダも

削除するか選択します。 

3. どちらかを選択したら、「OK」をクリッ

クします。

指定されたファイルはボリュームから完全に

削除されます。

警告： 削除コマンドを実行した場合は、「元

に戻す」コマンドでその操作を取り消すこと

はできません。また、ゴミ箱からファイルを

取り出すこともできません。

セレクタの使い方

基本操作と自動操作でセレクタを使用し、操

作に組み込むファイルやフォルダの種類を指

定できます。セレクタを使用して特定のフォ

ルダやフォルダを選択することで、操作に必

要な時間やメディアを制限できます。

セレクタでは、名前、日付、タイプ、または

サイズなど、ほとんどの基準に基づいてファ

イルを選択できます。Retrospect には組み込

みのセレクタがたくさんあり、カスタムセレ

クタを作成することもできます。たとえば、

2003 年 10 月 17 日以降に変更した AppleWorks
文書ファイルを選択するセレクタを作成でき

ます。

セレクタでマークされたファイルは、必ずし

も宛先にコピーされるとは限りません。セレ

クタを用いたコピー操作（バックアップなど）

は、照合機能により「スマート」な操作とな

ります。各セレクタは、「このファイルを選択

してください。ただし、宛先ボリュームにそ

のファイルが存在する場合はそれをコピーし

ないでください」ということを暗に示してい

ます。

注意： RETROSPECT のセレクタで空のフォ

ルダを選択することはできません。

セレクタウィンドウ

セレクタウィンドウで、セレクタを作成また

は変更することができます。

セレクタウィンドウを表示するには、

「Retrospect ディレクトリ」の「スペシャル」

タブをクリックして、「セレクタ」をクリック

します。セレクタウィンドウには、事前定義

のセレクタおよびユーザ定義のセレクタがす

べてリスト表示されます。

セレクタウィンドウには、セレクタを使用す

るためのボタンが 2 つあります。

「新規」では、新しいセレクタを作成します。

「編集」では、セレクタの新しい条件を追加す

るか、または既存の条件を変更します。

セレクタウィンドウが開いているときは、セ

レクタメニューがメニューバーに追加されま

す。以下のコマンドがあります。

「新規フォルダ」は、セレクタを整理するため

のフォルダコンテナを作成します。

「複製」は、現在ハイライトされているセレク

タをコピーします。

「名前を変える」は、現在ハイライトされてい

るセレクタの名前を変更します。
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「削除」は、現在ハイライトされているセレク

タを削除します。

組み込みセレクタ

Retrospect には、ファイル選択条件を事前に

定義した 12 の組み込みセレクタがあります。

一部のセレクタとセレクタ条件の動作は、

Mac OS、Windows、Linux の各ボリュームで

異なります。詳細については、セレクタの詳

細を参照してください。

Retrospect には、以下の組み込みセレクタが

あります。

「すべてのファイル」は、システムフォルダを

含め、元ボリューム上の全ファイルをマーク

します。「すべてのファイル」は、デフォルト

のセレクタです。

「キャッシュ以外の全ファイル」は、Web ブ
ラウザなどの特定のアプリケーションで使わ

れるキャッシュファイルを除き、元ボリュー

ム上の全ファイルをマークします。キャッ

シュファイルは大きな場合が多く、復元には

必要ありません。

「アプリケーション」は、アプリケーションだ

けをマークします。ただし、「システムフォル

ダ」セレクタで選択されるアプリケーション

は除きます。Windows クライアントでは、

ファイル名に拡張子 .COM、.EXE、および

.DLL が付きます。

「書類」は、「システムフォルダ」セレクタや

「アプリケーション」セレクタでは選択されな

いファイルをマークします。Windows クライ

アントでは、.COM、.EXE、および .DLL ファ

イルを除き、現在の Windows フォルダ外のす

べてのファイルがマークされます。（NT プロ

ファイルは、Windows フォルダに格納される

のでマークされません。）

「書類フォルダ」は、「マイドキュメント」ま

たは「書類」、「Documents」という名前の付

いたフォルダの内容をマークします。

「書類フォルダと重要ラベルの項目」は、「マ

イドキュメント」または「書類」、「Documents」
という名前の付いたフォルダの内容と、Mac
OS X Panther の赤いラベルまたは Mac OS 9
の「重要」ラベルに割り当てられたファイル

とフォルダをマークします。（ラベルの名前

は、「重要」ではない場合があります。「ラベ

ル」メニューの上から 2 番目で定義された名

前が使われます。）

「未決ラベルを除く全項目」は、Mac OS 9 の
「未決」ラベルの付いたファイルやフォルダを

除く、すべてのものをマークします。ラベル

の名前は、「未決」ではない場合があります。

「ラベル」メニューの上から 4 番目で定義され

た名前が使われます。

「重要ラベルの項目」は、Mac OS 9 の「重要」

ラベルが割り当てられたファイルやフォルダ

だけをマークします。（ラベルの名前は、「重

要」ではない場合があります。「ラベル」メ

ニューの上から 2 番目で定義された名前が使

われます。）

「動画」は、全ユーザの動画フォルダ（「Movies」
という名前のフォルダ）の内容と、動画フォ

ルダ以外の場所に格納された一般的な動画

ファイルの拡張子（.mov、.avi、.mpg、.wmv
など）を持つファイルをコピーします。

「音楽」は、全ユーザの音楽フォルダ（「Music」
という名前のフォルダ）の内容と、音楽フォ

ルダ以外の場所に格納された一般的な音楽

ファイルの拡張子（.aac、.mps、.ogg、.wma
など）を持つファイルをコピーします。

「音楽、動画、写真」は、「音楽」、「動画」、「写

真」の各セレクタを組み合わせたものです。

「写 真」は、全 ユ ー ザ の 写 真 フ ォ ル ダ

（「Pictures」という名前のフォルダ）の内容と、

写真フォルダ以外の場所に格納された一般的

な写真ファイルの拡張子（.jpg、.jpeg、.tiff、
.tif、.bmp、.psd、.png、.gif など）を持つファ

イルをコピーします。
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「Retrospect ファイル」は、Retrospect Backup
シリーズのクリエータコード「Pery」をもつ

ファイルをマークします。

「システムフォルダ」は、Mac OS 9 のシステ

ムフォルダ、または Mac OS X のコアとなる

オペレーティングシステムフォルダの内容だ

けをマークします。Windows クライアントで

は、現在の Windows フォルダがマークされま

す。

「ユーザフォルダと環境設定 (OS X)」は、Mac
OS X の全ユーザのデータが格納されている

Users フォルダと、一部のアプリケーション

の 環 境 設 定 情 報 が 格 納 さ れ て い る

Library>Preferences フォルダをコピーします。

デフォルトでは、このセレクタはブラウザの

キャッシュファイルを除外します。

「圧縮」は、Retrospect のソフトウェア圧縮オ

プションを使用する場合に、圧縮するファイ

ルを指定します。これは、スクリプトの基準

には使用されません。（詳しくは、162 ページ

の「圧縮オプション」および 158 ページの

「バックアップオプション」のデータ圧縮オプ

ションを参照してください。） 

このセレクタによって、すでに圧縮されてい

るファイルがわかるので、それらが再度圧縮

されることはありません。Retrospect にとっ

て未知の圧縮プログラムを使用しない限り、

セレクタを変更する必要はありません。

「ファイルなし」は、ファイルを一切バック

アップしません。ファイルのバックアップを

行わない夜間にクライアントコンピュータを

シャットダウンするスクリプトを作成すると

きは、「ファイルなし」セレクタを使用しま

す。詳しくは、233 ページの「操作が予定さ

れていない夜間に、Mac OS 7/8/9 クライアン

トで「バックアップを待機中」ダイアログボッ

クスを表示させないようにする方法は ?」を

参照してください。

「すべてのファイル」は、基本操作やスクリプ

トで使用されるデフォルトのセレクタです。

完全にバックアップするためにこのセレクタ

を使用してください。

セレクタは、専用のスクリプトに簡単に組み

込むことができます。また、セレクタを表示

して内容を確認できるだけではなく、自分の

要求に合うようにセレクタを変更することも

できます。ただし、組み込みのセレクタの変

更にはある程度経験が必要なので、自分専用

のセレクタを何回か作成した後に行ってくだ

さい。実際には、事前に定義されたセレクタ

を複製して、そのコピーを変更したほうがよ

いでしょう。

組み込みセレクタを表示するには、セレクタ

ウィンドウでそのセレクタをクリックしてか

ら、「編集」をクリックします（または、セレ

クタをダブルクリックします）。セレクタの条

件の詳細を示すウィンドウが表示されます。

このウィンドウではセレクタを表示できるだ

けではなく、変更してカスタムセレクタを作

成することもできます。

セレクタの条件

セレクタを作成する場合は、選択基準を満た

すファイル / フォルダ含める、または除外す

る条件を追加します。セレクタを作成すると

きは、複数の条件を追加してそれらを関連付

けすることができ、また論理演算子を使って

高度のファイル選択基準を作成することもで

きます。

セレクタ条件を表示または修正するには、セ

レクタウィンドウでセレクタを選択してか

ら、「編集」をクリックします。セレクタ詳細

ウィンドウが表示されたら、ウィンドウ内の

2 つの領域で条件を追加できます。その一方
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の領域では、操作対象のファイルまたはフォ

ルダを含める条件を追加でき、もう一方の領

域ではファイルまたはフォルダを除外する条

件を追加できます。

「含める」と「除外する」という見出しの下の

矢印ボタンでは、条件のタイプに関するポッ

プアップメニューを表示できます。

セレクタ詳細ウィンドウ内の条件ポップアップメ

ニュー

以下の条件を使用して、自分専用のセレクタ

を作成できます。

日付

「日付」条件では、作成日、変更日、または

バックアップ日を条件として使用します。

Windows オペレーティングシステムはファ

イルのバックアップ日付をサポートする代わ

りに、アーカイブ属性をサポートしています。

アーカイブ属性がオンの場合、ファイルは

終バックアップ日以降に変更されていてバッ

クアップが必要であると見なされます。

Retrospect は、ファイルの「バックアップ日」

条件を Windows のクライアントボリューム

から評価する際にアーカイブ属性を使用しま

す。ファイルのアーカイブ属性がオフの場合

は、バックアップ日を変更日の 1 秒後と見な

します。また、ファイルのアーカイブ属性が

オンの場合は、バックアップ日を 1904 年と見

なします。

このようなアーカイブ属性の解釈により、同

じ機能を実行する Windows クライアントと

Macintosh クライアントの両方で「修正日≧

ファイルバックアップ」などのセレクタ条件

を使用することが可能となります。

注意： INCREMENTALPLUS バックアップに

はバックアップ日を使用する必要はありませ

ん。RETROSPECT では、

INCREMENTALPLUS バックアップがデフォ

ルトになっています。

「ファイルの種類」

「ファイルの種類」条件では、ファイルクリ

エータとタイプを条件として使用します。

Mac OS はタイプとクリエータコードを使っ

てファイルを識別しますが、Windows オペ

レーティングシステムはファイルの 3 文字の

拡張子を使って識別します。Retrospect は、一

部の拡張子をタイプとクリエータコードに

マッピングします。 

ヒント： WINDOWS クライアントでファイ

ルの種類を基準に選択を行う場合は、名前条

件を使用してピリオドと 3 文字の拡張子で終

わるファイル名を選択します。

「フラグ」

「フラグ」条件では、マークされたファイル、

照合、使用中、ロック、非表示、別名、ロッ

クされた名前、ひな形、カスタムアイコンな

どのファイル属性を条件として使用します。

次のフラグは、Windows クライアントのファ

イルで使用する場合と Mac OS のファイルで

使用する場合とでは動作が異なります。フラ

グの動作は、次のようになります。 

• 「マーク付き」

• 「照合済み」 

• 「ファイル使用中」は有用ではありませ

ん。
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• 「ロック」は、読み取りアクセス専用の

ファイルを示します。

• 「隠しファイル」は、非表示のファイルを

示します。

• 「エイリアス」は有用ではありません。

• 「名前がロック」は、システムファイルを

示します。

• 「ひな形」は有用ではありません。

• 「カスタムアイコン」は有用ではありませ

ん。

• バンドル有り 

「ラベル（アイコンの色）」

「ラベル（アイコンの色）」条件では、ファイ

ルまたはフォルダのラベルを条件として使用

します。Finder の「ラベル」メニューまたは

サブメニューには、7 つのラベル、カラー（モ

ニタにカラーとグレースケールが表示されて

いる場合）、および「なし」オプションがあり

ます。このウィンドウの各チェックボックス

は、「ラベル」メニューの各項目の位置に対応

しており、実際のカラーまたはラベル名には

対応していません。この条件は、Windows ク
ライアントでは役に立ちません。

「名前（バックアップクライアント）」

「名前（バックアップクライアント）」条件で

は、Retrospect のクライアントデータベース

からの名前を条件として使用します。

「名前（ファイル / フォルダ）」

「名前（ファイル / フォルダ）」条件では、ファ

イル名またはフォルダ名を条件として使用し

ます。「ファイル」ポップアップメニューには

3 つのオプションがあります。「ファイル」：

指定したファイル名と一致するファイルを検

索します。「フォルダ」：指定したフォルダ名

と一致するフォルダを検索し、そのトップレ

ベルにあるすべてのファイルを選択します。

「フォルダ（階層を含む）」：指定したフォルダ

名と一致するフォルダを検索し、フォルダ内

の別のフォルダに階層化されたファイルも含

め、フォルダ内にあるすべてのファイルを選

択します。

「名前（共有）」

「名前（共有）」条件では、ファイルを共有し

ている所有者の名前、グループ名、またはロ

グイン名を条件として使用します。この条件

は、Windows クライアントでは役に立ちませ

ん。

「名前（ボリューム）」

「名前（ボリューム）」条件では、ボリューム

名を条件として使用します。Windows クライ

アントの場合、これは C: などのドライブ名で

あり、その「プロパティ」に示されているボ

リュームラベルではありません。

「セレクタ」

「セレクタ」条件では、他のセレクタを条件と

して使用します。

「容量（ファイル / フォルダ）」

「容量（ファイル / フォルダ）」条件では、ファ

イルまたはフォルダのサイズを条件として指

定できます。

「特別のフォルダ」

「特別のフォルダ」条件では、ボリュームルー

ト、デスクトップフォルダ、コントロールパ

ネルなどのシステム定義フォルダを、ローカ

ルおよびクライアントボリュームで使用する

条件にします。この条件で Windows クライア

ントに役立つのは、アクティブな Windows
フォルダを選択する際に使用するシステム

フォルダだけです。

「UNIX」

「UNIX」条件は、Linux のファイルシステム

で動作します。ファイルとフォルダのパー

ミッションとともに、Set-User-ID、Set-Group-
ID、および sticky bit の状態を指定できます。

条件の操作

各条件タイプには、条件の詳細を入力または

指定できる専用のコントロールがあります。

たとえば、次のような「名前（ファイル / フォ

ルダ）」条件ウィンドウがあります。
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条件を追加または変更すると、それがセレク

タ詳細ウィンドウに表示されます。

複数の条件をセレクタに追加するには、

ポップアップメニューから他の条件を選択し

ます。条件間の関係は  ポップアップメ

ニューの場所によって決まり、AND 演算子を

使って条件を追加することも、OR 演算子を

使って条件を追加することもできます。各

ポップアップメニューの 初の項目は「演算

子のタイプ」なので（ただし、タイプを選択

できないので、項目はグレイ表示されます）、

新規条件の AND をとっているか、OR をとっ

ているかがわかります。

AND 演算子では、複数の条件を結合して、そ

の条件を満たすファイルまたはフォルダを選

択することができます。各条件は、「選択」お

よび「除外」領域のそれぞれの 終条件を除

き、AND 演算子を使用します。

OR 演算子では、複数の条件を結合して、少

なくとも 1 つの条件を満たす（必ずしもすべ

ての条件を満たす必要はない）ファイルまた

はフォルダを選択することができます。「選

択」および「除外」領域のそれぞれの 終条

件は、必ず OR 演算子を使用します。

この機能をよく理解するために、201 ページ

の「カスタムセレクタの作成」を参照して各

条件を自分で試してみてください。

条件の例

以下の表には、カスタムセレクタの一例と、

それを特定のファイルに適用したときの効果

が示されています。

条件の規則

セレクタの適用時には、常に「除外」文が「選

択」文より優先されます。たとえば、セレク

タに、優先順位フォルダを含む文とシステム

これをクリックして「AND」条件を「名前」条件に
追加します。

これをクリックして「OR」条件を「名前」条件に
追加します。

セレクタの使用 セレクタを適用するファイル マークされるファイル

nothing can survive in a 
vacuum
some things I'd like to say
something for nothing
something more to give

nothing can survive in a 
vacuum
something for nothing
something more to give

nothing noble in your fate
something breaks the silence
something for nothing

something for nothing

表 9-1: カスタムセレクタの条件とその効果の具体例
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フォルダを除外する文がある場合、優先順位

フォルダ内のファイルはマークされません。

カスタムセレクタの作成

Retrospect では、ファイル / フォルダの 適な

選択を実行できるセレクタを簡単に作成する

ことができます。カスタムセレクタを習得す

るのに も良い方法は、カスタムセレクタを

作成することです。以下の例では、音楽ファ

イルをバックアップから除外するカスタムセ

レクタを作成します。

新規セレクタの作成

「Retrospect ディレクトリ」の「スペシャル」

タブで、「セレクタ」ボタンをクリックしてか

ら「新規」ボタンをクリックします。新しい

セレクタの名前を入力するよう求められま

す。この 例で は「不要 な音 楽フ ァイ ル

（Unwanted music files）」となっていますが、別

の名前を入力することもできます。

.

名前を入力したら、「新規」をクリックしま

す。新規セレクタのセレクタ詳細ウィンドウ

が表示されます。このウィンドウ名とセレク

タ名は同じです。

新規セレクタのデフォルトでは、条件をユー

ザが追加するまで、すべてを含むにし、何も

除外しません。

ファイルの除外

「除外する」という見出しの下の矢印ポップ

アップメニューで、「ファイルの種類」条件を

選択します。次のウィンドウが表示されます。

このウィンドウでは、ファイルのタイプとク

リエータ、またはそのいずれか一方を条件と

して指定できます。ここで、「Mp3」タイプ

（QuickTime Player と関連付けられている可能

性のあるもの）だけを選択して、「OK」をク

リックします。セレクタ詳細ウィンドウは、

新しい条件を反映した内容になっています。

この時点で、セレクタは当該システムの一部

の Mp3 ファイルを除外します。次に、他の

Mp3 ファイルを除外するために別の条件を

追加します。

もう一度「除外する」という見出しの下にあ

る一番下の矢印ポップアップメニューを使っ

て、「名前（ファイル / フォルダ）」条件タイ

プを選択します。「名前（ファイル / フォル

ダ）」ウィンドウが表示されます。メニューが

「ファイル名が～で終わる」となるように変更

し、ボックスに「.mp3」と入力します。

条件に関する記述 「ファイルの種類」のスクロールボックス
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「OK」をクリックして、セレクタ詳細ウィン

ドウに戻ります。この時点で、セレクタは当

該システムの一部の Mp3 ファイルまたは

.mp3 で終わるファイルを除外します。 

この条件は一番下の矢印ポップアップメ

ニューから選択したので、OR 演算子を使っ

てセレクタに追加されています。OR および

AND 演算子については、200 ページを参照し

てください。

ここで、3 つ目の条件を追加することができ

ます。「ファイルの種類」条件の横にある矢印

ポップアップメニューで、「特別なフォルダ」

条件を選択します。

このポップアップメニューを使用すること

で、AND 演算子を用いた新規条件を追加でき

ます。「特別なフォルダ」条件の詳細ウィンド

ウが表示されます。

メニューが「フォルダ（階層を含む）が

Applications 以外」となるように変更し、「OK」

をクリックします。先ほど作成したセレクタ

を持つ、セレクタ詳細ウィンドウが表示され

ます。

終的なセレクタでは複数の条件が働いて、

.mp3 で終わるファイルがすべて除外され、ま

た Applications フォルダに存在しない Mac OS
タイプ「Mp3」のファイルが除外されます。

これで、参照などの基本操作やスクリプトに

このセレクタを使用することができます。ま

た、後でこのセレクタを編集して、不要になっ

た別の MP3 音楽ファイルを除外する条件を

追加できます。

セレクタメニュー

セレクタ詳細ウィンドウがアクティブな状態

のときは、セレクタメニューがメニューバー

に追加されます。「セレクタ」メニューには、

次のコマンドがあります。

「保存」：現在の名前でセレクタを保存して、

後に保存されたセレクタを置き換えます。

「別名で保存」：別の名前でセレクタを保存し

ます。新しい名前をダイアログボックスに入

力し、「保存」をクリックします。元のセレク

タは 後に保存されたままです。

「復帰」：セレクタへの現在の変更を破棄して、

後に保存された状態に戻します。

「名前を変える」：セレクタの名前を変更しま

す。新しい名前をダイアログボックスに入力

し、「名前を変える」をクリックします。

「セレクタのチェック」：ボリュームに適用し

てセレクタをテストします。ここで、参照し

たいボリュームを選択します。ブラウザウィ

ンドウに、セレクタ基準を満たすファイルが

チェックされた状態で表示されます。

その矢印ボタンをクリックして押したままの状態で、
AND 演算子を作成します。
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該当するファイルがマークされていれば、セ

レクタは正しく機能しているので、それを基

本操作やスクリプトに使用することができま

す。

ファイルが適正にマークされていない場合

は、セレクタを修正して、それを再チェック

する必要があります。その場合には、条件の

追加、削除、または変更を行います。セレク

タの実行結果に影響を及ぼす AND や OR 演
算子は慎重にチェックします。セレクタを修

正したら、それを保存して再チェックを行い、

ファイルが正しくマークされているか確認し

ます。セレクタが正しく機能するまで、必要

なだけこの手順を繰り返してください。

セレクタの使用

組み込みセレクタまたはカスタムセレクタを

スクリプトや基本操作に統合するのは簡単で

す。統合方法：

1. 通常の手順に従って、スクリプトまたは

基本操作を作成します。 

2. サマリウィンドウで「選択」をクリック

し、「選択」ウィンドウを表示します。 

3. ポップアップメニューからセレクタを選

択して「OK」をクリックし、サマリウィン

ドウに戻ります。

4. サマリウィンドウを閉じ、スクリプトを保
存するか、基本操作を実行します。

操作の実行時に、セレクタが適用されます。

セレクタの印刷

セレクタ詳細ウィンドウの内容を印刷して、

それを参照用に保管しておくことができま

す。セレクタウィンドウを印刷するには、セ

レクタを編集し、「ファイル」メニューから

「印刷」を選択します。

セレクタの修正

セレクタ詳細ウィンドウに表示される条件は

すべて修正できます。条件を修正したら、セ

レクタの詳細ウィンドウに戻って新規条件を

追加したり、既存の条件を修正したりするこ

とができます。

セレクタウィンドウでセレクタを開くには、

修正するセレクタをクリックして、「編集」を

クリックします（または、単にセレクタをダ

ブルクリックします）。セレクタの詳細ウィン

ドウが表示されます。

セレクタの既存の条件を編集する場合は、選

択して「修正」をクリックするか、条件の行

をダブルクリックします。条件が再表示され

たら、そのオプションを修正できます。「OK」

をクリックして、条件に対する変更を保存し

ます。

新しい条件を追加する場合は、矢印ポップ

アップメニューで、追加したい条件のタイプ

を選択します。条件ウィンドウが表示され、

選択した条件のタイプを指定するオプション

が提供されます。そのウィンドウで必要な選

択と設定を行い、「OK」をクリックしてセレ

クタに追加します。条件ウィンドウが閉じて、

セレクタウィンドウに新しい条件が表示され

ます。

条件の無効化

セレクタ内の条件はいつでも無効にすること

ができます。無効にした条件は、ファイルの

選択には使用されません。その条件は有効に

なるまで、非アクティブのままです。この機

能は、かなり複雑になったセレクタを部分的

にテストして問題の解決を図りたい場合など

に役立ちます。

条件を無効にするには、セレクタを開いて特

定の条件を選択します。「無効」をクリックす

ると、選択した条件は無効になって、非アク

ティブとすぐにわかるようにテキストがグレ

イ表示されます。

無効にした条件を元に戻す場合は、その条件

を選択して「有効」をクリックします。

条件の移動

セレクタ詳細ウィンドウ内で条件を移動する

には、条件記述の隣の  ボタンをドラッグ

し、それをスクロールボックス内の新しい場

所にドロップします。
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条件は、同じグループまたは別のグループ（見

出し）内のほかの場所にドラッグすることが

できます。たとえば、「含む」という見出しの

下に「ファイルの種類」を包含条件として追

加している場合は、同条件を「除外する」と

いう見出しの下にドラッグし、その条件を除

外条件に変更することができます。

条件を移動すると、そのアウトラインがハン

ドカーソルの後についてきて、条件の新しい

場所を示します。新しいアウトラインが適正

な場所に表示されていれば、マウスのボタン

を離します。それがドロップされると、条件

が新しい場所に移動し、アウトラインされた

移動先の条件の前に挿入されます。

条件をコピーするには、Option キーを押した

ままドラッグします。「または以下と該当す

る」という見出しをドラッグすると、グルー

プ全体が移動します。「または以下と該当す

る」を、Option キーを押したままドラッグす

ると、グループがコピーされます。

注意： 条件などを移動すると、その演算子の

タイプ（AND または OR）が変わることがあ

るので注意してください。

条件の削除

セレクタ内の条件はいつでも削除することが

できます。

条件を削除にするには、セレクタを開いて特

定の条件を選択します。

セレクタの削除

セレクタが不要になったら、セレクタウィン

ドウで削除できます。

セレクタを削除するには、セレクタをクリッ

クして選択し、「セレクタ」メニューの「削

除」を選択するか、Delete キーを押します。削

除の確認を求めるダイアログが表示された

ら、「OK」をクリックします。これでセレク

タが削除されます。

セレクタの複製

特定のセレクタを複製し、それを調整して自

分の要求に合うセレクタを作成できます。た

とえば、Retrospect の組み込みセレクタの 1 つ
をコピーし、そのオリジナルには手を加えず

にコピーを変更することができます。複製操

作は、セレクタウィンドウで行うことができ

ます。

セレクタを複製するには、セレクタをクリッ

クして選択し、「セレクタ」メニューの「複

製」を選択します。ダイアログが表示された

ら、新しいセレクタ名を所定のフィールドに

入力します。新しい名前を入力して「新規」

をクリックします。Retrospect は、ダイアロ

グで指定された名前を使って、セレクタの正

確なコピーを作成します。

セレクタの例

ここでは、セレクタの具体例をいくつか示し

て、それぞれ説明を加えています。 

バックアップセレクタ

このセレクタは、バックアップメディアの容

量を節約するためにキャッシュファイルと音

楽ファイルを除外します。

キャッシュと音楽ファイルを除外するバックアッ

プセレクタ

ネットワークバックアップセレクタ

このセレクタは、Leslie のクライアントコン

ピュータに格納された音楽ファイル以外の

バックアップ対象のユーザデータをすべて

マークします。この例では、バックアップ管

理者は、Leslie が持っている大量の音楽ファ

イルをバックアップするには容量が足りない

ことを認識しています。このセレクタによっ
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て、音楽ファイルがバックアップ対象から除

外されます。

特定のクライアントコンピュータ上の音楽フォル

ダを除外するネットワークバックアップセレクタ

検索復元セレクタ

このセレクタは、西暦 2001 年以降に変更され

た PDF 文書を検索します。このセレクタは論

理演算子 AND/OR の働きを示す良い例であ

り、これを見ると、異なるオペレーティング

システムからファイルを選択するのに何度も

複数の条件を使用しなければならない理由が

わかります。また、セレクタで頻繁に使用す

る検索基準の定義方法も示しています。この

基準を定義しておけば、検索による復元を行

うたびに基準を定義する必要はなくなりま

す。

クライアント検索復元セレクタ

このセレクタは、特定のクライアントユーザ

のコンピュータで作成された名前付きファイ

ルを検索します。この場合、ファイル名は

Dissertation であり、クライアント名は Neil で
す。このセレクタは、基本復元操作中に使用

できます。

メンテナンスと修復

この項では、カタログやメディアのメンテナ

ンスと修復について、以下のような作業の実

行手順を説明します。

• 古いカタログや、ファイルと同期してい

ないカタログを更新する。

• 消失または破損したカタログを作成し直

す。（「カタログファイルのチェックサム」

エラーが発生した場合は、カタログが破

損しています。）

• 破損したファイルバックアップセットを

修復する。

• バックアップセットメディアの内容を検

証し、すべてのファイルが読み出し可能

であることを確認する。

上記の作業を実行するには、「Retrospect ディ

レクトリ」の「ツール」タブをクリックします。

カタログの更新

バックアップセットの処理中に「カタログの

更新が必要です」とエラーが表示された場合

は、バックアップセットのカタログを更新し

てください。カタログとメディアを同期化し

ておかないと、バックアップセットが使用で

きなくなります。

「カタログの更新が必要です」エラーは、前回

そのバックアップセットにデータのコピーを

行ったときに、クラッシュや電源の障害など

により、カタログの更新ができなかった場合

に発生します。このエラーは、エラー 34（ボ

リュームがいっぱい）や、エラー 108（アプ

リケーションメモリが不足）の場合にも表示

されます。
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注意： カタログの更新後もバックアップセッ

ト使用中に「カタログの更新が必要です」エ

ラーメッセージが表示された場合は、カタロ

グの修復を中止して、次のような対策をとっ

てください。スキップして新規メディアを使

う、書き替えバックアップか新規メディア

バックアップでリセットする、新規バック

アップセットを作成する。エラーメッセージ

の詳細については、241 ページを参照してく

ださい。

カタログを更新するには

1.「Retrospect ディレクトリ」の「ツール」

タブから「修復」をクリックします。
 

2.「既存のカタログファイルを更新」を選択

し、「OK」をクリックします。

3. 更新するバックアップセットを選択し、

「OK」をクリックします。 

4. 新のメンバーを検出できなかった場合、

メディア要求ウィンドウが表示されます。

5. 要求されたメディアを挿入します。

バックアップセットのカタログの修復が実行

され、進行状況が実行状況ウィンドウに表示

されます。バックアップセットの特定メン

バーのカタログ修復が完了すると、修復すべ

き他のメンバーがあるかどうか尋ねるダイア

ログが表示されます。

6. セットしたメンバーが、バックアップ

セットの 終メディアだった場合は、修復す

るものがそれ以上ないため、「いいえ」をク

リックしてカタログの更新を完了します。 

修復すべきメンバーが残っている場合は、

「はい」をクリックします。 

7. メンバーを要求するメッセージは、「いい

え」か「キャンセル」をクリックするまで表

示されます。 

更新が正常に完了したかどうかが実行状況

ウィンドウに表示されます。失敗した場合は、

操作ログで詳細を確認してください。

カタログの再作成

カタログファイルがないとバックアップセッ

トを使用できないため、カタログファイルの

オリジナルを紛失または破損した場合は、カ

タログを再作成する必要があります。

Retrospect では、バックアップセットメディ

アを読み出してカタログを再作成することが

できます。カタログの再作成は、バックアッ

プセットのデータ量によって非常に時間がか

かる場合があります。

カタログを再作成するには

1.「Retrospect ディレクトリ」の「ツール」

タブから「修復」をクリックします。
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2.「再構築」オプションの中から 1 つを選択

し、「OK」をクリックします。 

テープ、リムーバブルディスク、CD/DVD 

バックアップセットでは、「メディア選択」

ウィンドウが表示されます。

3.「メディア選択」ウィンドウで、バック

アップセットの 新のメンバーを選択しま

す。

先頭メンバーがない場合は、カタログを再構

築したいバックアップセットの他のメンバー

を挿入してください。 

4.「OK」をクリックします。

Retrospect がまだ認識しているバックアップ

セットのカタログを再作成する場合は、再構

築したバックアップセットを認識させるかど

うかを確認するメッセージが表示されます。

「OK」をクリックして、既知のバックアップ

セットと置き換えます。

5. バックアップセットが暗号化されている

と、そのパスワードを入力するよう要求され

ます。パスワードを入力して「OK」をク

リックします。

6. 再作成したカタログファイルの保存場所

を指定して、「保存」をクリックします。

バックアップセットのカタログの修復が実行

され、進行状況が実行状況ウィンドウに表示

されます。テープ、ディスク、CD/DVD 

7. セットしたメンバーが、バックアップ

セットの 終メディアだった場合は、修復す

るものがそれ以上ないため、「いいえ」をク

リックしてカタログの再作成を完了します。 

紛失または破損したメンバーの数にかかわら

ず、バックアップセットに再作成すべきメン

バーが残っている場合は、「はい」をクリッ

クします。

8. 要求されたバックアップセットのメン

バーを挿入するか、そのメンバーがない場合

には「選択」をクリックします。

メンバーが利用できない理由を尋ねるダイア

ログが表示されます。

バックアップセットの 終メディアがすでに

処理済みの場合は、「終了」をクリックしま

す。必要なメンバーが紛失または破損してい

る場合は、「紛失」をクリックします。

9. メンバーを要求するメッセージは、「いい

え」か「キャンセル」をクリックするまで表

示されます。 

実行状況ウィンドウには、再作成が完了した

かどうかが表示されます。失敗した場合は、

操作ログで詳細を確認してください。

注意： カタログの再作成が完了したと表示さ

れた場合は、そのバックアップセットを使用

しているスクリプトを編集し、新たに認識さ

れた再構築済みのバックアップセットを各ス

クリプト内の宛先ボリュームとして追加して

ください。

ファイルバックアップセットの修復

ファイルバックアップセットのカタログファ

イルは、バックアップセットデータと同じ

ファイルに保存されます。ファイルバック

アップセットのカタログを修復するには、そ
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のバックアップセットに対するアクセス権が

必要です。

ファイルバックアップセットを修復するには 

1.「Retrospect ディレクトリ」の「ツール」タ

ブから「修復」をクリックします。
 

2.「ファイルバックアップセットの修復」を

選択して、「OK」をクリックします。 

3. ファイルバックアップセットのカタログ

ファイルの場所を参照して、「開く」をク

リックします。 

バックアップセットを修復するかどうかを確

認するメッセージが表示されます。 

4.「はい」をクリックし、修復を実行しま

す。

5. バックアップセットが暗号化されている

と、そのパスワードを入力するよう要求され

ます。パスワードを入力して「OK」をク

リックします。

バックアップセットのカタログの修復が実行

され、進行状況が実行状況ウィンドウに表示

されます。

不完全なカタログの修復

各メンバーの操作中にカタログの再作成を中

止すると、次のダイアログボックスが表示さ

れます。

「復帰」は、カタログの再作成を中止し、処理

中だったメディアからカタログの更新を再開

できるようにします。（あとで更新を再開する

場合は、「既存のカタログを更新する」機能を

使用します。）

「保存」は、処理中だったメディアからのデー

タで、これ以上カタログの修復を行わない場

合に選択します。これまでにカタログ化され

たデータはすべて検索可能にする必要があり

ます。（あとで更新を再開する場合は、「既存

のカタログファイルを更新する」機能を使用

します。）次のメディアがあれば、そこからカ

タログの再作成が再開されます。「保存」オプ

ションの使用後に、そのバックアップセット

へデータのバックアップを行った場合は、残

り容量がないと見なされ、新規のメディアが

要求されます。

注意： インターネットバックアップセットの

カ タ ロ グ の 再 作 成 が 完 了 す る 前 に

RETROSPECT を終了した場合は、すべての

ファイルを損なわないように 初から作業を

やり直します。（修復機能の「既存のカタログ

ファイルを更新」を使用してはなりません。）

メディアの読み取りを検証

バックアップセットメディアの全ファイルを

チェックし、読み出し可能かどうかを確認す

ることができます。メディア不良によりファ

イルが破損または紛失した場合は報告されま

す。たとえば、復元したばかりのファイルが

損傷していると報告されることもあります。

このような場合はバックアップセットのメ

ディアを検証し、他のファイルに異常がない

ことをチェックする必要があります。

メディアの検証では、メディア上のファイル

と元のファイルとを照合するわけではありま

せん。バックアップセットメディア上のファ

イルが、読み出し可能かどうかだけをチェッ

クします。

メディアの読み取りを検証するには

1.「ツール」タブの「検証」をクリックしま

す。 
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「バックアップセットの選択」ウィンドウが

表示されます。 

2. 検証するバックアップセットを選択し、

「OK」をクリックします。 

バックアップセットのメディアの検証が実行

され、その進行状況が実行状況ウィンドウに

表示されます。 

バックアップセットが記録型 CD/DVD、リ

ムーバブルディスク、またはテープを使用す

る場合は、必要に応じて、各バックアップ

セットメンバーをセットするように要求され

ます。

要求されたバックアップセットメンバーを

持っていないが、他にも検証するバックアッ

プセットメンバーがある場合は、「選択」を

クリックして「OK」をクリックし、次に要

求されたメディアメンバーを挿入してくださ

い。

利用できる 後のバックアップセットメン

バーが検証されると、検証されたファイル数

が表示されます。エラーが発生した場合は、

ファイルを検証できなかったことがブラウザ

に表示されます。操作ログで詳細を確認して

ください。

注意：検証できなかったファイルは、新規

バックアップセットにバックアップしておく

ことをお勧めします。

APPLESCRIPT のサポート

この項の説明は、AppleScript の知識があるこ

とを前提としています。これは、AppleScript
で Retrospect の操作をさらに自動化したいと

考えている上級のユーザのみを対象にしてい

ます。AppleScript については、そのチュート

リアル本と Apple システムソフトウェアに含

まれるサンプルスクリプトをご覧ください。

AppleScript は種々の複雑な要素を含んでい

るため、Dantz 社ではその機能に対して 低

限のサポートしか行っていません。

Retrospect の Apple Event サポートの
インストール

Retrospect をインストールすると、AppleScript
Utilities という名前のフォルダが Retrospect
アプリケーションと同じフォルダにコピーさ

れます。このフォルダには Retrospect Event
Handler スクリプトアプリケーションと

AppleScript スクリプトの例が含まれるので、

それらを使用または参照して、スクリプトを

自分自身で作成することができます。

注意： 旧バージョンの RETROSPECT を更新

するときは、RETROSPECT EVENT HANDLER

も更新する必要があります。

スクリプトのトリガを有効にするには、

Retrospect Event Handler スクリプトアプリ

ケーションを Retrospect の初期設定フォルダ

にコピーする必要があります。コピー先のパ

スは次のとおりです。

/Library/Preferences/Retrospect/

Retrospect を Apple イベントで制御するだけ

の場合は、スクリプトのトリガを有効にする

必要はありません。

Retrospect クライアントの 
AppleScript サポートのインストール

Mac OS X 上で動作する Retrospect クライア

ントは AppleScript をサポートしません。

AppleScript を実行している Mac OS 9 以下の

バージョンでは、Retrospect クライアントイン

ストーラによって Retrospect Client Commands
ファイルがシステムフォルダ内の Scripting
Additions フォルダに置かれます。（インストー

ル時に AppleScript が実行されていない場合

は、インストーラを再実行して AppleScript 項
目をカスタムインストールすることができま

す。）

Retrospect Client AppleScripts フォルダをカス

タムインストールすることができます。この

フォルダに含まれる AppleScript スクリプト

の例を使用または参照して、Retrospect クラ
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イアントコントロールパネルのスクリプトを

自分で作成することができます。

AppleScript による自動化の推進

組み込みのスクリプティング機能やスケ

ジュール機能のほかに、AppleScript Script
Editor、UserLand Frontier、その他の Apple イ
ベントスクリプティング機能で作成したスク

リプトで Retrospect Client コントロールパネ

ルや Retrospect を制御することもできま

す。Apple イベントを使って Retrospect や
Retrospect クライアントコントロールパネル

のスクリプトを作成するには、以下の 3 つの

方法があります。

• Retrospect はスクリプタブル（スクリプト

で制御可能）なので、Retrospect にイベン

トを送信してさまざまな操作を開始でき

ます。たとえば、AppleScript スクリプト

でボリュームをバックアップしたり、作

成した復元スクリプトを起動したり、

Retrospect をポーリングしてそれが使用中

か確認したりすることができます。

• Retrospect はアタッチャブルです（つま

り、スクリプトの実行をトリガできま

す）。たとえば、バックアップ前にデータ

ベースアプリケーションを終了してバッ

クアップ終了時にそれを再実行するスク

リプトを実行できます。あるいは、テキ

ストページャにメッセージを送信して正

しくないメディアがバックアップデバイ

ス内にあることを警告するスクリプトを

実行できます。これは、Retrospect Event 

Handler で実行されます。

• Retrospect Client Commands がスクリプ

ティング機能追加フォルダにインストー

ルされていれば、Mac OS 7/8/9 版 

Retrospect クライアントはスクリプタブル

です。スクリプトを使って Retrospect 

Client コントロールパネルの環境設定値

やスケジュール機能を設定することがで

きます。たとえば、AppleScript スクリプ

トを使って、特定の時間にバックアップ

優先度を調整したり、Backup Server から

バックアップ ASAP を要求したりするこ

とができます。

注意： スクリプトを保存するときは、スクリ

プトエディタの構文チェックオプションを

使ってエラーを防ぎます。

Retrospect への Apple イベントの送信

Apple イベントを使って、Retrospect スクリプ

トの起動、実行中のスクリプトの特定、バッ

クアップの自動的な実行など、さまざまな操

作を実行することができます。以下に、ハー

ドディスクをバックアップセットにバック

アップする AppleScript スクリプトのサンプ

ルを示します。

tell application "Retrospect"
activate
back up "Local Desktop:Macintosh HD" to 

"Backup Set A"
end tell

Apple イベントによる Retrospect の制御に関

しては、必要な情報の大部分が Retrospect の
用語説明とサンプルスクリプトに含まれてい

ます。（用語説明を表示するには、Apple Script
Editor の「ファイル」メニューで「用語説明

を開く ...」を選択して、Retrospect を開きま

す。）Retrospect のスクリプティングとサンプ

ルスクリプトの詳細については、AppleScript
Utilities フォルダ内の Read Me ファイルを参

照してください。

注意： APPLESCRIPT を使ってスクリプト名

を RETROSPECT に送信するときは、その名

前の大文字使用と RETROSPECT 内に出現す

るその名前の大文字使用とが一致していなけ

ればなりません。

注意： RETROSPECT でボリュームまたはサ

ブボリュームを示すときは、ボリューム設定

ウィンドウに表示される階層を使用してくだ

さい。たとえば、ローカルハードディスク

MACINTOSH HD 上の REPORTS という名前
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のサブボリュームを指定する場合は、LOCAL

DESKTOP:MACINTOSH HD:REPORTS を使

用します。

Retrospect によるスクリプトのトリガ

あるイベントが発生して、Retrospect Event
Handler スクリプトにメッセージが送信され

ると、スクリプトはトリガされてそのハンド

ラの 1 つを実行します。デフォルトハンドラ

はコメント記号で囲まれているので、

Retrospect のメッセージは無視されます。コ

メント記号を削除すると、ハンドラはイベン

トが発生するたびにダイアログを表示してイ

ベント名を示します。場合によっては、イベ

ントに関する情報一覧も表示します。これら

のハンドラは、ユーザ専用のスクリプトを作

成する際に役立つようにサンプルとしてのみ

含まれています。

自作のスクリプトをトリガするには、そのス

クリプトのトリガイベントを示すハンドラを

コピーします。それをスクリプトの先頭（た

だし、コメント記号の外側）にペーストしま

す。（自作のスクリプトをデバッグするときに

元のハンドラが必要になる場合は、それをそ

のまま残しておきます。）次に、ハンドラの

on ステートメントと end ステートメントの

間に自作の AppleScript コードを記述します。

注意： APPLE SCRIPT EDITOR の「ファイル」

メニューから「名前を付けて保存」を選択し

て RETROSPECT EVENT HANDLER スクリ

プトのコピーを保存する場合は、「実行後、自

動的に終了しない」と「初期画面を表示しな

い」チェックボックスの両方を選択します。

次の AppleScript スクリプトのサンプルは、

データベースのバックアップが開始されると

ファイルメーカサーバを終了し、バックアッ

プが終了するとサーバを再開します。

on scriptStart given scriptName:theScript, 
startDate:theDate

if theScript is "Back Up Database" then
tell application "FileMaker Server"

force quit

end tell
end if

end scriptStart

on scriptEnd given scriptName:theScript, A
scriptErrorMessage:theError, 

errorCount:theErrorCount
if theScript is "Back Up Database" then

tell application "FileMaker Server"
activate

end tell
end if

end scriptEnd

Mac OS 7/8/9 の Retrospect Client コン
トロールパネルへの Apple イベントの
送信

注意： MAC OS X 上で動作する 

RETROSPECT クライアントは 

APPLESCRIPT をサポートしません。

Apple イベントを使用すれば、さまざまな操

作を実行できます。たとえば、クライアント

の環境を設定したり、クライアント状態を確

認してバックアップが実行中かどうか判断し

たりすることができます。次の AppleScript ス
クリプトのサンプルは、金曜日だけクライア

ントをシャットダウン時に待機するようにし

ます。

on run
set thePreferences to Retrospect Client 

preferences
if "Friday" is in ((current date) as string) then

set wait at shutdown of thePreferences to 
true

else
set wait at shutdown of thePreferences to 

false
end if
set Retrospect Client preferences to 

thePreferences
end run
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Apple イベントによる Retrospect Client コント

ロールパネルの制御に関しては、必要な情報

のほぼすべてが Retrospect Client Commands
の用語説明とサンプルスクリプトに含まれて

います。（用語説明を表示するには、Apple
Script Editor の「ファイル」メニューで「用語

説明を開く ...」を選択して、Retrospect Client
Commands を開きます。）Retrospect クライア

ントコントロールパネルのスクリプティング

とサンプルスクリプトの詳細については、

Retrospect Client AppleScripts フォルダ内の

Read Me ファイルを参照してください。

電子メールによるバックアップレ
ポートの送信

Retrospect は、電子メールでバックアップレ

ポートを送信できるようにする AppleScript
アプリケーションを含んでいます。これらの

Retrospect Event Handler アプリケーションは、

Microsoft Entourage、Eudora 6、および Mac OS X
の Mail アプリケーションに対応しています。

必要条件

スクリプトは、インターネットへの常時接続

によって、あるいは社内のイントラネットを

介して SMTP/POP メールシステムにアクセ

スする必要があります。

以下のセットアップの説明は、バックアップ

用 Macintosh の TCP/IP ソフトウェアがすでに

セットアップされていること、また、ローカ

ルエリアネットワーク上の DNS（ドメイン

ネームシステム）サーバおよび SMTP/POP
メールサーバにアクセスできることを前提に

しています。

インストール

Retrospect のインストーラは、AppleScript
Utilities フォルダを Retrospect フォルダに格

納します。そのフォルダには、電子メールア

プリケーション用の追加のフォルダも含まれ

ます。まず、使用しているメールアプリケー

ションに応じた適正なフォルダを開いて、

Retrospect Event Handler を Retrospect の環境

設定フォルダにコピーします。デフォルトの

パスは次のとおりです。

/Library/Preferences/Retrospect/

Retrospect Event Handler をダブルクリックし

て実行し、ハードドライブ上の電子メールア

プリケーションの場所を指定します。

Retrospect Event Handler は、Retrospect が開始

されるたびに実行されます。

Retrospect Event Handler の設定

Retrospect Event Handler は、4 つの受信者グ

ループに電子メールを送ります。

• 成功グループは、成功したバックアップ

に関するメールを受信します。

• エラーグループは、エラーが発生した場

合にメールを受信します。 

• メディア要求グループは、バックアップ

セットに新しいメンバーを追加する必要

があるとき、あるいはメディア要求が時

間切れになったときに、メールを受信し

ます。

• メイングループは、バックアップの成功、

エラーの発生、メディア要求、Backup 

Server の起動 / 終了、またはスクリプト

の起動で、メールを受信します。これは

他のグループのスーパーセットです。

Retrospect の初期設定フォルダにある 
Retrospect Event Handler を編集します。自分

の好みのスクリプトエディタを使用するか、

または Retrospect Event Handler を実行し、

「編集」メニューの「スクリプト編集 ...」を

選択します。 初のプロパティの定義を下方

にスクロールし、必要に応じて 1 つまたは複

数の電子メールアドレスを各グループに追加

します。受信者の電子メールアドレスは必ず

引用符で囲み、複数の受信者はカンマで区切

ります。

次のように、1 つのユーザアカウントをメイ

ングループのみに置くというのが簡単な設定

です。
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property kMainGroup : 
{"yourname@yourcompany.com"} 
property kSuccessGroup : {} 
property kErrorGroup : {}
property kMediaRequestGroup : {}

2 つの受信者を 1 つのグループに追加する場

合は、それらをカンマで区切ります。

property kSuccessGroup : 
{"yourname@yourcompany.com", 
"yourboss@yourcompany.com"} 

すべてのグループに登録することもできます

が、それはメイングループに登録するのと同

じです。作業を終えたら、スクリプトを保存

します。

スクリプトまたは Backup Server が起動した

と き に メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る に は、

sendMailOnStart プロパティを true に変更しま

す。

操作に関する注意

バックアップ、アーカイブ、複製、または復

元スクリプトは、それぞれスクリプトが終わ

ると 1 つのサマリメッセージを生成します。

（基本操作は、電子メールを生成しません。）

スクリプト内のすべてのボリュームが正常に

終了すると、サマリが成功グループとメイン

グループに送信されます。エラーが発生する

と、サマリがエラーグループとメイングルー

プに送信されます。

Backup Server の実行中は、Retrospect Event
Handler は 12 時間ごとに電子メールサマリを

送信します。（この時間間隔を変更したい場合

は、スクリプトを開いて、kSendBackupServer
Report プロパティの値を変えます。）この電子

メールサマリには、Backup Server スクリプト

内のボリュームごとのエラーメッセージと成

功メッセージが含まれます。また、Backup
Server の実行中に起動される通常のスクリプ

トのエラーメッセージと成功メッセージも含

まれます。

注意： BACKUP SERVER を終了すると、 後

の電子メールサマリの後に発生したイベント

は電子メールには含まれません。-

Retrospect でメディア要求のタイムアウトを

指定した場合は、その時間が切れると、

Retrospect Event Handler が確認メッセージを

送信します。（タイムアウトを指定していない

場合は、電子メールは送信されません。）それ

と同時に、メディア要求タイムアウトの時間

間隔が 1 回更新されます。Retrospect に必要

なメディアを確実に提供できるように、メ

ディア要求タイムアウトの値を調整してくだ

さい。また Retrospect にメディアを提供する

ためにすでにバックアップ用 Macintosh の前

で待機している場合には、電子メールが送信

されないように値を調整してください。これ

らのメッセージは、メイングループとメディ

ア要求グループに送信されます。
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章 10

問題と解決方法

• ト ラ ブ ル シ ュ ー テ ィ ン グ

• Q & A

• R E T R O S P E C T  エ ラ ー メ ッ セ ー ジ

• エ ラ ー 番 号

• R E T R O S P E C T  ク ラ イ ア ン ト エ ラ ー

• R E T R O S P E C T  の サ ポ ー ト

この項では、Retrospect とそのクライアントの操作中に発生したトラブルに対処

する方法を説明します。一般的なトラブルシューティング用のヘルプ、Q & A、お

よび Dantz 社のテクニカルサポートがトラブルの解決に用いるテクニックを紹介

します。

「トラブルシューティング」では、インストール、バックアップ、復元などで一般

的に見られるトラブルとその内容、解決方法について説明します。「Q&A」では、

一般的な疑問とその回答を紹介します。エラーメッセージとは関係なく、トラブ

ルシューティングよりも一般的な疑問についての回答です。「Retrospect エラー

メッセージ」では、エラー番号順にメッセージをリストアップし、内容を詳しく

説明します。「Retrospect のサポート」では、トラブルシューティングのテクニッ

クと、テクニカルサポートへの連絡方法を説明します。
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トラブルシューティング

Retrospect の使用中に起きるトラブルの多く

は、いくつかに分類することができます。

Dantz 社のテクニカルサポートでは、これらの

分類ごとに基本的なトラブルシューティング

を行います。わずかな学習で、さまざまなト

ラブルについての解決方法を習得できます。

この項では、これらの手順の概要を説明し、

発生しやすいトラブル、疑問、エラーメッセー

ジについての解説と対処方法を紹介します。

まず、トラブルシューティングの内容を記録

しておくことをお勧めします。すぐにトラブ

ルを解決できない場合でも、動作のパターン

を記録しておくことで、問題の特定に役立ち

ます。この項を読んでもトラブルを解決でき

ない場合は、Retrospect の別のサポート手段

を試してみてください。詳しくは、259 ペー

ジの「Retrospect のサポート」を参照してく

ださい。

トラブルシューティングの手順

トラブルシューティングの 初のステップ

は、いつどこでトラブルが発生したかを判定

し、内容を明らかにすることです。どこでエ

ラーが発生したかがわかれば、資料などの参

照箇所も正確にわかり、問題の解決に近づく

ことができます。Retrospect の動作は、いく

つかの段階から構成されています。通常の

バックアップ動作は、スキャン、照合、コ

ピー、検証という順序で行われます。たとえ

ば、照合の段階でトラブルが発生したことが

解明できたら、解決に向かって大きく前進し

たことになります。以下の数ページでは、発

生の可能性が高い順にトラブルの状況を説明

します。

クライアント設定のトラブル

ローカルサブネット内や、別の Retrospect 
で設定されたサブネット内の TCP/IP クライ

アントがネットワークウィンドウ上の 
Retrospect のクライアントに表示されない。

あるいは表示されても断続的である。

「ネットワーク上のバックアップクライアン

ト」ウィンドウの「テスト」ボタンを使用し

て、クライアントがネットワークに存在する

かどうかを確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect クラ

イアントコントロールパネルを開き、クライ

アントソフトウェアが起動時にロードされて

オンになっているかどうかを確認します。状

況フィールドに「準備完了」か「 初のアク

セスを待機中」が表示されていることを確認

します。Mac OS クライアントの場合は、間

違いなく TCP/IP クライアントであることと、

バージョン番号の隣に「AppleTalk」が表示さ

れていないことを確認します。

クライアントデータベースウィンドウには、

検索中のクライアントと完全に一致した名前

のクライアントが表示されていないことを確

認します。完全に一致した名前のクライアン

トが表示されている場合は、そのクライアン

トを選択し、「クライアント」メニューから

「削除 ...」を選択します。

クライアントコンピュータがネットワークに

接続されており、そのネットワーク設定も正

しいことを確認します。

これらの対策でも解決しない場合は、

228 ページの「Ping による TCP/IP 通信の確

認」を参照してください。バックアップコン

ピュータやクライアントの ping コマンドが

正常に機能するのに、TCP/IP クライアントが

表示されない場合は、ネットワークが TCP/IP
と UDP を完全にサポートしていない可能性

があります。ハブやブリッジなどの受動ネッ

トワークハードウェアが、TCP/IP クライアン

トの操作で Retrospect が必要とするネット

ワーク情報を転送していないことが考えられ

ます。

適切な手段を講じて、クライアントにログイ

ンしてみてください。

ローカルサブネット外にある TCP/IP クライ

アントが、ネットワークウィンドウ上の 
Retrospect のクライアントに表示されない。

ネットワークウィンドウに表示されるクライ

アントは、バックアップコンピュータと同一
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の物理サブネット内にあるクライアントか、

Retrospect で検索するように設定した別のサ

ブネット内にあるクライアントだけです。

ローカルサブネット外のクライアントを検索

するように Retrospect Workgroup または

Retrospect Server を設定するには、「TCP/IP」
メニューから「サブネット範囲の設定」を選

択します（113 ページ）。

1 つのクライアントを別のサブネットから

Retrospect Workgroup または Retrospect Server
のリストに追加するには、「アドレスで追加」

ボタン（114 ページ）をクリックし、追加す

るクライアントの IP アドレスか IP 名を入力

します。

「アドレスで追加」ボタンで、指定した IP ア
ドレスまたは IP 名のクライアントに接続で

きない。

クライアントコンピュータがネットワークに

接続されており、そのネットワーク設定も正

しいことを確認します。

クライアントコンピュータで Retrospect クラ

イアントコントロールパネルを開き、クライ

アントソフトウェアが起動時にロードされて

オンになっているかどうかを確認します。ク

ライアントソフトウェアの状況フィールドに

「準備完了」か「 初のアクセスを待機中」が

表示されていることを確認します。

使用中の IP アドレスが現在のものであるこ

とを確認します。クライアントが動的 IP アド

レス指定を使用している場合は、クライアン

トの IP アドレスが変更されている可能性が

あります。動的アドレスのリースが長期間で

ない場合は、「アドレスで追加」ボタンの使用

をお勧めできません。代わりに、サブネット

ブロードキャスト方式を使用してください。

クライアントの IP 名を使用している場合は、

クライアントの IP アドレスの使用を試して

ください。

コンピュータに ping コマンドを発行して、コ

ンピュータが TCP/IP と正常に通信している

ことを確認します。 228 ページの「Ping によ

る TCP/IP 通信の確認」を参照してください。

クライアントのネットワークとバックアップ

コンピュータのネットワーク間に「ファイア

ウォール」が存在して、外部からのアクセス

を制限している可能性があります。ネット

ワーク管理者に連絡してください。

「アドレスで追加」ボタンで間違ったクライ

アントが追加された。

使用中の IP アドレスが現在のものであるこ

とを確認します。クライアントが動的 IP アド

レス指定（DHCP など）を使用している場合

は、クライアントの IP アドレスが変更されて

いる可能性があります。代わりに、サブネッ

トブロードキャスト方式を使用してくださ

い。230 ページの「Q&A」も参照してください。

Mac OS クライアントは、システム終了の待

機中は DHCP のリースが期限切れになって

も更新しないので、その IP アドレスがコン

フリクトする。

DHCP が Mac OS Retrospect クライアントに割

り当てた IP アドレスのリース期間が、システ

ム終了の待機中に期限切れになっても、Mac
はクライアントの IP リースを更新しないで、

その期間切れの IP アドレスを使い続けます。

一方、DHCP サーバはその IP アドレスが空い

ていると判断して別のコンピュータにリース

するため、IP アドレスがコンフリクトするよ

うになります。

これには、以下の 2 つの対処方法があります。

1 つの方法は、DHCP が処理する Mac OS コン

ピュータを Retrospect クライアントで「シス

テム終了待ち」モードにするのではなく

Finder で待機状態にし、TCP/IP コントロール

パネルで「必要時にのみロード」のチェック

を外すことです。もう 1 つの方法は、DHCP
サーバのリース期間を延ばすことです。

DHCP のリース期間が延びると、この問題が

発生する可能性が低くなります。
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バックアップのトラブル

基本バックアップとスクリプトによるバック

アップでは、起動方法と完了後の動作内容が

異なります。それ以外は、スキャン、照合、

メディア要求、コピー、比較、終了という同

一の手順になります。

スケジュールされたスクリプトの実行時に、

Retrospect が自動的に起動しない。

これには、いくつかの原因が考えられます。

• 開始日と実際に動作が始まる日を誤って

いる：スクリプトを起動させたい日が、

実際の開始日であるとは限りません。詳

しくは、80 ページの「スケジュールの共

通要素」を参照してください。

• スクリプトのスケジュールが正しく設定

されていない：スクリプトの実行予定リ

ストをチェックし、希望通りに設定され

ていることを確認します。スケジュール

を確認するには、「Retrospect ディレクト

リ」ウィンドウの「自動化」タブで、「プ

レビュー」をクリックします。可能な実

行予定時間が制限されていないことをス

ケジュール環境設定（178 ページ）で確

認します。

• 自動起動の環境設定がオンになっていな

い：通知環境設定の「Retrospect を自動起

動」（177 ページ）が、オンに設定されて

いるか確認してください。

Retrospect が起動中にクラッシュする。

Retro.Config ファイルが破損していることが

考えられます。Library/Preferences フォルダか

ら Retrospect フォルダを出して起動を試みて

ください。問題が解決された場合は、履歴を

残しておくために操作ログファイルを取り出

した上で、Retrospect フォルダをゴミ箱に捨

てます。Retrospect は新しいフォルダを作成

してデフォルト設定を使用します。 近、同

じドライブでバックアップを行っていて、こ

れと同じスクリプトと設定を使用してクライ

アントにログインしたい場合は、Retro.Config

ファイルの古いバージョンをバックアップか

ら復元します。

スキャン中か照合中に、エラーメッセージが

表示される。

スキャンしているボリュームに問題があると

思われます。この場合は、エラー番号が操作

ログに記録されます。 

240 ページの「Retrospect エラーメッセージ」

でエラー番号を探してください。

すべてのファイルが変更されたわけではない

のに、標準バックアップで、すべてのファイ

ルがコピー対象としてマークされる。

これは、以下の 2 つの原因のいずれかにより、

HFS+（Mac OS 拡張フォーマット）ボリュー

ム上で発生します。

「日付 & 時刻」コントロールパネルで時間帯

が変更されると、Mac OS は HFS+ ボリューム

上のファイルに対して作成時刻と修正時刻を

変更します。これにより、Retrospect がバッ

クアップに必要なファイルを HFS+ ボリュー

ムでスキャンするときに、標準バックアップ

が影響を受けます。ファイルの日時スタンプ

が異なるため、Retrospect はすべてのファイ

ルをバックアップ対象としてマークします。

Retrospect は通常通り IncrementalPLUS バッ

クアップを実行します。この場合、すべての

ファイルが修正されたように見えるという点

だけが異なります。対処方法としては、時間

帯を元に戻します。

これは、マウントされたボリュームとして

バックアップされるサーバで発生します。

サーバとバックアップ Macintosh のシステム

クロックが許容範囲内で同期化されていない

とき、サーバは 2 つのシステムクロックを比

較し、時間差に基づいて時刻の変換を行いま

す。これにより Retrospect は前述のような影

響を受けます。バックアップ Macintosh のク

ロックとサーバのクロックを、それぞれの該

当するコントロールパネルを使用して許容範

囲内に同期化します。
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Retrospect がバックアップデバイスを認識

できない。

デバイスがリムーバブルディスクドライブ

（MO、DVD-RAM、Zip、Jaz、SuperDisk など）

である場合は、メディアが完全に挿入されて

いることと、ボリュームが Macintosh のデス

クトップにマウントできることを確認しま

す。DVD-RM ドライブでは、書き込み可能な

メディアが挿入されていないと、Retrospect が
認識しない場合があります。

FireWire または USB のハードディスクをリ

ムーバブルディスクバックアップセットの一

部として使用する場合は、これを可能にする

環境設定がオンになっていることを確認して

ください。詳しくは、176 ページの「メディ

アのハンドリング環境設定」を参照してくだ

さい。

225 ページの「デバイスの一般的トラブル

シューティング」と、デバイスのバスごとの

トラブルシューティング項目を参照してくだ

さい。

テープドライブまたは CD/DVD ドライブが

「ストレージデバイス」ウィンドウまたは

「メディア要求」ウィンドウに表示されない。

「設定」>「デバイス」の順に選択し、「デバ

イス状況」をチェックします。ご使用のテー

プドライブについて Retrospect 以外のドライ

バがインストールされているように表示され

る場合は、他のソフトウェアのドライバが

誤って読み込まれたことが考えられます。別

のドライバが読み込まれていないかを確認

し、読み込まれていればそのドライバを無効

にします。

すべてのデバイスを接続してから、Retrospect
を起動する必要があります。ドライブが正し

く接続されて終了することを確認したら、次

に、ドライブがオンになっていることを確認

します。電源オフのデバイスがバス上にある

場合は、オンにして再起動します。

使用しているバージョンの Retrospect ではサ

ポートしていない 新モデルのドライブを使

用している可能性もあります。このドライブ

に新しいバージョンの Retrospect が必要かど

うかを確認するには、Dantz 社の Web サイト

を参照してください。

225 ページの「デバイスの一般的トラブル

シューティング」と、デバイスのバスごとの

トラブルシューティング項目を参照してくだ

さい。

挿入したディスク、テープ、CD/DVD が
「使用中」のため、利用できない。

いくつかの原因が考えられます。

• リムーバブルディスクバックアップセッ

トのカタログをバックアップセットのメ

ンバーのディスクに保存している。→カ

タログは、異なるボリュームに保存する

必要があります。Retrospect にカタログを

強制的に認識させるため、カタログを

ハードディスクに移動して、Finder でダ

ブルクリックします。

• ディスクを元ボリュームと宛先の両方に

使おうとしている。→非論理的で、許可

されていない操作です。たとえば、

「2-Backup」ボリュームを「2-Backup」が

メンバーである「Backup」バックアップ

セットにバックアップしようとしている

ような場合です。

• そのバックアップディスクに、他のソフ

トウェアがファイル（表示されない場合

もある）を作成しているか、使用してい

る。→圧縮プログラムやファイル共有に

よる問題と考えられます。コンフリクト

と対処方法については、「お読みくださ

い」ファイルを参照してください。

• ドライブが故障している可能性がある。

→ドライブのメーカーに相談してくださ

い。

• ディスク、テープ、または CD/DVD が故

障している可能性がある。→故障したメ

ディアを「紛失」とし、新規のメディア

を使用します。
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挿入したディスク、テープ、CD/DVD を、

Retrospect が拒否する。

バックアップセットに追加するテープ、

CD/DVD、ディスクは、一定のルールに基づ

いて認識されます。メディアが自動的に拒否

される場合は、「メディア要求」ウィンドウに

表示されるメッセージに注意してください。

Retrospect が必要としているメディアがわか

ります。 

Retrospect が要求しているディスク、テープ、

CD/DVD を挿入していない。→挿入したメ

ディアの名前と、Retrospect が要求している

名前が一致しているかをチェックします。名

前が一致しているのにメディア挿入時にバッ

クアップが実行されない場合は、同名のメ

ディアが 2 つあり、異なる方を挿入したもの

と思われます。特定のバックアップセットに

書き替えバックアップを行う際に、ディスク、

テープ、CD/DVD を切り替えていると、この

問題が発生することがあります。

Retrospect が新規メディアを要求しています。

Retrospect が要求するメディアを挿入し、メ

ディアがウィンドウに表示されてから、「続け

る」をクリックします。既存のバックアップ

セットの一部として既に使われているメディ

アは使用できません。消去済みまたは名前の

正しいメディアは自動的に使われます。

Retrospect から新規ディスク、テープ、

CD/DVD が要求されたので、メディアを挿

入したら「1-Backup を使用できません。す

でにバックアップセットに属しています。」

と表示された。

これは、誤って消去することを防ぐための仕

様です。そのディスク、テープ、CD/DVD を
消去してバックアップに使用することが確実

な場合は、「デバイス」メニューから「消去」

を選択し、「続ける」をクリックします。メ

ディアを消去すると、そのメディアが属して

いたバックアップセットから、ディスク、テー

プ、CD/DVD に保存されていたデータが削除

されます。

Retrospect から特定のディスク、テープ、

CD/DVD が要求されたが、「2-Backup はこ

のバックアップセットのメンバーではありま

せん。」と表示された。→名前は正しいので

すが、作成日が異なっています。

これは、同じ名前のディスク、テープ、

CD/DVD が複数あることを意味しています。

この症状は、新規メディアに書き替えバック

アップを行い、あとで古いディスク、テープ、

CD/DVD に標準バックアップを行ったとき

に発生することがあります。可能な場合は、

正しいメディアを探して復元を行ってくださ

い。

他のディスク、テープ、CD/DVD を試し、使

用中のカタログと一致するものがあるかどう

かをチェックします。

目的のファイルが保存されているディスク、

テープ、CD/DVD が確実にわかっている場合

は、そのカタログを再構築します。「ツール」

タブで「修復」をクリックし、適切な修復機

能を選択してカタログを再構築します

（206 ページの「カタログの再作成」を参照）。

Retrospect から要求されたディスク、テー

プ、CD/DVD がない。

どこにメディアがあるかわかっていて、現在

は利用できなくてもバックアップは実行しな

ければならない場合は、次のように操作しま

す。「選ぶ」をクリックし、「スキップ」をク

リックします。Retrospect は、要求したメン

バーの残り容量がないと見なし、新規メディ

アへのバックアップを行います。要求された

メンバーに既にバックアップしてあるファイ

ルは、バックアップされません。次のバック

アップでは新規メンバーが要求され、復元を

行う際は両方のメンバーが必要になります。

「スキップ」をクリックすると、スキップした

メンバーの残りの空き容量があってもそれを

利用できなくなります。

要求されたディスクやテープについて、破損

または紛失した、あるいは消去されているこ

とがわかっている場合は、次のように操作し
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てください。バックアップセットの先頭メン

バーの場合は、新しいバックアップセットを

使うか、使用中のバックアップセットに書き

替えバックアップを行うのが も簡単です。

いずれの場合も、新しいディスク、テープ、

CD/DVD が要求され、バックアップセットの

新しい先頭メンバーになります。先頭メン

バー以外の、利用可能なメンバーでバック

アップを続行したい場合は、「選ぶ」をクリッ

クし、「紛失」をクリックします。新しいディ

スク、テープ、CD/DVD を使ってバックアッ

プが続行されます。紛失したメンバーにバッ

クアップされていたファイルは、次の

IncrementalPLUS バックアップ中に、（可能な

限り）バックアップされます。

バックアップの開始時に、「カタログがバッ

クアップセットと一致していません」と表示

された。

そのメディアを使用してカタログを更新しま

す。 

詳しくは、205 ページの「カタログの更新」を

参照してください。

「カタログファイルのチェックサム」エラー

が表示された。

特定のバックアップセットだけでエラーが発

生する場合は、そのカタログを修復してから

操作し直します。 

詳しくは、205 ページの「カタログの更新」を

参照してください。

検証エラーが表示された。

特定のファイルについて、「修正日時が違いま

す」と表示された場合は、バックアップ中に

ファイルが修正された可能性があります。そ

の場合は、何もする必要はありません。その

ファイルは、次のバックアップのときにコ

ピーされます。

「ファイル ... データオフセット ... で比較でき

ませんでした」や「ファイル ... リソースオフ

セット ... で比較できませんでした」というエ

ラーは、ほとんどの場合、デバイス間の通信

に関する問題です。再度バックアップを行い、

ファイルをコピーし直してください。

「オフセット」エラーメッセージが表示された

場合は、無視できない重大なデータ破損の可

能性があります。エラーがほとんどの元ボ

リューム（クライアントを含む）で起こる場

合や、バックアップコンピュータに接続され

た元ボリュームで起こる場合は、通信バスや

デバイスの接続に関するトラブルシューティ

ングを行ってください。エラーがネットワー

ク経由でバックアップされる特定の元ボ

リュームだけで起こる場合は、該当するコン

ピュータの通信バスやネットワーク接続に関

するトラブルシューティングを行ってくださ

い。 

225 ページの「デバイスの一般的トラブル

シューティング」と 228 ページの「ネットワー

クのトラブルシューティングのテクニック」

を参照してください。ディスクの診断ソフト

ウェアを使って、問題のあったボリュームを

検査することも検討してください。

実行が完了しても、自動環境設定どおりに 
Retrospect が終了、再起動、システム終了

しない。

Retrospect が終了、再起動、システム終了の

いずれかの状態になるのは、自動実行モード

で、なおかつ、他の実行予定が目前にせまっ

ていない場合だけです（177 ページ）。 

基本操作を開始すると自動的に対話モードに

なり、スクリプトを起動すると自動実行モー

ドになります。Retrospect がコピーしている

間に、「制御」メニューを使ってモードを切り

替えます。

Mac OS 9 クライアントがバックアップ後に

システム終了しない。

Retrospect が  Mac OS 9 クライアントコン

ピュータをシステム終了するのは、以下の 3
つの条件をすべて満たす場合です。

• 「終了時にシャットダウン」オプションが

スクリプトのクライアントオプションで
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オンになっている。→これはデフォルト

です。

• クライアントが「バックアップを待機中」

というダイアログボックスを表示してい

る。

• クライアントの Macintosh に対して、「先

読み時間」で指定された時間以内に別の

バックアップがスケジュールされていな

い（177 ページ）。

Retrospect が特定のクライアントボリュー

ムをバックアップしない。

バックアップスクリプトが元ボリュームを含

んでいることを確認します。

クライアントボリュームがプライベートに指

定されていないことを確認します（117 ペー

ジ）。

クライアントコンピュータで使用するために

クライアントボリュームがマウントされてい

ることを確認します。Mac OS では、ボリュー

ムアイコンがデスクトップ上にあります。

Windows では、ドライブ文字にアクセスでき

ます。

元ボリュームとして特定のクライアントボ

リュームではなくクライアントコンテナを使

用して、クライアントに接続されたすべての

ボリュームを選択します。次に、「設定」>「ク

ライアント」に進み、問題のクライアントを

設定して、ポップアップメニューから「クラ

イアントデスクトップ」を選択します。 

クライアントコンテナの使い方については、

106 ページの「クライアントの設定」を参照

してください。

バックアップ中にクライアントがクラッシュ

する。

クライアントがクラッシュする原因として、

ネットワークハードウェアの故障、ウィルス、

ソフトウェアの競合などが考えられます。診

断ユーティリティを使用して、ウィルスや

ハードディスクに問題がないかを検査しま

す。Mac OS 9 やそれより古いバージョンのク

ライアントの場合は、229 ページの「Mac OS
9 システムソフトウェアのトラブル」を参照

してください。ご使用のネットワークハード

ウェアに対応する 新のネットワークソフト

ウェアを使用します。

Backup Server のトラブル

ドライブにメディアが存在しているのに、

Backup Server は「メディア」を要求して

いる。

Backup Server は、元ボリュームをバックアッ

プするために特定のメディアメンバーが必要

であると報告しています。さらに多くのメ

ディアを必要としているバックアップセット

を特定するには、Backup Server の状況ウィン

ドウでポップアップメニューからバックアッ

プセットを選択し、「メディア」という状況が

表示されているものを探します。

メディアを必要としているバックアップセッ

トにまだ一度もバックアップしたことがない

場合は、新規のメディアや消去されたメディ

アを使用できます。Backup Server を停止

し、「設定」>「デバイス」を使用して必要な

ディスク、テープ、または CD/DVD を消去し

た後、Backup Server を再起動します。

それでも Backup Server がメディアを受け付

けない理由を特定できない場合は、「基本」>
「バックアップ」を使用して、該当するバック

アップセットにバックアップを開始します。

要求しているメディアを示すウィンドウが表

示されます。

Backup Server がバックアップを完了して

も、Retrospect が終了しない。

Backup Server は継続的に実行するように

適化されています。実行予定の別のスクリプ

トがあれば、Backup Server が実行中でも、予

定時刻になるとそれらのスクリプトが起動さ

れます。

Backup Server の実行時間を限定（たとえば、

毎日 7:00 A.M. ～ 7:00 P.M. まで）すれば、

Backup Server の停止時刻後に Backup Server
に影響を与えずに Retrospect を正常に終了で
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きます。次のスクリプトを起動するようにス

ケジュールされている場合は、Retrospect が
自動的に起動されます。

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルの「Backup Server のスケジュール」に

「できるだけ早く」が設定されているのに、

クライアントのバックアップはすぐに実行さ

れなかった。

「できるだけ早く」環境設定では、クライアン

トは Backup Server からのポーリングを待機

するだけであり、クライアントが自らサーバ

に連絡することはありません。一方、Backup
Server は他の元ボリュームのバックアップや

他のクライアントのポーリングに時間を取ら

れていたり、場合によってはスケジュールに

従って動作していなかったりします。

Retrospect は「できるだけ早く」に設定され

たクライアントをポーリングする時間的余裕

ができたときに、クライアントのバックアッ

プを実行します。 

詳しくは、91 ページの「早期バックアップを

許可」を参照してください。

復元のトラブル

復元を開始するには、まず復元の元となる

バックアップセットを選択します。その後は、

ファイルの保存先となるボリュームの選択、

ファイルの照合または選択、メディア要求、

コピー、必要に応じてアクセス権の設定とい

う手順になります。

バックアップセットの選択に問題がある。

目的のバックアップセットがリストに表示さ

れない場合は、「更に ...」ボタンをクリックし

ます。バックアップセットのカタログが利用

できる場合は、「開く」をクリックします。カ

タログをメディアから再構築する場合は、「再

作成」をクリックします。

バックアップセットの選択後に、「カタログ

ファイルのチェックサム」エラーが表示され

た場合は、247 ページの「エラー -24201（カ

タログファイルのチェックサムが照合できま

せん）」を参照してください。

復元の元となるディスク、テープ、CD/DVD 
が、「バックアップセット選択」ウィンドウ

に表示されない。

ハードドライブ内のバックアップセットに対

応するカタログファイルを Finder で検索しま

す。Retrospect の「ストレージデバイス」ウィ

ンドウに表示されたディスク、テープ、

CD/DVD と同じ名前のカタログファイルを

検索します。たとえば、メディアの名前が

「1-Backup」の場合は、「Backup」というカタ

ログファイルを検索します。そのカタログ

ファイルをダブルクリックして、カタログの

位置を Retrospect に認識させます。

ハードドライブ上にカタログファイルが見つ

からない場合は、「ツール」タブの「修復」を

クリックし、カタログを再作成する機能

（206 ページ）を選択します。

復元したいファイルが見つからない。

「ファイルを復元」を選択した場合は、選択し

たスナップショットが目的のボリュームに対

応していることを確認します。デフォルトで

は、選択したファイルのプレビューブラウザ

には、バックアップされたハードディスクと

同じ順序で、ファイルやフォルダがアルファ

ベット順に表示されます。目的のファイルが

見つかったら、そのファイルをダブルクリッ

クし、復元対象としてマークします。ファイ

ルが見つからない場合は、「ブラウザ」メ

ニューから「検索」を選択し、ファイル名や

その他の属性などを使って検索します。  ア
イコンは、バックアップセットのメンバーが

失われていることを示しています。

ファイルの旧バージョンを復元する場合は、

「ファイル / フォルダ名を検索して復元」を選

択します。「検索」をクリックして、指定した

ファイルまたはフォルダの名前を検索しま

す。必要なら、「追加選択」をクリックして

Retrospect のセレクタインターフェースを使

用しファイルの検索を行います。 

第 4 章の「復元」と第 9 章の「セレクタの使

い方」を参照してください。 
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メディアから古いスナップショットを復元中

に、利用可能なスナップショットが見つから

ないというメッセージが表示される。

以下の 3 つの原因が考えられます。

• バックアップを完了前にキャンセルした。

→ Retrospect はバックアップが完了して

からボリュームにスナップショットを保

存します。

• 「復元用に元スナップショットを保存」オ

プションをオフにした（161 ページ）。

• バックアップセットの転送で作成された

バックアップセットからスナップショッ

トを復元しようとした。→転送された

バックアップセットのメディアにはス

ナップショットはありません。

挿入したディスク、テープ、CD/DVD を 
Retrospect が拒否し、名前は正しいが作成

日が違うというメッセージを表示する。

同名のディスク、テープ、CD/DVD が 2 つ以

上あるためです。新しいメディアに書き替え

バックアップを行い、そのあとで古いディス

ク、テープ、CD/DVD に復元を行ったときに

発生します。可能な場合は、正しいメディア

を探して復元を行ってください。

他のメディアを試し、使用中のカタログと一

致するものがあるかどうかをチェックしま

す。

目的のファイルが保存されているディスク、

テープ、CD/DVD が確実にわかっている場合

は、そのカタログを再作成します。「ツール」

タブで「修復」をクリックし、適切な修復機

能を選択してカタログを再作成します。詳し

くは、206 ページの「カタログの再作成」を

参照してください。

復元のコピー中に、Macintosh がハング

アップまたはクラッシュする。

バックアップにおける、コピー中のハング

アップまたはクラッシュと同じです。すべて

のシステム機能拡張をオフにするか、使用す

る機能拡張を 小限にして操作を繰り返し、

原因がソフトウェアにあるか、ハードウェア

にあるかを判定します。229 ページの

「Mac OS クライアントのトラブルシューティ

ング」と、225 ページの「デバイスの一般的

トラブルシューティング」を参照してくださ

い。

復元のコピー中にエラー -34（ディスクの残

り容量がない）が表示される。

このエラーは、復元先のボリュームに、ファ

イルを復元する容量が十分にないことを示し

ます。ファイルを移動または削除して容量を

増やすか、復元するファイルの数を少なくし

ます。圧縮ユーティリティを使用したボ

リュームを復元する場合は、バッチモードで

ファイルを復元します。さらに、復元バッチ

間で圧縮ユーティリティを使い、次のファイ

ルバッチを保存できるように圧縮します。

復元後、Mac OS ファイル共有アクセス権が

設定されない。

サーバのアクセス権は、共有設定が動作して

いる場合にのみ設定されます（バックアップ

中も共有をオンにしておく必要があります）。

共有設定を開始して、復元をやり直してくだ

さい（138 ページの「Mac OS サーバクライア

ントの復元」を参照。）。

Mac OS 9.x やそれより古いバージョンのコ

ンピュータを復元した後、Finder で書類の

アイコンが正しく表示されない。

大規模な復元を行った後は、通常、Macintosh
のデスクトップを再構築する必要がありま

す。デスクトップを再構築するには、Command
キーと Option キーを同時に押しながら、

Macintosh を再起動してください。

Macintosh の新しいハードディスクへの復

元後、デスクトップ上のボリュームアイコン

が正しく表示されない。→この現象はよく起

こります。

コンピュータを再起動します。

データの検索やクライアントへのデータの復

元が実行できない。

以下の手順に従います。
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1. クライアントへのアクセスを試します。

クライアントデータベースからクライアント

を選択したら、「ファイル」メニューから

「情報を見る」を選択して、そのクライアン

トにアクセスできるかどうかを確認します。

クライアントの状況がロックされていないこ

とを確認します。

2.「設定」>「ボリューム」に進み、データ

の復元先のボリュームを選択して、「ファイ

ル」メニューから「情報を見る」を選択しま

す。復元するファイルを格納するための空き

容量がボリュームに十分にあることを確認

し、属性の行にロック記号が表示されていな

いことを確認します。属性の行が表示されて

いなければ、ボリュームはロックされていま

せん。

データの復元先のボリュームがロックされて

いないことと、十分な空き容量があることを

確認したのに、復元が正常に実行されない場

合は、「第 7 章 • 障害発生時の復旧」を参照し

てください。

インターネットバックアップセットの再
作成のトラブル

インターネットバックアップセットのカタロ

グを再構築しているとき、実行状況ウィンド

ウに「同期中（低速）」と表示される場合があ

ります。これは、暗号化されたバックアップ

セットの修復を始める際、次のいずれかに該

当していたことが考えられます。

• バックアップセットが暗号化されている

ことを指定しなかった。

• 暗号化されたバックアップセットに間

違ったパスワードを入力した。

デバイスの一般的トラブルシューティン
グ

ご使用のドライブについて、ファームウェア

を更新する必要がないか、ドライブのメー

カーに確認してください。「設定」>「デバイ

ス」から「デバイス状況」ウィンドウを開く

と、ドライブのファームウェアのバージョン

が表示されます。Dantz 社の Web サイトには、

ファームウェアのバージョンに関連した問題

について確認済みの問題が記載されていま

す。

• デバイス用に他のバックアップソフト

ウェアがインストールしたドライバを含

め、ご使用のコンピュータから他のバッ

クアップソフトウェアを完全にアンイン

ストールしてください。

• 正しい接続ポートにデバイスのケーブル

が確実に接続されていることを確認して

ください。

• ドライブの電源が入っていることと、電

源ケーブルがコンセントに差し込まれて

いることを確認してください。

• 電源オフのデバイスがバス上にある場合

は、オンにして再起動します。

• メディアの損傷や欠陥による問題かどう

かを確認するため、新しいメディアを使

用してみます。

• メディアの種類、長さ、速度、容量など

が正しいかどうかも確認します。ご使用

のドライブに対応しているメディアにつ

いては、ドライブのメーカーの対応表を

確認してください。

• メディアのメーカーによって問題が起こ

る場合もありますので、別のメーカーの

メディアを使用してみます。ご使用のド

ライブで推奨されるメディアのメーカー

については、ドライブのメーカーの対応

表を確認してください。

• テープドライブをご使用の場合、クリー

ニングカートリッジを使用してヘッドを

清掃します。クリーニングの方法は、ド

ライブメーカーの推奨する方法で行って

ください。

• コンピュータとデバイスを接続している

ケーブルを交換してみます。

以上の一般的な説明で問題が解決されなかっ

た場合は、FireWire、USB、ATAPI/IDE、SCSI
など、ご使用のドライブごとに以下のトラブ

ルシューティングを行ってください。
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FireWire および USB デバイスのトラブ
ルシューティング

FireWire または USB デバイスはさまざまの

トラブルが原因で問題が発生します。

ハードウェアのトラブル

• デバイスを分離します。チェーン上の別

のデバイスがバックアップデバイスの通

信を妨害する場合があります。ご使用の

バックアップデバイスを、ハブや別の 

FireWire/USB デバイスを経由してコン

ピュータに接続している場合は、その

バックアップデバイスを取り外し、コン

ピュータのポートに直接つないでみます。

既にコンピュータに直接つないでいる場

合は、ポートを変更してみてください。

問題が引き続き発生した場合、他のデバ

イスを接続せずに、以下の項目を確認し

ます。

• ケーブルが損傷している可能性がありま

す。コンピュータとデバイスを接続して

いるケーブルを交換してみます。

• コンピュータのシステム基板または 

FireWire/USB アダプタに問題が発生した

可能性があります。可能であれば、

Retrospect を別のコンピュータにインス

トールして、そのデバイスだけを試して

みます。

メディアのトラブル

• メディアの損傷や欠陥による問題かどう

かを確認するため、新しいメディアを試

してみます。できるだけ、別のメーカー

のメディアを使用してみます。メディア

のメーカーによってドライブに問題が起

こる場合があります。ご使用のドライブ

で推奨されるメディアのメーカーについ

ては、ドライブのメーカーの対応表を確

認してください。

• テープドライブをご使用の場合、クリー

ニングカートリッジを使用してヘッドを

清掃します。

ファームウェア / ソフトウェアのトラブル

• ご使用のコンピュータについて、USB ま

たは FireWire ファームウェアが 新のも

のに更新されていることを確認します。

ハードウェアのメーカーは、USB または 

FireWire の問題を解決するために、

ファームウェアのアップデートをリリー

スしています。アップデートについては、

メーカーの Web サイトを検索してくださ

い。Retrospect は、「デバイス状況」（また

は「環境」）ウィンドウのバージョン欄

に、使用しているドライブの 新の

ファームウェアを表示します。Dantz 社

の Web サイトには、ファームウェアの

バージョンに関連した問題について確認

済みの問題が記載されています。

• FireWire および USB アダプタドライバを

更新または再インストールします。ドラ

イバが損傷していると、発見しにくい問

題となる可能性があります。メーカーの 

Web サイトから更新するドライバを確認

します。

• デバイス用にバックアップソフトウェア

がインストールしたドライバを含め、ご

使用のコンピュータから他のサードパー

ティのバックアップソフトウェアを完全

にアンインストールします。

新しいメディアに関して記載されたすべての

問題を調べ、それでもエラーが発生する場合

は、バックアップデバイス自身が損傷してい

る可能性があります。さらに診断やテストを

行うか、修理や交換を行うかについて、ご使

用のドライブのメーカーに相談してくださ

い。

ATAPI/IDE デバイスのトラブルシュー
ティング

デバイスが内部で接続されている場合は、

ケーブルがしっかりと接続され、マスターデ

バイスまたはスレーブデバイスのいずれかに

正しく設定されていることを確認してくださ

い。
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SCSI デバイスのトラブルシューティン
グ

SCSI チェーンが正しく設定されていないと、

通信エラーが発生し、コピー操作中にデータ

が破損したり、システムに障害が発生したり

する可能性があります。SCSI のトラブルが発

生した場合は、以下のアドバイスに従ってく

ださい。 

また、第 3 章の「SCSI」や、ご使用の SCSI
カードのユーザガイド、デバイスのマニュア

ルも参照してください。

SCSI バスに通信エラーが発生した場合は、以

下のようなメッセージが表示されます。

• ファイル「Home」：リソースオフセット 

10,750 で比較できませんでした。

• ファイル「Tech Note」：データオフセッ

ト 3,253 で比較できませんでした。

• 読めません：「1-Office Backup 2」（0）、エ

ラー -102（通信トラブル）

• 書き込めません：「1-Macbeth」（0）、エ

ラー -205（ストレージメディアアクセス

不可）

上記のようなエラーは、SCSI の設定ミスが原

因と考えられます。SCSI バス通信エラーの

も一般的な原因は、カードまたはドライバの

互換性です。互換性のある SCSI カードにつ

いて詳しくは、Dantz 社の Web サイトを参照

してください。

SCSI バス通信エラーの一般的な原因として

は、この他にターミネータの問題や SCSI ケー

ブルの不良があります。ターミネータを変更

する、パワーターミネータを使用する、ケー

ブルを変更する、SCSI チェーン上のデバイス

を分離する、デバイスを別のコンピュータに

移動する、などを試してください。テープド

ライブの場合、ドライブのヘッドを清掃し、

それでも効果がなければ、別のテープを試し

ます。

ターミネーション

終端の一般的ルールは、1 つの SCSI バスに 2
つのターミネータのみを使い、バスの両端を

終端するということです。SCSI バス上のデバ

イスが 1 台しかない場合は、SCSI カードが内

蔵のターミネータを持つため、ターミネータ

は 1 つですみます。また、SCSI 周辺装置の中

には、ターミネータが内蔵されているものが

あります。これは、SCSI チェーンの末端にお

かなければなりません。

特殊なターミネーションの条件については、

コンピュータのユーザガイドを参照してくだ

さい。 

SCSI ケーブル

SCSI ケーブルの接続不良や、ケーブルのゆる

みも、通信エラーの原因です。すべてのケー

ブルをチェックし、各コネクタがきちんと接

続されていることを確認します。SCSI バスの

総延長は、6 メートルを超えないようにしま

す。なるべく 30 ～ 100 センチの短いケーブル

を使用し、180 センチ以上のものは使用しな

いでください。

デバイスの順番と競合

デバイスの順番ミスと競合によるエラーを防

ぐには、まず各デバイスに固有の SCSI アド

レスが割り当てられていることを確認しま

す。デバイスの SCSI アドレスをチェックす

るには、「設定」タブの「デバイス」をクリッ

クします。「デバイス」メニューから「デバイ

ス状況」を選択すると、SCSI デバイスのアド

レスがリストアップされます。今後の参考の

ために、このウィンドウを印刷しておいてく

ださい。正しく接続され、電源も入っている

デバイスが表示されないなどの問題が発生し

た場合は、SCSI デバイスの順番を変更する

か、不要なデバイスを一時的に取り外します。

さらに、各デバイスに固有の SCSI ID が割り

当てられていることを確認します。

スキャナやリムーバブルディスクドライブな

ど、一部のデバイスの中には、特に電源をオ

フにしたときに SCSI バスの通信障害の原因

となるものがあります。SCSI の通信エラーが
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発生した場合は、コンピュータを使用すると

きに、すべての SCSI デバイスがオンになっ

ていることを確認します。SCSI の通信エラー

が発生しなくても、コンピュータを起動する

前に、すべての SCSI 周辺装置をオンにして

おくことをお勧めします。また、コンピュー

タをシャットダウンするまでは、SCSI デバイ

スのスイッチを切らないようにしてくださ

い。

トラブルシューティングに失敗した場合

ここまでの一般的なトラブルシューティング

と SCSI 固有のトラブルシューティングを

行っても問題やエラーが解決しない場合は、

バックアップデバイスが故障している可能性

があります。さらに診断やテストを行うか、

修理や交換を行うかについて、ご使用のドラ

イブのメーカーに相談してださい。

ネットワークのトラブルシューティング
のテクニック

Ping による TCP/IP 通信の確認

「ネットワーク上のバックアップクライアン

ト」ウィンドウの「テスト」ボタンを使用し

て、Retrospect が TCP/IP 経由でネットワーク

上のコンピュータに接続し、クライアントソ

フトウェアと通信できることを確認します。

「テスト」をクリックし、IP アドレスまたは

DNS 名を入力します。エラー 541 は、入力し

たアドレスのコンピュータに接続したが、ク

ライアントソフトウェアが応答しなかったこ

とを示します。エラー -1028 は、Retrospect が
コンピュータに接続できなかったことを示し

ます。別のエラーがネットワークと TCP/IP の
設定トラブルを示す場合があります。そのよ

うな場合は、別のコンピュータからバック

アップコンピュータとクライアントコン

ピュータを ping し、TCP/IP と通信している

かどうかを確認します。

Mac OS X では、「Network Utility」
（/Applications/Utilities に配置）の「Ping」タ

ブをクリックします。

TCP/IP を設定した Windows コンピュータに

は内蔵の ping コマンドがあります。ネット

ワーク上の TCP/IP Windows コンピュータか

ら、MS-DOS のコマンドプロンプトに進み、

ここから「ping」に続いて空白と IP アドレス

を入力します。

Mac OS 9.x やそれより古いバージョンには 
ping ユーティリティはありませんが、イン

ターネットから ping 機能を持つユーティリ

ティを入手することができます。このような

ユーティリティには、iNetTools
（www.wildpackets.com）、IPNetMonitor
（www.sustworks.com）、Interarchy
（www.interarchy.com）、OTTool
（www.neon.com）、および WhatRoute
（homepages.ihug.co.nz/~bryanc）があります。

注意： MAC OS 9 コンピュータを PING する

ときには、TCP/IP がロードされている必要が

あります。TCP/IP を常にロードするには、

TCP/IP コントロールパネルを開いて、「必要

時にのみロード」オプション（「高度な機能」

と「管理者」のモードでのみ利用可能）の

チェックを外し、再起動します。

問題となっているクライアントコンピュータ

や FTP サーバから IP ping ユーティリティを

使用して、まずバックアップコンピュータの

IP アドレスを ping します。応答により、ping
先のコンピュータの TCP/IP 設定が正常に動

作していることがわかります。応答がタイム

アウトになったり、到達不能であると報告し

たりする場合は、TCP/IP 設定、ネットワーク

インターフェースのハードウェア、または

ネットワーク自身に問題があります。

バックアップコンピュータへの ping が正常

に終了する場合は、そのバックアップコン

ピュータか別のコンピュータを使用して、問

題となっているクライアントコンピュータや

FTP サーバの IP アドレスを ping します。

適切なネットワークドライバの選択

Windows クライアントコンピュータが 適

なネットワークパフォーマンスと互換性を維
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持するには、32 ビットのネットワークドライ

バを使用する必要があります。Windows NT、
2000、および XP は、デフォルトで 32 ビット

のネットワークドライバを使用します。

Windows 95/98/Me の場合、「ネットワーク」コ

ントロールパネルを開き、コンピュータの

ネットワークインターフェースアダプタを選

択します。「プロパティ」ボタンをクリックし

て「エンハンスモード」を選択し、「OK」を

クリックします。ネットワークアダプタの

メーカーから更新されたソフトウェアを購入

する必要がある場合もあります。

Open Transport のバージョン確認

Mac OS 9.x やそれより古いバージョンのクラ

イアントが TCP/IP で動作するには、Open
Transport バージョン 1.1 以降を装備する必要

があります。前述したように、それぞれのコ

ンピュータの TCP/IP コントロールパネルで

Open Transport を常時ロードするように設定

しておく必要があります。

注意： MAC OS X クライアントには OPEN

TRANSPORT は必要ありません。

ネットワークのトラブルシューティング

Retrospect やクライアントでネットワークに

問題がある場合は、まずエラーのパターンを

特定します。問題が 1 台のクライアントで起

こる場合は、そのコンピュータを調べること

からトラブルシューティングを始めます。問

題が複数のクライアントコンピュータで起こ

る場合は、それらのコンピュータが共通のハ

ブ、ルーター、ブリッジ、ゲートウェイを共

有しているかどうかを調べます。修理や交換

が必要なネットワーク部品を特定できる場合

があります。複数のクライアントコンピュー

タで発生するエラーのパターンを特定できな

い場合は、バックアップコンピュータのネッ

トワークハードウェアをトラブルシューティ

ングします。

Mac OS クライアントのトラブルシューティ

ング

個々の Macintosh をトラブルシューティング

するときの 初の手順は、問題が Macintosh

のソフトウェアにあるか、ネットワークハー

ドウェアにあるかを特定することです。以下

では、Mac OS 9.x やそれより古いバージョン

のクライアントをトラブルシューティングす

る方法について説明します。

Mac OS X クライアントのトラブルシュー

ティングの詳細については、Dantz 社 Web サ
イトの Knowledgebase で、「I can't see an OS X
client on my network. What can I do?」を参照し

てください。

クライアント Macintosh の機能拡張やコント

ロールパネルを Retrospect クライアントコン

トロールパネル、必要なネットワークソフト

ウェア、および 小限のデフォルトの Apple
システムソフトウェアに制限することから始

めます。この制限は機能拡張マネージャを使

用して実行します。

クライアントで問題が続く場合は、ネット

ワークソフトウェアの互換性に問題があると

考えられます。クライアントがサードパー

ティのネットワークカードを使用している場

合は、 新バージョンのソフトウェアに更新

します。クライアントが内蔵型 Ethernet を使

用している場合は、Apple 社の 新バージョ

ンのネットワークソフトウェアインストーラ

か Open Transport を、Apple Software Update
Web サイトで入手します。

クライアントでそれでも問題が続く場合は、

ネットワークハードウェアを別のクライアン

ト Macintosh のものと交換します。内蔵型

Ethernet または Ethernet アダプタカードを使

用している場合は、ご使用の Macintosh に外

付けされた部品を交換するだけで十分です。

ご使用の Macintosh が内蔵のネットワーク

カードを使用している場合は、そのカードも

交換する必要があります。部品だけでなく

ケーブルも忘れずに交換してください。ネッ

トワークハードウェアを交換したら、両方の

クライアントで動作を試します。エラーが別

のクライアントに移ったら、問題の原因が

ネットワークハードウェアにあることがわか

ります。
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機能拡張を 小限に抑え、ネットワークハー

ドウェアを交換しても問題が続く場合は、シ

ステムソフトウェアの新規インストールを実

行します。

Q&A
この項では、Retrospect クライアントのセッ

トアップおよび設定、ローカルおよびネット

ワーク上のファイルのバックアップ、バック

アップセット、カタログ、デバイス、メディ

アについての一般的な質問に答えます。

クライアントの設定に関する質問

「アドレスで追加」でクライアントにログイ

ンするためにクライアントの IP アドレスを

特定する方法は ?

特定方法は、オペレーティングシステムとク

ライアントコンピュータの設定方法によって

異なります。クライアントが静的 IP アドレス

を持つ場合は、その IP アドレスを「アドレス

で追加」ダイアログボックスで使用できます。

一方、クライアントが DHCP サーバから動的

IP アドレスを自動的に取得する場合は、「ア

ドレスで追加」ボタンを使用しないことをお

勧めします。動的 IP アドレスは後で変更され

ることがあり、「アドレスで追加」で動的 IP ア
ドレスを使用した場合に、Retrospect がその IP
アドレスで異なるマシンを特定することがあ

ります。

以下に、コンピュータの IP アドレスを特定す

る方法とその IP アドレスが静的か動的かを

判定する方法を示します。

Mac OS：クライアント上で TCP/IP コント

ロールパネル（OS 9.x やそれより古いバー

ジョンの場合）かネットワークの環境設定

（Mac OS X の場合）を開きます。コンピュー

タが現在使用している「IP アドレス」が表示

されます。IP アドレスの上部には「設定」ポッ

プアップメニューがあります。「DHCP サーバ

を使用」と表示されている場合は、動的アド

レスになります。「手動」と表示されている場

合は、静的アドレスになります。

Windows 95/98/Me：「ファイル名を指定して

実行」ダイアログボックスまたは DOS プロン

プトから、「WinIPcfg」と入力すると、ウィン

ドウに設定情報が表示されます。「詳細」ボタ

ンをクリックすると、完全な設定情報が表示

されます。

Windows NT/2000/XP：DOS プロンプトを開

き、「IPconfig -All」と入力すると、完全な IP
設定情報が表示されます。

すべての Windows システム：IP 設定情報に

は、コンピュータが現在使用している IP アド

レスが表示されます。IP 設定情報には、コン

ピュータが DHCP サーバを使用しているか

どうかも表示されます。コンピュータが

DHCP サーバを使用している場合は、さらに

自動取得された IP アドレスのリース日も表

示されます。設定情報に DHCP サーバやリー

スに関する情報が表示されない場合は、IP ア
ドレスは手動で指定された静的アドレスにな

ります。

クライアントの名前を変更する方法は ?

クライアントの名前は、バックアップコン

ピュータから 初にクライアントにログイン

するときに指定します。

クライアントをインストールしてからクライ

アントの名前を変更する場合は、「設定」>
「クライアント」をクリックし、名前を変更す

るクライアントをダブルクリックして、クラ

イアントの設定ウィンドウの「設定」タブを

クリックします。「名前を変える ...」ボタンを

クリックして新しい名前を入力したら、「名前

を変える ...」をクリックします。

名前の変更は既にバックアップされている

ファイルには影響しないので、それらのファ

イルは古いクライアント名のままで保存され

ています。新しいファイルやスナップショッ

トは新しいクライアント名で保存されます。
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パスワードを忘れたときにクライアントにロ

グインする方法は ?

クライアントをアンインストールし、新しい

パスワードで新しいクライアントソフトウェ

アをインストールします。次に、クライアン

トを再起動します。バックアップコンピュー

タからクライアントデータベースウィンドウ

に進み、「ネットワーク」をクリックしてクラ

イアントにログインし、パスワードを入力し

ます。次に、このクライアントに関係する既

存のスクリプトを編集します。

「削除 ...」で間違って削除したクライアント

ボリュームを元に戻す方法は ?

クライアントのボリュームを削除しても、ク

ライアントの設定（106 ページ）により、そ

の削除ボリュームを Retrospect のボリューム

リストに戻すことができます。必要に応じて、

そのボリュームを該当するスクリプトに追加

することも忘れないでください。

バックアップに関する質問

ハードディスクドライブにバックアップする

方法は ?

ハードディスク上でファイルバックアップ

セットを使用するか、リムーバブルディスク

バックアップセットで FireWire および USB
のハードディスクを使用できるように

Retrospect の環境設定を行います。21 ページ

の「バックアップセットの内容と構成要素」

と 37 ページの「ハードディスクドライブ」を

参照してください。

Mac OS X Server にバックアップする方法は

? バックアップデバイスとして使用できるか
?

Retrospect では、マウントされた AFP 
（AppleShare/Mac OS X Server）ボリュームに

保存されたファイルバックアップセットに対

してバックアップを実行できます。

マウントされた AFP ボリューム上にファイル
バックアップセットを作成するには

1. Mac OS X が動作するバックアップコン

ピュータにルートとしてログインします。

OS X でルートとしてログインする方法につ

いては、Apple Computer の Tech Info Library 

#106290「Mac OS X 10.0: ルートユーザを使

用可能にする方法について」と #125136

「Mac OS X 10.3: Enabling the Root User」を参

照してください。

2. Finder でデスクトップに AFP ボリューム

をマウントします。

3. Retrospect を起動します。

4. AFP ボリュームが自動的にマウントされ

るように Retrospect を設定します。

AFP ボリュームの自動マウントの詳細につ

いては、188 ページの「設定」を参照してく

ださい。

5. ファイルバックアップセットを作成して、

AFP ボリュームに保存します。

6. Retrospect を終了します。

7.（ルートではなく）通常のユーザとして

バックアップコンピュータにログインしま

す。

8. Retrospect を起動します。

9. バックアップスクリプトを編集して、新

しいファイルバックアップセットをバック

アップ先として追加します。

10.スケジュール、起動書類、または「実行」

メニューを使ってバックアップスクリプトを

実行します。

バックアップスクリプトを基本バックアップ

として実行することはできません。

マウントされた AFP ボリュームにデータを

保存すると、サーバによるファイルサイズの

制限を受ける場合があります。

バックアップ先のファイルサイズの 大は、

旧型の Macintosh サーバや NAS サーバで 2
GB、Windows 2000 Server で 4 GB です。AFP
3.1 以上のサーバ（Mac OS X Server 10.3 以上

を含む）を AFP 3.1 以上のクライアント（Mac
OS X 10.3 以上を含む）とともに使用すると、

4 GB を超えるファイルがサポートされます。
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修正したファイルだけをバックアップするに

は ?

これは Retrospect によって自動的に行われま

す。 初のバックアップでは、選択したすべ

てのファイルがコピーされます。その後の標

準バックアップでは、選択したファイルのう

ち、新規ファイルか修正したファイルだけが

コピーされます。

すべてをバックアップするか、

IncrementalPLUS バックアップかを指定す

るには ?

デフォルトでは Retrospect は IncrementalPLUS
バックアップを行い、新規ファイルか修正さ

れたファイルだけをバックアップします。こ

の動作は、バックアップ動作を書き替えバッ

クアップか新規メディアバックアップに設定

することにより、変更できます。詳しくは、

23 ページの「バックアップ動作」を参照して

ください。

これを設定するには、以下のようにさまざま

な方法があります。

• 基本バックアップを実行する際に、バッ

クアップオプション（158 ページ）を変

更して設定します。 

• スクリプトを実行する際に、手動実行ダ

イアログボックス（84 ページ）から目的

の項目を選択して設定します。 

• スクリプトスケジュール（80 ページ）を

作成する際に設定します。

• バックアップセットを設定し、「メディア

の制御」ボタン（170 ページ）をクリッ

クして設定します。

同一のディスク、テープ、CD/DVD に、複

数のボリュームをバックアップするには ?

宛先ボリュームとして、1 つのバックアップ

セットだけを使用します。全ボリュームを一

度にバックアップするには、「ボリューム選

択」ウィンドウで目的のボリュームを選択し

ます。連続していない複数ボリュームを選択

するには、command キーを使い、連続したボ

リュームの範囲を指定するには、shift キーを

使います。バックアップを実行すると、選択

したボリュームが順次バックアップされま

す。

その後でも、同じバックアップセットに他の

ボリュームをバックアップすることができま

す。メディア容量の限度まで、選択したボ

リュームがメディアに追加されます。

Finder から実行するには ?

まず、Retrospect でスクリプトを作成し、そ

のスクリプトの起動書類（84 ページ）を保存

します。起動書類を使用して、Finder からそ

のスクリプトを直接開始します。

属性からファイルを選択するには ?

セレクタを使い、バックアップするファイル

を特定します。セレクタでは、サイズ、種類、

日付など多様な属性によってファイルを実行

の対象に含めたり、除外したりすることがで

きます。詳しくは、195 ページの「セレクタ

の使い方」を参照してください。

Retrospect では、Mac OS X でハードリン

クとシンボリックリンクがバックアップされ

るか ?

空のフォルダの復元も可能です。

ネットワークバックアップに関する質問

昨夜何をバックアップしたかを確認する方法

は ? Backup Server によってすべてがバッ

クアップされたかどうかを確認する方法は ?

「バックアップレポート」には、ボリュームご

とにバックアップ操作の概要が表示されま

す。このレポートを表示するには、「Retrospect
ディレクトリ」の「レポート」タブから「レ

ポート」をクリックします。 詳しくは、

152 ページを参照してください。

「操作ログ」には、バックアップされたボ

リューム、コピーされたデータ量、バックアッ

プが正常に完了したかどうかなどが日時ごと

に表示されます。ログを表示するには、

「Retrospect ディレクトリ」の「レポート」タ

ブから「ログ」をクリックします。ログでは、
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発生したエラーも表示されます。 詳しくは、

154 ページを参照してください。

新のバックアップファイルを表示するに

は、「Retrospect ディレクトリ」で「レポート」

を選択して「内容」をクリックします。「内容

レポート」ウィンドウの上部のリストから、

該当するバックアップセットを選択し、下部

のリストからセッションを選択したら、「ブラ

ウザ」をクリックします。ブラウザウィンド

ウには、ファイルがバックアップされた順番

に表示されます。詳しくは、156 ページの

「バックアップセットの内容の表示」を参照し

てください。

操作が予定されていない夜間に、Mac OS 
7/8/9 クライアントで「バックアップを待機

中」ダイアログボックスを表示させないよう

にする方法は ?

Mac OS 9 やそれより古いクライアントの

Retrospect クライアントコントロールパネル

には、操作の実行が予定されている日時を知

る手段がありません。そのため、Retrospect ク
ライアントコントロールパネルの環境設定ダ

イアログボックスで「バックアップを待機中」

を表示するオプションがオンになっている

と、常にシステム終了を待機することになり

ます。操作の実行が毎晩でない場合に、「バッ

クアップを待機中」ダイアログボックスを表

示させない方法はいくつかあります。

「ファイルなし」セレクタを使用してスクリプ

トを作成し、そのスクリプトをバックアップ

が予定されていない夜間に実行するようにス

ケジュールします。Retrospect はスクリプト

の Macintosh 元ボリュームをシステム終了し

ます。

ユーザが退社するときに、「バックアップを待

機中」ダイアログボックスで「システム終了」

ボタンをクリックする必要があるのはいつの

日かをユーザに伝えます。

各ユーザの Macintosh で、Retrospect クライア

ントコントロールパネルの「システム終了待

ち」環境 設定 をオ フに しま す。夜間 に

Macintosh コンピュータをオンにしておく日

をユーザに伝えます。画面の焼き付きを防ぐ

ためにモニタの明るさを下げるか、モニタの

電源をオフにすることを忘れないでくださ

い。

特定の日にだけ「システム終了待ち」オプショ

ンをオンにするように、AppleScript（209 ペー

ジ）を設定します。

バックアップの完了時に Windows クライア

ントコンピュータをシステム終了できるか ?

Windows クライアントコンピュータのシス

テム終了はできません。Retrospect は、

Mac OS X より古いクライアントをシステム

終了できますが、Windows クライアントをシ

ステム終了するオプションはありません。

NT Server に配置された Services for 
Macintosh のボリュームをバックアップす

る方法は ?

Windows 版 Retrospect Server を使用して、

Windows NT/2000 Server をバックアップしま

す。

Services for Macintosh のディレクトリを

含む NT Server をバックアップするとき、

エラー - 37（不正な名前）を避ける方法は ?

Windows 版 Retrospect Server を使用して、

Windows NT/2000 Server をバックアップしま

す。

ネットワークのバックアップに時間がかかる

理由は ?

バックアップ速度を概算するためのガイドラ

インなどバックアップのパフォーマンスにつ

いては、124 ページの「ネットワークバック

アップのガイドライン」と 125 ページの「バッ

クアップコンピュータの選択」を参照してく

ださい。

バックアップが突然遅くなったり、同様の設

定であるにもかかわらず特定のクライアント

のバックアップだけが他のクライアントより

も遅くなったりする場合は、何か問題がある
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と考えられます。以下の点に問題があると考

えられます。

• バックアップ時のバックアップコン

ピュータとクライアントコンピュータの

活動量。 どちらかのコンピュータで動作して

いる他のアプリケーション（ウィルスチェッ

クソフトウェアやスクリーンセーバーなど）

が、Retrospect の処理能力を奪っています。パ

フォーマンスを 適にするために、バック

アップコンピュータで実行するアプリケー

ションを Retrospect だけにし、クライアント

を「バックアップ待機中」モードにして（ス

クリーンセーバーをオフにして）バックアッ

プを試します。

• コピーするデータ量。 書き替えバックアッ

プは、IncrementalPLUS バックアップよりも高

いパフォーマンス値を示す傾向があります。

Retrospect は、バックアップするデータ量と

は関係なく、バックアップごとにボリューム

全体の確認に時間をかけてバックアップする

ファイルを特定する必要があります。バック

アップの合計時間に占めるこのオーバヘッド

時間の割合は、大量データ（書き替えバック

アップの場合または標準バックアップで空の

新規バックアップセットを使用する場合）よ

りも少量データ（IncrementalPLUS バックアッ

プ）の方が高くなります。そのため、少量デー

タのバックアップが、大量データのバック

アップよりもパフォーマンス時間が遅くなる

ことがあります。 

表 10-1 で、いくつかのバックアップのサンプ

ルデータを示します。書き替えバックアップ

のパフォーマンス値は、同一クライアントに

対する初回以降のバックアップよりもかなり

高くなります。これは、実際にバックアップ

するデータ量に対してオーバヘッド時間の割

合が低くなるためです。

• バックアップセットを使用したセッショ

ンの合計数。 生成されるセッション数が多

くなると、セッションを照合してバックアッ

プするファイルを特定するための時間がかか

るようになります。バックアップセットを書

き替えバックアップで定期的にリセットする

か、新規メディアを新規メディアバックアッ

プでローテーションに追加することで、バッ

クアップセットのセッション数を制限しま

す。これにより、バックアップと復元の両方

の操作がスピードアップします。

• ファイル共有。 Mac OS のファイル共有は、

クライアントとバックアップコンピュータの

両方でのコピー速度を遅くします。ファイル

共有を使用しない場合はオフにすると、ネッ

トワークパフォーマンスの 適化に役立ちま

す。

• ネットワークセグメント経由のバック

アップ。 バックアップコンピュータとクライ

アントがブリッジやルーターで接続された、

物理的に異なる 2 つのネットワークに別々に

存在すると、マシンからマシンへのデータの

転送速度が遅くなることがあります。ネット

バックアップ動作（繰り返し） ファイル数 コピー量（MB） 時間（分 : 秒） MB/ 分

初期バックアップ 8345 719.6 24:00 30

IncrementalPLUS (1) 51 5.7 00:22 15.4

IncrementalPLUS (2) 360 19.7 01:26 13.8

IncrementalPLUS (3) 43 5.7 00:25 13.5

IncrementalPLUS (4) 53 6.1 00:30 12.6

表 10-1: Ethernet ネットワークを経由するクライアントのバックアップのサンプル値
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ワークの相対的な活動やパフォーマンスに関

して 2 つのネットワークに著しい差異がある

と、バックアップのパフォーマンスも影響を

受けます。「設定」>「クライアント」から

「情報を見る」を選択することで、バックアッ

プコンピュータとクライアント間の接続速度

を確認できます。エコー時間が標準的な環境

よりも高い（たとえば、常時 0.3 より上）場

合や、パフォーマンス値（KB/ 秒）が標準よ

りも低い場合は、ネットワーク問題がバック

アップ速度に影響している可能性がありま

す。「情報を見る」を使用して、さまざまなク

ライアントコンピュータのパフォーマンス値

を表示および印刷し、パフォーマンス値を比

較することで、ネットワークパフォーマンス

の現在のレベルを確認します。

• バックアップコンピュータやクライアン

トコンピュータのパフォーマンス。 どちら

のマシンに問題があってもバックアップ速度

に影響します。特に、ハードドライブの断片

化、SCSI バスの問題、ネットワークの問題

（228 ページを参照）をチェックする必要があ

ります。

• バックアップコンピュータの速度。 ま
ず、Macintosh の各モデルが搭載する CPU によ

り、タスクの処理速度が決まります。次に、同

系統の CPU でも、その性能はクロックサイク

ル（MHz）によって異なります。 後に、SCSI
バスを搭載した Macintosh の場合、SCSI バス

の速度は Macintosh のモデルによって異なり、

それが各モデルの SCSI バス経由のデータ転

送速度に影響します。バックアップで 適な

パフォーマンスを達成するには、比較的高速

なモデルで Retrospect を実行してください。

• 暗号化やソフトウェア圧縮の使用。 可 能

であれば、バックアップメディアに暗号化を

使用することや、クライアントコンピュータ

にリンク暗号化を使用することは避けるよう

にします。バックアップ Macintosh で暗号化

を使用する場合は、処理能力を追加して、バッ

クアップパフォーマンスの低下を防ぐ必要が

あります。ご使用のテープドライブがハード

ウェア圧縮機能を内蔵している場合は、ソフ

トウェア圧縮よりも高速に動作するハード

ウェア圧縮を優先的に使用します。バック

アップ速度はテープの容量に影響するため、

ハードウェア圧縮を使用すると、より多くの

データをテープに保存することもできます。

複数のバックアップコンピュータを同一の

ネットワークで同時に実行できるか ?

問題なく実行できます。ただし、データを同

時に転送すると、バックアップのパフォーマ

ンスが両方とも低下します。それぞれが物理

的に異なるネットワークセグメントでバック

アップする場合は、1 つのセグメントのトラ

フィックが別のセグメントに影響することは

ありません。

1 台のバックアップコンピュータで何台のク

ライアントコンピュータをバックアップでき

るか ?

1 台のバックアップコンピュータからアクセ

スできるクライアントの数に、制限はありま

せん。この場合、数はあまり問題ではなく、

むしろリソースが問題となります。より高速

のバックアップコンピュータ、高容量メディ

アを搭載したより高速のバックアップデバイ

ス、より多くのバックアップ時間、これらが

揃えば、より多くのクライアントをバック

アップすることができます。

バックアップコンピュータが予定時間内に

バックアップを完了しない場合、またはボ

リュームのバックアップ回数を増やしたい場

合は、高速のバックアップコンピュータや高

速のバックアップデバイスが必要になること

があります。

異なるネットワークセグメント上のコン

ピュータをバックアップコンピュータにする

には ?

新しいバックアップコンピュータへの移動に

ついては、179 ページからの「Retrospect の移

動」を参照してください。
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Retrospect は、スリープ中の PowerBook 
Mac OS クライアントのスリープを解除して

バックアップするのか ?

Retrospect はスリープモードの PowerBook の
スリープを解除できません。ネットワークに

接続されている間はスリープしないように

PowerBook を設定してください。

Retrospect のネットワークのポート番号は ?

Retrospect は既知のポート番号 497 を使用し

ます。このポート番号は、Internet Assigned
Number Authority（IANA）によって、TCP と
UDP の両方に割り当てられます。

クライアントを 新バージョンにアップグ

レードする必要があるか ?

空のフォルダの復元も可能です。Retrospect
6.0 では、Mac OS X クライアントに Retrospect
6.0 以上のクライアントソフトウェアをイン

ストールする必要があります。その他のクラ

イアントでも、対応するクライアントソフト

ウェアの 新バージョンを使用してくださ

い。

復元に関する質問

一部のファイルを復元したはずなのに、それ

らがどこに存在するのかわからない。

復元元のバックアップセットと同じ名前の

フォルダが宛先ボリュームのルートレベルに

あります。

ファイル名がわからないファイルを 1 つだけ

復元したい場合は ?

ファイル名の一部でもわかっていれば、検索

することができます。58 ページの「検索によ

る復元」の説明に従って検索条件を設定しま

す。 

検索ウィンドウにファイル名の一部だけ入力

して検索すれば、ファイル名の一部が共通す

る他のファイルと一緒に、目的のファイルが

見つかる可能性があります。

検索が行われた後、サマリウィンドウの「選

択したファイル」をクリックします。表示さ

れるブラウザウィンドウで、「ブラウザ」メ

ニューを使用して一覧からファイルを探しま

す。

復元したいファイルだけがマークされている

ことを確認して、ブラウザウィンドウを閉じ

ます。サマリウィンドウで「復元」をクリッ

クすると、復元が開始されます。

以前のバージョンのファイルを復元するには
?

バックアップセット内の古いバージョンの

ファイルを復元するには、58 ページの「検索

による復元」の説明に従って検索による復元

を設定します。検索ウィンドウで、ファイル

の名前（または一部）を入力してください。

検索が行われた後、サマリウィンドウの「選

択したファイル」ボタンをクリックします。

見つかったファイルがブラウザに表示される

ので、「マーク解除」をクリックします。ファ

イルの一覧には、バックアップ日も記載され

ています。ファイルの作成日時と修正日時を

確認するには、ファイルを選択して「ファイ

ル」メニューから「情報を見る」を選択しま

す。復元したいファイルをマークして、ブラ

ウザを閉じ、「復元」をクリックします。

空のフォルダを復元するには ?

空のフォルダの復元も可能です。スナップ

ショットを使用して、復元ダイアログの一番

上のオプションである「ディスク全体を復元」

したときは空のフォルダも復元されま

す。ディスク全体を復元したくない場合は、宛

先ウィンドウのポップアップメニューで「対

応するファイルと置き換える」または「ファ

イルとフォルダの復元」を選択してください。

ハードディスク全体を復元しないで空のフォ

ルダを復元する方法は ?

「基本」>「復元」に進んで、次に表示される

ダイアログボックスで「ディスク全体を復元」

（トップのラジオボタン）を選択します。次

に、元ボリュームのバックアップセットとス

ナップショットを選択します。宛先ウィンド

ウで目的のボリュームを選択し、ポップアッ
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プメニューから、「ファイルのみ復元」以外の

復元方法を選択します。

選択したファイルのブラウザで、元ボリュー

ムのルートか、空のフォルダを含むフォルダ

全体（階層を含む）をダブルクリックします。

空のフォルダはハイライトされるだけでマー

クされません。復元を実行すると、下の階層

にある空のフォルダがすべて復元されます。

他の復元タイプの組み合わせやファイルの選

択では、空のフォルダは復元されません。

警告： 復元は十分慎重に行ってください。復

元方法のポップアップメニューで「ディスク

全体を復元」や「対応するファイルと置き換

える」を選択すると、RETROSPECT は宛先

ボリューム上のファイルを置き換えるか削除

します。

1 つのバックアップスクリプトで複数のボ

リュームをバックアップした場合、一度にす

べてのボリュームを復元する方法は ?

復元したい 初のスナップショットに関する

復元スクリプトを作成し、そのスクリプトの

スケジュールを設定します。このスクリプト

を複製します。 初のスクリプトのコピーを

編集し、復元する次のスナップショットを反

映するように、元ボリュームと宛先ボリュー

ムを変更します。復元したいボリュームごと

に、この処理を繰り返します。Retrospect は、

指定した時刻から、スクリプト名のアルファ

ベット順に各スクリプトを実行します。

バックアップセットとカタログに関する
質問

「削除」でカタログを削除してしまったら ?

Retrospect のリスト内で、「削除」を選択して

バックアップセットのカタログを削除して

も、Finder でカタログファイルをゴミ箱にド

ラッグするまではハードディスクに残ってい

ます。誤ってカタログを削除した場合は、

Retrospect か Finder からカタログファイルを

開くことができます。カタログを「削除」し

てしまったら、そのバックアップセットをス

クリプトに再び追加する必要があります。カ

タログを削除すると、バックアップセットも

削除されるからです。

カタログを紛失してしまったら ?

削除、破損、紛失したバックアップセットカ

タログは、バックアップセット内のテープや

ディスクをスキャンして再作成することがで

きます。詳しくは、206 ページの「カタログ

の再作成」を参照してください。

バックアップセットのデータが大量の場合

は、カタログの再構築に時間がかかることが

あります。

バックアップセットからファイルを削除する

には ?

ほとんどのストレージデバイスは、バック

アップセットからファイルを削除できないよ

うになっています。バックアップセットから

選択したファイルだけを保存したい場合は、

Retrospect のバックアップセット転送操作を

使用して、選択したファイルを別のバック

アップセットにコピーできます。詳しくは、

64 ページの「転送」を参照してください。

バックアップセットの名前を変更するには ?

バックアップセットの名前は変更できないの

で、作成時に正確に名前を付けてください。

別の名前のバックアップセットが必要な場合

は、バックアップセットを新規作成して、既

存のバックアップセットから新しいバック

アップセットにデータを転送してください。

詳しくは、64 ページの「転送」を参照してく

ださい。

1 つのディスク、テープ、CD/DVD に、複数

のバックアップセットを保存できるか ?

1 つのテープや CD/DVD に、複数のバック

アップセットを保存することはできません。

ディスクに複数のファイルバックアップセッ

トを保存することはできます。バックアップ

セットにメディアを追加すると、メディア全

体が Retrospect のバックアップセットとして

使われます。
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1 つのバックアップセットに複数のボリュー

ムをバックアップすることは可能です。

カタログファイルを管理する もよい方法

は ?

カタログファイルは通常、1000 個のバック

アップファイルに対して 200 KB の容量にな

ります。使用頻度の高いカタログは、ハード

ディスクに保存しておくとよいでしょう。

ハードディスクの容量が不十分な場合は、次

の方法もあります。

• 使用頻度の少ないカタログは、ファイル

サーバに保存する。

• 古いカタログは、対応するバックアップ

セットにアーカイブする。

• カタログを圧縮する。→詳しくは、

169 ページの「バックアップセットの設

定」を参照してください。

コンピュータ間でバックアップデバイスを移

動させてバックアップする場合、いちばんよ

い方法は ?

バックアップデバイスをバックアップコン

ピュータに接続したままにして、他のコン

ピュータをクライアントとしてバックアップ

する方が簡単です。クライアントソフトを利

用すると、バックアップデバイスを移動する

ことなく、Mac OS、Windows、および Linux
コンピュータをネットワーク経由でバック

アップすることができます。すべての

Retrospect 製品には複数のクライアントライ

センスが付属していますが、バックアップす

るコンピュータの数に応じて、いつでも追加

のクライアントライセンスを購入できます。

注意： この方法では、バックアップするコン

ピュータがすべてネットワークに接続されて

いることが前提になります。

バックアップデバイスをコンピュータ間で移

動する場合、ワークステーションごとに違う

ディスク、テープ、CD/DVD のセットを使用

しない限り、コンピュータごとにバックアッ

プセットを作成する必要はありません。各コ

ンピュータで 1 つのバックアップセットを兼

用する場合は、ワークステーションごとに書

き替えバックアップを行う必要はありませ

ん。標準バックアップだけを行ってください。

メディアをローテーションする場合は、新規

メディアバックアップを行います。

バックアップ後は、バックアップセットカタ

ログをサーバまたはリムーバブルディスクに

コピーし、ドライブを別のコンピュータに移

動した時点で、そのハードディスクにカタロ

グをコピーします。Retrospect のカタログ圧

縮オプション（170 ページ）を使用すると、カ

タログをできるだけ少量で保存することがで

きます。

デバイスとメディアに関する質問

なぜ多くのメディアを要求されるのか ?
ディスク、テープ、CD/DVD の容量が、予

想よりも早くなくなる理由は ?

Retrospect が新規メディアを要求するのは、次

の場合です。

• ドライブの使用中に、メディアの容量が

限界になった場合。

• メディアへの書き込み中にエラーが発生

した場合。→ログを開き、エラーが発生

したかどうかを確認します。

• バックアップセットの設定中に「スキッ

プ」や「紛失」を選択したか、新規メ

ディアバックアップを実行した場合。

74 分の CD-R ディスクの容量は通常、650 MB
です。毎日の使用で、メディアに保存できる

容量は通常約 600MB 程度です。

毎日使った場合で、理想的な容量より 30% 程
度の減少が一般的です。

圧縮機能を使用すると、実質的にメディアの

容量を増やすことができます。リムーバブル

ディスクドライブや記録型 CD/DVD ドライ

ブでは、Retrospect のデータ圧縮オプション

（159 ページ）、圧縮機能の装備されたテープ

ドライブではハードウェア圧縮（39 ページ）

が利用できます。 
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圧縮によって節約できる容量は、データが圧

縮されやすいものかどうかで変わってきま

す。テキストは圧縮率が高く、アプリケーショ

ンは低くなります。

メディアの残り容量を知るには ?

「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タブか

ら「バックアップセット」をクリックしま

す。「バックアップセット選択」ウィンドウで、

目的のバックアップセットを選択し、「設定

...」をクリックします。そのバックアップセッ

トを構成するメンバーの残り容量をリスト

アップしたウィンドウが表示されます。

残り容量は、Retrospect で新規メディアが必

要になる時期を知る手段になります。算出さ

れた残り容量とは関係なく、メディアが限界

容量に達したことをドライブが報告するまで、

Retrospect はメンバーを使用します。

今夜の自動実行によるバックアップ中に、メ

ディアの容量が限界になりそうな場合は ?

使用中のバックアップセットのディスク、

テープ、CD/DVD の残り容量が少なく、次の

バックアップまでもたないと思われる場合

は、新規メディアを使用するように指示する

ことができます。

新しいメンバーをスキップするには、バック

アップセットのメディア制御を「スキップ」

に設定します。「メディア制御」ボタンについ

ては、170 ページの「「オプション」タブ」で

説明しています。スキップするように設定す

ると、次にファイルがバックアップセットに

追加されるとき、現在のメンバーの残り容量

をスキップして、新しいメディアが要求され

ます。

この状況が頻繁に起こる場合は、Retrospect の
「空のメディアを使用」環境設定を使うことを

検討してください。この環境設定がオンの場

合、現在のメンバーが使用できなくなると、

Retrospect は消去されたメディアを自動的に

使用します。

多くのテープを保持できるマガジンを装備す

る、テープライブラリというバックアップデ

バイスの購入も検討できます。1 つのテープ

が容量の限度に達したときには、Retrospect は
マガジンからの空のテープを使用します。

テープ、CD/DVD、またはリムーバブルディ

スクを消去する際にカタログファイルを要求

されたが、カタログファイルがありません。

メディアを消去するには ?

ディスク、テープ、CD/DVD を消去すると、

そのメンバーの内容がバックアップセットの

カタログから削除されます。カタログが見つ

からない場合は、カタログを要求するダイア

ログが表示されます。メディアを消去するた

め、カタログを紛失したので無視するように

指示する必要があります。「設定」タブから

「バックアップセット」をクリックして、バッ

クアップセットを削除します。次に、「設定」

タブの「デバイス」をクリックして、メディ

アを消去します。

2 つのテープドライブがあるとき、自動実行

のバックアップで両方のテープドライブが使

用されるか ?

デバイスが同一のメカニズムを持つものであ

る場合は、両方が使用されます。1 つのテー

プが容量の限度に達したとき、Retrospect は
利用可能なドライブから、新規のテープか消

去されているテープ、または正しい名前の

テープを探します。 

ディスク、テープ、CD/DVD の 初から再

利用するには ?

リムーバブルディスク、テープ、CD/DVD で
は、バックアップセット全体をリセットする

必要があります。これを行う 1 つの方法は、

バックアップセットに書き替えバックアップ

を実行することです。もう 1 つの方法は、手

動でバックアップセットのメディア制御を

「書き替え」に設定することです。詳しくは、

170 ページの「「オプション」タブ」を参照し

てください。

注意： CD-R または DVD-R ディスクは消去で

きないので、再利用することはできません。
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古いバックアップセットのディスク、テー

プ、CD/DVD を再利用するには ?

使わなくなったバックアップセットのリムー

バブルディスク、テープ、CD/DVD を再利用

するには、ディスク、テープ、CD/DVD を挿

入して、「ディレクトリ」で「設定」タブを選

び、「デバイス」をクリックします。メディア

名を表示したウィンドウが表示されます。

ディスク、テープ、CD/DVD を選択し、「デ

バイス」メニューから「消去 ...」を選択しま

す。次にそのバックアップセットに新規メン

バーが必要になった時は、その消去済みメ

ディアか、バックアップデバイスにある消去

済みのメディアが自動的に使用されます。

古いバックアップセットのカタログも削除す

る必要があります。「Retrospect ディレクトリ」

の「設定」タブから「バックアップセット」

をクリックします。「バックアップセット選

択」ウィンドウで、そのバックアップセット

を選択し、「削除 ...」をクリックします。Finder
で、古いバックアップセットのカタログファ

イルを、ゴミ箱にドラッグします。

注意： CD-R または DVD-R ディスクは消去で

きないので、再利用することはできません。

ディスク、テープ、CD/DVD の名前を判別

するには ?

メディアの名前を参照するには、「Retrospect
ディレクトリ」ウィンドウの「設定」タブで

「デバイス」をクリックします。利用できるス

トレージデバイスがスキャンされ、「ストレー

ジデバイス」ウィンドウが表示されます。各

ドライブ名、種類、状態、挿入済みテープの

名前のリストが表示されます。ディスク、テー

プ、CD/DVD が挿入されていない場合は、挿

入します。

その他の質問

不要なバックアップセットを廃棄するには ?

「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タブか

ら「バックアップセット」をクリックしま

す。「バックアップセット選択」ウィンドウで、

削除したいバックアップセットを選択し、

「バックアップセット」メニューから「削除

...」をクリックします。全スクリプトの宛先

ボリュームリストから、そのバックアップ

セットが削除されます。バックアップセット

を完全に削除するには、Finder を使用して

バックアップセットのカタログファイルをゴ

ミ箱にドラッグします。通常、カタログファ

イルは、Retrospect アプリケーションと同じ

フォルダに保存されています。 

存在しないボリュームを廃棄するには ?

「Retrospect ディレクトリ」の「設定」タブか

ら「ボリューム」をクリックします。「ボリュー

ム選択」ウィンドウで削除するボリュームを

選択し、「ボリューム」メニューから「削除

...」を選択します。全スクリプトの元ボリュー

ムリストから、そのボリュームが削除されま

す。

Retrospect の終了時に、次回の Retrospect 
の実行を伝えるメッセージを表示しないよう

にする方法は ?

「Retrospect ディレクトリ」の「スペシャル」

タブから「環境設定」をクリックします。「終

了時処理」環境設定の項目で、「次のスクリプ

トをチェック」をオフにします。

作成したスクリプトの保存場所は ?

Retrospect のスクリプトは、

Library/Preferences/Retrospect フォルダの 
Retro.Config ファイルに保存されています。そ

の他の多くのカスタマイズした内容も、同じ

場所に保存されます。

RETROSPECT エラーメッセージ

バックアップ中の比較エラー、復元中の書き

込みエラー、復元中や検証中の読み出しエ

ラーが検出されると、関連ファイルをリスト

アップしたブラウザが表示されます。実行エ

ラーのブラウザは、参考のため印刷すること

や、他のブラウザにコピー、ペーストして簡

単に再選択することができます。操作ログで、

各ファイルに関連したエラーメッセージを参

照し、適切な対策を行ってください。
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Retrospect がネットワーク経由で操作を実行

しているとき、クライアントコンピュータか

バックアップコンピュータでエラーが発生す

ると、バックアップコンピュータの Retrospect
で報告されます。一般に、クライアントで報

告されるエラーは、Retrospect クライアント

ソフトウェアがシステムを調査し、そのシス

テムをネットワーク経由で使用できないこと

が判明したときに発生します。

カタログの更新が必要です

前回、バックアップセットにデータをコピー

したときに、Retrospect がカタログを更新で

きなかったことを示します。

原因は、ハードウェアや電源の障害、または

ディスクの容量限界（エラー 34）です。

カタログを更新してください。 205 ページの

「カタログの更新」を参照。

カタログを更新しても、「カタログの更新が必

要」エラーが消えない場合は、そのメディア

にファイルを追加できません。処理方法には、

以下の 3 通りがあります。

• 書き替えバックアップを実行する。→カ

タログはリセットされ、メディアは消去

されます。また、既存のバックアップ

ファイルが削除されます。この方法は、

CD-R または DVD-R では利用できませ

ん。

• 「メディア制御」ボタン（170 ページ）を

使って、新規メディアにスキップする。

→次のバックアップでは、強制的に新規

メディアが使用されます。

• 新規バックアップセットを作成し、新規

メディアにバックアップする。

バックアップセットヘッダに異常があり
ます

紛失または損傷しているファイルが見つかっ

た場合は、ファイルの名前や容量を記録した

ファイルヘッダが表示されます。

このエラーは、周辺装置との通信に関する問

題の場合もあります。225 ページの「デバイ

スの一般的トラブルシューティング」と、デ

バイスのバスごとのトラブルシューティング

項目を参照してください。

メディアの内容が不明

メディア上にデータが見つかっても、

Retrospect フォーマットのデータとして認識

できない場合に表示されます。リムーバブル

ディスクの場合の「内容不明」は、Retrospect
でバックアップしたファイルではなく、通常

のファイルです。大切なデータである可能性

もありますので、注意してください。

警告： CD/DVD やテープ以外のメディアで、

内容不明が表示された場合は注意してくださ

い。RETROSPECT で、リムーバブルディス

クバックアップセットとして、このディスク

を使うと、ディスク上のファイルは完全に消

去されます。リムーバブルディスクとして表

示されてしまうようにフォーマットされた

ハードディスクには特に気を付けてくださ

い。

CD/DVD では、他のソフトウェアまたは別の

オペレーティングシステムで読み出し可能な

データでも、一部の共通のフォーマットだけ

が認識されます。ドライブと記録型メディア

には多くの形式が存在するため、挿入した

CD/DVD がご使用のドライブメカニズムと

互換性があるか確認します。ドライブが対応

しているメディアについては、ドライブに付

属の説明書等を参照してください。

テープの場合は、テープが破損しているか、

バックアッププログラムやドライブとの互換

性がないことを示します。ハードウェア圧縮

機能を備えたドライブで使用したテープを、

同じ規格のハードウェア圧縮をサポートして

いないドライブで使用した場合に多く発生し

ます。以下のトラブルシューティングを行っ

てください。

•  挿入したテープとテープドライブに互換

性があることを確認します。たとえば、
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DDS-4 の 150 メートル長テープは、

DDS-1、2、3 のドライブでは読み込むこ

とができません。ドライブが対応してい

るテープについては、ドライブに付属の

説明書等を参照してください。

• テープドライブのヘッドをクリーニング

します。ドライブの発売元が推奨する条

件に従って、クリーニングを継続してく

ださい。テープドライブは、特定のク

リーニングカートリッジを使って、定期

的にクリーニングする必要があります

（41 ページ）。

• 他のテープでも内容が不明と表示される

かどうかチェックします。表示されるの

が 1 本だけなら、テープが破損している

か、他のバックアップソフトウェアで書

き込まれているか、あるいは別の互換性

のないテープドライブで作成された可能

性があります。すべてのテープが認識で

きない場合は、それらのテープがすべて

別のテープドライブで作成されたか、周

辺装置との通信バスに問題があるか、

テープドライブが故障している可能性が

あります。SCSI バスのトラブルシュー

ティングの手順については、227 ページ

の「SCSI デバイスのトラブルシューティ

ング」」を参照してください。

• 可能な場合は、互換性のあるテープドラ

イブでテープを読んでみてください。

テープが、あるドライブでは読めたが、

同じタイプの別のドライブでは認識でき

なかった場合は、そのドライブは修理が

必要です。ドライブの修理が必要かどう

か判断する前に、ドライブの発売元にご

相談ください。

メディアの内容が損傷を受けています

リムーバブルディスクバックアップセットの

メンバーの名前を変更した場合に表示されま

す。

このデータを維持するには、Retrospect が割

り当てた元の名前に、ディスク名を変更しま

す。元のディスク名は、「1-Backup」のような

形式になっています。ディスク上のデータを

保管する必要がなく、新規メディアバック

アップなどの別の目的にディスクを利用する

場合は、ディスクを消去します。 

メディアが違います

次の 2 つの場合には、Retrospect からメディ

アが違うと報告されます。

• 破損したテープバックアップセットに追

加しようとしたとき。→ 後にテープに

追加をしていたときにクラッシュや電源

の故障があった場合は、次に追加しよう

とするとバックアップセットが破損して

いるというエラーが出ます。このバック

アップセットには書き込むことはできま

せんが、ファイルはすべて復元すること

ができます。新しいセットを作成するか、

やり直す場合は、このセットの書き替え

バックアップを取ってください。メディ

アは破損していませんが、バックアップ

セットが破損しているので、追加できな

い状態です。

• 異なる種類のドライブを使用してテープ

バックアップセットに追加しようとした

とき。→ドライブの種類が混在したバッ

クアップセットを作成するときは、同様

の種類のドライブを使ってください。

システムクロックとティックタイマー

Retrospect には、コンピュータの時計に何か

異常なことや予期せぬことが起こると警告す

る内部チェック機能があります。これらの警

告は、操作ログに記録されます。

システムクロックが変更されたように見える

ときはたいてい、Retrospect がアクティブだっ

たときにコンピュータのクロックを変更した

ことを意味しています。

ティックタイマーがシステムクロックと合っ

ていないように見えるときは、モーダルダイ

アログやデバッガの使用など、何らかの理由

で CPU の活動が停止した可能性があります。
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検証エラー

次のようなメッセージは検証エラーを示して

います。

• ファイル「Home.html」：修正日時が違い

ます。

• ファイル「My File」：データオフセット 

263,078 で比較できませんでした。

• ファイル「Home」：リソースオフセット 

731,429 で比較できませんでした。

検証エラーは、検証を行っている間、宛先ボ

リュームに書き込まれたファイルと、元ボ

リュームから読み出されたファイルが一致し

なかったときに起こります。問題のファイル

は、宛先ボリュームに正しくコピーされてい

ないと考えられます。この問題がバックアッ

プ中に起こったとすると、一致しなかった

ファイルは、次にこのバックアップセットに

標準バックアップを行ったときに再びコピー

されます。

コピー中にそのファイルが使用中だったこと

がわかっている場合は問題ありません。単に、

バックアップから検証までの間にそのファイ

ルが修正されたということを示します。デー

タやリソースの検証エラーが表示された場合

は、SCSI の通信トラブルが原因と考えられま

す。詳しくは、227 ページの「SCSI デバイス

のトラブルシューティング」を参照してくだ

さい。

旧型の Macintosh で G3 アップグレードカー

ドを使用している場合、オフセットに関する

エラーの原因となることがあります。Dantz
Technical Note #408（Web サイトに表示）を

参照してください。カードのソフトウェア

アップデートについては、G3 カードの発売元

に相談してください。

インターネットバックアップセットのエ
ラー

次のようなエラーメッセージは、インター

ネットバックアップセットで表示されること

があります。エラー番号 220 から 234 は、イ

ンターネットバックアップセットで発生する

エラーです。

バックアップセットを完全に消去できません

でした

書き替えバックアップ、または手動でバック

アップセットをリセットするときに、ディレ

クトリに Retrospect のデータではないファイ

ルが含まれていると、バックアップセットの

ディレクトリを完全に消去することができま

せん。

接続設定ウィンドウでバックアップセットの

ディレクトリを確認します。Retrospect によ

る消去が不完全に終わった後では、Retrospect
のデータは削除されていますが、Retrospect 以
外のデータはそのまま保存されています。

Fetch などの FTP ユーティリティを使用し

て、関係のないファイルを削除してください。

削除できたら、書き替えバックアップまたは

手動によるバックアップセットのリセットを

再び行います。バックアップセットのディレ

クトリに置かれていたファイルが自分で置い

たものでなかった場合は、FTP サーバの管理

者に相談する必要があります。このような問

題が再び起こらないように、ファイルの所有

者を探し、アクセス権を変更するなどの対策

を取ってください。

既にデータが含まれているので、

/FTPtop/Users/Mongo/ の「Backup Set A」

フォルダを使用できません。 

同じ名前のディレクトリでデータが含まれて

いるディレクトリが存在していて、指定した

パスにバックアップセットのフォルダを作成

できないことを示しています。

Fetch などの FTP ユーティリティを使用し

て、FTP サーバ上のディレクトリからデータ

を削除するか、別の名前で新しいバックアッ

プセットを作成します。

内部チェックエラー

このエラーは、通常のエラーとは異なる重大

なトラブルが発生したことを示します。

Retrospect 初期設定フォルダ内に、
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「Retrospect.error.log.n」（n は番号）というエ

ラーログが作成されます。

Retrospect は処理を確実に行うため、内部的

な整合性のチェックを行っています。このエ

ラーが発生した場合、コンピュータを再起動

してから、内部エラーが発生したときに行っ

た操作を再度行ってみてください。エラーが

再発する場合は、バックアップに使用するた

めの内部ファイルが損傷していることが考え

られます。このエラーでは、問題が起こる前

に行った操作がたいへん重要です。

バックアップ、アーカイブ、復元の 中にエ

ラーが発生した場合、Retrospect がバックアッ

プセットのカタログファイルにアクセスした

ときに、カタログの損傷が見つかったことを

示しています。カタログが損傷している場合

は、「ツール」>「修復」>「再作成」を使用

して、メディアからカタログを再構築します。

Retrospect の起動時、またはプログラムの操

作としてタブやボタンをクリックしただけで

エラーが発生する場合は、設定ファイルが壊

れていることが考えられます。設定ファイル

の損傷が考えられる場合は、テストのため、

Retro.Config ファイルと Retro.Icons を標準の

場所（Library/Preferences/Retrospect フォルダ

内）からデスクトップなどの他の場所に移動

します。Retrospect を再起動して、パスワー

ドや認証情報を入力し、アプリケーションの

ライセンスコードを入力します。設定ファイ

ルとアイコンファイルが新しく作成されま

す。エラー発生時の操作を行ってみてくださ

い。エラーが再度起こった場合は、設定ファ

イルが原因ではありません。スクリプトや各

種の設定を取り戻すため、先ほど移動した設

定ファイルを Retrospect の初期設定フォルダ

に戻します。エラーが起こらなかった場合は、

設定ファイルの損傷によって起こっていた可

能性が高いので、新しい設定ファイルを使用

してください。この場合、設定ファイルに保

存されていたスクリプトと環境設定が使用で

きなくなるので、スクリプトを作成し直して、

設定を再度行う必要があります。

ここまでの説明で問題が解決されなかった場

合は、Dantz 社の Web サイトで、内部チェッ

クのトラブルシューティングに関するテクニ

カルノートを参照してください。

エラー番号

Retrospect やオペレーティングシステムで操

作を完了できなかった場合、エラー番号が付

いたアラートが表示され、操作ログにエラー

が記録されます。この項では、いくつかの共

通エラー番号について詳細に説明します。

通常、負の番号が付いたエラー（エラー -34
など）は Mac OS のエラーで、正の番号が付

いたエラー（エラー 102 など）は Retrospect
のエラーです。

-34（ボリュームがいっぱいです）

ボリュームの空き容量が少ないか、利用でき

るスペースがないことを示します。以下のよ

うに、複数の原因が考えられます。

• 宛先ボリュームの残り容量を超える量の

ファイルを復元または複製しようとした。

• Retrospect がバックアップセットのカタロ

グを更新し、カタログが保存されている

ボリュームの残り容量がなくなった。

• ファイルバックアップセットへのバック

アップ中に、宛先ボリュームの空き容量

がなくなった。

Finder に切り替えて、空き容量の少なくなっ

たハードディスク上の必要のないファイルを

削除し、ゴミ箱を空にして空き容量を増やし

ます。マークするファイル数を少なくして復

元または複製を行うか、容量の大きい宛先ボ

リュームを選択します。カタログ圧縮を使用

して、カタログの使用容量を少なくします。

-35（ボリュームがありません）と -53（ボ

リュームがオフライン）

特定のボリュームを見つけることができない

ときのエラーです。そのボリュームがクライ

アントまたはバックアップコンピュータに接
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続され、デスクトップにマウントされている

ことを確認してください。

ボリュームがマウントされている場合は、「設

定」>「ボリューム」でボリュームを参照し

ます。Retrospect がボリュームをスキャンで

きる場合は、 初のエラーは二度と起こりま

せん。スキャンで同じエラーが起こる場合は、

「設定」>「ボリューム」で、クライアントの

ボリュームを削除し、「設定」>「クライアン

ト」で、クラ イア ント のボ リュ ーム を

Retrospect のボリュームリストに戻します。必

要に応じて、そのボリュームを関係するスク

リプトに追加することも忘れないでくださ

い。クライアントコンテナを使用すると、こ

のエラーを回避できることがあります。

-36（I/O エラー）

元ボリュームで、メディア障害が発生しまし

た。

ディスクユーティリティや、ハードドライブ

に付属のフォーマットプログラムを使って、

元ボリュームを検証します。

-37（不正な名前）

このエラーは、Windows NT Server 上の

Services for Macintosh フォルダのバックアッ

プで起こります。詳しくは、121 ページの

「Services for Macintosh」を参照してください。 

ボリュームが NT の Services for Macintosh
フォルダを含んでいる場合は、これらのフォ

ルダをファイル共有経由でバックアップする

必要があります。Retrospect クライアント内

で「プライベートファイル / フォルダ / ボ

リューム」オプションを使用し、すべての

Services for Macintosh フォルダを除外しま

す。Macintosh 用サービスのフォルダをバック

アップコンピュータのデスクトップにボ

リュームとしてマウントし、バックアップしま

す。

Windows NT/2000 Server をバックアップする

には、Windows 版 Retrospect Server を使用す

ることをお勧めします。

-39（予期しないファイルの終了）

ファイルが壊れているか損傷しています。

ディスク修復ユーティリティを使用して、ボ

リュームに問題がないか確認してください。

-43（ファイルが見つかりません）

指定したファイルを、Retrospect が見つける

ことができません。

実行中に、ファイルやフォルダが移動または

削除されたことが考えられます。

もう一度バックアップを実行してみてくださ

い。再びエラーが発生する場合は、Apple 社
の「Disk First Aid」か、サードパーティのディ

スクチェックユーティリティを実行し、ディ

レクトリが損傷していないかをチェックしま

す。

-49（ファイル使用中）

ファイルが使用中のため、アクセスできませ

ん。

このエラーは Windows クライアントで起こ

ることがあります。クライアントで開いてい

るすべてのアプリケーションを閉じます。

-53（ボリュームがオフライン）

エラー -35 と実質的に同じです。

-54（ファイル使用中 / ロック）

ファイルが使用中のため、アクセスできませ

ん。次の 2 つの原因が考えられます。

• Mac OS のファイル共有か AppleShare を

使用して、共有ボリュームから System 

ファイルをバックアップしようとした。

• ファイルメーカーや 4th Dimension などの

他のアプリケーションがファイルを開い

ているため、Retrospect がアクセスできな

かった。

使用中のファイルは、ローカル Macintosh か
らバックアップするか、そのファイルを使用

しているアプリケーションを終了してから

バックアップします。また、Retrospect クラ

イアントソフトウェアを使用すると、サーバ
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をデスクトップにマウントすることなくサー

バをバックアップすることができます。

-108（アプリケーションメモリが不足）

メモリの残り容量が不十分なので、Retrospect
の作業を続行できません。他のアプリケー

ションがメモリの大部分を使用しているか、

コンピュータが搭載している RAM が十分で

ない場合も、エラー -108 が表示されます。

他のアプリケーションを終了して、Retrospect
が利用できるメモリを増やします。メモリを

増やしてから、エラー発生時の操作を再度

行ってください。

-1028（ネットワークで表示されない）

Retrospect は、ネットワークでクライアント

コンピュータを見つけることができません。

クライアントコンピュータがネットワークに

接続されてオンになっていることと、節電ソ

フトウェアが電源をオフにしていないことを

確認します。また、Mac OS X の組み込みファ

イアウォール（デフォルトでオフ）をオンに

していないことを確認します。

モバイルコンピュータの場合は、「一時休止」

や「スリープ」モードでないことを確認しま

す。一時休止している Windows コンピュータ

は再起動すると、Retrospect から参照が可能

になります。クライアントが 新バージョン

の Retrospect クライアントソフトウェアを使

用しており、起動時にロードされていること

を確認します。 

新バージョンでない場合や起動時にロード

されていない場合は、254 ページの

「Retrospect クライアントがシステム起動時に

ロードされません」や 256 ページの「クライ

アントサービスがシステム起動時にロードさ

れません」の指示に従います。

「設定」>「ボリューム」から「情報を見る」

を使用して、バックアップコンピュータとク

ライアント間で接続テストを行います。バッ

クアップコンピュータがクライアントと接続

できる場合は、Retrospect が測定した転送レー

トを KB/ 秒で表示します。ping を試してみま

す（228 ページの「Ping による TCP/IP 通信の

確認」を参照。）。

エラーが Windows 95 クライアントで起こる

場合は、オペレーティングシステムのバグが

原因と考えられます。Microsoft の Winsock 2.0
Update が問題を解決します。Winsock 2.0
Update は、Microsoft の次の URL から無償で

入手できます。
http://www.microsoft.com/windows95/
downloads/contents/wuadmintools/
s_wunetworkingtools/w95sockets2/default.asp 

-1277（接続が開けません）

クライアントはネットワークに登録されます

が、バックアップコンピュータが通信を試し

ても応答がありません。原因として、以下の

ことが考えられます。

• クライアントがクラッシュしているか、

故障している。

• クライアントがゲームソフトの実行など、

計算や通信の集中的な操作で独占されて

いる。

• クライアントが互換性のない旧バージョ

ンのセキュリティソフトウェアを実行し

ている。→問題を引き起こすセキュリ

ティソフトウェアとして、旧バージョン

の DiskLock や Empower が知られていま

す。

-3205（TCP/IP が終了しています）

Open Transport が TCP/IP 接続を終了させてい

ます。原因としては、別のコンピュータがバッ

クアップコンピュータと同じ IP アドレスを

使用しているなどが考えられます。

TCP/IP が正しく設定されていることを確認

するか、Open Transport の説明書を参照して

ください。

エラー -24004（メディア要求の時間切れ）

メディア要求の制限時間内に、要求したディス

ク、テープ、CD/DVD が見つかりませんでした。
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メディア要求の時間切れ環境設定（175 ペー

ジ）をオフにして、要求メディアを無期限に

待機するようにします。

エラー -24201（カタログファイルのチェッ

クサムが照合できません）

カタログなどの、Retrospect のファイルが破

損しています。

バックアップまたはアーカイブ中にエラーが

起こった場合、宛先バックアップセットのカ

タログを再作成（206 ページ）する必要があ

ります。

Retrospect の起動時にエラーが発生する場合

は、218 ページの「Retrospect が起動中にク

ラッシュする。」を参照してください。

エラー -25040（カタログが無効 / 損傷）

エラー -24201 と実質的に同じです。

-25048（スナップショットが見つかりませ

ん）

Retrospect は要求されたスナップショットを

メディアで見つけることができません。詳し

くは、224 ページを参照してください。

100（デバイスのコマンド拒否）

Retrospect がバックアップデバイスに送った

コマンドがデバイスによって拒否されたこと

を意味します。以下は原因となる可能性と対

策です。

• ご使用のバックアップドライブが 

Retrospect に対応していない可能性があ

る。→ご使用のデバイスに対応している

かどうか、Dantz 社の Web サイトを確認

します。

• 他のソフトウェアが Retrospect とコンフ

リクトを起こしている。→バックアップ

を実行するときは、他のサードパーティ

製ソフトウェアを実行しないでください。

• メディアがバックアップデバイスに対応

していない。→可能であれば、異なる

メーカーのメディアで試みます。特別な

推奨条件がないか、ドライブの製造元に

確認してください。

Retrospect によってこのエラーが引き続き報

告される場合は、ご使用のデバイスとイン

ターフェースに対応したトラブルシューティ

ング（225 ページの「デバイスの一般的トラ

ブルシューティング」と 226 ページの

「FireWire および USB デバイスのトラブル

シューティング」または 227 ページの

「SCSI デバイスのトラブルシューティング」）

を参照してください。

エラー -102（通信トラブル）

バックアップコンピュータが、バックアップ

デバイスと通信できなくなりました。このエ

ラーに共通のものとして、次の原因が考えら

れます。

• ハードディスクへのバックアップなどで

ファイルバックアップセットを使用して

いて、ボリュームの 大ファイル容量を

超えてしまった。→新しいバックアップ

または書き替えバックアップ（23 ペー

ジ）を行ってください。

• SCSI チェーンが正常に終端処理されてい

ない。→詳しくは、227 ページの「SCSI 

デバイスのトラブルシューティング」を

参照してください。

このエラーが FireWire または USB デバイス

で発生した場合は、Retrospect を終了して

Macintosh を再起動します。225 ページの「デ

バイスの一般的トラブルシューティング」お

よび 226 ページの「FireWire および USB デバ

イスのトラブルシューティング」も参照して

ください。

エラー -106（オーバーライトされます）

テープドライブの場合、エラー 106 とエラー

212 はメディアの障害を示します。 

テープドライブの使用中に上記のエラーが表

示された場合は、「ツール」タブから「検証」

を実行し、テープの障害の範囲をチェックし

ます。
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エラー -203（ハードウェア故障）

メディアの損傷、デバイスとの通信トラブル、

ハードウェアの故障などにより、バックアッ

プデバイスが正常に動作しません。

特定のメディアを使用したときだけに発生す

る場合は、メディアが損傷していると考えら

れます。新規メディアに交換して試してくだ

さい。他のメディアを使っても発生する場合

は、通信バスかデバイスに問題があります。

Retrospect を終了し、バックアップデバイス

とコンピュータの電源を 2 分ほどオフにして

から、再度試してください。 

詳しくは、226 ページの「FireWire および USB
デバイスのトラブルシューティング」か

227 ページの「SCSI デバイスのトラブル

シューティング」を参照してください。

エラー -204（デバイスビジー）

Retrospect からバックアップデバイスへのア

クセスが妨げられています。次のようなこと

が原因として考えられます。

• バックアップセットのメンバーとして使

われているリムーバブルディスクにカタ

ログを保存している。→カタログを、

ハードディスクに保存してください。

• Retrospect によるディスクの消去が、オペ

レーティングシステムに許可されていな

い。→ファイル共有をオフにしてくださ

い。

• 同じディスクを、元ボリュームと宛先の

両方に使おうとしている。→ローカルデ

スクトップコンテナを元ボリュームとし

て指定するのではなく、ローカルのハー

ドドライブだけを選択してください。

前述した状況に当てはまらない場合、このエ

ラーはメディア、デバイス、通信等の問題で

す。ご使用のデバイスとインターフェースに

ついて、ハードウェアのトラブルシューティ

ング情報を参照してください。

エラー -205（ストレージメディアアクセス

不可）

バックアップ中に通信バスがリセットされた

ため、Retrospect がメディアと通信できなく

なった場合に発生します。

通信バスのトラブルが原因であることが多

く、同時にエラー 102（通信トラブル）も発

生する場合があります。エラー 205 がエラー

102 と同時に発生した場合は、226 ページの

「FireWire および USB デバイスのトラブル

シューティング」または 227 ページの「SCSI
デバイスのトラブルシューティング」を参照

してください。

通信トラブルがなく、エラー 102 は起こらず

にエラー 205 だけが発生する場合は、元ボ

リュームにメディア障害がないかをチェック

します。 

ハードドライブの中には、メディア障害を検

知すると同時にバスをリセットしてしまうも

のがあります。ドライブをフォーマットする

ときに使用したソフトウェアを使い、ハード

ドライブのテストを行ってください。

エラー 206（メディア損傷）

バックアップセットメディアの読み出しや書

き込みが正常にできません。このエラーは

バックアップデバイスから報告され、原因と

しては、次のような原因が考えられます。

• メディアに物理的な欠陥があり、交換が

必要。→別のメディアに交換して試してく

ださい。

• テープドライブのヘッドが汚れており、

クリーニングが必要。→テープドライブ

のマニュアルを参照するか、クリーニン

グ方法を発売元に問い合わせてください。

• 他のデバイスによる電波障害。→ SCSI バ

ス上で、ドライブを他の電子デバイスの

近くに設置している場合は、そのデバイ

スを離れた場所に設置します。また他の

デバイスを一時的に取り外し、デバイス

間のコンフリクトがないかをチェックし

ます。他のコンピュータでバックアップ
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デバイスをテストするとともに、モニタ

や他の電子デバイスが電波障害の原因に

なっていないかチェックします。

225 ページの「デバイスの一般的トラブ

ルシューティング」および 226 ページの

「FireWire および USB デバイスのトラブ

ルシューティング」または 227 ページの

「SCSI デバイスのトラブルシューティン

グ」も参照してください。

• バックアップコンピュータまたはテープ

ドライブが、クラッシュしたか、電源異

常が発生した場合にも、エラー 206 が報

告されます。一部のテープドライブでは、

テープ上にデータを追加するために、

データの終了（EOD）マーカが必要です。

テープに EOD マーカが記録されていない

場合は、Retrospect が次にテープに追加を

行おうとしたときに、エラー 206 が報告

されます。EOD マーカの書き込みについ

てテープドライブは信頼できたとしても、

バックアップコンピュータがシステム終

了または再起動した場合や、電源の供給

が中断された場合は、EOD マーカが書き

込まれない可能性があります。テープに 

EOD がないと、Retrospect が次にデータ

を追加しようとしたときに、エラー -206 

が発生します。

この問題を回避するには、次の注意に従っ

てください。基本操作やスクリプトで「検

証」オプションをオフにしない。コン

ピュータの電源オフや再起動の前に、テー

プを完全に巻戻すか取り出しておく。コン

ピュータがクラッシュした場合は、コン

ピュータの再起動や電源オフの前に、デバ

イスのイジェクトボタンを使ってテープ

の取り出しを試みる。

テープの EOD マーカが欠如することで、

エラー 206 が発生した場合は、テープを消

去するまで、そのテープにデータを追加す

ることはできません。ただし、テープは物

理的に損傷しておらず、復元に使用するこ

とはできます。Retrospect の修復機能では、

このテープを修復することはできません。

このテープをバックアップやアーカイブ

で使用するには、「設定」>「バックアップ

セット」で、そのテープのバックアップ

セットをリセットするか、「設定」>「デ

バイス」でテープを消去します。

複数のメディアについてエラーが見られ、上

記の可能性が排除された場合は、デバイスの

故障の可能性があります。発売元に問い合わ

せてください。

エラー 212（メディアを消去しました）

メ デ ィ ア の 内 容 が 消 去 さ れ て い る と

Retrospect が判断しました。メディアが消去

されていない場合は、デバイスまたは通信上

の問題がご使用のドライブで発生している可

能性があるので、別のドライブで試してくだ

さい。デバイスとインターフェースについて、

ハードウェアのトラブルシューティングに

従って、デバイスと通信上に問題がないか

チェックします。別のドライブでも同じエ

ラーが起こった場合、メディア自体が損傷し

ています。

テープドライブでは、ドライブにトラブルが

発生した可能性があります。詳しくは、「エ

ラー -106（オーバーライトされます）」を参

照してください。

220（FTP：サーバが応答しません）

FTP サーバが Retrospect の問い合わせに応答

しません。

FTP サーバの名前（ドメインを含む）または

IP アドレスが正しいことを確認してくださ

い。次のような原因も考えられます。サーバ

が存在しない。ドメインが存在しない。ドメ

イン名が DNS サーバで使われていない。サー

バが FTP サーバではない。IP アドレスが見つ

からない。ネットワークが動作していない。

バックアップコンピュータの TCP/IP 接続が

動作していない。
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エラー 221（FTP：ユーザ名かパスワードが

正しくありません）

FTP サーバにユーザ名またはパスワードを拒

否されたため、ログインできませんでした。

これらが正しいことを確認してください。ほ

とんどの場合、大文字と小文字も区別が必要

です。

エラー 222（FTP：サーバ名の検索に失敗し

ました）

ホスト名（サーバとドメイン）が正しくない

か、ドメインネームサーバ（DNS）が機能し

ていないので、FTP サーバにログインできま

せんでした。

Retrospect の接続設定ウィンドウの FTP サー

バフィールドに入力するホスト名を確認して

ください。名前が正しい場合は、ドメイン名

と IP アドレスの検索に使用する DNS を利用

するための設定が正しく機能していません。

FTP サーバの管理者または DNS サーバの管

理者に連絡して、お使いのコンピュータや

DNS のトラブルを解決してください。

エラー 223（FTP：バックアップセットが見

つかりません）

指定されたパスにバックアップセットのフォ

ルダが見つかりません。

パスとサーバが正しいことを確認してくださ

い。このエラーは、インターネットバックアッ

プセットのディレクトリが、FTP サーバから

移動されたか削除されたことが考えられま

す。FTP サーバの管理者に相談してください。

エラー 224（FTP：バックアップセットが損

傷しています）

一部のバックアップセットに問題がありま

す。このバックアップセットは、修復するま

で使用することはできません。

「ツール」>「修復」をクリックして、「イン

ターネットバックアップセットの再構築」を

選択します。

エラー 225（FTP：書き込み権限がないか、

不正な名前、またはディスクがいっぱいで

す）

このエラーには、3 つの原因が考えられます。

•  FTP サーバのアカウントに、ディレクト

リまたはサーバへの書き込み権限がない。

• 新しいフォルダに不正な名前を付けた。

• バックアップセットが属する FTP サーバ

上のボリュームの空き容量がない。

解決策は次の通りです。

• バックアップセットディレクトリへのパ

スを確認してください。FTP サーバの管

理者に連絡して、書き込み権限などを含

むアカウント情報について確認します。

• FTP サーバでは使用できない文字が含ま

れていないか、新しいフォルダまたは

バックアップセットの名前を確認します。

一部のサーバでは、A から Z までの英文

字しか認められていません。

• FTP サーバの管理者に相談して、FTP 

サーバ上に十分な容量を確保します。自

分のディレクトリから必要のないファイ

ルを削除することで、容量を確保しても

よいでしょう。

エラー 226（FTP：バックアップセットの一

部が失われています）

バックアップセットが損傷しています。FTP
サーバ上のバックアップセットディレクトリ

でデータセグメントが失われています。

バックアップセットのディレクトリから、

Retrospect のデータファイル（例：0-data、1-data
など）が移動されたか、削除されています。

自分で誤って削除していなければ、書き込み

権限を持つ他のユーザによって削除された可

能性もあります。FTP サーバの管理者に相談

してください。

エラー 227（FTP：名前が正しくないか書き

込み権限がありません）

このエラーには、2 つの原因が考えられます。
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• FTP サーバのアカウントに、ディレクト

リまたはサーバへの書き込み権限がない。

• 新しいフォルダに不正な名前を付けた。

解決策は次の通りです。

• バックアップセットディレクトリへのパ

スを確認してください。FTP サーバの管

理者に連絡して、書き込み権限などを含

むアカウント情報について確認します。

• FTP サーバでは使用できない文字が含ま

れていないか、新しいフォルダまたは

バックアップセットの名前を確認します。

一部のサーバでは、A から Z までの英文

字しか認められていません。

エラー 228（FTP：フォルダはバックアップ

セットではありません）

指定されたパスにインターネットバックアッ

プセットのディレクトリが見つかりません。

接続設定ウィンドウでバックアップセットの

ディレクトリを確認します。FTP サーバの管

理者に相談してください。

エラー 229（FTP：バックアップセット名と

作成日が一致しません）

指定されたバックアップセットが Retrospect
のデータになっていません。名前は同じです

が、違う情報が保存されています。

正しいバックアップセットを探して、「設定」

>「バックアップセット」でパスを入力しま

す。正しいバックアップセットが見つからな

いときは、問題のバックアップセットを修復

してみてください。「ツール」>「修復」をク

リックして、「インターネットバックアップ

セットの再構築」を選択します。

エラー 230（FTP：パス名が 255 文字を超え

ています）

バックアップセットへのパス名が 255 文字以

上になっています。

Retrospect で FTP サーバのパス名（バック

アップセット名を含む）に利用できる文字は、

255 文字より少ない数に制限されています。

ディレクトリの名前を変更して、パス名を

254 文字以下にしてください。

エラー 231（FTP：サーバとの接続が切れた

かディスクがいっぱいです）

FTP サーバから切断されました。

この問題はサーバのボリュームに空き容量が

ない場合によく起こります。FTP サーバのボ

リュームをチェックして、空き容量が十分に

あるかどうか確認してください。容量が限界

の場合は、今後のバックアップのために容量

を確保する必要があります。空き容量が十分

にあった場合は、FTP サーバが接続中のユー

ザを切断するようなネットワーク上のトラブ

ルがないか調べます。サーバへの物理的な接

続をチェックして、モデムやネットワーク

ケーブルが確実に接続されているかも確認し

ます。WhatRoute や Fetch などの TCP/IP また

は FTP ユーティリティを使用して、サーバに

接続してみます。インターネットのサービス

プロバイダに連絡して、接続を確認してみて

ください。

上述の対策のあとで、インターネットバック

アップセットへの追加を試みると、「カタログ

の更新が必要です」エラーが発生します。サー

バのボリュームをチェックした後、必要であ

れば、容量を確保して、「ツール」>「修復」

でバックアップセットを更新してください。

エラー 232（FTP：ディレクトリが見つかり

ません）

FTP サーバの指定されたパスに、指定された

バックアップセットディレクトリがありませ

ん。

「設定」>「バックアップセット」に進み、接

続設定ウィンドウでバックアップセットへの

パスを確認します。

エラー 233（FTP：接続がタイムアウトしま

した）

Retrospect の FTP サーバタイムアウト環境設

定で指定された時間内に、FTP サーバからの

応答がなかったため、Retrospect が実行を中
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止しました。サーバタイムアウトのデフォル

トは 30 分です。

この問題が頻発する場合は、サーバへの物理

的な接続をチェックして、モデムやネット

ワークケーブルが確実に接続されているかを

確認します。WhatRoute や Fetch などの

TCP/IP または FTP ユーティリティを使用し

て、サーバに接続してみます。インターネッ

トのサービスプロバイダまたは FTP サーバ

の管理者に連絡して、接続を確認してみてく

ださい。

エラー 234（FTP：サーバとの接続が切れた

かタイムアウトしました）

FTP サーバとバックアップコンピュータ間の

接続に失敗しました。

サーバへの物理的な接続をチェックして、モ

デムやネットワークケーブルが確実に接続さ

れているかも確認します。WhatRoute や Fetch
などの TCP/IP または FTP ユーティリティを

使用して、サーバに接続してみます。インター

ネットのサービスプロバイダか FTP サーバ

の管理者に連絡して、接続や接続のタイムア

ウト設定に関してチェックしてみてくださ

い。一部のプロバイダは、ユーザの接続時間

に制限を設けています。

上述の対策のあとで、インターネットバック

アップセットへの追加を試みると、「カタログ

の更新が必要です」エラーが発生します。

「ツール」>「修復」でバックアップセットを

再作成してください。

503（クライアントがオフにされています）

操作を開始する前に、クライアントがクライ

アントコンピュータのユーザによってオフに

されています。クライアントを再起動すると、

Retrospect クライアントコントロールパネル

が自動的にオンになります。

505（クライアントが予約されています）

クライアントが別のバックアップコンピュー

タによって使用されています。クライアント

を同時に 2 台以上のバックアップ Macintosh
では使用できません。

このエラーは、操作中にバックアップコン

ピュータまたはクライアントコンピュータが

クラッシュするときにも発生します。両方の

コンピュータを再起動してください。

506（アクティベータコードが重複していま

す）

クライアントソフトウェアをバージョン 5.1
以上（Mac OS）または 6.5 以上（Windows）
に更新します。

507（パスワードが不正です）

パスワードが正しく入力されているかどうか

を確認してください。パスワードでは大文字

小文字を区別するので、正しく入力する必要

があります。

クライアントのパスワードを忘れた場合は、

Retrospect クライアントコントロールパネル

を再インストールする必要があります。

508（アクセスが停止しました）

操作中に、クライアントユーザが Retrospect
クライアントコントロールパネルをオフにし

ました。このエラーが起きると、バックアッ

プ Macintosh はエラーを記録し、次のクライ

アントに移ります。

515（Piton プロトコルのエラーです）

ネットワーク経由で転送中に、データが壊れ

ていることがわかりました。原因としてハー

ドウェア障害が考えられます。

エラーのパターンを調べます。問題が 1 台の

クライアントだけに起こる場合は、そのクラ

イアントのネットワークコネクタかネット

ワーク接続に問題があると考えられます。問

題が複数のクライアントで起こり、エラーに

一貫したパターンがなければ、バックアップ

コンピュータのネットワークカードかネット

ワーク接続、またはすべてのネットワークト

ランザクションに共通するゲートウェイか
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ルーターに問題があると考えられます。詳し

くは、228 ページを参照してください。

519（ネットワーク通信に失敗しました）

バックアップコンピュータとクライアントコ

ンピュータが通信を停止しました。エラーが

発生する状況と対策を以下に示します。

バックアップ中にユーザがクライアントをシ

ステム終了したか、またはバックアップ中に

クライアントが失敗したか、ネットワークか

ら切断された。→クライアントが失敗した原

因やネットワーク通信リンクの故障箇所

（ルーター、ブリッジ、ハブ、個々のネット

ワークコネクタなど）を特定してください。

問題がソフトウェアのコンフリクトにあるか

どうかを特定するには、次の項目が役立ちま

す。

バックアップ中にユーザがクライアントで実

行しているアプリケーションが多すぎるか、1
つのアプリケーションがコンピュータの処理

能力の大半を消費している。→クライアント

がアイドル状態のときに、バックアップをスケ

ジュールしてください。

ハードウェアやソフトウェアに起因するネッ

トワーク通信の問題によって、トランザク

ションの信頼性が低下する。→クライアント

の故障したネットワークコネクタがエラーの

原因になります。故障したネットワークコネ

クタがエラーの原因かどうかを特定するに

は、コネクタを隣接する正常なコンピュータ

のコネクタと交換してみます。詳しくは、

228 ページの「ネットワークのトラブル

シューティングのテクニック」を参照してく

ださい。

ハードディスクの不良や故障によって、クラ

イアントコンピュータがハングアップする。

→クライアント上のハードディスクのリード

ライトが「オン」のまま点滅しないために、

クライアントを再起動する必要がある場合

は、ハードディスクが故障しているか、ハー

ドディスクのファームウェアやソフトウェア

にバグがあります。ハードディスクがハング

アップする場合は、ドライバをドライブメー

カー提供の 新バージョンに更新します。次

に、ディスクチェックプログラムを実行して

みます。

ネットワークソフトウェアがネットワーク

ハードウェアと互換性がない。→古いソフト

ウェアに問題がある可能性があります。ご使

用のネットワークハードウェアに対応する

新のネットワークソフトウェアを使用してく

ださい。

Mac OS 7/8/9Macintosh 上の機能拡張か、その

他のソフトウェアがネットワーク接続を破壊

しています。バックアップ中にアクティブに

なる、旧バージョンのセキュリティプログラ

ムや圧縮プログラムなどの、通信を妨害する

ソフトウェアアプリケーションを使用してい

ないことを確認します。Retrospect クライア

ントコントロールパネルをオンにし、Apple
以外の機能拡張をすべてオフにして、

Macintosh を起動してみます。

このエラーの原因としては、G3/G4 以外のす

べての PCI ベースの Mac OS コンピュータに

ある内蔵 Ethernet に問題があると考えられま

す。このエラーは、混雑しているネットワー

クで大量データを転送中に発生する傾向にあ

ります。解決策の 1 つは、問題が解決された

新しい機能拡張の Mac OS 8.6 にアップグ

レードすることです。別の解決策は、サード

パーティの Ethernet カードをインストールし

て使用することです。詳しくは、Dantz 社 Web
サイトの Knowledgebase から「PCI networking」
を探してください。

Windows：Windows 95 オペレーティングシス

テムにある 2 つのバグにより、クライアント

が Retrospect と通信できなくなる可能性があ

ります。このようなオペレーティングシステ

ムを使用する Windows クライアントに、適切

な TCP/IP パッチがインストールされている

ことと、Windows 95 クライアントに Winsock
2.0 がインストールされていることを確認し

ます。詳しくは、120 ページの「Windows ク
ライアントの操作」を参照してください。
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525（名前 / ログインのコンフリクト）

一般にこのエラーは、クライアントがアンイ

ンストール後に再インストールされたとき

か、ログインされていないクライアントソフ

トウェアに交換されたときに起こる傾向にあ

ります。

バックアップコンピュータで、「設定」>「ク

ライアント」に進み、問題が発生しているク

ライアントを選択して削除します。「追加 ...」
をクリックしてライブネットワークウィンド

ウに進み、同じ名前のクライアントを追加し

ます。クライアントをスクリプトに追加しま

す。

527（クライアントの名前が変更されていま

す）

別のバックアップ管理者が、別のバックアッ

プコンピュータからクライアントの名前を変

更しています。単にクライアントを設定し直

し、クライアントデータベースで名前を更新

します。

541（クライアントがインストールされてい

ないか、動作していません）

バックアップコンピュータは、IP アドレスで

クライアントコンピュータを参照できます

が、クライアントソフトウェアが動作してい

ません。

クライアントコンピュータがオンになってい

ることと、節電ソフトウェアが電源をオフに

していないことを確認します。モバイルコン

ピュータの場合は、「一時休止」や「スリー

プ」モードでないことを確認します。

Retrospect クライアントコントロールパネル

を開き、「状況」フィールドのエラーメッセー

ジから、クライアントソフトウェアが動作し

ない原因を確認します。この章の該当するエ

ラーメッセージやトラブルシューティングを

参照します。クライアントソフトウェアを再

インストールする必要がある場合もありま

す。

RETROSPECT クライアントエラー

クライアントのバックアップ時、クライアン

ト側でもエラーメッセージを受け取る場合が

あります。エラーは、クライアントコンピュー

タのクライアントコントロールパネルに表示

されます。

Mac OS クライアントのコントロールパ
ネルエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生して

いなければ、Retrospect クライアントコント

ロールパネルの「状況」フィールドに「準備

完了」または「 初のアクセスを待機中」と

表示されます。「状況」フィールドの下には

「履歴」領域があり、 近使用した操作やエ

ラーメッセージに関する情報が表示されま

す。

Retrospect クライアントがシステム起動時

にロードされません

「Retrospect クライアントがシステム起動時に

ロードされません」というメッセージに続い

て、表 10-2 に示す説明のいずれかが表示され

る場合は、その指示に従います。
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このメッセージが「状況」フィールドに表示

される場合は、以下のような原因が考えられ

ます。

• Retrospect クライアントコントロールパネ

ルのファイルが正しい場所にない。→

ファイルをシステムフォルダ内のコント

ロールパネルフォルダに置きます。

• Retrospect クライアントソフトウェアのイ

ンストール後にクライアントを再起動して

いない。→クライアントを再起動します。

• クライアント Macintosh の再起動時に 

Shift キーを押し下げていたので、機能拡

張がロードされなかった。→ Shift キーを

押し下げないで再起動します。

• 機能拡張マネージャプログラムで、

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルをロードしないように設定されている。

→機能拡張マネージャを開き、起動時に 

Retrospect クライアントコントロールパネ

ルがロードされることを確認します。

メッセージ 対策 / コメント

ROM or System Version too 
old（ROM または System 
のバージョンが古すぎま
す。）

Macintosh が古すぎるため Windows 版 Retrospect Backup のクライアントに
必要な 新のネットワークソフトウェアを実行できません。10 年前の 
Macintosh 版 Retrospect のクライアントに必要な古いバージョンのネット
ワークソフトウェアも実行することができません。

AppleTalk version too old
（AppleTalk のバージョンが
古すぎます）

Macintosh は TCP/IP ではなく AppleTalk を使用しようとします。システム
の必要条件を満たしていることを確認したら、Open Transport をインストー
ルし、TCP/IP ネットワークを設定します。

AppleTalk turned off
（AppleTalk を停止しまし
た）

Macintosh は TCP/IP ではなく AppleTalk を使用しようとします。システム
の必要条件を満たしていることを確認したら、Open Transport をインストー
ルし、TCP/IP ネットワークを設定します。

ADSP not installed（ADSP 
がインストールされていま
せん）

Macintosh は TCP/IP ではなく AppleTalk を使用しようとします。システム
の必要条件を満たしていることを確認したら、Open Transport をインストー
ルし、TCP/IP ネットワークを設定します。

ファイル共有設定で、コン
ピュータ名や所有者名が指
定されていません

System 7.x の場合、共有設定コントロールパネルを開きます。System 8 以
降の場合は、ファイル共有コントロールパネルを開きます。コンピュータ名
と所有者名を入力して、再起動します。

ネットワーク名のコンフリ
クト：「名前」

ネットワークの別のクライアントが、既にこの所有者名でインストールされ
ています。Retrospect クライアントコントロールパネルをゴミ箱に捨て、
新のコピーをインストールします。

Open Transport の TCP/IP 
がインストールされていま
せん

Open Transport をインストールし、TCP/IP ネットワークを設定します。

マウスボタンが押し下げら
れています

起動中にマウスのボタンを押し下げると、コントロールパネルが無効になり
ます。

Doesn't run under A/UX
（A/UX 下で実行しないでく
ださい。）

Retrospect クライアントコントロールパネルは、A/UX で動作する 
Macintosh 上では使用できません。

アクティベータコードが 
John Doe（123.45.67.8）と
競合しています。バック
アップ管理者に連絡してく
ださい。

クライアントの 1 つを削除し、その Retrospect クライアントコントロール
パネルをゴミ箱に捨てた後、バージョン 4.2 以降の Retrospect クライアント
ソフトウェアをインストールします。すべての古いクライアントをアップグ
レードして、エラーの再発を防止します。

表 10-2: Macintosh クライアントコントロールパネルの起動時エラー
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• 別のコントロールパネルやシステム機能

拡張が、Retrospect クライアントコント

ロールパネルとコンフリクトしている。

→ Retrospect クライアントコントロール

パネルと標準の Apple 機能拡張以外の、

システム機能拡張とコントロールパネル

をシステムフォルダから一時的に削除し、

クライアント Macintosh を再起動するこ

とで、コンフリクトをテストします。再

起動したら、Retrospect クライアントコン

トロールパネルを開きます。「準備完了」

か「 初のアクセスを待機中」という

メッセージが表示されていれば、削除し

た項目が Retrospect クライアントコント

ロールパネルのロードを妨害していたこ

とがわかります。Retrospect クライアント

コントロールパネルの名前に存在するシ

ンボルを空白に置き換えることにより、

起動時に Retrospect クライアントコント

ロールパネルを 初にロードさせること

ができるので、コンフリクトを避けるこ

とができます。

Windows クライアントコントロールパ
ネルのエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生して

いなければ、コントロールパネルの「状況」

タブに「準備完了」と表示されるか、「状況」

フィールドに「 初のアクセスを待機中」と

表示されます。「状況」タブの下には履歴領域

があり、 近使用した操作やエラーメッセー

ジに関する情報が表示されます。

クライアントサービスがシステム起動時に

ロードされません

「状況」タブにこのエラーメッセージが表示さ

れている場合は、履歴フィールドで表 10-3 に

示すメッセージを確認し、その指示に従いま

す。

クライアントソフトウェアが起動時にロード

されない原因（表に示したもの以外）を以下

に示します。

• クライアントソフトウェアのファイルが

正しい場所にない。→クライアントソフ

トウェアは、インストール時に指定した

場所に置かれている必要があります。ク

ライアントソフトウェアのファイルを正

しい場所に戻すか、Setup プログラムを実

行してクライアントソフトウェアを再イ

ンストールします。インストールすると

きには、管理者か完全なアクセス権を持

つ別のユーザでログインします。

• クライアントソフトウェアのインストー

ル後にコンピュータを再起動していない。

→クライアントソフトウェアはシステム

の起動時にロードされます。クライアン

トコンピュータを再起動します。

• クライアントのサービスが中断した。→

これは異常な状態です。Retroclient.exe を

起動することでサービスを復帰できる場

合もありますが、サービスを中断させた

真の原因がわからないので、クライアン

トコンピュータを再起動するのが もよ

い方法です。
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メッセージ 対策 / コメント

Retrospect クライアントの起動時エ
ラー：Winsock の初期化に失敗しました。

Winsock ネットワークインターフェースに問題があります。
ファイル WINSOCK.DLL か WSOCK32.DLL のバージョン
（標準以外の Winsock など）が正しくありません。Microsoft 
Windows のインストールメディアから DLL を再インストー
ルします。

Retrospect クライアントの起動時エ
ラー：プロトコルの初期化に失敗しまし
た。プロトコルが動作していることを確
認してください。

コンピュータが正しい IP アドレスを使用していることを確
認します。

Retrospect クライアントの起動時エ
ラー：初期化に失敗しました。IP プロト
コルがインストールされていることを確
認してください。

Microsoft Windows のインストールメディアから TCP/IP 
ネットワークプロトコルをインストールします。

表 10-3: Windows クライアントコントロールパネルの起動時エラー
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Linux クライアントコントロールパネル
のエラー

すべてが正常に設定され、エラーが発生して

いなければ、コントロールパネルの「状況」

タブに「準備完了」と表示されるか、「状況」

フィールドに「 初のアクセスを待機中」と

表示されます。「状況」タブの下には履歴領域

があり、 近使用した操作やエラーメッセー

ジに関する情報が表示されます。

メッセージ 対策 / コメント

「JAVA_HOME is set to an invalid 
location（JAVA_HOME に無効な場所が
設定されています）」

JAVA_HOME は JAVA_HOME へのパス
を示します。

/usr/bin/java へのシンボリックリンクが存在しないか、
RetroClient.sh 内の JAVA_HOME 変数に正しい場所が設定され
ていません。Java がインストールされていなければ、インス
トールします。Java がインストールされていれば、以下の手順
に従います。 

RetroClient.sh ファイルは、/usr/bin/folder から Java 実行ファイ
ルへのシンボリックリンクが存在していることを前提にしてい
ます。このリンクが存在しない場合は、次の 2 つの方法で問題
を解決します。

1）次の内容を作成します。

su でルートになります。 
cd /usr/bin
ln -s /usr/jdk1.3/bin/java java

「/usr/jdk1.3/bin/java」が、マシンにインストールされた Java 実
行ファイルへのパスであることを確認します。

2）「JAVA_HOME=/usr/bin」の行を Java インストールフォルダ
の「bin」フォルダを指すように変更します。

「Either RETROSPECT_HOME or 
DISPLAY is not set!

（RETROSPECT_HOME か、DISPLAY 
のどちらかが設定されていません）」

RETROSPECT_HOME は、
RETROSPECT_HOME へのパスを示し
ます。DISPLAY  は、DISPLAY 値を示
します。

インストール時に、RETROSPECT_HOME にインストールの場
所（通常は /usr/local/dantz/client）が設定されている必要があり
ます。これが設定されて、/etc/profile にエクスポートされていれ
ば、ユーザは、クライアントコントロールパネルを起動する端
末から、「./etc/profile」というファイルをロードすることができ
ます。

「Critical file missing.（重要なファイルが
ありません。）」

RETROSPECT_HOME パスから重要なファイル（retrocpl また
は retrospect.jar）が失われています。

これらのファイルを他に移動した場合は、
RETROSPECT_HOME パスに戻してください。これらのファイ
ルが存在しない場合は、クライアントを再インストールします。

「Error obtaining network status.（ネット
ワークステータスの取得時にエラーが発
生しました）」

クライアントが実行中でないことを示します。クライアントを
起動するまで、クライアントコントロールパネルは、クライア
ント情報を表示できません。 

クライアントを起動します。

表 10-4: Linux クライアントコントロールパネルのエラー
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RETROSPECT のサポート

Retrospect 内から多くの便利なリソースにア

クセスすることができます。Retrospect の「ヘ

ルプ」メニューから次のリソースにアクセス

できます。

• 「目次」。Retrospect の使い方に関する検索

と索引付きのガイド。

• 「Retrospect お読みくださいを表示」。ヒ

ント、 新情報、既知の問題、回避策な

ど。

• 「Dantz Web サイト」。Dantz 社のインター

ネットのホームページ。Dantz 社の Web 

サイトに直接アクセスするには、

www.dantz.com/jp を参照します。

• 「オンライン Knowledgebase」。Retrospect 

に関連する用語、エラーメッセージ、ト

ラブルシューティングのテクニックに関

するよくある質問の回答を蓄積した検索

データベース。Knowledgebase に直接ア

クセスするには、

http://www.dantz.com/jp/knowledgebase を

参照します。

• 「サポートされているデバイス」。バック

アップハードウェアの互換性に関する検

索データベースによって、Retrospect がサ

ポートするデバイスの情報を知ることが

できます。Dantz 社 Web サイトに直接ア

クセスするには、

http://www.dantz.com/jp/supporteddevices を

参照します。

• 「Retrospect アップデート」。Mac OS と 

Windows の各製品、アップグレード、

アップデートのダウンロード。Retrospect 

アップデートに直接アクセスするには、

www.dantz.com/jp/updates を参照します。

• 「Dantz サポート」。Dantz 社 Web サイト

のサポート部署。チュートリアルへのリ

ンクやユーザフォーラムなどが含まれて

います。サポート部署に直接アクセスす

るには、www.dantz.com/jp/support を参照

します。

これらのリソースはすべて無償で利用できま

す。これらのリソースを 大限に活用するこ

とで、問題の早急な解決に役立てることがで

きます。 

これらのリソースを使用しても問題を解決で

きない場合は、Dantz 社のテクニカルサポー

トにお問い合わせください。利用可能なサ

ポートオプションの詳細については、以下の

Dantz 社のサポートマトリックスをご確認く

ださい。

 www.dantz.com/support_matrix_jp

テクニカルサポートに関する連絡先は、

www.dantz.com/contactsupport_jp を参照して

ください。
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付録

• A : R E T R O S P E C T  の シ ン ボ ル

• B : 「 R E T R O S P E C T  フ ァ イ ル 」

• C : 用 語 解 説
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付録  A   R E T R O SP E C T  のシンボル

一般
スクリプトや動作に関する情報

を変更するボタン

項目が閉じているドロップア

ロー。クリックすると、その内容

が表示される。

項目が開いているドロップア

ロー。クリックすると、その内容

が表示されなくなる。

ローカルデスクトップコンテナ。

バックアップクライアントコン

テナ。

グループコンテナまたは個々の

グループ。

バックアップコンピュータの起

動ディスクボリューム。

ディスクボリューム（起動ボ

リューム以外）。

CD-ROM ボリューム。

フォルダ（ファイルシステム、

Retrospect のコンテナ、または

Retrospect のサブボリューム）。

ファイルサーバやクライアントボ

リュームなどの、共有ボリューム。

クライアントコンピュータの起

動ディスクボリューム。

クライアントコンピュータの CD-
ROM ボリューム。

クライアントコンピュータ上の

サブボリューム。

Mac OS クライアントグレー表示

になっているときは、Retrospect と
近通信を行っていないことを

示す。

Windows クライアント。グレー表

示になっているときは、Retrospect
と 近通信を行っていないことを

示す。

リムーバブルディスクバック

アップセット。

CD/DVD バックアップセット。

テープバックアップセット。

ファイルバックアップセット。

インターネットバックアップ

セット。

スクリプト。

ロックされている項目（読み込み

のみ可能）。

セッション。

メディア
既存のバックアップセットのメ

ディアメンバー。

既存のバックアップセットのメ

ディアメンバーではないが、名前

が既存のバックアップセットと一

致するメディア。

このバックアップセットのメン

バーへの実行は行われません。

バックアップセットの紛失した

メンバー。

カーソル
Retrospect が自動実行モードで実

行されている時のカーソル。

スキャン中、照合中、コピー中、

クライアントコンピュータとの

通信中など、Retrospect が作業中

であることを示すカーソル。
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ユーザが Retrospect を操作できる

ことを示すカーソル。

セレクタ
セレクタ

セレクタの条件を選択するポッ

プアップメニュー。

条件の移動またはコピーを行う

ための、条件ハンドル。

与えられた基準と一致するフォ

ルダ、およびそれらのフォルダの

トップレベルにあるファイルを選

択する条件セット。

与えられた基準と一致するフォ

ルダ、およびそれらのフォルダに

含まれるすべての項目を選択する

条件セット。

ブラウザ
包括的にマークされた項目。その

項目内に他の項目を含んでいる場

合は、その全項目がマークされて

いる。

部分的にマークされた項目。その

項目内の全項目ではなく、一部の

項目だけがマークされている。

検 索 条 件 に 一 致 す る 宛 先 ボ

リュームファイルのうち、その操

作ではコピーされないもの。

紛失したバックアップセットメ

ンバー内の、紛失した項目。

スナップショット。

フォルダ。

書類。

アプリケーション。

レポート
Retrospect Express を起動した。

スクリプト、操作、イベント、モ

ジュールの開始。

ボリュームに対する操作の開始。

ユーザが開始した動作。

その他の動作。

エラー。

′

+

–

!

*
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付録  B   「R E T R O SP E C T  ファイル」

インストーラまたは Retrospect が作成
するファイル

Retrospect

Retrospect アプリケーションプロ

グラム

お読みください .htm
Retrospect に関する 新のニュー

スを記載したハイパーテキスト形

式の書類です。この書類には、使

い方のヒント、互換性、コンフリクトと対策

に関する情報などが含まれています。

Retrospect ユーザガイド .PDF
これは、今読んでいるマニュアル

で、PDF 形式です。Acrobat か

Acrobat Reader で表示し、操作する

のが 適ですが、Mac OS X のプレビューの

ような他のアプリケーションでも開くことが

できます。

Retrospect 初期設定フォルダ

このフォルダは、Retrospect を初

めて起動したときにシステムの

初期設定フォルダ内に作成され

ます。この付録に記載した多くのファイルが

このフォルダ内に保存されています。この

フォルダのデフォルトの場所は、次のとおり

です。

/Library/Preferences/Retrospect/

Retro.Config

Retrospect によって、初期設定

フォルダ内に自動的に作成され

ます。スクリプトとそのスケ

ジュール、パスワード、環境設定、バックアッ

プセット、サブボリュームの定義、セレクタ、

クライアントログイン名、 新の選択状況な

ど、カスタマイズした設定が保存されていま

す。

Retro.Icons

Retrospect によって、初期設定

フォルダ内に自動的に作成され

ます。Retrospect が検知したすべ

てのファイルタイプとアイコンに関する情報

が保存されています。

操作ログ

Retrospect によって、Retrospect 環
境設定フォルダに自動的に作成

されるテキストファイルです。

Retrospect の操作を記録しており、Retrospect
内で参照することができます。また、テキス

トファイルなので、テキスト編集アプリケー

ションで開いて編集することもできます。テ

キスト編集アプリケーションで操作ログを開

くと、「$[」で始まるフォーマットコードが表

示されます。このコードは、Retrospect 内で

ログを表示する場合に、シンボルや、太字や

下線といったフォントの修飾を表示するため

に使用されています。

Retrospect プラグイン機能拡張

これらのプラグインファイルに

よって、メインのアプリケーショ

ンに機能を追加します。たとえ

ば、Dantz 社から定期的にリリースされる

Retrospect Driver Update プラグインファイル

によって、新しいテープや記録型 CD/DVD ド
ライブへの対応が行われることがあります。

（現バージョンのリリース時点では、Retrospect
に必要な RDU は組み込まれています）。Dantz
社は、可能であれば Retrospect に 新のドラ

イバ更新を含め、Retrospect のインストール

時に自動的に更新されるようにします。（ドラ

イバ更新を再インストールするには、

Retrospect 本体を再インストールしてくださ

い）。新しいドライバ更新は、利用可能になっ

た時点で Dantz 社の Web サイトに掲載され、

ダウンロードできます。
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retrorunfile、LaunchRetroHlper
Mac OS X において、スクリプトの

スケジュールとシステムの時計を

比較して、必要なときに Retrospect
を自動的に起動するように、これ

らのファイルが協調して動作しま

す。実行をスケジュールして新し

いファイルが作成された際に、これらのファ

イルがないことがわかると、Retrospect アプ

リケーションによって作成されます。

AppleScript ユーティリティ
フォルダ

このフォルダには、第 9 章の

「AppleScript のサポート」で説明

した、Apple イベントのスクリプトを作成す

るためのユーティリティが含まれています。

更新ファイル

これらのファイルは、Retrospect CD に含まれ

ている場合もあり、Dantz 社の Web サイトか

らダウンロードすることもできます。

Retrospect クライアント更新
ファイル

クライアント更新ファイルの形

式になっており、Retrospect クラ

イアントを更新します。Retrospect から個別

にクライアントコンピュータを更新すること

もできますし、バックアップコンピュータか

ら、単一のコマンドで、一群のクライアント

コンピュータを更新することもできます。

Macintosh と Windows 用の Retrospect クライ

アント更新ファイルは、Retrospect CD と

Retrospect Clients CD にあります。新しいクラ

イアントソフトウェアが利用可能になった時

点で、クライアント更新ファイルが Dantz 社
の Web サイト に掲載され、ダウンロードで

きます。

ユーザが作成するファイル

起動書類

起動書類の作成時に作成される

ファイル。起動書類ファイルは、

どのディスクにも保存できます。

このファイルをダブルクリックすると、

Retrospect を手動で起動しなくてもスクリプ

トを実行することができます。起動書類の保

存時には、任意の名前を付けることができま

す。

リムーバブルディスクバック
アップセットのカタログ

リムーバブルディスクバック

アップセットのカタログファイ

ルです。新しくバックアップセットを作成す

る時に作られ、そのバックアップセットと同

じ名前が付けられます。バックアップセット

へのバックアップや復元など、バックアップ

セットへの操作を行うときは、対応するカタ

ログファイルが必要になります。カタログを

紛失、または破損した場合は、バックアップ

セットのディスクから作成し直すことができ

ます。

テープバックアップセットのカ
タログ

テープバックアップセットのカ

タログファイルです。新しくバッ

クアップセットを作成する時に作られ、その

バックアップセットと同じ名前が付けられま

す。バックアップセットへのバックアップや

復元など、バックアップセットへの操作を行

うときは、対応するカタログファイルが必要

になります。カタログを紛失、または破損し

た場合は、バックアップセットのテープから

作成し直すことができます。

CD/DVD ディスクバックアップ
セットのカタログ

記録型 CD/DVD バックアップ

セットのカタログファイルです。

新しくバックアップセットを作成する時に作

られ、そのバックアップセットと同じ名前が

付けられます。バックアップセットへのバッ

クアップや復元など、バックアップセットへ

の操作を行うときは、対応するカタログファ

イルが必要になります。カタログを紛失、ま

たは破損した場合は、バックアップセットの

ディスクから作成し直すことができます。
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インターネットバックアップ
セットのカタログ

インターネットバックアップ

セットのカタログファイルです。

新しくバックアップセットを作成する時に作

られ、そのバックアップセットと同じ名前が

付けられます。バックアップセットへのバッ

クアップや復元など、バックアップセットへ

の操作を行うときは、対応するカタログファ

イルが必要になります。カタログを紛失、ま

たは破損した場合は、FTP サイトのバック

アップセットが保存されているディレクトリ

から作成し直すことができます。

データとカタログが統合された
ファイルバックアップセット

ファイルバックアップセットは、

カタログ（バックアップセットの

インデックス）とバックアップされるデータ

を 1 つのファイルに統合し、1 つのボリュー

ムに保存したものです。

カタログだけのファイルバック
アップセット

ファイルバックアップセットか

ら分割されたカタログファイル

です。 

データだけのファイルバック
アップセット

ファイルバックアップセットから

分割されたデータファイルです。
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付録  C   用語解説

Backup Server： 1. リソース駆動またはユー

ザ開始型の柔軟なバックアップを可能にす

る、Retrospect の技術。2. Backup Server スク

リプトを実行している、バックアップコン

ピュータ。

CD/DVD バックアップセット： パケット単

位で書き込むことができるコンパクトディス

ク（CD- R、C D- RW、DVD-R、DVD+R、

DVD-RW、DVD+RW）ドライブで使用する

バックアップセット。「バックアップセット」

の項も参照。

EasyScript： 簡単な質問に答えるだけで、ス

クリプトによるバックアップ計画を作成、実

行する、対話形式のスクリプト作成機能。

FireWire： ハードディスクやリムーバブル

ディスクドライブなどのストレージデバイ

ス、スキャナやビデオカメラなどの周辺装置

をコンピュータに接続して通信するための、

機械的、電気的、機能的標準規格。大部分の

Macintosh には FireWire ポートが内蔵されて

おり、簡単に周辺装置を接続できます。

FTP： FTP サーバ上のファイルを送受信する

ためのインターネットで標準的に使われてい

るファイル転送プロトコル。FTP プロトコル

は、下位層のプロトコルである TCP/IP を使

用しています。

FTP サーバ： FTP ファイルサーバソフトが

動作しているコンピュータ。ファイル転送プ

ロトコルを使用して、ネットワーク上でファ

イルの共有を可能にします。

IncrementalPLUS バックアップ： 以 前 に

バックアップセットにバックアップした状態

を比較して、新しく作成されたファイルまた

は修正されたファイルだけを自動的に選び出

してコピーするバックアップ動作。元ボ

リューム上のファイルが、バックアップセッ

ト内のファイルと比較され、完全に一致しな

かったファイルがバックアップされます。

IncrementalPLUS バックアップでは、重複した

ファイルはコピーされることがないので、従

来のバックアップ方法と比較して信頼性に優

れると同時に、時間とメディアを節約するこ

とができます。Retrospect の標準バックアッ

プ動作では、IncrementalPLUS バックアップが

行われます。「照合」の項も参照。

Retro.Config ファイル： スクリプトとそのス

ケジュール、パスワード、環境設定、登録さ

れているバックアップセット名、サブボ

リュームの定義、セレクタ、クライアントロ

グイン名、 新の選択状況などのカスタム設

定を保存するファイル。このファイルは、

Retrospect を初めて起動したときに自動的に

作成され、Retrospect を起動している間、使

用されています。このファイルを削除すると、

すべてのカスタム情報が消え、デフォルトの

設定値に戻ります。

Retro.Icons ファイル： ファイルタイプとク

リエータに関するデータベース、および

Retrospect がスキャンしたすべてのボリュー

ムのクリエータとコードを格納しているファ

イル。実行中に自動的に作成、更新されます。

Retrospect 環境設定フォルダ： Retro.Config

や操作ログ、また Retrospect を使用する上で

重要な他のファイルを保管するフォルダで、

システムの初期設定フォルダ内に自動的に作

成されます。このフォルダは、デフォルトでは

次の場所にあります。

/Library/Preferences/Retrospect

SCSI（Small Computer System Interface）： 
ハードディスク、テープドライブ、プリンタ

などの周辺装置をコンピュータに接続するた

めの、機械的、電気的、機能的標準規格。SCSI
を使用すると、コンピュータに簡単に周辺装

置を接続できます。旧型の Macintosh コン

ピュータには SCSI が内蔵されていましたが、

新型の Macintosh に SCSI デバイスを接続す

るには、追加の SCSI カードが必要です。
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SCSI チェーン： 1 台のコンピュータに複数

の SCSI デバイスを接続していること。SCSI
ペリフェラルケーブルにより、各 SCSI デバ

イスやコンピュータを接続します。Macintosh
の SCSI では、1 つのチェーン上に 高 7 台の

デバイスを接続することができます。各デバ

イスには、固有の SCSI ID 番号を割り当てな

ければなりません。

SCSI ターミネータ： SCSI チェーン上で、信

号の整合性を確保するためのデバイス。

TCP/IP： Web サーバや FTP サーバなどで使

われるインターネットの標準プロトコル。

Retrospect クライアントへの接続には TCP/IP
が使用されます。

USB（Universal Serial Bus）： キーボートや

ストレージドライブ、プリンタなどの周辺装

置を USB 対応のコンピュータに接続するた

めの、機械的、電気的、機能的標準規格。大

部分の Macintosh には USB が内蔵されてお

り、簡単に周辺装置を接続できます。

アクセス権： ユーザごとに与えられる権利

で、共有ボリュームにおいて、フォルダやファ

イルの表示、変更などを行えるかどうかを決

定します。

アーカイブ（動詞）： ハードディスクから

バックアップセットにファイルをコピーする

こと。使用例、「QuickTime ムービーをアーカ

イブしておこう」。コピーした後のオリジナル

のデータを削除する（つまりファイルを移動

する）場合に、主に使用します。実際にはアー

カイブにおいても元のファイルを削除するか

どうかは、オプションとして選択します。

「バックアップ」の項も参照。

アーカイブ（名詞）： 1. ファイルをアーカイ

ブする操作。使用例、「アーカイブが昨夜、完

了した」。2. バックアップしたもの。使用例、

「アーカイブから 2001 年度の会計を検索す

る」。この場合、バックアップセットがアーカ

イブになります。「バックアップセット」の項

も参照。

圧縮： バックアップまたはアーカイブで、メ

ディアにコピーするデータの容量を縮小する

こと。Retrospect では、ソフトウェア圧縮で

行う場合と、ハードウェア圧縮機能を持つ

テープドライブで行う場合とがあります。

宛先： ファイルを移動、コピー、転送する宛

先となるストレージメディア。バックアップ

の場合の宛先は、バックアップセットになり

ます。復元の場合の宛先は、ボリュームにな

ります。

暗号化： パスワードを持たない他人には使用

できないようにするために、データを符号化

する方法。

インターネットバックアップセット： イン

ターネットまたはイントラネット上の FTP 
サーバを使用するバックアップセット。

「バックアップセット」の項も参照。

書き替えバックアップ： バックアップセット

とカタログをいったん完全に消去し、その

バックアップセットに指定ファイルを一括し

てコピーすること。バックアップセットを定

期的にリセットすることで、バックアップ

セットのメンバーが増え続けることを回避で

きます。バックアップセット内の以前にバッ

クアップしたデータは消えてしまいます。

カタログ： バックアップセットに保存されて

いるファイルやフォルダのインデックスファ

イル。バックアップセットのメディアを読み

込んだり挿入したりしなくても、カタログ

ファイルから復元の対象となるファイルを

マークできます。

起動書類： 開くと同時に Retrospect のスクリ

プトを自動的に起動するファイル。起動書類

ファイルをダブルクリックして、事前に設定

した Retrospect のスクリプトを起動すること

ができます。

記録型 CD/DVD ディスク： CD-R、CD-RW、

DVD-R、DVD+R、DVD-RW、または DVD+RW
のメディア。ディスクも参照。
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クライアント： Retrospect クライアントソフ

トウェアが動作する、ネットワーク上の

Macintosh、Windows、または Linux コンピュー

タで、そのボリュームをバックアップコン

ピュータでバックアップできる状態になって

いるもの。「バックアップコンピュータ」の項

も参照。

クリエータコード： ファイルの作成元プログ

ラムを示す、4 文字のコード。たとえば、

SimpleText で作成された書類のクリエータ

コードは、ttxt になります。Retrospect では、

クリエータコードに基づいてファイルを選択

することが可能です。

繰り返しスケジュール： 3 週間に一度など、

指定した時間間隔で繰り返し、スクリプトを

自動実行させるスケジュール作成機能。

グループ： ボリュームやクライアントなどの

項目を整理するための、Retrospect のコンテ

ナ。

コンテナ： Retrospect の特定のウィンドウ内

で、ボリュームやクライアントのような他の

項目を整理するための項目。「ローカルデスク

トップ」と「バックアップクライアント」の

項も参照。

削除： 特定のウィンドウから、指定した項目

を削除するメニュー項目。「削除」は、不要に

なったボリューム、サブボリューム、クライ

アント、バックアップセットをリストから削

除するために使用します。バックアップの元

ボリュームを「削除」しても、バックアップ

先のバックアップセットには影響しません。

バックアップセットのメディアに異常がない

限り、ファイルはいつでも復元することがで

きます。

作成日： ファイル、フォルダ、ボリュームが

作成された日時。ファイルの作成日は、ファ

イルを 初に保存または作成したときに設定

されます。フォルダの作成日は、「新規フォル

ダ」を選択したときに設定されます。ボリュー

ムの作成日は、ボリュームをフォーマットす

るか、ボリュームを消去したときに設定され

ます。「バックアップ日」と「修正日」の項も

参照。

サブネット： ルータやゲートウェイを使用せ

ずに、物理的にネットワーク接続されている

ローカルコンピュータのグループのこと。他

のネットワークにゲートウェイで接続されて

いる場合もあります。「設定済みサブネット」

と「ローカルサブネット」の項も参照。

サブボリューム： Retrospect 内で、独立した

ボリュームとして使用できるように設定した

フォルダ。

自動実行モード： スクリプトを実行する際

の、Retrospect の操作モード。自動実行モー

ドは、バックアップコンピュータを操作する

オペレータがいない状態でも、Retrospect を
自動的に動作させることを目的としていま

す。したがって、Retrospect がメディアを認

識できるように、あらかじめ準備しておくこ

とが必要です。「対話モード」の項も参照。

指定日スケジューラ： 日時を指定して、スク

リプトを自動実行させるスケジュール作成機

能。

修正日： ファイルを 後に修正した日時。修

正日は、Macintosh によって自動的にファイル

に付けられます。ファイルの修正日は、ファ

イルを変更して保存すると更新されます

（「バックアップ日」と「作成日」の項を参照）。

フォルダの修正日は、フォルダやファイルの

追加、変更や削除を行ったときに更新されま

す。

条件： Retrospect のファイルセレクタで、ファ

イルやフォルダの属性に関連した区別を行う

ための基準。独自のカスタムセレクタを作成

するために、複数の条件を選択することがで

きます。「セレクタ」の項も参照。

照合： ファイル属性を比較して、ファイルが

同一かどうか決めること。これにより、重複

を行わない、インテリジェントなコピーが可

能になります。「IncrementalPLUS バックアッ

プ」の項も参照。
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新規メディアバックアップ： 定期的に新規メ

ディアを使ってバックアップすることで、元

のバックアップセットメディアとカタログ

は、そのまま長期保管用（アーカイブ）とす

るための動作。すべての指定ファイルを同名

の新規バックアップセットに一括してコピー

し、「Backup Set A [001]」などの出力番号を追

加します。

スクリプト： 指定時刻や毎日の繰り返しな

ど、スケジュールに従って実行できるバック

アップ手順。スクリプトは、何件でも作成し

て保存しておくことができます。

スナップショット： バックアップ中に作成さ

れ、ボリュームの状態を示すもの（つまり、

すべてのファイルとフォルダパス）。スナップ

ショットを使うと、簡単に特定のバックアッ

プ時の正確な状態にハードディスクを復元で

きます。

セッション： 1 つの動作で扱ったファイルの

グループ。1 つのバックアップセットに保存

されます。

セレクタ： 指定した条件に合ったファイルを

選別する機能。Retrospect の標準セレクタを

使うことも、独自のカスタムセレクタを作成

することもできます。「ブラウザ」の項も参照。

設定済みサブネット： Retrospect がクライア

ントの検索のために設定したサブネット。

操作ログ： Retrospect の動作をすべて記録し

たレポート。起動、実行、エラー、完了の各

動作に加え、コピーしたファイル数、バック

アップの所要時間、バックアップのパフォー

マンスに関する情報が記録されます。

対話モード： ユーザ自身の操作によって基本

操作を実行するときの、Retrospect の操作モー

ド。対話モードでは、Retrospect からの問い

合わせに対応し、バックアップコンピュータ

を操作するオペレータが必要です。「自動実行

モード」の項も参照。

追加： バックアップセットに後からデータを

書き込むこと。標準バックアップでは、

Retrospect は、ファイルデータを現在のバッ

クアップセットのメンバーに追加します。

テープバックアップセット： テープドライブ

で使用するバックアップセット。「バックアッ

プセット」の項も参照。

ディスク： ストレージメディア全般を指す一

般的な用語。ハードディスクから、MO、DVD-
RAM、Zip、Jaz、SuperDisk などのリムーバブ

ルカートリッジまで、広範に使われます。こ

のマニュアルでは、1. 固定型か取り出し可能

かにかかわらずデスクトップにマウントでき

るボリューム、2. リムーバブルディスクバッ

クアップで使用するメディア、の 2 種類の意

味で使用しています。「記録型 CD/DVD ディ

スク」の項も参照。

ディスクバックアップセット： リムーバブル

ディスクバックアップセットを参照。

ディレクトリ： ファイルやディレクトリを内

包するボリューム上の階層構造。Mac OS で
は、フォルダがディレクトリにあたります。

デバイス： ハードディスクドライブ、リムー

バブルディスクドライブ、CD/DVD ドライブ

など、Macintosh に接続された周辺機器。この

マニュアルで「バックアップデバイス」とい

う場合は、CD-RW ドライブやリムーバブル

ディスクドライブのように、バックアップ

セットのメディアを挿入できるタイプのデバ

イスを指します。インターネットバックアッ

プセットでは、FTP サーバをデバイスと考え

ます。

内容レポート： 単一のバックアップセットの

内容をセッション単位で表示する、Retrospect
のレポート。バックアップセットごとに、す

べてのセッションのリストが表示されます。

特定のセッションをダブルクリックすると、

そのセッションのすべてのファイルを表示す

るブラウザが表示されます。
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バックアップセット： ストレージメディアと

カタログファイルの組み合わせ。Retrospect
は、すべてのファイルをバックアップセット

に保存します。メディアやデバイスの種類に

よって、FTP サーバを利用する「インターネッ

ト」バックアップセット、複数の取り出し可

能なボリュームや外付けハードディスクを利

用する「リムーバブルディスク」バックアッ

プセット、単一ボリューム上に保存する「ファ

イル」バックアップセット、テープカートリッ

ジを利用する「テープ」バックアップセット、

記録型および再書き込み型 CD/DVD ドライ

ブを利用する「CD/DVD」バックアップセッ

トがあります。

バックアップ（動詞）： ハードディスクから

バックアップセット（記録型 CD/DVD など）

にファイルをコピーすること。ハードディス

クやファイルに障害が発生した場合に備え、

ファイルは定期的にバックアップする必要が

あります。

バックアップ（名詞）： 1. ファイルをバック

アップする操作。使用例、「今日のバックアッ

プを完了した」。2. バックアップしたもの。使

用例、「幸運なことにバックアップをとってあ

るので、ファイルを復元できる」。この場合、

バックアップセットがバックアップになりま

す。「バックアップ」と「バックアップセッ

ト」の項も参照。

バックアップクライアント： バックアップク

ライアントコンテナには、Retrospect へのロ

グイン状態になっているクライアントコン

ピュータが収められます。

バックアップコンピュータ： バックアップデ

バイスを接続して Retrospect を使用している

コンピュータ。ネットワーク環境では、クラ

イアントコンピュータのバックアップを行う

コンピュータ。

バックアップの種類： 「書き替えバックアッ

プ」、「新規メディアバックアップ」、「標準バッ

クアップ」の項を参照。

バックアップ日： ファイル、フォルダ、ボ

リュームを、 後にバックアップセットにコ

ピーした日時。Retrospect がボリューム、フォ

ルダ、ファイルに対してこの日時を設定する

のは、実行ウィンドウの「オプション」で、

適切なチェックボックスをオンにした場合の

みです。「作成日」と「修正日」の項も参照。

バックアップレポート： 既知のすべてのボ

リュームが、 後にバックアップしたときの

情報とともに表示されます。

標準バックアップ： Retrospect が通常行う

バックアップ動作で、新しく作成されたファ

イルか変更されたファイルだけをコピーする

「IncrementalPLUS バックアップ」を実行し

ます。

ファイルヘッダ情報： ファイルの名前、容量、

種類、クリエータ、日付（作成日、修正日、

バックアップ日）のこと。各ファイルの一部

分を構成する情報で、バックアップセットの

カタログにも記録されます。

ファイルサーバ： ファイルサーバソフトウェ

アを実行していて、ネットワーク経由でユー

ザが情報を共有できるコンピュータのこと。

ファイルバックアップセット： カ タロ グと

データを 1 つのファイルとして統合したバッ

クアップセットのこと。ファイルバックアッ

プセットのメディアは、ファイルサーバや

ハードディスクのように、1 つのボリューム

として Macintosh デスクトップ上に表示され

るものでなければなりません。「バックアップ

セット」の項も参照。

ブート（起動）： コンピュータのオペレー

ティングシステムを起動すること。ソフト

ウェアによる再起動やメニューから再起動を

選択したとき、電源を入れたときなど、

Macintosh がブート（起動）されます。

復元： バックアップしたファイルをバック

アップセットからボリュームに戻す（コピー

する）動作。
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ブラウザ： ボリュームのフォルダやファイル

の構造を参照できる、Retrospect のツール。

バックアップセットのファイルやフォルダを

参照することもできます。ブラウザでは、ファ

イルを操作したり、バックアップなど操作で

使用されるファイルをマークしたりできま

す。

フォルダ： 1. ボリューム上のディレクトリ。

2. スクリプト、ボリューム、クライアントな

どの項目を整理するための、Retrospect のコ

ンテナ。

ボリューム： ハードディスク、フロッピー

ディスク、ハードディスクのパーティション、

サブボリューム、ファイルサーバなど、

Retrospect とバックアップコンピュータが

ファイルやフォルダの保存場所として論理的

に認識できるデータストレージメディア。

マーク： バックアップや復元の対象となる

ファイルをブラウザで選択すること。ファイ

ルのマークとマーク解除は、手動で行うか、

ファイル選択条件を設定したセレクタを使っ

て行います。ブラウザでは、マークしたファ

イルにチェックマークが表示されます。ブラ

ウザですでにハイライトされているファイル

は、マークする必要はありません。

メディア： ファイルのコピー先となる、ハー

ドディスク、テープ、記録型 CD/DVD、リムー

バブルディスクなど。このマニュアルでは、

ほとんどの場合、バックアップセットのリ

ムーバブルメディアを指します。インター

ネットバックアップセットでは、FTP サーバ

をメディアと考えます。

メンバー： バックアップセットで使われる個

別のメディア。

元ボリューム： バックアップ、複製、アーカ

イブ操作での、ファイルのコピー元のボ

リューム。復元の場合は、ファイルのコピー

元のバックアップセット。

曜日指定スケジュール： 毎週月曜日、水曜日、

金曜日というように、毎週特定の曜日を指定

して、スクリプトを自動実行させるスケ

ジュール作成機能。

リムーバブルディスクバックアップセット： 
MO、DVD-RAM、Zip、Jaz、SuperDisk などの

リムーバブルディスクで使用するバックアッ

プセット。リムーバブルディスクバックアッ

プセットでは、FireWire および USB のハード

ディスクも使用できます。「バックアップセッ

ト」の項も参照。

ルート： 1. データ構造内で も上の階層にあ

るフォルダのこと。Finder で Macintosh のデ

スクトップ上にあるボリュームのアイコンを

ダブルクリックすると、ルートフォルダと

ファイルが表示されます。2. 2. Mac OS X で
は、 も上位のユーザアカウントである「スー

パーユーザ」のことで、絶対的な権限を持ち、

完全な制御が可能。

ローカルデスクトップ： バックアップコン

ピュータのデスクトップにマウントしたボ

リュームを格納しているコンテナ。

ローカルサブネット： バ ッ ク ア ッ プ コ ン

ピュータが存在しているサブネット。
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索引

A
ADR 40
AFP ボリューム , へのバックアップ 231
AFP ボリュームへのバックアップ 231
AIT 40
AME 40
AppleScript 209–211
ATAPI 29

B
Backup Server 26, 86–97

オプション 157
トラブルシューティング 222

Backup Server, クライアントの制御 118–
119

Backup Server スクリプトの制御 118–
119

C
CD/DVD

CD/DVD の状態の表示 32
カスタム設定 34
カスタム設定の削除 35
消去する 34
ドライブ 31–36
バックアップセット 21

CD/DVD ドライブ、設定 34
CD/DVD のカスタム設定の削除 35

D
Dantz Retrospect Desktop 10
Dantz Retrospect Server 10
Dantz Retrospect Workgroup 10
DAT 40
Desktop 10
DES 暗号化オプション 50

DLT 40
DNS 名 114
Dock アイコン 177
Dock アイコンのアニメーション環境設

定 177
DOS パーティション , バックアップ 

182
DTF 40
DVD CD/DVD を参照
DVD-RAM 36

E
EasyScript 68
Entourage 212

F
FileVault 164
Finder.Dat 123
FireWire 29
FTP

サーバのタイムアウト 177
設定 172
バックアップセット 22

H
HPFS 122

I
IncrementalPLUS 21, 23
IP アドレス , 特定 230

J
Jaz ドライブ 36
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L
Linear Tape Open 41
Linux クライアント

インストール 103
除外されるファイル 123

LTO 41

M
Mac OS

クライアント
インストール 101

サーバのバックアップ 181
サーバの復元 138
サーバへのバックアップ 231

Mac OS X Server へのバックアップ 231
Microsoft Entourage 212
MO ドライブ 36

N
Netware ボリューム 122
NTFS セキュリティ許可 121

O
OT バージョン , クライアント情報 109

P
ping 228
PowerBook のバックアップ 86

Q
Q&A 230–240

その他 240
デバイスとメディア 238
バックアップ 231
バックアップセットとカタログ 

237
復元 236

R
RAM「メモリ」を参照
Resource.Frk 123
Retro.Config ファイル 264
Retro.Icons ファイル 264

Retrospect Client AppleScripts 209
Retrospect Client Commands 209
Retrospect Desktop 10
Retrospect Server 10
Retrospect Workgroup 10
Retrospect 環境設定フォルダ 267
Retrospect クライアント 26, 100
Retrospect ディレクトリ 13
Retrospect の起動方法 12
Retrospect のサポート 259
「Retrospect ファイル」セレクタ 197
Retrospect を自動起動環境設定 177
Retrospect を他のコンピュータに移動す

る 179

S
SCSI

基本 28
トラブルシューティング 227

Server 10
Services for Macintosh 121
SimpleCrypt 暗号化オプション 49
SuperDisk 36

T
TCP/IP のトラブルシューティング 228
Travan 40

U
Ultrium 41
USB 30

V
VXA 40

W
Windows クライアント

インストール 102
Windows クライアントファイル

除外 122
Winsock 102, 257
Workgroup 10
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Z
Zip ドライブ 36

あ
アーカイブ

基本 53
スクリプトによる 75
ヒント 54
ファイルを移動オプション 159

アイコンの位置を調整オプション 160
アイドルタイム , クライアント情報 109
アクセス権 181
アクセスするボリューム 106
アクセス制御環境設定 117
アクセス方式 , クライアント 113–115
アクティブステータス 96
圧縮 126

「圧縮フィルタ」セレクタ 162
ソフトウェア 159
ハードウェア対ソフトウェア 39

「圧縮フィルタ」セレクタ 197
「アドレスで追加」 217
アプリケーション , クライアント情報 

109
「アプリケーション」セレクタ 196
暗号化 49, 126

い
一覧のオプション

バックアップレポート 153
ブラウザ 192

一般的な質問 230–240
イベント

削除 154
インストール 11

Linux クライアント 103
Mac OS クライアント 101
Retrospect 11
Windows クライアント 102

インターネットバックアップセット 22
～からの復元 135
環境設定 177
作成 50
設定 172

インポート - エクスポートのサポート 
45

う
ウィルスチェックソフトウェア 111

え
エクスポート

バックアップセットの内容 156
バックアップレポート 175, 154
ブラウザファイルリスト 193

エコータイム , クライアント情報 109
エラー時に停止環境設定 177
エラーの時通知環境設定 179
エラー番号 244
エラーメッセージ 240–259

インターネットバックアップセッ
ト 243

検証 221
エレメントの初期化 45
「延期」, クライアントのカウントダウ

ンから 119
延期ステータス 96

お
応答中のクライアント 105
オートチェンジャー 「テープライブラ

リ」を参照
オートローダー 「テープライブラリ」

を参照
大文字小文字の区別 122
置き換えバックアップ 24, 80, 81
オプション、バックアップセットの設

定 170
オフセットエラー 221
「音楽」セレクタ 196
「音楽、動画、写真」セレクタ 196

か
概念 20
カウントダウン時間オプション 158
カウントダウンメッセージオプション 

158
カタログ

更新する 205
再作成 206
定義済み 25
バックアップ 180
ファイルから分割された 22
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カタログの更新 205
カタログの更新が必要です 205
カタログの再作成 206
空のメディアを使用環境設定 175
環境設定 175–179

OS X 179
アクセス制御（クライアント） 117
インターネット 177
クライアント通知 118
サウンド 178
実行管理 177
実行（クライアント） 116
自動 179
終了時処理 176
スケジュール 177
セキュリティ 177
通知 177
メディアの消去 176
メディアのハンドリング 176
メディアの要求 175
メンテナンス 176
優先順位（クライアント） 117
ログ 175

完了時に起動続行 179
完了時に再起動環境設定 179
完了時にシステム終了環境設定 179
完了時に終了環境設定 179
完了時にスリープ環境設定 179

き
起動書類 84
「起動ボリューム」 106
基本 20
基本操作

アーカイブ 53
転送 64
バックアップ 48
復元 54
複製 61

「基本」タブ
実行 84
バックアップ 48
復元 54, 55, 58
複製 61

基本複製 61
「キャッシュ以外の全ファイル」セレク

タ 196
共有権限 181

共有ボリューム
自動マウント 188
操作 181

許可 , NTFS 121
記録型 CD/DVD 31

く
クイックスタート 13

IncrementalPLUS バックアップ 16
初のバックアップ 13
初の復元 16

クライアント 209
Linux クライアントの復元 144
Mac OS クライアントの復元 135
Windows クライアントの復元 142
アクセス 115
アンインストール 112
オン / オフ 115
概説 26, 100
更新 110–112
コンテナ 186
コンピュータの必要条件 101, 102, 

103
サブネットブロードキャストによ

る追加 114
設定 106
直接的な追加 114
データベース 104
テスト 105
名前 107
ボリューム 106
ライセンス供与 100
ライセンスの追加 100
ログイン 105

クライアントシステムオプション 163
クライアント実行オプション 163
クライアント接続オプション 158
クライアントソフトウェアのアンイン

ストール 112
クライアントデータベース 104
「クライアントデスクトップ」 106
クライアントに関する情報 108–110
クライアントのアクセス方式 「アクセ

ス方式」を参照
クライアントの環境設定 116–118
クライアントの更新 110–112

個別に 111
すべてログイン済み 110
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クライアントの設定 106–108
クライアントの追加 104
クライアントのパスワード 107
クライアントのライセンス , 追加 100
クライアントのライセンスの追加 100
クライアントへのログイン 104
クライアントログイン 105
「クリーニングスロット」 45
繰り返しスケジュール 81
グループ 186
クロックオフセット , クライアント情

報 109

け
計画

アーカイブ 54
バックアップ 148–152

警告音環境設定 178
検証エラー 221, 243
検証オプション 158

こ
光学式ドライブ 36
「更新 ...」 107
高度なネットワーク 112

「ここまでのセッションを保存」オプ
ション 208

個人ファイル / フォルダ / ボリューム 
117

コンテナ
バックアップクライアント 186
元ボリュームグループ 186
ローカルデスクトップ 185

コンピュータ , クライアント情報 109

さ
サードパーティ製ソフトウェア 181–

182
サーバ

自動マウント 188
サーバのタイムアウト 177
再開時にボリュームを再スキャン 177
再書き込み型 CD/DVD 31
再試行オプション 158
再試行ステータス 96
小フォルダ構造オプション 161

新バージョンのみオプション 160, 
161

大ログサイズ環境設定 175
低速度オプション 163

再同期中 225
先読み時間環境設定 177
削除

イベント 154
クライアント 108
グループ 186
サブボリューム 188
スクリプト 173
セレクタ 196, 204
とバックアップレポート 154
バックアップセット 169, 240
バックアップレポートから 154
フォルダ 187
ボリューム 189

削除 「削除」を参照
サブネット 105
サブネットブロードキャスト

クライアントアクセス 113
設定 114

サブボリューム 187, 188

し
時間帯 218
システム , クライアント情報 109
システム終了（クライアント）オプ

ション 163
システム終了しないオプション 163
システムの必要条件 11
「システムフォルダ」セレクタ 197
実行オプション 157–165

Backup Server オプション 157
FileVault オプション 164
アーカイブオプション 159
圧縮オプション 162
カタログオプション 161
クライアントカウントダウンオプ

ション 157
クライアントシステムオプション 

163
クライアント実行オプション 163
照合オプション 161
スケジュールオプション 164
転送オプション 160
バックアップオプション 158
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ファイルコピーオプション 160
複製オプション 159
ポーリングオプション 158
元ボリュームオプション 162
リトリーブオプション 160

実行環境設定 116
実行状況ウィンドウ 165
「実行」メニュー

Backup Server の実行 95
Backup Server を使用可 95
Backup Server を使用不可 95
スクリプトの実行 84

実行を停止する前に確認 177
指定日スケジュール 82
「自動化」タブ

EasyScript 69
スクリプト 70
チェック 83, 172
プレビュー 173

自動実行モード 166
「写真」セレクタ 196
修正日の更新オプション 160
「重要項目」セレクタ 196
終了音環境設定 179
終了ステータス 96
終了まで延期 85
準備完了ステータス 96
消去

CD/DVD 34
テープ 42
リムーバブルディスク 37

消去確認なし環境設定 176
照合 「検証オプション」を参照
常時ログをオープン環境設定 175
使用中 219
情報を見る 108, 191
除外される Linux クライアントファイ

ル 123
除外される Windows クライアントファ

イル 122
「書類」セレクタ 196
「書類フォルダ」セレクタ 196
「書類フォルダと重要項目」セレクタ 

196
新規メディアバックアップ 24, 81
シンボリックリンク

Mac OS X 232

す
スクリーンセーバー 122, 234
スクリプト

Backup Server 91
アーカイブ 75
起動書類 84
削除 173
実行 84–86
「実行」ボタン 84
「実行」メニュー 84
実行を延期する 174
自動実行の停止 85
修正 173
スケジュールされた 173
スケジュールする 79
セレクタ 72, 74, 92, 203
チェック 172
名前の変更 173
バックアップ 71
復元 76
複製 73, 173
メンテナンス 172

「スクリプト」メニュー
名前を変える 173

スクリプトメニュー
チェック 83
「名前を付けて保存」 82
「保存」 82
保存と実行 83

スクリプトを延期する 174
スクリプトを保存する 82
スケジュール

繰り返し 81
指定日 82
曜日指定 81

スケジュール環境設定 178
スケジュールされたスクリプトの表示 

173
ステータス , クライアント情報 108
ステータスウィンドウ

Backup Server 95
「ストレージデバイス」ウィンドウ 30
スナップショット

～からの復元 54
参照 171
定義済み 25
プロパティ 171
メディアから取り込む 56, 77
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「スナップショット」タブ 171
スナップショットの追加 56, 77
スナップショットの取り込み 56, 77
スナップショット保管オプション 161
スナップショットをコピーオプション 

160
「スペシャル」タブ

環境設定 175
セレクタ 195
ライセンス 100

すべてアンロード / マガジンの取り出
し 44

「すべてのファイル」セレクタ 196
「すべてを更新 ...」 110

せ
「制御」メニュー 166

エラー時に続行（ログのみ） 166
エラー時に停止 166
自動実行 166
終了後 166
手動実行 166

製品 , Retrospect 10
セキュリティ , クライアント情報 110
セキュリティ情報 110
セッションの統一オプション 160
設定

CD/DVD ドライブ 34
アクセス方式 114
クライアント 106
サブネット 114
ボリューム 188

「設定」タブ
クライアント 106
デバイス 30
バックアップセット 168
ボリューム 184

「設定」タブ , クライアントのプロパ
ティ 107

セレクタ 195–205
Retrospect ファイル 197
圧縮フィルタ 197
アプリケーション 196
音楽 196
音楽、動画、写真 196
キャッシュ以外の全ファイル 196
システムフォルダ 197
写真 196

重要項目 196
書類 196
書類フォルダ 196
書類フォルダと重要項目 196
すべてのファイル 196
動画 196
ファイルなし 197
未決ラベルを除く全項目 196
ユーザフォルダと環境設定 (OS X) 

197
セレクタメニュー

削除 196
新規フォルダ 195
名前を変える 195
複製 195

選択した項目を消去 ... 44
選択した項目をスキャン 44
選択した項目をドライブに移動 ... 44
選択したボリューム 106
「全般」タブ 106

そ
早期バックアップ許可オプション 157
相互参照 192
操作ログ 154–156
速度 , クライアント情報 109
ソフトウェアデータ圧縮 159
ソフトウェアの必要条件 11

た
タイプ , クライアント情報 109
ダイレクトクライアントアクセス 113
対話モード 166

ち
チェック

スクリプト 83, 172, 177
セレクタ 202
メディア 172, 208

重複をバックアップセットに追加しな
いオプション 161

つ
ツールタブ

検証 208
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コピー 53, 64
修復 205

次のスクリプトをチェック環境設定 
177

て
ディスクイメージ , バックアップ 182
ディスクバックアップセット 22
ディスク 「リムーバブルディスク」を

参照
データ圧縮オプション 159
テープドライブ 38–42

クリーニング 41
ハードウェア圧縮 39

テープドライブのクリーニング確認 
176

テープドライブのメカニズム 40–41
テープのテンション調整 42
テープのテンション調整環境設定 176
テープのフォーマット 42
テープの容量 39
テープバックアップセット 21
テープライブラリ 42–45
できるだけ早く , Backup Server ステー

タス 96
できるだけ早く , クライアントの制御 

118
「テスト」ボタン 105
デバイスウィンドウ 30
「デバイス」メニュー 167

と
同一場所のみ照合オプション 162

「動画」セレクタ 196
同期クロック , クライアント設定 107
同期クロックオプション 163
トラブルシューティング 216–230

Backup Server のトラブル 222
Q&A 230–240
SCSI のトラブル 227
エラーメッセージ 240–259
バックアップのトラブル 218
復元のトラブル 223

トラブルシューティングの手順 216
取り出し

CD/DVD 33
テープ 42

リムーバブルディスク 37

な
内容レポート 156
名前を変える 107

に
認証 177

ね
ネットワークアドレスのテスト 105
ネットワーク上のクライアント 105
ネットワークのポート番号 236
ネットワークバックアップ 26, 124
ネットワークへのインストール 102

の
ノートブックコンピュータのバック

アップ 86

は
バージョン , クライアント情報 109
パーティション 182
ハードウェア 27

ATAPI 29
CD/DVD 31–36
FireWire 29
SCSI 28
USB 30
テープドライブ 38–42
テープライブラリ 42–45
ファイバチャネル 29
リムーバブルディスク 36–37

ハードウェア圧縮 39, 50
ハードディスク , バックアップデバイ

スとしての 37
ハードリンク

Mac OS X 232
Windows 122

バイト単位でファイルを比較オプショ
ン 163

パスワード , クライアント 107
「パスワードのみ」バックアップセット

オプション 49
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パスワード、バックアップセットの設
定 170

バックアップ
アクセス権 181
一時停止 165
基本 48
計画 148–149
サーバ 181
スクリプト 53
スクリプトによる 71
停止 165
トラブルシューティング 218

「バックアップ」, クライアントのカウ
ントダウンから 119

「バックアップ後に通知」 118
バックアップ間隔 157

n 日 / 時間オプション 157
バックアップクライアントコンテナ 

186
バックアップ、クライアントの優先順

位 117
バックアップ計画 148–152
バックアップコンピュータ

選択 125
他に移動する 179

バックアップコンピュータの選択 125
バックアップしていない間に通知 118
バックアップ所要時間 128
バックアップセット

暗号化 49, 50
カタログの再作成 206
作成 49
設定 168
タイプ 21–23
転送 64
パスワード 49
メディア制御 170
メンバー 14, 21
メンバーの表示 171
リストの表示 169

バックアップセット , 定義済み 21
バックアップセットの内容レポート 

156
バックアップセットのリスト 169
バックアップセットヘッダに異常があ

ります 241
バックアップデバイス 30–45, 125
バックアップ動作

置き換え 24, 80, 81

新規メディア 24, 81
標準 23, 80, 81

バックアップの待機 116
バックアップ用ポップアップメニュー 

106
バックアップレポート 152–154

エクスポート環境設定 175
バックアップレポート更新オプション 

160
バックアップレポートのエクスポート

環境設定 175
バックグラウンドで起動 116
バックグラウンドでは休止環境設定 

177

ひ
比較エラー 221, 243
ひし形のマーク 161
標準バックアップ 23, 80, 81

ふ
ファイアウォール 217
ファイバチャネル 29
ファイル移動後に空のフォルダを削除

しない 163
ファイル移動オプション 159
ファイル共有権限 181
ファイルサーバ , Mac OS 181
ファイルシステム変換 124
ファイルとフォルダの選択 190
「ファイルなし」セレクタ 197
ファイルバックアップセット 22
ファイルは比較できなかった 221
ファイルを移動オプション 160
フォルダ

削除 187
作成 187
整理 187

復元
Mac OS ファイルサーバ 138
Macintosh でのアクセス権 138
アクセス権 181
一時停止 165
個別にファイルとフォルダを選択

する 60
サーバ 181
障害後 130
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スクリプト 58
スクリプトによる 76
対応するファイルと置き換える 56, 

78
停止 165
ディスク全体を復元 56, 77
トラブルシューティング 223
ファイルとフォルダの検索 58
ファイルとフォルダの復元 57, 78
ファイルのみ復元 57, 78

復元のための検索 58
複数のバックアップデバイス 46
複製

基本 61
スクリプト 63
スクリプトによる 73
対応するファイルと置き換える 62

ブラウザ 189–195
ブラウザメニュー

一覧のオプション 192
検索 192
再検索 194
相互参照 192
次のハイライトへ 191
ハイライトを保存 194
マークをハイライトに 191

ほ
ポート番号 236
ポーリング 158
ボリューム

自動マウント 188
表示 184

ボリューム , クライアント情報 109
ボリューム選択ウィンドウ 184

コンテナ 185
ボリュームの選択 184

「ボリューム」タブ 107–108
ボリュームの自動マウント 188
ボリュームメニュー

片付ける 189
グループ作成 186
削除 188, 189
サブボリュームの作成 188
消去 189
「新規フォルダ」 187
設定 188
取り出し 189

名前を変える 189
ボリュームリスト 184

ま
「マーク解除」ボタン 191
「マークする」ボタン 191
マウントされた AFP ボリューム 231
マルチキャストクライアントアクセス 

113

み
「未決ラベルを除く全項目」セレクタ 

196

め
メディアの寿命 45
メディアの準備 166

CD/DVD 31–36
テープ 41–42
テープライブラリ 44
リムーバブルディスク 36–37

メディアのスキップ 168
メディアの取り出し環境設定 176
メディアの内容が不明 241
メディアの紛失 168
メディアの要求 166–168
メディアの読み取りを検証 208
メディアのローテーション 23, 148, 149
メディア、バックアップセットの操作 

170
メディア要求の時間切れ環境設定 175
メモリ , クライアント情報 109
メモリの必要条件 11, 246

も
元のバックアップ時間を設定オプショ

ン 162
元ファイルとカタログの照合オプショ

ン 161
元ボリュームグループコンテナ 186
元ボリュームのチェックオプション 

158
モバイルコンピュータのバックアップ 

86
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「ユーザ / バックアップ」つまみ 117
ユーザが開始するバックアップ 118

「ユーザフォルダと環境設定 (OS X)」
セレクタ 197

優先順位 , クライアント情報 109
優先順位環境設定 117

よ
曜日指定スケジュール 81
容量

テープ 39
ワークシート 127

よく聞かれる質問 「Q&A」を参照 230
読み込みのみ 117

ら
ライセンスコード 100
ライセンスマネージャ 100
ラップトップコンピュータのバック

アップ 86

り
リムーバブルディスク 36–37
履歴

Linux クライアント 258
Macintosh クライアント 254
Windows クライアント 256

リンク暗号化 106

れ
レジストリバックアップマネージャ

インストール 103
～からの復元 144
使用 121
復元 144

レポート 152–156
AppleScript による電子メール送信 

212
操作ログ 154–156
内容レポート 156
バックアップレポート 152

「レポート」タブ 152
内容 156
レポート 152

ログ 155
レポートの電子メール送信 212

ろ
ローカルデスクトップコンテナ 185
ローダー 「テープライブラリ」を参照
ログ , 操作 154
ログアウト 「削除」を参照
ログインしていません 105
「ログを検索」コマンド 154
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